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図29　捨て場遺構出土縄文土器（4）
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図30　捨て場遺構出土縄文土器（5）
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図31　捨て場遺構出土縄文土器（6）
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図32　捨て場遺構出土縄文土器（7）
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図33　捨て場遺構出土縄文土器（8）


が貼り付けられるものもある（図30－5・6、図31－3）。胴部の施文はRL縄文とLR縄文による結


束第1種羽状縄文が大半だが、図30－2ではRL縄文とLL縄文の羽状縄文が施されているほか、図


31－10ではRLとr縄文の付加条縄文が施文されている。


　このほか前述の円筒上層b式及びc式の指標とされる馬蹄形状圧痕や刺突の施されない土器がいく


つかみられる（図31－7・8、図32、図33－1・2）。図31－7・8と図32－3は器形や口縁部への


隆帯の貼付手法が本遺跡出土の円筒上層b式やc式と共通するもので、いずれかの範疇に収まるもの


とみられる。図32－1は隆帯が地文縄文の上から貼り付けられているもので、中葉の円筒上層d式


に比定されるが、口縁部文様帯は狭く、隆帯も太いことから、雰囲気は円筒上層c式に近いものである。


図32－2・4・5は口縁部の装飾的な隆帯を除き、器形や口唇部の鋸歯状隆帯など図32－1に類似す


るもので、図32－6～9、図33－1・2もほぼ同時期である円筒上層d式期の所産と考えられる。


　図33－3は無文の台付皿で、平面形は楕円形をしている。図33－4は口縁部に隆帯と押圧縄文の


施された土器であるが、器形はキャリパー状にくびれ、胴部にはLR縄文が施されるものである。こ


れらについては前～中葉の円筒上層a～d式のいずれかに伴うものとみられる。
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　図33－5～15は沈線文の施される土器で、図33－5・6は後葉の榎林式に、図33－7～17は末


葉の大木10式に併行する土器に比定されるが、図33－16・17は後期初頭の土器の可能性がある。


縄文時代後期の土器（図34～41－17）


　後期では前葉と後葉の土器が出土している。図34～40は前葉の十腰内Ⅰ式に比定されるもので、


捨て場遺構南側のⅠM～O－42～46グリッド付近から集中的に出土しているが、この段階の土器


が捨て場遺構出土土器の大半を占め、復元個体数も多い。器種でも深鉢、鉢、浅鉢、壷、皿、蓋、注


口土器、切断土器、異形土器等がみられるなど、量的、質的に卓越した内容である。


　深鉢では器高30㎝を超える大型のものと、器高20㎝程度の小型のものがあり、それぞれに波状口


縁と平口縁のものがみられる。外形は頸部がややくびれ、口縁部が外反するものであるが、大型のも


のは最大径が口縁部にあるのに対し、小型のものでは胴上部に最大径があるものも存在する。外面の


装飾手法は全てに共通するもので、沈線文や微隆帯、縄文等が様々に組み合わされ多彩なバリエーショ


ンを生み出している。文様の構成から口縁部、胴部、底部の3文様帯に大きく区分されるが、口縁部


文様帯には折り返し口縁や微隆帯、円形または楕円形状沈線文の組み合わされたものが多用され、横


位沈線等で胴部文様帯と区画される。主文様の展開する胴部文様帯では、まず沈線文と微隆帯が組み


合わされ半肉彫状の外面を呈するもの（図34－1～3・5）がみられる。図34－1は7単位と推定さ


れる波頂部下に2段の渦巻文を配置し、横位の沈線文と微隆帯で連結している。図34－2・3・5は


入り組み状の沈線文と微隆帯が施されるもので、図34－5では微隆帯部分に着色された化粧粘土が


使用され、コントラストが強調されている。また沈線文を主体とするものには、2～3本一組の沈線


で主文様を構成するもの（図34－4・7、図35、図36－1～5）と格子目状の沈線文を主文様とす


るもの（図38、図39－1）がみられる。このうち2～3本一組の沈線で主文様を構成するものでは、


図35－1や2のように縦位の連続するS字状沈線文を基本として縦位または横位の弧状沈線文が充填


されるモチーフが多いが、図36－2や4等の横位に連続する弧状沈線文が基調のものもみられる。


このほか深鉢では単軸絡条体5類の施されるもの（図39－2～5、図40－8）、口縁部に沈線と微隆


帯が施され胴部が無文のもの（図39－6～8）、無文のもの（図40－2）、縄文のみのもの（図40－3）


等がみられる。なお図40－8は小型の深鉢の胴～底部が残存するものだが、内面にウルシと推定さ


れる黒褐色の乾燥した残渣が固着している。


　鉢・浅鉢においては平口縁のものが大半を占めるが、2単位の波状または突起をもつ口縁も数点存


在し（図37－3・17～20・22）、図37－3・19・20では波頂部に貫通孔がみられる。また貫通孔


に関しては底部付近に施されるもの（図37－8）も存在する。外形は基本的に口縁直下がくびれ、


頸部から胴上部が大きく張り出すものだが、口縁部付近については内傾または直立的に立ち上がるも


の（図37－5・7等）と、外傾して外側に開くもの（図37－17・18等）がみられる。文様帯につ


いては口縁部、胴部、底部の3文様帯があるようだが（図37－8等）、口縁部が折り返しのみで、底


部文様帯のない図37－9や20の例もみられる。実際の外面文様では、口縁部文様帯にのみ文様が施


されるものは少なく（図37－3、図40－1）、胴部～底部文様帯全体に沈線による文様が施されるも


のが多い。その胴部～底部文様帯には深鉢同様に3本一組の沈線で渦巻文や入り組み文等の主文様が


構成されるものが主体的で、部分的に4本一組の沈線がみられるものや（図37－7・8等）、3本一組
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の沈線間に縄文が充填されるもの（図37－10）、1本または2本の沈線で粗雑な文様を描くもの（図


37－20～22）もみられる。また内面調整については他器種に比してミガキ調整が多用され、丁寧


な作りとなっているものが多い。


　壷は鉢類に比して個体数が少なく、器高20～30㎝程度の個体が数点確認される（図36－6～


10、図37－2）。器形は頸部にくびれがあり最大径が胴下半部にあるもので、比較的安定感がある。


口縁部形態について明らかなのは図36－6・8・10のみで、図36－6・8は平口縁であるが、図36


－10は2単位の突起をもつ口縁と推定される。外面文様は鉢類同様に微隆帯と沈線文で構成されるが、


文様帯としては図36－8や10の例から口頸部、肩部、胴上部、胴下部、底部と鉢類に比して細分さ


れているようである。概して共通するのは肩部と胴下部の文様帯に微隆帯と横位楕円形状沈線文が施


され、底部付近が無文となる点で、主文様のある胴上部文様帯には微隆帯と沈線により巴状入り組み


文や楕円形文が施されるもの（図36－9、図37－2）、3本一組の沈線で渦巻文や弧状文が配される


もの（図36－7・8・10）、無文のもの（図36－6）等がみられる。これらのほか図40－7と9も壷


型の可能性がある。図40－7は内外面に赤色の顔料が付着するもので、図40－9は外面にウルシと


推定される光沢のある黒褐色の物質が付着する。


　切断土器は図37－1と図40－5の2点がある。図37－1は壷型の頸部が切断されているもので、


胴部には3本一組の沈線で渦巻文と弧状文が配される。図40－5は口頸部を欠くものの、ほぼ完形


で出土した。胴下部に切断面があり、アスファルト（東北芸術工科大学文化財保存修復センター長　


松田泰典氏の分析による、本項文末参照）で固着されている。肩部と胴下部には表裏2箇所ずつの突


起が貼り付られ、紐通しとみられる孔が穿たれている。胴部文様は微隆帯と沈線によりコ字状文が配


されるものである。このほか後述するがミニチュアにも2点、切断土器が確認される（図40－32・


33）。


　注口土器は図40－6の1点が確認されている。部分的な残存状態であるが、球胴形の胴部上方に


注口基部が残存している。胴下部は無文であるが、胴上部には3本一組の沈線で弧状文が配される。


　皿は図40－4の1点が出土している。残存する底部形状から隅丸方形を呈するものとみられる。


外面は無文で、比較的丁寧なナデ調整が内外面に施される。なお後述のミニチュアにも1点存在する。


　蓋では図40－10と11の2点が確認されている。図40－10は円錐形で頂部を欠く。図40－11


は摘部と端部を欠く。ともに無文であり、外面は輪積み痕の残存する粗いナデ調整が施される。


　また図40－12・13は方形の土器の一部とみられ、図40－12は上方の角部分に、図40－13は下


方部分に相当するものと推定される。図40－12の上面には注ぎ口のような溝があるほか、側面には


透かし状の孔があるなど、青森市小牧野遺跡（青森市教委2003）や月見野（1）遺跡（青森市教委


2007）で出土している異形土器に類するものとみられる。


　図40－14～43はミニチュア土器を一括した。外面は無文のものが多いが、2～3本一組の沈線で


渦巻文や三角状文、弧状文が配されるもの（図40－28・32～34・42）、格子状沈線文の施される


もの（図40－30）等がある。器種では壷または鉢（図40－14～26・28～31・34）、台付鉢（図


40－37～41）が大半であるが、図40－27は皿、図40－32と33は切断土器で、図40－35と36


は中～小型壷の口頸部とみられる。図40－43は傾いた胴部形態が特徴的であり、本来は同様の器と


対になる可能性がある。
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図34　捨て場遺構出土縄文土器（9）
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図35　捨て場遺構出土縄文土器（10）
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図36　捨て場遺構出土縄文土器（11）
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図37　捨て場遺構出土縄文土器（12）
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図38　捨て場遺構出土縄文土器（13）
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図39　捨て場遺構出土縄文土器（14）
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図40　捨て場遺構出土縄文土器（15）
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　図41－1～17は後期後葉の土器で、貼瘤を特徴とする十腰内Ⅳ～Ⅴ式前後の土器に比定される。


出土位置はⅠU－33・34グリッド付近と、ⅠQ・R－37・38グリッド付近の2地点に限定されている。


図41－1～3は口縁部の端部が肥厚するもので、図41－1は刻み状の沈線が口端部に施される。図


41－2は口縁部に磨消縄文と刺突が施される鉢または壷、図41－3は羽状縄文と無文帯が施される


鉢とみられる。図41－4～7、図41－10・11は壷または注口土器で、図41－4・5・11では無文


の器外面に小さな貼瘤が施される。図41－8・9は同一個体であり、無節L縄文が施されるが、口縁


部と胴下部に無文帯がみられる。図41－12～17は地文のみが施された土器で、施文原体や胎土の


状態からこの段階のものと推定される。図41－12～16は深鉢、17はやや球胴形の壷とみられる。


縄文時代晩期の土器（図41－18～24）


　各時代別では最も出土量が少なく、ⅠM・N－45～47グリッドで集中的に出土している。図41


－18は完形の浅鉢で、口縁部の横位沈線で区画された文様帯に肉彫状の沈線による雲形文が全周す


る。図41－19～24は鉢または深鉢の破片で、図41－19・21～23では口唇部分が小波状を呈し、


横位の平行沈線が2～3条巡る。胴部施文では、LRまたはRL縄文を斜方向に回転施文するもの（図


41－19・21・22）と縦位の条痕文が施されるもの（図41－20・23・24）がみられる。　　　（神）


附記　新田(2)遺跡出土切断土器の膠着材について


　フーリエ変換赤外分光分析による赤外吸収スペクトルを計測した結果、アスファルト（瀝青）によ


く近似した波形を観測した。他の素材、漆等と比較したが、他に類似の物質はなく、アスファルトと


同定した。


　註１）フーリエ変換赤外分光分析にはParkin－Elmar製SpectrumOneを使用した。資料調整に


は臭化カリウム（KBr）錠剤法を用いた。


　註２）レファレンスは“Infrared and Raman Usera Group”


　　　http://www.irug.org/ed2k/jcamp.asp　のデータベースを利用した。


　各吸収バンドの有機化学的な帰属など詳細についての知見は時間の都合上ご容赦ください。


（東北芸術工科大学文化財保存修復センター　松田泰典　分析担当：後藤枝里子）


※　切断土器（図40－5）の接着部の膠着材について、東北芸術工科大学文化財保存修復センター


松田泰典センター長のご厚意により同定していただいた。記して謝意を表するものです。なお、紙面


の都合上、分析データは記載できなかったことをお断りしておきます。　　　　　　　　　　　（葛城）
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図41　捨て場遺構出土縄文土器（16）
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2．石器（図42～54）


　縄文時代の石器類の大多数が捨て場からの出土で、縄文土器の出土状況と変わるところはない。以


下に、剥片石器類は形態から礫石器類は形態のほか整形痕と使用痕跡別に分け、各器種ごとに記述す


る。各石器の出土位置や石材等については観察表に示した。


石鏃（図42－1～31）


　無茎鏃（図42－1・30・31）は少なく3点の出土である。1はほぼ正三角形で、基部は僅かに湾曲


している。30は尖基鏃である。31は円基鏃で、両端部に細かな調整がみられる。


　有茎鏃（図42－2～29）は29点の出土である。鏃身が三角形状の短いものと、長い二等辺三角


形状のものがある。基部形態をみると凹基有茎鏃は少なく（図42－12・14）、凸基有茎鏃が多い。


これらの内には、基部の片側が平基でもう一方がなで肩状の凸基となるもの（図42－6～9）もの


がある。図42－19は小剥片の周縁を折り取るような調整で作られている。


石槍（図42－32～34）


　3点出土している。32は細い形状で側縁から細かな調整が施されている。33は粗い調整でつくられ


ており先端部を欠失する。34は全体形状で異質だが、側面と尖頭部のつくりだしから含めた。


石錐（図42－35～39）


　5点出土している。剥片の一端部に両面調整を施し、突出した錐部をつくり出しているもの（35・


36）と、両面調整で全体形を棒状に仕上げているもの（37～39）がある。


石匙（図43、図44－1・2）


　縦型が11点（図43－1～9・11、図44－1）、横型が8点（10・12～17・図44－2）が出土し


ている。後者の内、図43－10と同12は縦型との判別に困る形態である。また横型のものでは、つ


まみが刃部の斜め方向につくられたもの（14）もある。縦型と横型ともに、つまみは素材剥片の打


点側につくられるものが大半だが、素材末端につくられるもの（図43－3・12）もある。縦型石匙


の内、図43－1・2・5は、背面右側縁の急角度調整と左側縁の深い押圧剥離、腹面右側縁の連続し


た小剥離調整の特徴をもつ、所謂松原型石匙と呼ばれるものである。この種の石匙は、縄文時代早期


末～前期初頭の時期にほぼ限定される器種であり、出土土器の内に表館式と早稲田6類があることか


ら、それらの時期に帰属するものと思われる。


石篦（図44－3～18、図45－1～8）


　24点出土している。全体形状は、概ね二等辺三角形状のものと長方形状のものに分けられるが、


柳葉形のもの（図44－3）や、撥形状のもの（図44－17）もある。刃部は、弧状のものが多く急角


度調整剥離が施されている。多くは縦長剥片を素材とするが、横長剥片を用いるもの（図45－5）


ある。


スクレイパー類（図45－9～19、図46、図47、図48－1・6～9）


　削器および搔器の機能が想定される、二次加工が施される不定形石器をまとめ、44点を図示した。


素材剥片は、縦長剥片が22点、横長剥片が20点で不明の2点を除きほぼ同数である。二次調整され


る部位から、以下のように分けられる。


　両面の周縁調整のもの（図45－9・12～16・18、図48－1・6・7）、図45－12～14は木葉状


に成形されている。図48－7は尖頭状の形につくり出されている。


　両面の両側縁調整のもの（図46－3）、丁寧に成形された円形搔器で、端部に樋状剥離が施される。


　両面の一側縁および端部調整のもの（図46－1・9・11、図47－7～10）、図46－1は素材剥片


－  54  －


新田（2）遺跡 第3章　縄文時代の検出遺構と出土遺物


－  55  －







の打点側端部を主に調整し刃部としている。同図9・11は錯向剥離となっている。図47－7は急角


度調整が施されている。


　背面の周縁調整のもの（図45－17、図46－2・4・10・12、図47－1・2）、図46－2は急角度


な粗い調整剥離後に、細い剥離で円形搔器に成形されている。同図4も急角度調整で搔器と思われる。


　背面の両側縁調整のもの（図45－11、図46－5・8・14、図47－3・4・6）、図45－11は製作


途中の破損品の可能性がある。図46－5は急角度な調整であり、形状は方形であるが円形搔器の未


製品の可能性がある。


　背面の一側縁および端部調整のもの（図45－19、図46－6・7・13・15、図47－5・11～


13）、図45－19や図46－15は簡易な調整でつくられている。図47－11～13は急角度調整が施さ


れている。


　腹面の両縁調整のもの（図45－10）、調整は石篦の剥離に似ており、それの未製品の可能性もある。


　腹面の両側縁調整のもの（図48－8・9）、図48－9は湾曲した素材が用いられ、その部分を主に


調整剥離している。


異形石器（図48－2～4）


　3点出土した。定型石器より異質であるが、スクレイパー類の不定形石器より意識された形態に二


次調整が施されているものを分けた。それぞれ両面調整で、つまみ状の突起がつくり出されている。


2は三日月状の刃部で、4は突起を除けば、凹基鏃の形状である。


楔形石器（図48－5・10～12）


　4点図示した。図48－5・10は残る原礫面から小円礫が素材と思われる。同図10は2個1対の刃


部をもち側縁は剪断している。それ以外は4個2対に刃部をもち打撃で縁辺が大きく破砕している。


石核（図48－13）


　1点図示した。大きさが10㎝以内の残核であり、小剥片が剥ぎ取られている。打面の転移が繰り


返され多面体となっており、稜に潰れがあることから敲打にも用いられている。


打製石斧（図48－14）


 1点出土している。粗い両面調整で短冊形に成形されており、背面の約半分に礫面を残す。腹面の


一部に敲打痕がみられる。


磨製石斧（図48－15～20、図49－1～10）


　16点出土しており、すべて破損品である。図49－8・10以外は定角式磨製石斧である。図49－


3は刃部破損後に破損部を研磨しており、同図9も同様に再調整されている。


石刀（図49－11～17）


　7点出土している。図49－12以外の素材は粘板岩である。一方の側縁は平坦に、対する側縁は鋭


角になるように研磨されている。図49－11と17は部分の破片で、同図12・15・16は先端部の破


片である。


同図15の背部には溝が彫り込まれている。同図14は石斧の基部破片の可能性もある。


半円状扁平打製石器（図50－1・4・6・8、図51－1）


　5点図示した。扁平な礫の一長辺を機能面とするもので、機能面の側縁に剥離を有するものが多い。


　図50－4の機能面は狭長で蛇行している。機能面幅の広狭が使用頻度によるものか、機能面を整


形する際の調整に左右されるものか判断しかねる。


磨石（図50－2・3・5・7・9、図51－3・5・6、図52－1・3）


　10点図示した。特殊磨石とか三角柱状磨石と称される素材礫の稜線部に機能面をもつもの（図50
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－2・3・5・7・9、図51－3・5・6）と、礫の表面全体ないしは一部が摩耗したもの（図52－1・3）


がある。前者の機能面は、前述の半円状扁平打製石器よりも広く、また機能面の側縁部に剥離もみら


れない。しかし、両者の機能面の感触的な状態に特別な差異は感じられない。図52－1・3は摩耗し


た器面をもつもので、扁平な楕円形礫が用いられている。これらの内には、複合的に使われているも


のがあり、図50－9、図51－5・6、図52－1・3には敲打の痕跡がみられる。


北海道式石冠（図51－2・4）


　2点出土している。図51－2は楕円形礫の両側縁に幅の広い機能面をもち、器体の中央部には浅


い帯状の敲打痕が巡っている。同図－4は一側縁に機能面をもち、器体には2と同様な敲打痕が巡る。


凹み石（図51－7・8、図52－2・4～12、図53－1～4）


　16点図示した。礫の器面に敲打により窪んだ箇所や、敲打の痕跡をもつものである。用いられる


礫の形状は様々で、厚さのある楕円形礫を用いるもの（図51－7・8、図52－2・4）、扁平な楕円


形礫が用いられるもの（図52－5・11、図53－2）、棒状の礫が用いられるもの（図52－6・8・


10、図53－3）がある。敲打の痕跡は、一器面に一つのもののほか、複数箇所認められるものがあ


り図52－2は礫のもつ全面が使われている。これは使用頻度によるものであり、同じく図51－7や


図53－1も使用頻度が高く、痕跡は深く円錐状に窪むが、他は敲打のダメージが認められる程度の


ものである。


敲き石（図53－5・6・8・9）


　5点図示した。礫の器面に敲打痕跡が残るものであるが、凹み石の敲打痕が平坦な器面に認められ


るものに対して、素材礫の両端部に広く敲打痕の認められるものを本類とした。図53－5・6は多面


体敲打石器と呼ばれる、石斧などを敲打整形するための道具とされている。


礫器（図53－7・10）


　素材の礫に調整剥離が施されるもので2点出土している。楕円形礫の一端部に両面から粗い剥離が


施されている。剥離の稜線部が敲打により潰れていることから複合的に使われたものと思われる。


石錘（図53－11）


　1点出土している。扁平な楕円形礫の一側縁中央部に両面から調整剥離が施されている。


石皿（図54－1～3）


　3点図示した。図54－1は礫一面がそのまま使用されたもので、中央部が摩耗して広く窪んでいる。


同図2・3は加工された有縁石皿である。破片の形状から、2の全体形状は隅丸長方形ないしは方形で


あったものと思われる。縁から中央部に向けて大きく傾斜しており、使用頻度が高かったものと思わ


れる。側縁と機能面に溝状の彫り込みが認められる。3は楕円形ないしは円形の形状であったものと


思われる。


軽石製品（図54－4～8）


　4点図示した。軽石の全面を研磨して形状を整えたものである。図54－4・6は長方形に成形して


いるほか、同図6・7は楕円形に成形している。同図8は楕円形に研磨して、一端に穿孔している。


浮子に使用された可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小田川）
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図42　捨て場遺構出土石器（1）
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図43　捨て場遺構出土石器（2）
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図44　捨て場遺構出土石器（3）
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図45　捨て場遺構出土石器（4）
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図46　捨て場遺構出土石器（5）
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図47　捨て場遺構出土石器（6）
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図48　捨て場遺構出土石器（7）
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図49　捨て場遺構出土石器（8）
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図50　捨て場遺構出土石器（9）
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図51　捨て場遺構出土石器（10）
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図52　捨て場遺構出土石器（11）
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図53　捨て場遺構出土石器（12）
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図54　捨て場遺構出土石器（13）
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3．土製品（図55・56）


　捨て場遺構からは土製品が47点出土している。器種ごとに分類してその特徴を述べる。


土偶（図55－1～6）


　出土した土偶は6点で、すべて破損している。1は板状土偶の頭部と考えられ、縄の側面圧痕と刺


突によって施文されている。2は頭部破片であるが、目や口に比べ、髪型と鼻が写実的に作出されて


いる。3は、胸部破片で乳房と思われる膨らみと腹部を窪ませているのが確認できる。4は胴部破片と


考えられ、背面に沈線が施されている。5も板状土偶で格子状の沈線が施されている。6は板状の胴部


破片で、沈線と刺突で施文され、中心部に上下の貫通孔がみられる。1と4が縄文時代中期、それ以


外は後期と考えられる。


土製垂飾品（図55－10）


　10はドーナツ状で、沈線を施し、紐を通したと思われる1対の貫通孔がみられる。


動物形土製品（図55－11）


　破損しているが、その形態から何らかの動物を模したと考えられる。全体をミガキによって調整し


ており、四肢のほか頭部と尾を作出し、太い方が頭部と思われる。


鐸形土製品（図55－12～16、図56－1・2）


　7点出土した。図55－12は渦巻き状の沈線と刺突列が対になるように配置されている。13は平行な


沈線と刺突列で渦巻文を施している。図55－14～16のいずれも沈線と刺突列によって構成されている。


図56－1・2は紐の位置がずれていることと外面に文様がみられないことから、鐸形土製品というより


紐を通す孔をもつ小型の容器の可能性が考えられる。どちらも内面に黒色の付着物がみられる。


円盤状土製品（図56－3～31）


　29点出土した。全て胴部破片を再利用したものである。調整は土器片を打欠いただけのものとそ


の後周縁と断面を調整したものがみられる。大きさは直径4㎝以下（12点、41％）や7㎝以上（1点、


1％未満）は少なく、4～6㎝の間（16点、55％）が割合として高くなっている。文様は様々であるが、


無文と網目状（単軸絡条体第5類）が多い傾向にある。沈線文が施文されるものは十腰内Ⅰ式の土器


片を用いていると考えられるが、これ以外も概ね縄文時代後期前半の土器片を再利用していると考え


られる。


不明土製品（図55－7～9）


　形態及び用途が不明のものを一括し、不明土製品とした。7は鼓形であり耳栓とも考えられるが、


調整が雑であるため不明土製品とした。8は何らかの脚部と考えられる。9は扁平な粘土板の端部に細


かい刻み目が確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中嶋）


4．石製品（図56）


　捨て場遺構からは石製品が3点出土している。以下にその内容を述べる。


円盤状石製品（図56－32・33）


　2点出土した。いずれも軽石製である。周囲を打ち欠いて整形されており、両面は平滑である。


三角形石製品（図56－34）


　1点出土した。三角形状に整形されており、両面に無数の擦痕が見られる。裏面は特に平滑である。


（葛城）
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－  72  －


新田（2）遺跡 第3章　縄文時代の検出遺構と出土遺物


－  73  －







1 2


3 4 5


6
7 8


9
10 11


12 13 14


15 16


17 18


19


20
21


22
23 24


25


26 27


28 29
30


31


32


33 34
(S=1/2) 5cm0


図56　捨て場遺構出土土製品（2）・石製品


－  72  －


新田（2）遺跡 第3章　縄文時代の検出遺構と出土遺物


－  73  －







第7節　遺構外出土遺物


　遺構外から出土した遺物に加え、古代以降の遺構から出土した縄文期の遺物も併せて記載する。


1．土器（図57・58）


縄文時代前期の土器（図57－1～47、図58－1～9）


　初頭と前葉、末葉の土器が出土している。初頭では表館式（図57－1～18）、早稲田6類（図57


－19～27）、表館式または早稲田6類のいずれか（図57－28～42）に比定される土器がみられる。


表館式に比定されるものは非常に堅緻で、図57－1・2・8～10では内削ぎ状の稜をもった口縁断面


形状が確認される。外面はコンパス文（図57－1～7）や刺突列（図57－8～18）が施される。早


稲田6類に比定されるものも堅緻な土器で、押し引き状沈線文が口縁部付近と尖底部外面に確認でき


る（図57－19～27）。口縁は波状で端部はやや丸みを帯びている（図57－19）。表館式または早


稲田6類いずれかに伴うとしたものは縄文のみ施されるもので、分離基準に欠けるため一括した。施


文縄文は、ループ文（図57－30・32・34・35・37）、原体端部の段状施文（図57－28・29・


31・38）、羽状縄文（図57－33・36・41）、単節・複節縄文の回転施文（図57－39・40）、交差


縄文（図57－42がみられる）。


　前葉の土器は深郷田式に比定され、単軸絡条体1類の回転施文が施される（図57－43～47、図


58－1～3）。図57－47は立ち上がりの急な円筒形で、器面内外に凹凸が目立つ。他破片では口縁


部がやや外反するものが多く（図57－43～45等）、内面は条痕がみられるものもある（図57－


43・44・46、図58－2）。図58－4はRL縄文の回転施文と2条の側面圧痕が施されるものだが、


平川市永野遺跡（青森県教委1980）では第4類土器として、深郷田式に伴うものとされている。


　末葉の土器は、図58－5・6が円筒下層d1式に、図58－7～9が円筒下層d2式に比定される。


縄文時代中期の土器（図58－10～15）


　前葉の円筒上層b式に比定される土器（図58－10）、中葉の円筒上層e式に比定される土器（図


58－11～13）、後・末葉の最花式から大木10式に併行する土器（図58－14・15）が出土している。


図58－11は円筒上層e式の深鉢の波頂部で、ボタン状貼付と沈線文が施されているものである。


縄文時代後期の土器（図58－16～34）


　初頭の土器（図58－16・17）、前葉の十腰内Ⅰ式に比定される土器（図58－18～25）、後葉の十腰


内Ⅳ～Ⅴ式に比定される土器（図58－26～34）が出土している。このうち十腰内Ⅰ式に比定される図


58－20の無文深鉢は平安期の第85号土坑確認面から、図58－24の無文小型台付鉢は同じく平安期


の第101号土坑堆積土から出土したもので、ともに完形である。十腰内Ⅳ～Ⅴ式に比定されるものは口


端部の肥厚する破片が大半だが（図58－26～30）、貼瘤のある壷頸部破片もみられる（図58－32）。


縄文時代晩期の土器（図58－35～40）


　中葉の大洞C2式前後の土器が少量出土している（図58－35～40）。図58－35は頸部沈線下に、


図58－36は口唇部と頸部沈線下に、図58－39は口唇部にB突起が貼り付けられるものである。（神）
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図57　縄文時代の遺構外出土土器（1）
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図58　縄文時代の遺構外出土土器（2）
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２．石器（図59・60）


　縄文時代の石器で、遺構に伴わず捨て場遺構以外から出土したものをまとめた。各石器の出土位置


や石材等については観察表に示した。


石鏃（図59－1・2）


　2点出土している。共に凹基無茎鏃である。2は基部の抉りが深く、1に比べて鏃身が短い。


石錐（図59－3～6）


　4点出土している。図59－4は全体形を棒状に仕上げている。同図3・5は断面菱形の長い錐部を


つくり出している。同図6は側縁調整のスクレイパーだが、錐として使用され端部が摩滅している。


石槍（図59－7・8）


　2点出土している。図59－7は横長剥片が素材で木葉形に成形されている。同図3は尖頭部を欠く。


石匙（図59－9）


　1点出土した。横長剥片を素材とした縦型石匙で、刃部は素材形状のまま弧状である。


石篦（図59－10～16）


7点出土している。短冊形のものが多数だが、撥形のもの（図59－16）ある。撥形の16と同図13


の刃部は直刃で、それ以外は弧状の刃部である。


スクレイパー類（図59－17～22）


　削器および搔器の機能が想定される、二次加工が施される不定形石器で6点を図示した。素材剥片


は縦長剥片が4点、横長剥片が2点である。二次調整される部位から、以下のように分けられる。


　両面の周縁調整のもの（図59－19～21）、図59－19は尖頭状に調整されるものである。同図20


は錯向剥離調整が施されるもので、腹面の調整は打瘤の高まりを取るために行われているようである。


　背面の周縁調整のもの（図59－17）、打点側の端部と一側縁に急角度調整が施されている。


　背面の一側縁および端部調整のもの（図59－18・22）、同図18は原礫面を残す素材で、急角度調


整が施されている。同図22は細かな調整で刃部がつくられている。


磨製石斧（図60－1～3）


　3点図示した。図60－1・2は定角式磨製石斧である。1は使用により刃部から大きく破損しており、


2は被熱で破損している。また2は側面に敲打痕があり、敲き石としても使用されている。同図3は


小型の石斧で入念に研磨されている。鑿として使用されたものと思われる。


石刀（図60－4）


　1点出土している。素材は粘板岩で、一方の側縁は平坦に対する側縁は鋭角に研磨されている。背


部には、L字状の区画文とその内側に三叉文状の文様が彫り込まれている。文様の脇には盲孔が施さ


れている。


打製石斧（図60－5・6）


　2点出土している。5は粗い両面周縁調整で短冊形に成形されており、背面の中央に礫面を残す。


磨石（図60－7～12）


　6点図示した。素材礫の稜線部に機能面をもつもので、すべて破損している。図60－11は機能面


の片方の側縁に剥離を有している。同図12は他よりも広い機能面をもつ。


凹み石（図60－14・15）


　2点図示した。図60－14は長方形な礫の一器面に、敲打による窪みが4個並んでおり、裏面にも
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浅い敲打痕がみられる。同図15も一器面の中央部に2箇所、浅い敲打痕がみられる。


敲き石（図60－13・16）


　2点図示した。図60－13は礫の端部と稜線部に敲打痕がみられ、同図16は楕円形礫の両端部に


広く敲打痕が認められる。


用途不明礫（図60－17）


　本来は石製品に含めるものだが選別ミスのため本図版に含めた。小型の長方形礫の両器面に盲孔が


施されているものである。


平安時代の遺構出土石器　（図61～68）


　平安時代の遺構構築に伴う掘り返しによる遺物の移動から、平安時代の遺構堆積土内から出土する


石器類も多く、それらから出土した剥片石器と縄文時代の礫石器と思われるものをまとめた。各石器


の出土位置や石材等については観察表に示した。


石鏃（図61－1～14）14点出土している。


　無茎鏃（図61－1～5・14）は6点の出土である。図61－1～3は平基鏃で、同図2は側縁が湾


曲した丸みを帯びた形状である。同図4は基部が窄まる形状で緩い抉りの凹基鏃である。同図5は尖


基鏃、同図14は円基族である。


　有茎鏃（図61－6～13）は8点の出土である。鏃身が三角形状の短いもの（同図7～10）と、長


い二等辺三角形状のもの（同図6・11～13）がある。基部形態をみると、鏃身の短いものはほぼ平


基で、鏃身が長いものは平基と凸基（同図13）がある。


石錐（図61－15・16）


　2点出土している。図61－15は小剥片を両面周縁調整し、断面四角形の錐部を作り出している。


同図16は錐部の破片で、端部は丸く摩耗している。


石槍（図61－17～21）


　5点出土している。図61－17は両面を押圧剥離調整で端正な木葉形に仕上げられている。同図


18・19は有肩状の形態を呈している。19は背面に原礫面が残る厚さのある横長剥片が素材である。


背面の調整は急角度で、素材の厚みを取れずに形状だけを整えているようである。同図20・21は粗


い調整でつくられており、20は石篦の可能性もある。


石匙（図61－22～30、図62－1～6）


　15点出土している。形態はほとんどが縦型であるが、図61－29は小型で斜刃のもので判別に困る。


同図22～26は前述している、松原型石匙であり、全体形状には同図23・24の切出しナイフ形や同


図25のような三日月形のバリエーションがある。図62－1～6は背面の周縁調整で、つまみだけが


両面調整でつくられる。素材は図61－22以外はすべて縦長であり、つまみ部は図62－3・4が末端


につけられる以外は打点側につくられている。


石篦（図62－7～17）


　11点を分別しているが、後述するスクレイパーの内にも本類に含めた方が無難なものが数点ある。


全体形状には、柳葉形のもの（図62－7・8）、長方形状のもの（同図－9・15）、撥形状のもの（同


図－10）がある。刃部は、弧状のもの（同図10・11・15）と直刃のもの（同図12・14・16）があ


る。多くは縦長剥片を素材とするが、横長剥片を用いるもの（同図11・14・15）もあり、11と15
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は打瘤の高まりを取るために大きな剥離調整が入れられている。図62－17は大石平型と呼ばれる小


型の石篦である。


スクレイパー類（図62－18～20、図63、図64、図65－1～5・7～9）


　二次加工が施される不定形石器をまとめ、50点を図示した。素材剥片は、縦長剥片が29点、横長


剥片が16点、不明が5点をある。二次調整される部位から、以下のように分けられる。


　両面の周縁調整のもの（図62－19・20、図63－1・3～7・9・11、図64－1・17、図65－4）、


図62－19は木葉状に成形されている。同図20は厚さはないが形状的には石篦であり、図63－1や


同図6・7・11は石篦の破損品として捉えてもよいものだろう。図64－1は腹面の周縁に細かな剥離


が巡るもので、全体的には雑な印象を受けるが、図46－2と同様な円形搔器と思われる。


　両面の両側縁調整のもの（図63－8・12・14、図64－3～4、図65－5）、図63－14は尖頭状


の素材末端に調整を加えている。図64－4は木葉状に成形されている。


　両面の一側縁および端部調整のもの（図63－10・13・15～17・19・20、図64－2、図65－1・8）。


　背面の周縁調整のもの（図62－18、図64－7・8）、図62－18は打点側に急角度な調整が施さ


れている。図64－7・8は削器として機能したものと思われる。


　背面の両側縁調整のもの（図63－18・21、図64－6・10・11・13・14・16、図65－2・7・9）、


図64－13・14は打点側の両側縁にノッチ状の小さい剥離が入れられている。図65－9は小剥片に


急角度調整が施されるもので搔器として機能したものと思われる。


　背面の一側縁および端部調整のもの（図63－22、図64－5・9・12・15）。


　腹面の両側縁調整のもの（図63－2）、両側縁の調整のほか、打瘤の高まりも除去されている。


　腹面の一側縁調整のもの（図65－3）、背面に原礫面を残す横長剥片の端部が調整されている。


異形石器（図65－6）


　1点出土した。背面主体の調整でつまみ状の突起がつくり出されている。剥離は急角度調整である。


石核（図65－10）


　1点図示した。残る原礫面と形状からみて、原礫自体の大きさは10～15㎝位であったものと思わ


れる。数回の転移で小剥片が剥ぎ取られているが、その後、敲き石に使用されている。


磨製石斧（図65－11～15）


　5点出土しており、すべて破損品である。図65－12は被熱で器面が大きく爆ぜている。同図13


も被熱で破損している。同図14は破損後に剥離が施されており、稜線部には敲打痕がみられる。


石刀（図65－16）


　1点出土している。頭部のつくりは無いが、側縁が直線的であることから握部の破片と思われる。


磨石（図65－17、図66－1・2、図68－2～7）


　3点図示した。素材礫の稜線部に比較的に広い機能面をもつものである。図66－1・2は機能面の


ほかに器面に敲打痕がみられ、1は台石、2は敲き石に複合して使われたものと思われる。図68－2


～7は河川ないしは海浜から持ち込まれた転石を使用しているもので、器面全体が摩耗しているが、


特に平坦な面が顕著である。


半円状扁平打製石器（図66－3～5）


　3点図示した。扁平な礫の一長辺に狭長な機能面をもつ。図66－3は機能面の片側に剥離を有し、


同図4・5は機能面の両側縁に剥離を有する。


北海道式石冠（図66－6、図67－1）
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　2点出土している。図66－6は側縁に幅の広い機能面を持ち、器体の中央部に極浅い敲打の痕ある。


図67－1は器体の両面中央部に敲打痕が強く残るものであるが、側縁は礫面のままで機能面をもた


ない。敲打の後に両端部に剥離を加えており、石錘の可能性が高いが敲打痕と形状から本類に含めた。


敲き石（図66－7～9・11、図67－3）


　4点図示した。礫の器面に敲打痕跡が残るものであるが、凹み石の敲打痕が平坦な器面に認められ


るものに対して、素材礫の両端部に広く敲打痕の認められるものを本類とした。用いられる礫には、


棒状礫（図66－7）、球状の礫（同図8・11）、柱状礫（同図9、図67－3）がある。


凹み石（図66－10、図67－2・4～9、図68－1）


　9点図示した。礫の器面に敲打により窪んだ箇所や、敲打の痕跡をもつものである。使用礫の形状


は様々で、扁平な楕円形礫、棒状の礫などがある。敲打の痕跡は、一器面に一つのものや、複数箇所


認められるものがあり、図67－2・4・7は礫の全面が使われている。磨石としても複合して使われ


るものも多く、図67－5は平坦な器面が、同図6・9は側縁が機能面として使われている。同図9の


側縁は湾曲した磨り面でツルツルに摩耗している。同図8は端部が剥離調整されており、礫器として


みることもできる。図68－1は破損品だが、大きさからみて台石としたほうが妥当かもしれない。


石錘（図68－8～10）


　3点出土している。扁平な楕円形礫の端部ないしは側縁部に両面から調整剥離が施されている。


軽石製品（図68－11～14）


　4点図示した。軽石の全面を研磨して形状を整えたもので、浮子に使用された可能性がある。


（小田川）


3．土製品（図69－1～11）


　11点図示した。器種ごとに分類してその特徴を述べる。


土偶（1）


　1は板状土偶の胴部破片で、臍周辺から上部にかけて段差がみられ、中心部に鎖状に沈線が施され


ている。背面は中心線から左右に枝状の沈線がみられる。縄文時代後期のものと考えられる。


匙形土製品（4）


　完形品で柄は短く作られ、匙の内面は丁寧に磨かれている。


鐸形土製品（5・6）


　2点出土している。5、6のいずれも沈線と刺突列によって施文されている。


円盤状土製品（7～11）


　5点出土した。大きさや文様構成は捨て場遺構出土のものと同様である。ほとんどが胴部破片の再


利用したもので、9のみ口縁部破片である。概ね縄文時代後期前半の土器片を再利用したと考えられる。


不明土製品（2・3）


　形態及び用途が不明のものを一括し、不明土製品とした。7は何らかの脚部と考えられる。12は球


状に丸めた粘土に棒などを全体に押しつけたもので、一部黒斑がみられる。　　　　　　　　（中嶋）


4．石製品（図69－12～15）


円盤状石製品（12）


　径3.5㎝の円盤状である。石材は軽石である。
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図59　縄文時代の遺構外出土石器（1）
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図60　縄文時代の遺構外出土石器（2）
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図61　平安時代遺構内出土縄文石器（1）
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図62　平安時代遺構内出土縄文石器（2）
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図63　平安時代遺構内出土縄文石器（3）
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図64　平安時代遺構内出土縄文石器（4）
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図65　平安時代遺構内出土縄文石器（5）
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図66　平安時代遺構内出土縄文石器（6）
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図67　平安時代遺構内出土縄文石器（7）
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図68　平安時代遺構内出土縄文石器（8）
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図69　縄文時代の遺構外出土土製品・石製品


装飾品（14・15）


　14は弧状を呈し、両端に穿孔をもつ。側面には溝が刻まれており、組み合わせ式の腕輪と考えら


れる。断面は中央部で厚みがあるが、端部では平坦となっている。外面は丁寧に磨かれている。15


は扁平な台形状の製品である。両面とも磨かれており、平坦である。垂飾の未製品と考えられる。


不明石製品（13）


　砂岩を球状に整形し、一端部に回転による円錐状の凹みが施されている。　　　　　　　　（田中）
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図70　縄文時代遺構内出土石器


補遺　縄文時代遺構内出土礫石器　（図70）


　遺物の抽出ミスにより前掲の縄文時代の遺構図版に載せられなかった礫石器の一部を追加・記述す


る。各石器の石材等については観察表に示した。


第12号竪穴住居跡出土石器（1～3）　1は床面出土の、基端部を欠失する定角式磨製石斧で、器面


の中央に成形後に付けられた敲打痕がみられる。2も床面出土で、一縁辺に狭長なスリ面をもつ半円


状扁平打製石器である。3は堆積土出土の敲き石で、上下両端部が使われている。


第49号竪穴住居跡出土石器（4・5）　4は堆積土から出土した有縁石皿の破片である。5は床面出土


の石皿で、楕円形に窪んだ機能面の端部には浅い溝状の痕跡がみられ、砥石的な機能も想定される。


第10号土坑出土石器（6）　堆積土から出土した凹み石である。


第24号土坑出土石器（7）　堆積土から出土した磨製石斧の破片である。


第66号土坑出土石器（8）　堆積土から出土した磨製石斧で基部破片である。　　　　　　 （小田川）
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第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物


第1節　竪穴住居跡


第2号竪穴住居跡（図71・72）


［位置・確認］丘陵先端部のⅠN－45グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層を精査中に、黒褐色土の方


形のプランとして確認した。


［重複］第1・10・11・16・20号竪穴住居跡と重複し、全ての遺構より新しい。


［平面形・規模等］北壁は明確に確認できなかったが、長辺8.3m、短辺6.9mの長方形を呈すると推


定される。推定床面積は55.8㎡である。


［堆積土］11層に分層した。黒褐色土及び黒色土を主体とする。層中には焼土粒及び炭化物を含む。


炭化物は西壁付近を中心に広く検出されており、焼失家屋の可能性が考えられる。第6層以下は黄褐


色ロームなどを主体とする掘方である。


［壁・床面］北壁は明確に確認できなかった。残存する壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は最大30㎝


である。本遺構は丘陵先端部に位置するため、南側は第Ⅴ層、北側は第Ⅱ層、その中間は第Ⅲ層がそ


れぞれ床面となっている。


［柱穴］ピットは14基検出された。ほとんどが東壁付近で検出された。


［壁溝］北側を除き断続的に巡る。規模は幅16～38㎝、深さ3～37㎝である。


［カマド］東壁やや南側から1基検出された。火床面・袖部及び半地下式と考えられる煙道の一部を


検出した。第10～12層は袖部である。第10層は被熱して赤変している。火床面は径約28㎝の円形


を呈する。半地下式と考えられる煙道は、撹乱によって破壊されている。軸方向はN－132°－E


である。


［出土遺物］出土した土器の総重量は15.0㎏である。堆積土中及びカマドから縄文土器、土師器坏・甕、


擦文土器、砥石、鉄製品が出土している。図72－1～4は土師器坏である。1は胴部にやや膨らみを


もち、器厚は底部から胴部にかけて薄くなるが、口縁部でやや肥厚する。2には墨書が、4の底面には


刻書がそれぞれ施される。5～7は土師器甕である。6は底部から胴部にかけて外傾するが、そこから


口縁部にかけて内傾する。7は胴部破片で補修孔が施される。8～11は擦文土器である。8・9は口縁


部破片で、刺突列が多段に施されている。8は口縁部が肥厚し外反する。9は口唇に沈線が巡り、内湾


する。12は砥石、13は錫杖状鉄製品と考えられるものである。下端が折り曲がっている。14・15は


それぞれ鎌・刀子の先端部である。


［小結］炭化物の出土状況から焼失家屋と考えられる。また、出土遺物及び堆積土の状況から、10世


紀後半以降のものと考えられる。なお、出土した炭化材を用いた放射性炭素年代測定の結果、最も新


しいもので9世紀後半～10世紀後半との結果が得られている（第8章第1節）。 　　　　　　　（葛城）


第3号竪穴住居跡（図73）


［位置・確認］ⅠL－48グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、炭化物と焼土が混入する黒褐色


土の方形のプランを確認した。住居北側は調査区外に延び、東側は削平により検出されなかった。


［重複］第4号竪穴住居跡・第5号溝跡と重複し、本住居跡が新しい。
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第２号竪穴住居跡�
第１層　10YR2/3　黒褐色土　炭化物塊少量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土塊・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物塊微量。
第３層　10YR2/1　黒 色 土　炭化物塊少量、暗褐色土・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊・ﾛｰﾑ塊・炭化物塊微量。
第６層　10YR8/6　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第７層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ
第８層　10YR8/6　黄橙色ﾛｰﾑ　灰黄褐色土中量、炭化物粒微量。
第９層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　粘土塊少量。
第10層　10YR5/6　黄褐色土　炭化物粒微量。
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第２号竪穴住居跡第1号土坑������
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、黒褐色土少量。
第２号竪穴住居跡Pit1���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２号竪穴住居跡Pit2���
第１層　10YR4/6　褐 色 土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２号竪穴住居跡Pit4���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土と10YR3/4　暗褐色砂質土の混合土　炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色砂質土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
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図71　第2号竪穴住居跡（1）
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第２号竪穴住居跡カマド
第１層　10YR5/6　黄褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・焼土塊・炭化物粒・浮石塊微量。
第３層　10YR4/4　褐 色 土　焼土粒微量、灰混入。
第４層　10YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・焼土塊・炭化物塊・ﾛｰﾑ塊微量、灰混入。
第５層　10YR4/6　褐色焼土　炭化物塊微量。
第６層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒微量。
第７層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物微量、灰混入。
第８層　10YR4/2　灰黄褐色灰　焼土粒微量。
第９層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・浮石粒微量、灰混入。
第10層　10YR4/4　褐 色 土　黄橙色土中量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。被熱した粘土部分。
第11層　10YR5/4　にぶい黄褐色土��ﾛｰﾑ塊少量。
第12層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２号竪穴住居跡Pit5
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第３層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　褐色土多量。


カマド


図72　第2号竪穴住居跡（2）
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［平面形・規模等］検出できた南西壁は4.0m、南東壁は4.2mで、方形を呈すると考えられる。検出


できた部分の床面積は10.7㎡である。


［堆積土］6層に分層した。暗褐色土を主体とし、第3層には炭化材が多量に混入する。


［壁・床面］壁は外傾しながら立ち上がる。壁高は最大34㎝である。床面はロームと黒褐色土の混合


土が貼られているが、部分的に第Ⅴ層をそのまま床面としている。


［柱穴］ピットは11基検出された。このうちピット1・2は住居南東に位置し、主柱穴の可能性がある。


ピット3・4は壁際の柱穴、ピット5～7は壁柱穴と考えられる。ピット1は長軸49㎝、短軸30㎝の


楕円形を呈し、深さは25㎝である。ピット2は径35㎝の円形で深さは40㎝である。ピット3は南


東壁際に位置し長軸60㎝、短軸39㎝の隅丸長方形で、深さは54㎝である。ピット4は南隅に位置


し長軸39㎝、短軸32㎝の楕円形で、深さは53㎝である。


［壁溝］南西壁と南東壁南側で検出された。幅10～45㎝、深さは6～41㎝で、住居南西側の壁溝が


幅広く深い。


［カマド］検出されなかった。他の住居同様、南東壁東側か北東壁に構築されていた可能性がある。


［出土遺物］出土した土器の重量は3.16㎏である。縄文土器、土師器坏・甕、擦文土器、鉄滓が出土


した。図73－1の土師器甕は全体的に被熱し、外面が部分的に剥落している。


［小結］床面上に炭化材や炭化種子が検出され、焼失家屋と考えられる。調査区域外に延びるため部


分的な検出であり、不明な部分もある。出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと


考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）


第4号竪穴住居跡（図73）


［位置・確認］ⅠL－48グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、第3号竪穴住居跡と重複する黒


褐色土の方形のプランを確認した。住居北西側は第3号竪穴住居跡と重複し、南側は青森市教委調査


区に延びており、東隅のみが検出された。


［重複］第3号竪穴住居跡と重複し、本住居跡が古い。


［平面形・規模等］検出できた北東壁は1.55m、南東壁は0.75mである。方形であったと推測される。


検出できた部分の床面積は1.8㎡である。


［堆積土］4層に分層した。黒褐色土・暗褐色土を主体とし、ロームが混入する。


［壁・床面］壁は外傾しながら立ち上がる。壁高は最大25㎝である。床面は第Ⅴ層をそのまま床面と


する部分とロームを混入する黒色土を床面とする部分がある。


［カマド］検出されなかった。


［その他の施設］ピットは2基検出されたが、柱穴とは考えられない。


［出土遺物］出土遺物は少なく、出土土器の重量は0.40㎏で、出土したのは擦文土器のみである。


［小結］大部分が青森市教委調査区にあるため、詳細は不明である。重複から10世紀後半以降のもの


と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）
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第３号竪穴住居跡�
第１層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊・ﾛｰﾑ塊少量、炭化物塊微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒中量、炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊多量、焼土粒少量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土中量。炭化物混入層。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土少量、黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑと10YR2/3　黒褐色土の混合土�������
第３号竪穴住居跡Pit1�����
第１層　5YR3/2�　暗赤褐色焼土
第２層　10YR3/4　暗褐色土　灰多量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３号竪穴住居跡Pit2�����
第１層　10YR4/6　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR6/8　明黄褐色土������
第４層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。


第３号竪穴住居跡Pit3�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/6　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR4/4　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４号竪穴住居跡�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒多量。
第３層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土少量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒多量。


図73　第3・4号竪穴住居跡


第6・9号竪穴住居跡（図74～76）


［位置・確認］ⅠM－40グリッドを中心に位置し、第Ⅴ層上面で黒褐色土と暗褐色土が混在する長


方形のプランを確認した。第6号・第9号と2つの住居番号を付したが、2軒の住居の重複ではなく1


軒の住居の改築と考え、まとめて記述することとした。調査当初は1軒の住居と考えたが、調査を進


めていくと、南西壁の内側で重複が確認され、南西壁に平行な壁溝が検出されたことから住居を縮小


したものと考えられた。そこで、縮小前の南西側部分を第9号竪穴住居跡、縮小後の南東側部分を第


6号竪穴住居跡として調査した。整理の段階で詳細に検討していくと、壁溝や柱穴配置・床面の状況


などから何度か改築された可能性が出てきた。北東－南西方向に長い長方形を呈する住居（第9号竪


穴住居跡A・9A）を北東側に拡張し（第9号竪穴住居跡B・9B）、さらに、北西壁の一部をそのまま利
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用し、南東側に拡張、南西側を縮小して北西－南東方向に長い長方形を呈する住居（第6号竪穴住居


跡）としている。9Bの北東側については9Aの構築当初からのものである可能性も考えられたが、床


面の高さが異なることや北西壁に段差があることから改築の際に増築されたものとした。また、第6


号竪穴住居跡の南西壁壁溝は二重になっており、拡張されたと考えられる。


［重複］第9・15号土坑、第2号掘立柱建物跡と重複する。本住居跡は掘立柱建物跡より古く、土坑


より新しい。縄文時代の第34・44号土坑とも重複する。


　以下、古い段階から順を追って個別に述べることとする。なお、ピット番号は両住居共通である。


第9号竪穴住居跡A


［平面形・規模等］長辺5.7m、短辺5.05mの北東－南西方向に長い長方形である。床面積は24.7㎡


である。


［壁・床面］南西壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。床面は概ね平坦で、粘土が混入する黒褐色


土を床面としている。


［柱穴］住居隅のピット3～7が柱穴と考えられ、壁溝内及び壁直下に位置するピット8～15が壁柱


穴と考えられる。ピット12～14は長軸50～63㎝の細長い楕円形を呈するが、他は径20～28㎝の


円形・楕円形を呈する。床面からの深さは25～100㎝である。


［壁溝］北東壁を除き一巡する。幅12～13㎝、深さ7～22㎝で、幅はほぼ一定であるが北西壁直下


の壁溝が深くなっている。南西壁の壁溝は壁から約30㎝内側に構築されている。


第9号竪穴住居跡B


［平面形・規模等］長辺7.0m、短辺4.95mの北東－南西方向に長い長方形である。9Aを北東方向に


約1.3m拡張したものである。床面積は29.6㎡である。


［堆積土］8層に分層した。黒褐色土を主体とし、ローム塊が混入する。


［壁・床面］前段階から継続する南西壁は緩やかに立ち上がるが、北東壁は削平により残存しない。


壁高は最大31㎝である。9Aの床面を継続して使用し、拡張部分の床面は5㎝高く段差がある。ロー


ムが混入する黒色土を床面とし、堅く締まっている。


［柱穴］9Aの柱穴を継続して使用し、拡張した北東側では住居隅に新たにピット16～18を構築し柱


穴としている。細長い楕円形を呈するピット12～14以外のピットは、径20～28㎝の円形・楕円形


で、床面からの深さは19～60㎝である。


［壁溝］幅9～49㎝、深さ5～22㎝の壁溝が一巡する。南西壁では壁溝が壁より内側を巡るのは前


段階からの継続である。


［カマド］検出されなかった。焼け面などの痕跡も残存せず、第6号竪穴住居跡のカマドと同じ場所


に構築されていた可能性が考えられる。


［出土遺物］出土した土器の重量は2.99㎏である。縄文土器、土師器坏・甕が出土した。図76－9


は床面から出土した土師器坏である。口径と底径の差が小さく器高が高く、器壁は底部から開きなが


ら立ち上がるが、口縁付近で屈曲し直立気味になる。ロクロ調整のみで、口縁に炭化物が付着してい


る。ほかに土師器甕が出土したが、小破片のため図示しなかった。当初は1軒の住居（第6号竪穴住


居跡）として調査したため、本住居跡堆積土の遺物も第6号竪穴住居跡に混在している可能性がある。
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第６号竪穴住居跡�
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・軽石微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土塊微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、軽石・焼土粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊少量。ｶﾏﾄﾞ崩落土混入。
第８層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。しまりかなり強い。
第９層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第11層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第12層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第13層��10YR3/1　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第14層��10YR3/2　黒褐色土　粘土粒・粘土塊・炭化物粒微量。
第15層��10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊中量。しまりあり。
第16層��10YR2/2　黒褐色土　粘土塊少量、粘土粒微量。
第６号竪穴住居跡壁溝���
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒色土と10YR8/3　浅黄橙色粘土の混合土　焼土粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土と10YR8/3　浅黄橙色粘土の混合土　焼土粒微量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土と10YR8/3　浅黄橙色粘土の混合土　焼土粒多量。
第５層　10YR6/6　明赤褐色土������


第６号竪穴住居跡第1号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６号竪穴住居跡Pit1������
第１層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第２層　10YR2/1　黒 色 土　灰多量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR4/2　褐灰色灰　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR1.7/1　黒 色 土　焼土粒・粘土粒・ﾛｰﾑ粒中量。
第５層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ�����
第６号竪穴住居跡Pit2�����
第１層　10YR4/6　褐 色 土　黒色土微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　褐色土少量。
第２層　10YR4/4　褐 色 土　黒色土微量。
第６号竪穴住居跡Pit22
第１層　10YR4/6　褐 色 土　黒褐色土中量、黄褐色土・ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　黒色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９号竪穴住居跡�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土塊少量、軽石微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第６層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第８層　10YR3/2　黒褐色土
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図74　第6・9号竪穴住居跡（1）
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壁溝遺物出土状況
カマド
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第６号竪穴住居跡カマド�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒・軽石・炭化物塊微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊中量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物微量。
第３層　5YR5/8�　明赤褐色焼土　黒褐色土少量、軽石・炭化物粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒中量、ﾛｰﾑ粒少量、軽石・炭化物塊微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・軽石・焼土粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土と10YR5/8　黄褐色粘土の混合土　焼土粒・軽石微量。
第７層　5YR5/8�　明赤褐色焼土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・軽石・炭化物粒微量。
第８層　7.5YR4/6　褐色粘土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒・軽石微量。
第９層　5YR4/6�　赤褐色粘土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒・軽石微量。
第10層��10YR7/4　にぶい黄褐色土��
第11層��10YR4/6　褐 色 土　明黄褐色土少量、焼土粒微量。
第12層��7.5YR4/6　褐色焼土　褐色土少量。


図75　第6・9号竪穴住居跡（2）


第6号竪穴住居跡


［平面形・規模等］長辺5.5m、短辺4.4mの北西－南東方向に長い長方形である。9Bを南西方向を1.2


～1.5m、北東方向を1.3m縮小し、南東方向を0.45～0.8m拡張したものである。床面積は19.5㎡


である。南西壁には壁溝が二重に巡り、立て替えが行われたと考えられ、拡張前の規模は長辺5.5m、


短辺4.1mである。


［堆積土］16層に分層した。黒褐色土を主体とし、部分的にロームが多量に混入している。


［壁・床面］緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は最大25㎝である。9Bの床面を継続して使用し、


カマドを中心とする住居南東側に新たに貼床を貼って床面としている。貼床はロームが混入する黒褐


色土で、堅く締まっている。拡張された部分は第Ⅴ層をそのまま床面としている。


［柱穴］住居隅のピット19～22、壁際のピット23～28が壁柱穴と考えられる。径35～56㎝の円形・


楕円形で、床面からの深さは31～59㎝である。また、南西壁の内側の壁溝内で検出された8基のピッ


トとピット2・29が拡張前の住居に伴う柱穴と考えられ、規模は径24～47㎝、深さ13～65㎝である。


［壁溝］北西壁と南西壁南側で幅9～43㎝、深さ4～22㎝の壁溝が検出された。改築前から継続し
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図76　第6・9号竪穴住居跡（3）


て使用されたと考えられる北西壁の壁溝は深さ8～22㎝であるのに対して、新しい南西壁の壁の壁


溝は4～9㎝と浅くなっている。南西壁の内側の壁溝は幅28～46㎝、深さ14～31㎝で、拡張後の


壁溝より幅が広い。柱材の抜き取りなどが行われ、幅が広くなったと考えられる。堆積土には粘土や


焼土とともに土師器片が廃棄され、埋め戻されたと考えられる。


［カマド］南東壁北東寄りから1基検出した。火床面・袖部及び半地下式と考えられる煙道を検出し


たが、残存状況はよくない。袖部は粘土で構築されている。火床面は径33㎝の円形を呈する。軸方


向はN－119°－Eである。火床面手前には長軸65㎝、短軸51㎝、深さ28㎝の楕円形のピットが


検出された。


［その他の施設］北西側に住居内土坑を1基検出した。長軸80㎝、短軸62㎝の楕円形を呈し、深さ


は37㎝で断面形は半円状である。


［出土遺物］出土した土器の重量は16.88㎏で、縄文土器、土師器坏・甕、須恵器壷、擦文土器、製塩


土器、羽口、鉄滓が出土した。図示した土器の大半は住居南西側の改築前の壁溝内に一括廃棄されて


いたものである。土師器坏はすべてロクロ調整のみのものである。図76－1は口縁の内外面に煤が付


着し、2は口縁に打ち欠きがある。4は底辺部に刻書が見られる。5の土師器甕は胴部下半が大きく張り


出し球状を呈する器形である。外面には幅の広いケズリが縦方向・斜め方向に施される。6はロクロ


使用の土師器甕で、器壁が外傾しながら立ち上がる器形である。頸部に段差を有し口縁は肥厚する。
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［小結］本住居跡は3回改築が行われている。最初の住居を北東側に拡張し、これを南西・北東側を


縮小・南東側に拡張、さらに南西側に拡張という変遷が考えられる。出土遺物及び堆積土の状況から、


10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）


第7号竪穴住居跡（図77）


［位置・確認］ⅠN－39グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で壁溝と掘方を検出した。丘陵頂部


に位置するため上部は削平されていた。


［重複］第8号竪穴住居跡・第21・27号土坑・第2号掘立柱建物跡と重複する。本住居跡は掘立柱建


物跡より古いが、他の遺構との新旧は不明である。縄文時代の第23・28号土坑とも重複する。


［平面形・規模等］住居南西半のみが検出された。検出できた北西壁は2.95m、南西壁は5.1mで、


方形を呈すると考えられる。検出できた床面積は11.9㎡である。


［堆積土］6層に分層した。上部が削平されているため検出できたのは壁溝堆積土と掘方のみである。


［壁・床面］削平により壁は残存せず、床面はカマド周辺のみ残存していた。明褐色粘土を床面とす


るが、掘方上面も部分的に硬化しており、粘土の貼床が施される部分と掘方をそのまま床面とした部


分があったと考えられる。


［柱穴］壁際及び住居中央部にピットが7基検出されたが、柱穴とは考えられない。


［壁溝］幅7～30㎝、深さ3～23㎝で、南西壁の壁溝は浅く、北西壁の壁溝は深くなっている。


［カマド］南東壁南寄りから1基検出した。火床面と袖部が残存し、遺存状況は良くない。袖部は粘土で


構築されている。火床面は長軸32㎝、短軸26㎝の楕円形を呈する。軸方向はN－129°－Eである。


［出土遺物］出土した土器の重量は3.57㎏である。縄文土器のほか土師器甕の破片が出土している。


出土土器の大半は、本住居構築の際に巻き上げられた重複する第23・28号土坑の遺物である。土師


器甕は小破片のため図示しなかった。


［小結］遺存状況が良くなく、出土遺物も少ないため時期については不明である。　　　　　 （田中）


第8号竪穴住居跡（図77）


［位置・確認］ⅠM－38グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で灰褐色土のプランを確認した。


丘陵頂部に位置するため住居南西は削平され残存しない。


［重複］第7号竪穴住居跡と重複し、本住居跡が古い。


［平面形・規模等］住居西隅のみが検出された。検出された北西壁は3.9mで、南西壁は2.2mである。


方形を呈すると考えられる。


［堆積土］7層に分層した。褐灰色土を主体とする。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大14㎝である。床面はほぼ平坦で、住居南


西側では灰黄褐色粘土を床面とし、それ以外は第Ⅴ層をそのまま床面としている。


［柱穴］壁溝内を中心に7基のピットを検出した。壁溝内のピットは壁柱穴の可能性があるが、それ


以外のピットは柱穴とは考えられない。


［壁溝］壁から約30～40㎝内側に検出された。幅20～52㎝、深さは9～15㎝である。


［カマド］検出されなかった。
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第７号竪穴住居跡�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土少量、軽石・焼土粒微量。
第２層　10YR7/6　明黄褐色粘土　焼土粒・炭化物塊微量。
第３層　10YR2/1　黒 色 土　褐色土・黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
　　　　　　　　　　　　　�上面、部分的に硬化。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　黄褐色土少量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土塊微量。


第７号竪穴住居跡カマド���
第１層　10YR3/4　暗褐色土と焼土の混合土　天井崩落土。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒混入。
第３層　10YR3/3　暗褐色土と灰の混合土　焼土粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒、炭化物粒微量。
第５層　5YR5/8�　明赤褐色焼土　黒褐色土・灰・炭化物粒微量。火床面。
第６層　10YR2/3　黒褐色土と灰の混合土　焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR5/4　にぶい黄褐色粘土
第８層　10YR7/6　明黄褐色粘土　炭化物粒微量。内側被熱。
第９層　10YR7/6　明黄褐色粘土　焼土粒・炭化物粒微量。内側被熱。


第８号竪穴住居跡�
第１層　10YR4/1　褐灰色土　褐色土・明黄褐色土・焼土塊微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土塊微量。
第３層　10YR3/1　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第４層　10YR3/1　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土と10YR4/6　褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR8/8　黄橙色土
第７層　10YR4/2　灰黄褐色粘土　ﾛｰﾑ塊少量、軽石微量。


図77　第7・8号竪穴住居跡
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［出土遺物］出土した土器の重量は1.75㎏である。縄文土器、土師器坏・甕、鉄滓が出土した。ロク


ロ調整の土師器坏2点を図示した。


［小結］遺存状況が良くなく、出土遺物も少ないため時期については不明である。　　　　　 （田中）


第10号竪穴住居跡（図78・79）


［位置・確認］ⅠN－45グリッドを中心に位置する。第2号竪穴住居跡を精査後に、暗褐色土のプラ


ンを確認した。


［重複］第2・11・16・20号竪穴住居跡、第52号土坑とそれぞれ重複し、第2・11号竪穴住居跡よ


り古く、第16・20号竪穴住居跡、第52号土坑より新しい。


［平面形・規模等］北西側が重複により失われているが、残存する長辺は5.2m、短辺は4.5mで長方


形を呈すると考えられる。推定床面積は22.3㎡である。


［堆積土］14層に分層した。層中には焼土粒や炭化物粒が含まれており、人為堆積の可能性が高い。


［壁・床面］残存する壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は最大35㎝である。床面はほぼ平坦であるが、


砂層である第Ⅱ層を床面としているため、風化が激しい。


［柱穴］ピットは7基検出された。北東壁付近を中心に分布しており、柱穴配置などは不明である。


［壁溝］南東壁、南西壁の一部を巡る。規模は幅10～43㎝、深さ2～16㎝である。


［カマド］北東壁やや北側から1基検出した。火床面及び半地下式の煙道を検出した。煙道の一部に


は被熱した痕跡がある。袖部は検出されなかった。火床面は径約30㎝の円形を呈する。軸方向はN


－42°－Eである。また、火床面に隣接して径40㎝の炭化物範囲を検出した。


［その他の施設］南東壁北側に長辺107㎝、短辺80㎝の張り出しを検出した。張り出し部の床面は南


東側に向かって高く傾斜している。


［出土遺物］出土した土器の総重量は10.28㎏である。堆積土中及び火床面から土師器、擦文土器、製


塩土器、須恵器、鉄滓が出土している。図79－1・2は皿である。いずれも口縁部がつまみ出されて


おり外反している。5は胴部下半に輪積痕が見られる坏である。底部から胴部にかけて外傾しながら


立ち上がる。8は堝と考えられる。口縁部が打ち欠かれており、内面には炭化物が付着している。9～


12は擦文土器である。口縁部に刺突列が多段に施されるもの（10～12）と、ハケメ調整が施される


もの（9）がある。10には縦位の貼付が施される。14は4面を砥面とする砥石である。15は羽口の端


部破片である。溶着滓部が被熱によりガラス質になっている。16は動物形土製品の脚部と考えられる。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第11号竪穴住居跡（図80・81）


［位置・確認］調査区東端ⅠO－45グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層を精査中に暗褐色土のプラン


として確認した。


［重複］第2・10号竪穴住居跡、第12・14号溝跡とそれぞれ重複し、第2号竪穴住居跡、第12・14


号溝跡より古く、第10号竪穴住居跡より新しい。


［平面形・規模等］北西側は調査区域外に延びている。残存する長辺4.2m、短辺6.6mであり、方形


を呈すると考えられる。残存する床面積は25.8㎡である。
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第10号竪穴住居跡
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土中量、粘土粒・ﾛｰﾑ粒・焼土塊・黒色土・
　　　　　　　　　　　　　�炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　粘土粒少量、黒色土・焼土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土中量、焼土粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR4/6　褐 色 土　暗褐色土多量、炭化物粒微量。
第６層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・炭化物塊・焼土粒微量。
第７層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊・炭化物粒・焼土塊微量。
第８層　10YR5/6　黄褐色砂　暗褐色土少量。
第９層　10YR5/4　暗褐色土　砂・炭化物粒少量。
第10層　10YR5/6　黄褐色砂質土　暗褐色土少量、焼土粒微量。
第11層　10YR4/4　褐色砂質土　黒褐色土少量、炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第12層　10YR4/4　褐 色 砂　黒褐色土・炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第13層　10YR5/6　黄褐色砂質土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第14層　10YR3/4　暗褐色砂　炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第10号竪穴住居跡カマド　　　
第１層　10YR6/6　明黄褐色粘土
第２層　10YR4/4　褐 色 土　焼土塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/6　褐色粘土　砂混入。
第４層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒微量。
第５層　10YR4/3　にぶい黄褐色土とﾛｰﾑの混合土　　　　　
第６層　10YR4/4　褐色土と焼土の混合土　炭化物粒微量。
第７層　10YR5/8　黄褐色粘土と焼土の混合土　炭化物粒微量。
第８層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒微量。
第９層　10YR3/4　暗褐色土　焼土塊少量。
第10層　10YR6/6　明黄褐色粘土　暗褐色土少量、焼土粒微量。
第11層　10YR3/3　暗褐色土と焼土の混合土　　
第12層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒微量。
第13層　10YR6/6　明黄褐色粘土と焼土の混合土　炭化物粒・軽石微量。
第14層　10YR4/6　褐色粘土　炭化物粒微量。
第15層　10YR3/3　暗褐色砂質土　　　　　　
第16層　10YR2/1　黒 色 土　炭化物粒多量。


図78　第10号竪穴住居跡（1）


－  104  －


新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物


－  105  －







(S=1/3　1～12・14・15)


(S=1/2　16)


0 10cm


0 5cm


(S=1/4　13)0 10cm


1


5


8


10


11


14


9


12


16


13


15


4


6


7


2


3


図79　第10号竪穴住居跡（2）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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［堆積土］14層に分層した。暗褐色土を主体とし、層中にはロームブロックや焼土粒を含む。人為堆


積の可能性が高い。


［壁・床面］残存する壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大39㎝である。床面はほぼ平坦で


ある。また、床面中央やや南側からは硬化面が検出された。


［柱穴］ピットは19基検出された。東隅にややまとまりが見られる。ピット6・7は主柱穴と考えら


れる。ピット6は円形を呈する。規模は径24㎝・深さ24㎝である。ピット7は長方形を呈し、規模


は長軸32㎝、短軸25㎝、深さ23㎝である。


［壁溝］北壁と南壁を巡る。北側は現代の基礎で一部が壊されている。規模は、幅12～31㎝、深さ


32～37㎝である。


［カマド］南壁やや西側から袖部の一部を検出した。火床面及び煙道は検出されなかったが、推定さ


れる軸方向はN－135°－Eである。また下部からは長軸96㎝、短軸76㎝、深さ36㎝の楕円形の


落ち込みが検出された。


［その他の施設］北側から住居内土坑2基を検出した。第1号土坑は長軸90㎝、短軸73㎝の楕円形


を呈し、深さは16㎝である。第2号土坑は円形を呈し、径38㎝・深さ44㎝である。堆積土中から


自然礫がまとまって出土した。第2号土坑はピットの可能性も考えられる。


［出土遺物］出土した土器の総重量は13.87㎏である。カマド及び堆積土中から土師器坏・甕・鉢、


擦文土器、須恵器甕、鉄製品が出土した。図81－1は歪みのある土師器坏である。2～4・9は輪積


痕が確認できる土師器甕である。6は刻書の施される小型壷である。7は胴部下端に縄目状の圧痕が施


される。9は外面に炭化物が付着している。10は刺突列が多段に施される擦文土器である。11は未使


用の可能性がある羽口である。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第13号竪穴住居跡（図82～84）


［位置・確認］ⅠQ－43グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層精査中にカマドを検出した。カマドは検


出されたものの住居のプランを明確にとらえることができなかったため、土層観察用にベルトを残し


掘り下げていったところ、床面と考えられる硬化面が検出された。住居東側は撹乱、西側は削平によ


り残存しない。


［重複］第18号竪穴住居跡、第13・17・20号溝跡と重複し、本住居跡は第18号住居跡より新しく、


溝跡より古いと考えられる。


［平面形・規模等］撹乱および削平により規模は不明である。


［堆積土］A－B・C－D・E－Fセクションでは17層、G－H・I－Jセクションでは31層に分層した。


堆積土は黒褐色土を混入する暗褐色土を主体とする。


［壁・床面］壁はカマド1の周辺のみ検出できた。検出できた壁はやや外傾しながら立ち上がり、壁


高は最大33㎝である。床面は4枚検出され、いずれも概ね平坦であるが、西側にやや傾斜している。


床面1はロームを混入する黒褐色土の貼床を床面とし、堅く締まっている。他の3枚の床面は第Ⅱ層


をそのまま床面としており、上面が硬化している。床面1はカマド1周辺及び北東側で検出された。


床面2の範囲は床面1より北西側に広がる。床面3はカマド2を中心として北東－南西方向に広がる。
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第11号竪穴住居跡��
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・炭化物塊・焼土塊微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　粘土粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土・黄褐色土・
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ塊・焼土塊・炭化物粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　焼土塊・炭化物塊・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土塊・
　　　　　　　　　　　　　�炭化物塊微量。
第６層　10YR3/4　暗褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土　炭化物塊・ﾛｰﾑ塊微量。
第７層　10YR5/8　黄褐色砂　黒褐色土少量。
第８層　10YR3/4　暗褐色土　砂中量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第９層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊中量、焼土塊少量、粘土塊微量。
第10層　10YR6/3　にぶい黄褐色砂　焼土粒微量。
第11層　10YR4/4　褐 色 土　暗褐色土・粘土粒中量、焼土粒・炭化物粒微量。
第12層　10YR3/3　暗褐色土
第13層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　砂少量、炭化物粒微量。
第14層　10YR3/4　暗褐色砂質土　焼土粒微量。
第11号竪穴住居跡第1号土坑��
第１層　10YR3/3　暗褐色土と5YR8/2　灰白色粘土の混合土　炭化物粒・焼土粒微量。
第11号竪穴住居跡Pit1��
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色砂　炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第11号竪穴住居跡Pit2��
第１層　10YR3/3　暗褐色砂　炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色砂　粘土塊中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/4　褐 色 砂��
第11号竪穴住居跡Pit3��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第11号竪穴住居跡カマド���
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色粘土　焼土塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/6　褐 色 土　焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR6/6　明黄褐色粘土　層の上辺が被熱を受けて焼土化している。
第５層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・焼土塊・炭化物粒微量。
第６層　10YR4/3　にぶい黄褐色土と焼土の混合土　炭化物粒微量。
第７層　10YR2/3　黒褐色土と10YR4/3　にぶい黄褐色土の混合土�
第８層　10YR4/4　褐 色 土　炭化物粒微量。砂混入。
第９層　10YR2/1　黒色土と10YR3/2　黒褐色土の混合土�焼土粒微量。砂混入。
第10層　10YR3/2　黒褐色土　焼土粒微量。
第11層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒微量。
第12層　10YR3/6　暗赤褐色土　焼土粒微量。
第13層　10YR3/3　暗褐色土　黒色土少量、焼土粒・焼土塊微量。
第14層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・炭化物微量。
第15層　10YR6/6　明黄褐色粘土　焼土粒微量。ｶﾏﾄﾞ内側の上辺は被熱によって焼土化。
第16層　10YR3/4　暗褐色土
第17層　10YR3/3　暗褐色土　焼土塊・炭化物塊微量。


図80　第11号竪穴住居跡（1）
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第13号竪穴住居跡（A-B、C-D、E-F）���
第１層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/4　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR4/2　灰黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR4/4　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土
第９層　10YR4/4　褐 色 土　10YR4/6　褐色土少量、
��　　　　　　　　　　　　�火山灰・炭化物粒・焼土粒微量。
第10層　10YR4/4　褐 色 土　10YR4/6　褐色土中量、黒褐色土少量、
������　　　　　　　　　　�焼土粒・炭化物粒微量。
第11層　10YR5/6　黄褐色土　焼土粒・炭化物塊微量。
第12層　10YR3/3　暗褐色土　炭化物粒・焼土粒微量。
第13層　10YR2/2　黒褐色土
第14層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第15層　10YR4/6　褐 色 土　炭化物粒微量。
第16層　10YR3/2　黒褐色土　粘土粒中量。
第17層　10YR2/2　黒褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土
������　　　　　　　　　　�10YR2/3　黒褐色土少量、
������　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ塊・粘土塊・炭化物粒微量。


第13号竪穴住居跡(G-H、I-J)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/1　黒 色 土　褐色土多量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR4/4　褐 色 土　軽石・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒塊微量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土多量、焼土粒微量。
第６層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　黒褐色土多量、砂少量、
　　　　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第８層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第９層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第10層　10YR4/4　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第11層　10YR3/4　暗褐色土と10YR5/6　黄褐色粘土の混合土　焼土粒少量。
第12層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第13層　10YR4/4　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第14層　10YR3/4　暗褐色土　黄褐色土少量、粘土粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第15層　10YR5/6　黄褐色土と10YR4/4　褐色土の混合土�砂中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第16層　10YR4/6　褐 色 土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・粘土塊・炭化物粒微量。
第17層　10YR4/6　褐色粘土　カマドそで。
第18層　10YR3/4　暗褐色焼土　火床面。
第19層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第20層　10YR3/3　暗褐色土　砂少量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第21層　10YR6/3　にぶい黄褐色砂　暗褐色土中量、炭化物塊微量。
第22層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第23層　10YR3/3　暗褐色土と10YR5/6　黄褐色粘土の混合土　炭化物粒微量。
第24層　10YR3/2　黒褐色土　褐色土少量、褐色土塊・炭化物粒微量。
第25層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土多量、粘土粒微量。
第26層　10YR3/2　黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第27層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第28層　10YR4/4　褐 色 土　炭化物粒微量。
第29層　10YR4/4　褐 色 土　焼土粒・炭化物粒・粘土粒微量。
第30層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第31層　10YR4/4　褐 色 土　焼土粒・炭化物粒微量。


図82　第13号竪穴住居跡（1）
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第13号竪穴住居跡カマド1
第１層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒多量、黒褐色土・焼土塊・炭化物粒微量。
　　　　　　　　　　　　　�層の南東側に焼土塊多い。
第２層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　黒褐色土・褐色土少量、焼土粒微量、粘土粒混入。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒多量、ﾛｰﾑ粒少量、黒褐色土微量。
第４層　10YR4/4　褐 色 土　焼土粒少量、黒褐色土・炭化物粒微量。
　　　　　　　　　　　　　�しまりなく、もろい。
第５層　7.5YR4/6　褐色焼土　明褐色土少量、暗褐色土・黒褐色土微量。
　　　　　　　　　　　　　�天井崩落土。
第６層　10YR2/1　黒 色 土　褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土・焼土塊少量、炭化物粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第９層　10YR4/4　褐 色 土　黒褐色土少量、焼土粒微量。
第10層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒微量。しまりなく、もろい。
第11層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土・焼土塊少量。
第12層　10YR2/1　黒 色 土　褐色土中量、焼土粒微量。
第13層　5YR5/8　�明赤褐色焼土����
第14層　10YR3/4　暗褐色土　焼土塊多量、焼土粒・炭化物粒微量。
第15層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第16層　5YR4/8　�赤褐色焼土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第17層　火床面
第18層　5YR4/8　�赤褐色焼土������
第19層　10YR6/6　明黄褐色粘土　暗褐色土多量。
第20層　5YR4/8　�赤褐色焼土　ﾛｰﾑ粒微量。
第21層　7.5YR4/4　褐色粘土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。


第13号竪穴住居跡カマド2��
第１層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　灰・焼土粒少量。
第３層　10YR5/4　にぶい黄褐色粘土　炭化物粒微量。
第４層　5YR3/6　�暗褐色土
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・粘土粒微量。
第６層　5YR2/4　�極暗赤褐色焼土　炭化物塊微量。
第７層　5YR4/8　�赤褐色焼土　被熱の為、焼土化。
第８層　10YR6/6　明黄褐色粘土と10YR4/4　褐色土の混合土
第13号竪穴住居跡カマド3
第１層　10YR4/6　褐色土と10YR7/4　にぶい黄橙色粘土と焼土の混合土　炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4　褐色土と焼土の混合土�炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　炭化物粒・軽石微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　灰・粘土塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒微量。
第６層　10YR4/6　褐 色 土　黒褐色土中量、焼土粒微量。


図83　第13号竪穴住居跡（2）


床面4はカマド3の北西側に広がる。


［柱穴］多数のピットが検出されたが、配置などからいずれも柱穴とは考えられない。


［カマド］3基検出された。カマド1は南東壁に位置し、カマド2はカマド1の北に位置し、カマド3


はカマド2の北に位置する。軸方向は3基とも同じと考えられる。カマド1は遺存状況が良好で、火


床面・袖部及び半地下式の煙道を検出した。袖部は粘土で構築されている。カマド内部や周辺から礫


や土師器片が出土し、これらを芯材としていたと考えられる。煙道底面は緩やかに上昇する。火床面


は長軸25㎝、短軸16㎝の楕円形を呈する。軸方向はN－133°－Eである。火床面手前には長軸


60㎝、短軸48㎝、深さ17㎝の楕円形のピットが検出された。カマド2は東側の袖部と火床面が残


存する。袖は粘土で構築されているが、遺存状況は悪い。火床面は長軸48㎝、短軸32㎝の楕円形を
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図84　第13号竪穴住居跡（3）
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呈する。火床面手前には一辺が75㎝の隅丸方形のピットが検出された。深さは40㎝である。カマド


3は東側の袖部と火床面を検出した。カマド2同様、袖部の遺存状況は良くない。火床面は径約45


㎝の円形を呈する。火床面手前にピットが検出されたが、火床面よりも上から掘り込まれており、本


カマドに伴うものではない。カマド1は床面1・2に伴い、カマド2は床面3、カマド3は床面4に伴


うと考えられ、床面の作り替えに伴いカマドは南に位置をずらしている。


［その他の施設］カマド2の東側に幅15～50㎝・深さ4～18㎝のL字状の溝跡が検出された。床面


4で確認され、間仕切り溝の可能性が考えられる。　　


［出土遺物］出土した土器の重量は10.13㎏である。土師器坏・甕・把手付土器、擦文土器のほか須


恵器壷、土製支脚、刀子と考えられる鉄製品、鉄滓が出土している。図84－1～3の土師器坏はロ


クロ調整のみで、いずれも器高が高く、器壁は口縁から開きながら立ち上がるが胴部中央でわずかに


屈曲するもの（1）、全体的に内湾するもの(2)、底部から口縁にかけて直線的に開くもの(3)がある。


図84－4は土師器坏としたが、底部中央に孔を有し、孔の周囲には縦位の刻み目が加えられる。図


84－8の把手付土器は底面及び底辺部に炭化物が付着している。


［小結］撹乱や削平により詳細については不明な部分が多いが、床面及びカマドの作り替えが認めら


れた。カマドの位置が変更されているところから住居自体も作り替えられたと推測される。出土遺物


及び堆積土の状況から、10世紀後半～11世紀のものと考えられる。　　　　　　　　　　　 （田中）


第15号竪穴住居跡（図85）


［位置・確認］ⅠO－44グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層を精査中に炭化物の広がりを確認した。


［重複］第16・25・46号土坑、第17・18・20・21号溝跡と重複し、第25・46号土坑より新しく、


第16号土坑、第17・18・20・21号溝跡より古い。


［平面形・規模等］平面形・規模はともに不明である。


［堆積土］2ヶ所に土層観察用ベルトを設定し、それぞれ6層と8層に分層した。いずれも褐色土及び


にぶい黄褐色土を主体とする。層中には焼土粒及び炭化物粒を含み人為堆積の可能性が高い。また、


床面直上からは炭化物の広がりが検出されており、焼失家屋と考えられる。


［壁・床面］検出された床面はほぼ平坦であるが、明確な壁の立ち上がりは確認できなかった。


［柱穴］ピットは12基検出された。本遺構に伴うか不明なものも多く、柱穴配置など詳細は不明である。


［壁溝］南東側から検出した。規模は、幅12～34㎝、深さ8～15㎝である。検出位置などから壁溝


と判断したが、小規模な溝跡の可能性もある。


［カマド］南東側から火床面と考えられる長軸28㎝、短軸21㎝の不整形の焼土範囲を検出した。隣


接する壁溝との関係から推定される軸方向はN－134°－Eである。


［出土遺物］出土した土器の総重量は0.89㎏である。堆積土中から、縄文土器、土師器坏・甕、擦文


土器が出土している。図85－1～3は土師器坏である。3はナデ調整が施され、口縁部の内外面には


煤が付着している。4は胴部上半に隆帯が巡り、胴部にはハケメが施される。


［小結］壁は確認できなかったが、壁溝と考えられる溝跡、火床面と考えられる焼土範囲が検出され


たことから住居跡とした。また本遺構は、炭化物の検出状況から焼失家屋と考えられる。出土遺物及


び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）
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第15号竪穴住居跡(A-B)
第１層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物粒微量。
第２層　10YR5/6　明黄褐色土　焼土粒微量。
第３層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒微量、炭化物粒微量。
第４層　10YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物塊微量。
第５層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物微量。
第６層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　炭化物塊微量。
第７層　10YR4/4　褐 色 土　炭化物粒微量。
第８層　10YR5/6　黄褐色土　焼土塊微量。
第15号竪穴住居跡(C-D)
第１層　10YR4/4　褐 色 土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/6　褐 色 土　焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/2　黒褐色土と10YR2/1　黒色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR4/6　褐 色 土　炭化物粒微量。
第６層　10YR5/6　黄褐色土　炭化物粒微量。
第15号竪穴住居跡第1号土坑　���
第１層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第15号竪穴住居跡Pit1
第１層　10YR2/3　黒褐色土　黒色土中量、焼土粒・黄褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�炭化物粒微量。
第15号竪穴住居跡Pit2
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第15号竪穴住居跡カマド
第１層　5YR4/8　�赤褐色焼土
第２層　10YR4/4　褐 色 砂�


図85　第15号竪穴住居跡
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第16号竪穴住居跡
第１層　10YR2/3　黒褐色砂　炭化物塊少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒塊微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第16号竪穴住居跡カマド����
第１層　10YR2/1　黒 色 土　炭化物層。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物粒・焼土粒微量。
　　　　　　　　　　　　　�崩落土の粘土をブロック状に含む。
第３層　5YR4/8�　赤褐色焼土　褐色土中量、黒色土微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土微量。
第５層　10YR4/4　褐 色 土��
第６層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒多量、黒褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土中量、
　　　　　　　　　　　　　�黒褐色土・焼土粒少量、
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第８層　10YR4/6　褐色粘土　焼土粒中量、暗褐色土少量。
第９層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　砂少量、焼土粒微量。
第10層　7.5YR4/6　褐色焼土
第11層　10YR4/4　褐 色 土　焼土粒微量。
第12層　10YR4/4　褐 色 砂　掘りすぎ。
第13層　10YR4/6　褐 色 土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒・焼土粒微量。


図86　第16号竪穴住居跡（1）


第16号竪穴住居跡（図86・87）


［位置・確認］ⅠN－44グリッドを中心に位置する。第10号竪穴住居跡の壁面に炭化物を検出した。


このため周辺を掘り下げた結果、暗褐色土のプランとして確認した。


［重複］第2・10・20号竪穴住居跡、第26号土坑と重複し、本遺構が古い。


［平面形・規模等］第10・20号竪穴住居跡との重複によって大半が失われているものの、残存する


長辺4.9m、短辺1.7mで、方形を呈すると考えられる。残存する床面積は6.8㎡である。


［堆積土］3層に分層した。暗褐色土を主体とする。層中には炭化物粒が含まれており、人為堆積と


考えられる。


［壁・床面］北東壁と南東・北西壁の一部のみの残存である。残存する壁はほぼ垂直に立ち上がる。


壁高は最大26㎝である。床面はほぼ平坦である。また、床面中央南東側からは貼床が検出された。


［柱穴］ピットは7基検出された。柱穴配置など詳細は不明である。


［カマド］北東壁ほぼ中央から1基検出した。火床面・袖部及び半地下式と考えられる煙道を検出した。
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図87　第16号竪穴住居跡（2）


火床面は径約34㎝の円形を呈する。軸方向はN－37°－Eである。


［出土遺物］出土した土器の総重量は3.29㎏である。堆積土中及びカマドから土師器皿・坏・甕、擦


文土器が出土している。図87－1・4はロクロ調整のみの坏である。1は口縁部につぶれが見られ、


器形も歪んでいる。3は皿で、口縁が片口状を呈する。5・6は土師器甕である。6の底面には筵痕が


見られる。7～11は擦文土器である。8・9は格子目状の沈線が施される。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第18号竪穴住居跡（図88～90）


［位置・確認］ⅠS－42グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層を精査中に黒色土が混入する褐色砂質土


が確認されたがプランが不明瞭であったため、土層観察用のベルトを残し掘り下げたところ2条の溝


跡と重複する住居跡が確認された。
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［重複］第39・47・60号土坑・第19・24号溝跡と重複し、本住居跡が古い。第13号竪穴住居跡と


も重複するが、どちらの住居もプランが明確でないため平面では新旧をとらえられなかったが、本住


居の掘方上に第13号竪穴住居跡の床面が構築される部分があり、本住居跡が古いと考えられる。


［平面形・規模等］壁を明確にとらえることができなかったため規模は不明である。平面形は方形を


呈すると考えられる。


［堆積土］14層に分層した。堆積土は全体的に砂質で、黒色土が混入する暗褐色土を主体とする。床


面直上の堆積土には炭化物・焼土が混入する。


［壁・床面］本住居跡は砂質の第Ⅱ層を掘り込んで構築され、堆積土も砂質土を主体とするためプラ


ンの確認が困難で、乾燥による崩落もあり壁を明確にとらえることができず、確認できたのは南東壁


の一部のみである。この部分では、壁は開きながら立ち上がり、壁高は最大17㎝である。床面は大


部分では第Ⅱ層をそのまま床面としているが、住居南東側と土器埋設遺構周辺では粘土を貼って床面


としている。住居南側では掘方が検出された。


［柱穴］ピットは4基検出されたが、配置などから柱穴とは考えられない。


［カマド］検出されなかった。


［その他の施設］南東壁壁際に2基の土器埋設遺構が検出された。土器埋設遺構1は径25㎝の円形の


掘方に土師器甕を埋設したものである。土器埋設遺構2は径30㎝の円形の掘方に土師器甕を埋設し


たものである。


［出土遺物］出土した土器の重量は9.58㎏である。縄文土器、土師器坏・甕、擦文土器のほか、須恵


器壷、鉄製品が出土している。図89－4は土器埋設遺構1に埋められていた土師器甕である。底面


は上げ底となっており、中央には編物痕が残る。図89－6・7は須恵器壷である。6は胴部中央に、7


は頸部に刻書が見られる。鉄製品は図90－19・20の棒状鉄製品、図90－21の板状鉄製品のほか、


刀子や釘の可能性があるものが出土している。


［小結］本住居跡は床面上に炭化物が検出され、焼失家屋と考えられる。出土遺物及び堆積土の状況


から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）


第19号竪穴住居跡（図91・92）


［位置・確認］ⅠP－39グリッドを中心に位置する。第Ⅲ層を精査中に黒褐色土の落ち込みとして確


認した。


［重複］第65号土坑、第23号溝跡と重複し、本遺構が新しい。


［平面形・規模等］長辺5.4m、短辺5.3mのほぼ正方形を呈する。床面積は26.2㎡である。


［堆積土］13層に分層した。黒褐色土を主体とする。層中に炭化物粒、焼土粒を含み人為堆積の可能


性が高い。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大29㎝である。床面はほぼ平坦であるが、


カマド周辺に貼床が見られる。


［柱穴］ピットは25基検出され、ピット2・4・7・9・12・17・18が壁柱穴と考えられる。規模はピッ


ト2が径44㎝で深さ64㎝、ピット4が径21㎝で深さ40㎝、ピット7が径49㎝で深さ56㎝、ピッ


ト9が径47㎝で深さ23㎝、ピット12が径45㎝で深さ72㎝、ピット17が径49㎝で深さ45㎝、ピッ
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第18号竪穴住居跡
第１層　10YR4/4　褐 色 土　10YR4/6　褐色土少量、黒色土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　暗褐色土中量、粘土粒・焼土粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土少量、黒色土・黄褐色土・炭化物粒・焼土塊・粘土粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　黒色土中量、褐色土少量、焼土粒微量。
第５層　10YR4/4　褐 色 砂　焼土粒微量。
第６層　10YR6/4　にぶい黄橙色土　炭化物塊・焼土粒微量。
第７層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　炭化物塊少量、焼土粒微量。
第８層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒少量、褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第10層　10YR3/4　暗褐色土　明黄褐色土多量。
第11層　10YR4/4　褐 色 土　黄褐色土中量、黒褐色土微量。
第12層　10YR6/4　にぶい黄橙色土　砂多量。
第13層　10YR4/4　褐 色 土��
第14層��　　　　�粘土層。


図88　第18号竪穴住居跡（1）
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第18号竪穴住居跡土器埋設遺構1������
第１層　7.5YR6/6　橙色粘土　焼土塊少量。
第２層　10YR5/4　にぶい黄褐色土��
第３層　10YR5/4　にぶい黄褐色砂
第18号竪穴住居跡土器埋設遺構2������
第１層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　明黄褐色土・粘土粒微量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　褐色土中量。
第３層　10YR5/4　にぶい黄褐色砂　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR5/3　にぶい黄褐色砂��
第５層　10YR4/4　褐 色 土　暗褐色土少量、焼土粒微量。


図89　第18号竪穴住居跡（2）
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図90　第18号竪穴住居跡（3）


ト18が径53㎝で深さ57㎝である。


［カマド］北壁西寄りから1基検出した。火床面・袖部及び半地下式と考えられる煙道を検出した。


火床面は径約17㎝の不整形を呈する。袖部内面には被熱痕が見られる。カマド堆積土は19層に分層


した。この内第17・19層は第Ⅲ層と考えられる。軸方向はN－30°－Wである。


［その他の施設］土坑を2基検出した。第1号土坑は径約75㎝のほぼ円形を呈し、堆積土は黒褐色土


を主体とする。第2号土坑は長軸1.2m、短軸1.1mの不整形を呈し、堆積土は黄褐色土を主体とする。


堆積土の様相は異なるものの、いずれも本遺構に伴うものと考えられる。


［出土遺物］出土した土器の総重量は19.27㎏である。堆積土中から縄文土器、土師器坏・甕、擦文


土器、鉄製品などが出土している。図92－1はカマド袖から出土した土師器坏である。底部から緩


やかに外傾しながら立ち上がり、胴部上半でやや内側に屈曲する。2～5は擦文土器である。2・3は


刺突列が多段に施されるものであるが、口縁は2は内湾、3はやや外反する。5は胴部に比べ口縁部付
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第19号竪穴住居跡������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土・火山灰・ﾛｰﾑ粒少量、褐色土・焼土粒・
　　　　　　　　　　　　　�炭化物塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、黄褐色土・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、黄褐色土・黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・
　　　　　　　　　　　　　�粘土粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土・黒色土・ﾛｰﾑ粒・焼土塊・炭化物粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、
　　　　　　　　　　　　　�黄褐色土・焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土・褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、褐色土・炭化物粒微量。
第９層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、黄褐色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第10層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土中量、10YR2/3　黒褐色土・焼土粒微量。
第11層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、暗褐色土・粘土粒・炭化
　　　　　　　　　　　　　�物粒・焼土粒微量。
第12層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土・褐色土少量、黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第13層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第19号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒 色 土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第19号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　黒褐色土少量。
第３層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土��ﾛｰﾑ粒少量。
第19号竪穴住居跡Pit1��
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊少量。
第19号竪穴住居跡Pit2��
第１層　10YR2/1　黒 色 土　明黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色土　黒色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第19号竪穴住居跡Pit3��
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色土　黒色土微量。
第19号竪穴住居跡Pit4��
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色土　黒色土微量。
第19号竪穴住居跡Pit7��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第19号竪穴住居跡カマド�������
第１層　10YR3/3　暗褐色土　粘土塊微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　粘土塊多量、焼土粒少量。
第３層　5YR5/8�　明赤褐色焼土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土と焼土の混合土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　粘土塊多量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　灰多量、焼土塊中量。
第８層　10YR3/3　暗褐色土　粘土塊中量。
第９層　2.5Y6/4　にぶい黄色粘土　暗褐色土中量。
第10層　10YR6/3　にぶい黄橙色粘土　焼土粒微量。
第11層　10YR8/4　浅黄橙色粘土����
第12層　10YR8/4　浅黄橙色粘土　褐色土中量。内側被熱。
第13層　5YR6/6�　橙色粘土　褐色土中量。
第14層　10YR8/4　浅黄橙色粘土と10YR5/6　赤褐色粘土の混合土�
　　　　　　　　　　　　　�褐色土中量。内側被熱。
第15層　10YR5/8　黄褐色粘土　褐色土・焼土塊中量。
第16層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土少量。
第17層　10YR2/1　黒 色 土��　　
第18層　10YR8/6　黄橙色粘土　暗褐色土中量。
第19層　10YR1.7/1　黒 色 土　焼土塊微量。


図91　第19号竪穴住居跡（1）
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近が肥厚する。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第20号竪穴住居跡（図93）


［位置・確認］ⅠM－45グリッドを中心に位置する。第2号竪穴住居跡を精査後に、カマドの一部と


暗褐色土のプランを確認した。


［重複］第2・10号竪穴住居跡と重複し、本遺構が古い。


［平面形・規模等］他遺構との重複により大半が失われており、規模・平面形ともに不明である。


［堆積土］3層に分層した。暗褐色土を主体とする。第2・3層は本遺構のものとして捉えたが、明確


な床面を検出した第1層と最大で約36㎝の高低差がある。このため第2・3層と壁溝は、第10号竪


穴住居跡あるいは別遺構のものである可能性も考えられる。


［壁・床面］南西壁の一部のみ残存している。壁は緩やかに立ち上がり、壁高は最大32㎝である。残


存する床面はほぼ平坦であるが、前述のように第2・3層が堆積する東側とは高低差がある。


［壁溝］北東側に、残存長3.9m、幅20㎝、深さ12㎝の壁溝と考えられる小規模な溝を検出した。調


査段階では本遺構に伴うものと考えたが、前述のように第10号竪穴住居跡あるいは別遺構のもので


ある可能性も考えられる。


［カマド］南東壁西寄りから、内側が被熱した袖の一部を検出した。


［出土遺物］出土した土器の総重量は0.62㎏である。堆積土及びカマドから縄文土器、土師器坏・甕


が出土している。いずれも小破片のため図示しなかった。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第21号竪穴住居跡（図94）


［位置・確認］ⅠP－41グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層精査中に焼土が混入する粘土を検出した


ため、粘土が堆積する楕円形の土坑として調査を進めた。しかし、当初想定していた土坑の壁面は明


瞭ではなく、トレンチを入れて確認したところ、土坑のプランとしてとらえていたのはカマドの粘土


範囲で、床面と考えられる硬化面も検出されたため住居跡とした。


［重複］第36号土坑・第16号溝跡と重複し、本住居跡が古い。


［平面形・規模等］長辺4.6m、短辺4.4mの方形を呈する。床面積は17.8㎡である。


［堆積土］8層に分層した。黒褐色土と褐色土・にぶい黄褐色土が混在する。


図92　第19号竪穴住居跡（2）


－  122  －


新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物


－  123  －







0 (S=1/30) 1m


SI10


B


A


KA


KB


A B7.80m


1


2
3


SI02


SI10


KA 1


2


3 4
6


SI10


KB
7.50m


5


0 (S=1/60) 2m


第20号竪穴住居跡
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土少量、炭化物塊・焼土塊微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第20号竪穴住居跡カマド���
第１層　10YR6/6　明黄褐色土　軽石微量。
第２層　7.5YR4/4　褐 色 土　焼土塊少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物微量。
第３層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土粒少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　5YR4/8　�赤褐色焼土������
第６層　10YR6/6　明黄褐色土　粘土塊少量。


［壁・床面］壁は開きながら立ち上がり、壁高は最大12㎝である。住居の東側はロームが混入する暗


褐色土を床面とするが、西側は第Ⅱ層をそのまま床面とし、部分的に硬化している。


［柱穴］ピットは4基検出されたが、いずれも柱穴とは考えられない。


［カマド］北東壁ほぼ中央から1基検出した。カマドの崩落した粘土及び火床面が検出された。粘土


は長軸1.15m、短軸1.85mの範囲に広がる。火床面は長軸26㎝・短軸19㎝の楕円形を呈する。


［出土遺物］出土した土器の重量は3.35㎏である。縄文土器、土師器坏・甕・小型壷が出土しており、


土師器坏2点、鉢1点、甕1点を図示した。坏はロクロ調整のみである。図94－3は全体的に器壁が


厚く、鉢とした。底部は台状となっている。底面には回転糸切りの痕跡が残る。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （田中）


第22号竪穴住居跡（図95・96）


［位置・確認］ⅠT－38グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層を精査中に暗褐色土のプランとして確認


した。現代の基礎によって一部が壊されている。


［重複］第70号土坑、第27号溝跡と重複し、第27号溝跡より古く、第70号土坑より新しい。


［平面形・規模等］長辺7.8m、短辺7.4mの方形を呈する。床面積は55.3㎡である。


［堆積土］24層に分層した。暗褐色土を主体とし、層中には焼土粒や炭化物粒が含まれることから、


人為堆積の可能性が高い。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大33㎝である。床面はほぼ平坦であり、床


面中央付近から硬化した貼床が検出された。


［柱穴］ピットは8基検出された。小型のものが多く、一部が基礎で壊されているため詳細な柱穴配


置は不明である。また、堆積土の状況から本遺構に伴わないと考えられるものも多い。


［カマド］東壁ほぼ中央から、火床面と袖部の一部を検出した。火床面は長軸約25㎝、短軸18㎝の


楕円形を呈する。軸方向はN－133°－Eである。


図93　第20号竪穴住居跡
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第21号竪穴住居跡
第１層　7.5YR5/6　明褐色焼土　褐色土中量、黒褐色土少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土・褐色土・黒色土・ﾛｰﾑ粒少量、
　　　　　　　　　　　　　�焼土粒・炭化物塊微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土・黒色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第４層　10YR4/4　褐 色 土　黄褐色土多量、暗褐色土少量、黒色土・炭化物粒微量。
第５層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　黒褐色土・褐色土中量、黒色土少量、
　　　　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　褐色土中量、黄褐色土少量、黒褐色土微量。
第７層　10YR4/6　褐 色 土　黒褐色土少量、焼土粒微量。
第８層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊微量。


第21号竪穴住居跡カマド粘土�(KA-KB)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　暗褐色土中量、
　　　　　　　　　　　　　�粘土粒・焼土粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　褐色土・黒褐色土少量、黄褐色土・焼土粒微量。
第３層　10YR4/6　褐 色 土　黒褐色土少量。
第21号竪穴住居跡カマド火床面�(KC-KD)
第１層　10YR5/8　黄褐色土　炭化物塊中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　灰中量、炭化物粒少量、焼土粒微量。
第３層　7.5YR5/4　にぶい褐色焼土


［その他の施設］土坑を2基検出した。いずれも現代の基礎によって壊されているため、全体形など


は不明である。


［出土遺物］出土した土器の総重量は10.79㎏である。堆積土中から土師器坏・甕・小型壷、擦文土器、


須恵器壷・甕、鉄製品が出土している。図96－1～5は土師器坏である。2～5は歪んでおり、4には


内外面に帯状の被熱痕が、5には内外面に煤が付着している。8は小甕で外面に灰が付着している。9


は甕で、口唇部に沈線状の凹みが施される。12は火床面直上から出土した土製支脚である。底面に


線状刻目が2条施される。13は4面を砥面とした砥石である。14～16は擦文土器である。14は格子


目状沈線が施される胴部破片である。17は刀子である。先端が欠損している。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。なお、カマドから採


図94　第21号竪穴住居跡
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第22号竪穴住居跡
第１層　10YR2/3　黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・焼土塊・焼土粒・炭化物塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第６層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第８層　2.5YR4/6　赤褐色焼土　炭化物塊・炭化物粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第９層　10YR6/8　明黄褐色土と10YR3/4　暗褐色土の混合土　焼土塊・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第10層　10YR3/4　暗褐色土　焼土塊少量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第11層　10YR3/4　暗褐色土　黒色土・焼土塊・ﾛｰﾑ塊少量、炭化物塊・炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第12層　10YR3/4　暗褐色土　焼土塊・焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第13層　10YR1.7/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒微量。
第14層　10YR2/1　黒 色 土　焼土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第15層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第16層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　炭化物粒・焼土粒微量。
第17層　10YR1.7/1　黒 色 土�　焼土粒・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第18層　10YR3/2　暗褐色土と10YR2/2　黒色土の混合土　焼土塊・炭化物塊少量。ｶﾏﾄﾞ崩落土。
第19層　10YR5/3　にぶい黄褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土�
第20層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第21層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第22層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第23層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊・焼土塊・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第24層　10YR7/4　にぶい黄橙色砂　地山
第22号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR4/4　褐 色 土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土中量、黒褐色土・褐灰色土・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　砂多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR4/4　褐 色 土　砂多量、暗褐色土少量、黒褐色土微量。
第６層　10YR7/4　にぶい黄橙色砂　黄褐色土多量。
第22号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　黄褐色土中量、黒色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR4/4　褐 色 土　暗褐色土少量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　砂中量、黒色土・焼土粒微量。


図95　第22号竪穴住居跡（1）
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取した土壌サンプルを分析した結果、イネなどの炭化種子が検出された。分析結果については第8章


第3節を参照されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （葛城）


第24号竪穴住居跡（図97）


［位置・確認］ⅠM－35グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で壁溝を確認した。丘陵頂部に位


置するため上部は削平され、床面は残存せず壁溝のみが検出された。軸方向をほぼ同じくする壁溝が


3条検出され、立て替えが行われたと考えられる。


［重複］第31号竪穴住居跡、第81・89・95号土坑と重複する。土坑はすべて本住居跡よりも新しい


が、第89・95号土坑は本住居跡に伴う可能性も考えられる。第31号竪穴住居跡との新旧は不明で


ある。このほかにも第91・98・103・108号土坑とも重複すると考えられるが、床面・堆積土が残


存しないため新旧は不明である。


［平面形・規模等］壁溝が3条検出され、外側から24A・24B・24Cとする。24Aは北西・南西・北


東壁の一部が残存し、北東－南西は8.35mである。24Bは北西壁と北東壁・南東壁の一部分が残存し、


北西－南東は5.6mである。24Cは北西壁と南西壁の一部が残存し、検出できた北西壁は6.0mである。


いずれも方形を呈すると考えられる。


［堆積土］壁溝の堆積土のみが残存する。黒褐色土を主体とする。


［壁・床面］壁・床面とも残存しない。


［柱穴］本住居跡周辺では多数のピットが検出されたが、調査段階では詳細な検討を行うことができ


ず本住居跡に伴うものかどうか明確ではなかった。そのため、壁溝内に位置するピット以外のものに


ついては単独のピット（SP）として調査を行った。整理時に柱穴の配置を検討した結果、これらの


ほかに第31号竪穴住居跡の床面で確認されたピットの中にも本住居跡に伴うと考えられたものがあ


るが、ピットの呼称については調査時のものをそのまま使用した。なお、第31号竪穴住居のピット


として調査したものの平面図は図104に掲載している。24Aの主柱穴はピット2、第315・314号ピッ


ト、第31号竪穴住居跡ピット7、壁柱穴はピット1、第296号ピット、第31号竪穴住居跡ピット6


と考えられる。さらに、第25号竪穴住居跡と重複する第358号ピット（図98参照）は、本住居跡の


南西壁の延長線上に位置する。これに対応する位置には第232号ピットがあり、これらも本住居跡


の柱穴の可能性が考えられる。24Bの主柱穴はピット2、第315・369・297・301号ピット、第31


号竪穴住居跡ピット4と考えられる。ピット2と第315号ピットは24Bの壁溝よりやや外側に位置す


るが、24Bから24Aに立て替えた際に柱穴を外側にずらしたためと推測される。24Cの柱穴は住居隅


に位置するピット3・5とその中間に位置するピット4、第370号ピット、第31号竪穴住居跡ピット


2と考えられる。それぞれのピットの平面形・規模は次のとおりである。ピット1は径40㎝の円形


で深さ64㎝、ピット2が径57㎝の円形で深さ47㎝、ピット3は長軸43㎝、短軸28㎝の楕円形で


深さ43㎝、ピット4は径25㎝の円形で深さ28㎝、ピット5は径29㎝の円形で深さ39㎝、第296


号ピットは一辺26㎝の隅丸方形で深さ41㎝、第297号ピットは長辺77㎝、短辺62㎝の隅丸長方形


で深さ65㎝、第301号ピットは径36㎝の円形で深さ58㎝、第314号ピットは長軸77㎝、短軸54


㎝の不整な楕円形で深さ64㎝、第315号ピットは径56㎝の円形で深さ57㎝、第369号ピットは長


辺61㎝、短辺39㎝の隅丸長方形で深さ59㎝、第370号ピットが長軸54㎝、短軸30㎝の楕円形で
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第24号竪穴住居跡A壁溝1(C-D)
第１層　10YR2/3　黒褐色土　黄橙色土中量、
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR6/6　明黄褐色土　黒褐色土少量。
第24号竪穴住居跡A壁溝2(M-N)�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第24号竪穴住居跡B壁溝2(K-L)������
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊多量。
第２層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土少量。
第３層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ��
第24号竪穴住居跡Pit1(A-B)��
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土　炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　明黄褐色土中量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土少量。
第24号竪穴住居跡Pit2(E-F)���
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR2/1　黒色土と10YR4/6　褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR4/6　褐�色�土　黒色土少量。
第24号竪穴住居跡Pit3(I-J)���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第24号竪穴住居跡Pit4(G-H)���
第１層　10YR4/3　にぶい黄褐色土と10YR8/4　浅黄橙色粘土とﾛｰﾑの混合土
第２層　10YR3/3　暗褐色土　粘土粒・粘土塊微量。
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第313号ピット
第１層　10YR2/3　黒褐色土　明黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR6/6　明黄褐色土　黒褐色土中量、粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR5/6　黄褐色土と10YR2/3　黒褐色土の混合土　粘土粒中量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土中量、粘土粒少量。
第314号ピット
第１層　5YR6/8�　橙色粘土　炭化物塊少量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、黒褐色土微量。
第４層　10YR5/8　黄褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第５層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第315号ピット
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR7/8　黄橙色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/3　黄褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土�������
第５層　10YR2/3　黒褐色土　黄橙色土中量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR6/8　明黄褐色土　黒褐色土中量。
第346号ピット
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土粒少量。
第２層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量、粘土塊少量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　焼土塊少量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土少量。
第５層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量。
第６層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土中量。
第７層　10YR5/4　にぶい黄褐色土��
第347号ピット
第１層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊多量、焼土粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　粘土塊・焼土塊少量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、焼土粒少量。
第493号ピット
第１層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土多量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土微量。
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第232号ピット
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土と10YR6/8　明黄褐色土の混合土　炭化物粒。
第４層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、黒褐色土少量。
第５層　10YR5/8　黄褐色土　黒褐色土中量。
第６層　10YR5/8　黄褐色土　10YR5/6　黄褐色土中量、黒褐色土少量。
第７層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第297号ピット
第１層　10YR3/3　暗褐色土　明黄褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　明黄褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR6/8　明黄褐色土　暗褐色土・黄橙色土・粘土粒少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊微量。
第５層　10YR6/8　明黄褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒少量。
第６層　10YR6/8　明黄褐色土　黒褐色土混入、ﾛｰﾑ粒少量。
第７層　10YR4/6　褐�色�土��
第８層　10YR4/6　褐�色�土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊微量。
第９層　10YR6/8　明黄褐色土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。


a


図97　第24号竪穴住居跡
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深さ11㎝である。第31号竪穴住居跡のピットで本住居跡に伴う可能性があるものの規模・平面形は


第31号竪穴住居跡の項に記してある。


［壁溝］24Aの壁溝は幅11～31㎝、深さ3～20㎝である。24Bの壁溝は幅10～37㎝、深さ5～18


㎝である。24Cの壁溝は幅16～26㎝、深さ5～23㎝である。


［カマド］検出されなかった。


［出土遺物］出土遺物は少なく、出土した土器の重量は0.32㎏である。土師器坏・甕、擦文土器、須


恵器壷が出土しているが、いずれも小破片のため図示しなかった。


［小結］壁溝が3条検出されたことから2回の立て替えが行われたと考えられるが、遺存状況が良く


ないため詳細については不明である。出土遺物も少ないため、時期については不明である。　（田中）


第25号竪穴住居跡（図98）


［位置・確認］ⅠO－35グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で焼土の広がりとして確認した。北


側は現代の基礎によって失われている。


［重複］第102号土坑、第4号溝状土坑と重複し、本遺構が新しい。


［平面形・規模等］北側は失われているが、残存する長辺5.5m、短辺5.4mであり、おおよそ方形を


呈すると考えられる。残存する床面積は24.0㎡である。


［堆積土］14層に分層した。堆積土中には炭化物粒及び焼土粒が多く混入している。またこれらが広


範囲に分布していることなどから、焼失家屋と考えられる。


［壁・床面］上半部は削平により失われている。わずかに残存する南壁はやや外傾しながら立ち上がる。


壁高は最大9㎝である。床面はほぼ平坦である。


［柱穴］5基検出した。全て壁際に位置している。


［壁溝］西壁と南壁の一部を巡る。規模は、幅12～24㎝、深さ7～31㎝である。


［カマド］東壁南寄りから1基検出した。袖部及びカマド崩落土と考えられる粘土範囲を検出した。


軸方向はN－110°－Eである。火床面及び煙道は検出されなかった。


［出土遺物］出土した土器の総重量は4.77㎏である。堆積土中から土師器坏・甕、擦文土器、須恵器壷、


鉄製品が出土した。図98－1は掘方から出土した甕の底部破片である。底面には刻書と考えられる


刻みが施される。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降の焼失家屋と考えられる。　　　　 （葛城）


第27号竪穴住居跡（図99）


［位置・確認］ⅠQ－35グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層状面でにぶい黄褐色土のプランとして確


認した。南側は現代の基礎で失われている。


［重複］第5号溝状土坑と重複し、本遺構が新しい。


［平面形・規模等］南側が現代の基礎で失われているが残存する長辺5m、短辺3.1mで、方形もしく


は長方形を呈すると考えられる。また、南東側が一部張り出している。残存床面積は13.1㎡である。


［堆積土］10層に分層した。層中に焼土粒を含み人為堆積の可能性が高いが、残存部分がわずかなた


め、詳細は不明である。


－  128  －


新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物


－  129  －







0 10cm


1


(S=1/3)


0 (S=1/30) 1m


0 (S=1/60) 2m
B


C


A


H


G


KA


KB


E


F


D


ｶｸﾗﾝ


Pit5


Pit4


Pit3


SP358
SK102


Pit1


Pit2


SV04


11 10


9 1 9


14


2 3 9 5 4


13


BA 8.10m


SK102


7 6 9


14


8 12


9


C
8.10m


D


ｶｸ
ﾗﾝ


1


2 3


E F8.00m


12
3


8.00mG H


KA


KB


　西へ2m


1


2 34


KA KB8.00m


カマド


(57)


(29)


(27)


(63)


(63)


第25号竪穴住居跡
第１層　10YR7/6　明黄褐色焼土　黒褐色土・暗褐色土少量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR6/6　明黄褐色焼土　黒褐色土少量、浅黄橙色土微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　橙色土・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR6/6　明黄褐色焼土　暗褐色土中量、焼土粒少量、炭化物粒微量。
第６層　10YR7/6　明黄褐色焼土　暗褐色土多量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第８層　10YR2/3　黒褐色土　明黄褐色土中量、黒色土・黄褐色土微量。
第９層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物塊・焼土粒微量。
第10層　10YR6/6　黄褐色焼土　黄褐色土多量、暗褐色土少量。
第11層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土中量、焼土粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第12層　10YR6/8　明黄褐色土　黒褐色土中量、暗褐色土微量。
第13層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第14層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土多量、ﾛｰﾑ粒少量。


第25号竪穴住居跡Pit1��
第１層　10YR3/2　黒褐色土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土多量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第25号竪穴住居跡Pit2��
第１層　10YR3/3　暗褐色土　黄橙色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第25号竪穴住居跡カマド����
第１層　10YR7/4　にぶい黄橙色焼土　黄褐色土少量。
第２層　10YR4/2　灰黄褐色土　焼土粒微量。
第３層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　明黄褐色土少量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土中量、焼土粒微量。


図98　第25号竪穴住居跡


［壁・床面］明確な壁は検出できなかった。床面はほぼ平坦であるが、南東側に一部くぼみをもつ。


［柱穴］ピットは22基検出され、ピット3・4が主柱穴と考えられる。規模はピット3が径31㎝で深


さ43㎝、ピット4が径41㎝で深さ22㎝である。


［壁溝］基礎で失われている南東側を除き巡る。規模は、幅9～37㎝、深さ9～21㎝である。
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第27号竪穴住居跡
第１層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　黄褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　　　　�黄橙色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量・黄橙色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、黄橙色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、暗褐色土・焼土粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第７層　10YR3/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第８層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　黄橙色土中量、黄橙色土・褐色土少量、黒褐色土微量。
第９層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第10層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、浅黄橙色土・橙色土・黄橙色土・焼土粒・
�������������������������������　炭化物粒微量。
第27号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR1.7/1　黒 色 土　粘土塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。


第27号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR3/2　黒褐色土　炭化物粒・軽石微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第27号竪穴住居跡第3号土坑�����
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黄褐色土中量、黒褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/6　褐 色 土　黄褐色土中量、黒褐色土・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第27号竪穴住居跡第4号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土中量、黄橙色土少量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　黄褐色土・黄橙色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR5/6　黄褐色土　黒色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第27号竪穴住居跡カマド����
第１層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/2　灰黄褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第５層　10YR5/4　にぶい黄褐色土��ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第６層　7.5YR5/6　明褐色焼土　焼土塊・炭化物塊・灰微量。火床面。
第７層　7.5YR3/2　黒褐色土　焼土塊中量、灰少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第８層　10YR3/1　黒褐色土　灰混入。
第９層　10YR7/8　黄橙色土　黒色土・暗褐色土少量。


図99　第27号竪穴住居跡


［カマド］南東壁北側から火床面と考えられる焼土範囲を検出した。残存規模は長軸49㎝、短軸20


㎝で平面形は不整形を呈するが、本来は円形であったと考えられる。また、焼土範囲の下部にはピッ


ト状の掘り込みをもつ。


［その他の施設］土坑を4基検出した。いずれも本遺構に伴うものと考えられる。平面形は第4号土


坑が長方形、そのほかは円形もしくは楕円形である。また、第1号土坑の底面には深さ37㎝の小ピッ
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トがある。規模は第1号土坑が長軸95㎝、短軸83㎝、深さ28㎝、第2号土坑が径74㎝、深さ30㎝、


第3号土坑が径69㎝、深さ30㎝、第4号土坑が長軸142㎝、短軸97㎝、深さ43㎝である。


［出土遺物］出土した土器の総重量は3.62㎏である。堆積土中から土師器坏・甕、擦文土器、鉄製品、


砥石が出土した。図99－1は砥石である。3面が砥面として使用されている。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第28号竪穴住居跡（図100）


［位置・確認］ⅠN－31グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で黒褐色土のプランとして確認した


が、セクションラインA－Bより南側は検出時にほぼ床面が露出している状態であった。南側の一部


は現代の基礎によって失われている。


［平面形・規模等］主として壁溝のみの残存であるため、全体形など詳細は不明である。壁溝を基準


とすれば、残存する長辺は4.1mで、短辺が3.9mの方形を呈する。


［堆積土］黒褐色土を主体とする。層中には焼土粒・炭化物粒を含む。人為堆積の可能性が高いが、


堆積土の大半が現代の撹乱などにより失われているため詳細は不明である。


［壁・床面］明確な壁は確認できなかった。床面はほぼ平坦である。


［柱穴］ピットは7基確認された。主柱穴は不明であるが、ピット3は平面形が長方形を呈し、規模


は長辺102㎝、短辺83㎝、深さ17㎝であり、住居内土坑の可能性もある。


［壁溝］南西側を除き検出した。規模は、幅15～44㎝、深さ6～20㎝である。


［カマド］カマドは検出されなかったが、南東壁南側から焼土範囲を検出した。規模は長軸約25㎝、


短軸18㎝で、楕円形を呈する。火床面の可能性が考えられる。同様に北東壁北側からも焼土範囲を


検出したが堆積土中での検出であり、埋没過程での廃棄と考えられる。


［その他の施設］土坑を2基検出した。いずれも住居内土坑と考えられる。第1号土坑は楕円形を呈し、


長軸101㎝、短軸79㎝、深さ27㎝である。第2号土坑も楕円形を呈し、長軸62㎝、短軸44㎝、深


さ30㎝である。また、北西壁北側が一部張り出している。


［出土遺物］出土した土器の総重量は1.16㎏である。堆積土中及び第1号土坑の堆積土から土師器坏・


甕、擦文土器、鉄製品、土製品が出土した。図100－1はロクロ調整が施される土師器坏である。破


断面に煤が付着している。3は板状の鉄製品である。2枚重ねであり、湾曲している。4は砥石である。


両側縁に抉りが施されている。5・6は土玉である。それぞれ中央に貫通孔が施されている。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第29号竪穴住居跡（図101）


［位置・確認］ⅠM－29グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土の方形のプランとし


て確認した。


［平面形・規模等］長辺2.9m、短辺2.5mの方形を呈する。床面積は6.5㎡である。


［堆積土］7層に分層した。黒褐色土を主体とするが、第4層は黄褐色土を多量に含んでいる。


［壁・床面］壁は南東側を除き巡る。残存する壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大13㎝で


ある。遺構上半は削平を受けていると考えられる。床面はほぼ平坦である。
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第28号竪穴住居跡
第１層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、
　　　　　　　　　�　　　　焼土粒・炭化物粒微量。
第28号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�黒色土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・粘土粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　黄褐色土・黒褐色土少量、焼土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　黄橙色土中量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第28号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、粘土粒・軽石微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土粒少量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、粘土塊少量。
第４層　10YR4/6　褐色粘土とﾛｰﾑの混合土���
第28号竪穴住居跡Pit1��
第１層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土中量、焼土粒少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土・褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、
　　　　　　　　　　　　　�明黄褐色土・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/6　褐 色 土　黒色土・黄褐色土微量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　明黄褐色土多量、褐色土少量、ﾛｰﾑ粒少量。


第28号竪穴住居跡Pit2��
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ塊少量、
　　　　　　　　　　　　　�明黄褐色土・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4　褐 色 土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量。
第28号竪穴住居跡Pit3��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、
　　　　　　　　　　　　　�焼土粒・粘土粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　黄褐色土少量、褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第28号竪穴住居跡Pit4��
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊少量、軽石微量。
第２層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土・粘土塊少量。
第28号竪穴住居跡壁溝���
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黄褐色土多量、ﾛｰﾑ粒少量、褐色土微量。
第357号ピット���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　7.5YR4/3　ｵﾘｰﾌﾞ褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR5/8　黄褐色土　褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。


図100　第28号竪穴住居跡
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第29号竪穴住居跡�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物微量。
第３層　7.5YR2/3　極暗褐色土　焼土塊少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土多量、褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第29号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒塊中量、軽石微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、軽石微量。
第５層　10YR6/8　明褐色ﾛｰﾑ　軽石微量。
第６層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土少量。
第29号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　焼土塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR4/6　褐 色 土　黒色土微量。
第29号竪穴住居跡第3号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　焼土粒微量。
第３層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土中量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊中量。
第29号竪穴住居跡第4号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第29号竪穴住居跡火床面���
第１層　10YR6/4　にぶい黄橙色粘土
第２層　7.5YR5/6　褐色焼土　暗褐色土少量。


［柱穴］ピットは4基検出された。南西隅に3基まとまっているが、主柱穴は不明である。


［カマド］東壁南寄りから、火床面と考えられる焼土を検出した。焼土は長軸43㎝、短軸40㎝の方


形を呈する。


［その他の施設］土坑を4基検出した。重複しているものもあるが、いずれも本遺構に伴うものと考


えられる。第1号土坑は平面形が楕円形を呈する。規模は長軸91㎝、短軸71㎝、深さ38㎝である。


第2号土坑は平面形が楕円形を呈する。規模は長軸49㎝、短軸41㎝、深さ44㎝である。第3号土


坑は平面形が隅丸方形を呈する。規模は一辺59㎝、深さ47㎝である。第4号土坑は平面形が楕円形


を呈する。規模は長軸119㎝、短軸85㎝、深さ29㎝である。


［出土遺物］出土した土器の総重量は0.76㎏である。堆積土より土師器坏・甕及び少量の鉄滓が出土


した。図101－1は土師器坏である。胴部に刻書が施される。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。また、カマド火床面


及び掘方から採取した土壌サンプルを分析した結果、イネなどの炭化種子が検出された。分析結果に


ついては第8章第3節を参照されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （葛城）


第30号竪穴住居跡（図102・103）


［位置・確認］ⅠM－31グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で黒褐色土のプランとして確認した。


［重複］第200号土坑と重複し、本遺構が古い。


［平面形・規模等］長辺5.6m、短辺5.3mの方形を呈する。床面積は26.3㎡である。


［堆積土］17層に分層した。黒褐色土を主体とする。層中にロームを含み人為堆積の可能性が高い。


図101　第29号竪穴住居跡
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第30号竪穴住居跡������
第１層　10YR1.7/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒多量、黒色土中量。
第３層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊多量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒微量。
第７層　10YR2/3　黒褐色土と10YR3/4　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土��
第８層　10YR1.7/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第９層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第10層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ�暗褐色土少量。
第11層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑと焼土の混合土　炭化物粒微量。
第12層　10YR2/2　黒褐色土と10YR7/2　にぶい黄橙色粘土とﾛｰﾑの混合土��
第13層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第14層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土少量。
第15層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第16層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　炭化物粒微量。
第17層　10YR6/6　明黄褐色土　黒色土多量、ﾛｰﾑ塊少量、
　　　　　　　　��　　　　　�暗褐色土・粘土粒・焼土塊微量。
第30号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR3/4　暗褐色土　粘土粒・ﾛｰﾑ塊・焼土塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土と10YR6/8明黄褐色土の混合土　焼土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　炭化物塊多量、ﾛｰﾑ塊・焼土塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・炭化物塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第30号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量
第２層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土多量、ﾛｰﾑ塊・炭化物塊少量、
　　　　　　　　　　　　　�焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土中量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第30号竪穴住居跡第3号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土と10YR6/6　黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土微量。
第30号竪穴住居跡第4号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒 色 土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第３層　10YR1.7/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊微量。
第５層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒褐色土中量。
第30号竪穴住居跡Pit1��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　明褐色土少量、焼土粒・炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。


第30号竪穴住居跡Pit2��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土少量、炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　明黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1　黒 色 土　明黄褐色土少量、焼土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第30号竪穴住居跡Pit3��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、焼土粒・炭化物塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、焼土粒・炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第30号竪穴住居跡Pit4��
第１層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土　�ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR5/8　黄褐色土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR4/6　褐 色 土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第30号竪穴住居跡Pit6��
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　褐色土・黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR6/6　明黄褐色土　黒褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第30号竪穴住居跡Pit7��
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　粘土粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、ﾛｰﾑ粒少量。
第５層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第30号竪穴住居跡Pit8��
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土と7.5YR4/4　褐色土の混合土
第30号竪穴住居跡Pit9��
第１層　10YR3/3　暗褐色土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/4　褐 色 土　明黄褐色土多量、黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土微量。1、2層に比べてしまり非常に弱い。
第30号竪穴住居跡Pit10�
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第30号竪穴住居跡Pit11�
第１層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量、暗褐色土微量。
第２層　7.5YR5/6　明褐色粘土と10YR3/4　暗褐色土の混合土�����
第30号竪穴住居跡Pit12�
第１層　10YR2/1　黒 色 土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土粒微量。


図102　第30号竪穴住居跡（1）
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第30号竪穴住居跡壁溝��
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒多量、褐色土・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第30号竪穴住居跡焼土������
第１層　5YR8/4　�淡橙色焼土　黄褐色土少量。
第２層　7.5YR8/2　灰白色焼土


第30号竪穴住居跡カマド����
第１層　7.5YR5/6　明褐色焼土　暗褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土塊多量、焼土粒少量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、褐色土少量、焼土粒微量。
第４層　10YR4/4　褐色土と10YR6/6　明黄褐色土の混合土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR3/3　暗褐色土


図103　第30号竪穴住居跡（2）


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。上半部は削平されており、壁高は最大6㎝である。


床面はほぼ平坦であるが掘方をもつ。


［柱穴］ピットは22基検出された。主柱穴は不明であるが、ほとんどが壁寄りから検出されており、


特に北東壁と南東壁に多い。


［壁溝］南東壁やや北寄りから検出した。当初は部分的な検出であったためピットとして調査したが、


完掘した結果壁溝であることが判明した。規模は幅20～25㎝、深さ21㎝である。


［カマド］南東壁南寄りから火床面と考えられる焼土を検出した。焼土は長軸約48㎝、短軸39㎝の


不整形を呈する。


［その他の施設］土坑を4基検出した。平面形は楕円形及び円形でいずれも住居内土坑と考えられる。
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第31号竪穴住居跡
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　焼土塊微量。
第３層　10YR6/8　明褐色ﾛｰﾑ　黒色土多量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒微量。
第31号竪穴住居跡Pit1����
第１層　10YR5/6　黄褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ粒中量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　褐色土・黒褐色土中量、黒色土少量。
第３層　10YR5/6　黄褐色土　ﾛｰﾑ粒多量、黒褐色土微量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土　ﾛｰﾑ粒多量。
第31号竪穴住居跡Pit2����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第３層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第４層　10YR5/6　黄褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、黒色土微量。
第５層　10YR5/6　黄褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、黒褐色土微量。
第31号竪穴住居跡Pit3����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　粘土粒中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR6/8　明黄褐色土と10YR2/3　黒褐色土と10YR2/1　黒色土の混合土������


第31号竪穴住居跡Pit4����
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ塊・粘土塊微量。
第３層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土微量。
第31号竪穴住居跡Pit5����
第１層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土塊少量。
第２層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土・粘土塊微量。
第３層　10YR5/8　黄褐色粘土　黒褐色土微量。
第４層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土・粘土粒微量。
第31号竪穴住居跡Pit6����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR2/1　黒�色土とﾛｰﾑの混合土　粘土塊少量。
第４層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ�������
第５層　10YR5/8　明褐色ﾛｰﾑ�������
第31号竪穴住居跡Pit7����
第１層　10YR5/6　黄褐色粘土　暗褐色土少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR6/4　にぶい黄橙色ﾛｰﾑ　粘土塊微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第５層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。


0 10cm(S=1/3)


図104　第31号竪穴住居跡


第1号土坑は平面形が長方形を呈し、長辺77㎝、短辺39㎝、深さ37㎝、第2号土坑は楕円形を呈し、


長軸66㎝、短軸42㎝、深さ17㎝、3号土坑は不整形を呈し、長軸104㎝、短軸88㎝、深さ13㎝、


第4号土坑は隅丸方形を呈し、長辺131㎝、短辺126㎝、深さ15㎝である。


［出土遺物］出土した土器の総重量は5.24㎏である。堆積土中から土師器坏・甕、擦文土器、鉄製品


が出土した。図103－3は刻書の施される土師器坏の口縁部破片である。4は砥石で、5面が砥面とし


て使用されている。5～7はハケメが施される擦文土器の胴部破片である。7は上端に沈線が施される。


8～10は鉄製品である。8は刀子で両端が欠損している。9・10はほぼ完形の鑿である。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第31号竪穴住居跡（図104）


［位置・確認］ⅠL－35グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面でロームと黒褐色土の混合土が堆積


する不整形のプランを確認した。丘陵頂部に位置するため上部は削平され、堆積土はほとんど残存せ


ず堆積土の上面には砂利が混入している状況であった。


［重複］第24号竪穴住居跡と重複するが、新旧は不明である。


［平面形・規模等］壁が部分的にしか残存せず、残存する北東壁は3.1m、北西壁は2.2m、南西壁は3.2m
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で、北東－南西は4.4mである。北東－南西方向に長い長方形を呈すると考えられる。床面積は14.2


㎡と推定される。


［堆積土］4層に分層した。黒褐色土とロームが混在し、焼土がわずかに含まれる。


［壁・床面］壁は開きながら立ち上がる。壁高は最大6㎝である。削平により床面の状況は不明である。


［柱穴］本住居跡周辺はピットが多数検出されており、本住居跡のピットのほか第24号竪穴住居跡な


どの柱穴が混在している。ピット2・4～6・7は第24号竪穴住居跡に伴うと考えられるが、これ以


外のピットについても本住居跡に伴うかどうかは明確ではない。主なピットの平面形・規模はピット


1が径35㎝の円形で深さ56㎝、ピット2が径30㎝の円形で深さ50㎝、ピット3が一辺が32㎝の隅


丸方形で・深さ54㎝、ピット4が径29㎝の円形で深さ65㎝、ピット5が径48㎝の不整な円形で深


さ60㎝、ピット6が長軸41㎝、短軸33㎝の楕円形で深さ53㎝、ピット7が長辺64㎝、短辺40㎝


の隅丸長方形で深さ43㎝である。


［カマド］北東壁に火床面と考えられる焼土範囲を検出した。焼土は長軸60㎝、短軸31㎝の範囲に


広がる。


［出土遺物］出土した土器の重量は0.68㎏である。土師器坏・甕、擦文土器が出土しているが、いず


れも小破片である。擦文土器の口縁部破片を1点図示した（図104－1）。


［小結］遺存状況が良くなく、出土遺物も少ないため時期については不明である。　　　　　 （田中）


第32号竪穴住居跡（図105）


［位置・確認］ⅠR－30グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で黒褐色土の長方形のプランを確認


した。


［重複］第144号土坑・第8号井戸跡と重複し、本住居跡は土坑より新しく、井戸跡より古い。


［平面形・規模等］長辺4.1m、短辺3.5mの北東－南西方向に長い長方形を呈する。床面積は12.5㎡


である。


［堆積土］7層に分層した。黒褐色土を主体とし、全体的にロームがわずかに混入する。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大32㎝である。床面は住居中央部がやや高


くなるが概ね平坦で、黒褐色土とロームの混合土を床面としている。


［柱穴］9基のピットが検出され、このうち住居隅に位置するピット1・3～5が柱穴と考えられる。ピッ


トはすべて円形で、それぞれの規模はピット1が径27㎝・深さ49㎝、ピット3が径18㎝・深さ59㎝、


ピット4が径14㎝・深さ30㎝、ピット5が径23㎝・深さ48㎝である。ピット1では柱痕が確認された。


［カマド］北西壁北寄りに1基検出された。粘土範囲と半地下式の煙道を検出した。煙道は住居外に


0.5m延び、煙道底面は緩やかに上昇する。粘土範囲は長さ1.1m、幅1.3mの不整形に広がり、炭化


物や焼土がわずかに含まれる。軸方向はN－59°－Wである。


［出土遺物］出土した土器の重量は1.13㎏で、土師器坏・甕が出土している。土師器坏4点を図示した。


図105－1～3はロクロ調整のみである。2・3は1に比べると口径に対して底径が大きく、器高も低い。


4は手捏ねの坏である。外面には指痕が残り、輪積痕が見られる。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半～11世紀のものと考えられる。　　　　（田中）
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第32号竪穴住居跡
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　明褐色土・ﾛｰﾑ塊少量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第７層　10YR2/3　黒褐色土と10YR5/6　黄褐色土とﾛｰﾑの混合土��
第32号竪穴住居跡カマド粘土�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色粘土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、
　　　　　　　　　　　　　　　　　�暗褐色土・焼土粒・炭化物粒・粘土粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�粘土粒・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土中量、
　　　　　　　　　　　　　�褐色土・焼土粒・粘土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第32号竪穴住居跡Pit1����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量。
第32号竪穴住居跡Pit2����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土粒微量。


図105　第32号竪穴住居跡


第33号竪穴住居跡（図106～109）


［位置・確認］ⅠT－34グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土のプランとして確認した。


［重複］第39号竪穴住居跡、第110号土坑、第10号溝状土坑と重複し、第39号竪穴住居跡より古く、


第110号土坑、第10号溝状土坑より新しい。


［平面形・規模等］長辺8.4m、短辺7.3mの長方形を呈する。床面積は55.5㎡である。


［堆積土］15層に分層した。黒褐色土を主体とする。第39号竪穴住居跡と重複しているため堆積土


の残存範囲は南側に限定される。堆積土中からは焼土、炭化物が広がりをもって検出されたことから、


焼失家屋の可能性が高い。


［壁・床面］他遺構との重複などにより、北壁と西壁は失われている。残存する壁はやや外傾しなが


ら立ち上がり、壁高は最大23㎝である。床面はほぼ平坦である。


［柱穴］明確に本遺構に伴うと考えられるピットは35基である。この内ピット3・7・9・10は主柱
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穴と考えられる。規模はピット3が長軸53㎝、短軸40㎝の不整形を呈し、深さは47㎝、ピット7が


径57㎝のほぼ円形を呈し、深さは33㎝、ピット9が長軸69㎝、短軸58㎝の不整形を呈し、深さは


31㎝、ピット10が長軸44㎝、短軸38㎝の楕円形を呈し、深さは67㎝である。本遺構は第39号竪


穴住居跡に切られているため、ピットの帰属についてはその大半を第39号竪穴住居跡に伴うものと


した。しかし第39号竪穴住居跡に伴うとしたピットの中にも本遺構のピットが含まれている可能性


がある。


［壁溝］西壁の一部を除き巡る。規模は幅15～39㎝、深さ15～38㎝である。


［カマド］東壁南寄りから1基検出した。袖部及び半地下式と考えられる煙道を検出した。軸方向は


N－121°－Eである。


［その他の施設］南壁側から壁溝と並行する小規模な溝を検出した。規模は、幅32～67m、深さ12


～32mである。堆積土の状況から壁溝より古い。拡張前の壁溝であった可能性も考えられるが、詳


細は不明である。


［出土遺物］出土した土器の総重量は12.29㎏である。堆積土中及びカマドから土師器皿・坏・甕、


擦文土器、須恵器、鉄製品、砥石、土製支脚が出土した。図108－1は土師器皿である。歪んでおり、


口縁部内外面にタール状の炭化物が付着している。図108－2～7は坏である。5は底部付近から口


縁部にかけて外傾しながらほぼ直線的に立ち上がる。6・7にはそれぞれ刻書が施されている。図


108－9～11は擦文土器である。10は口縁部に沈線と刺突列が施され、胴部には隆帯で区画された


内部に鋸歯状の沈線が施される。図108－12・13は鉄製品である。12は両端が欠損しているが、紡


錘車軸と考えられる。13は鎌である。図108－14～16は須恵器である。14は壷で第35号竪穴住居


跡出土のものと接合した。図109－1～5は砥石である。それぞれ複数の面を砥面として使用している。


図109－6は土製支脚の底部破片である。被熱により部分的に剥落している。


［小結］焼土、炭化物の検出状況から焼失家屋の可能性が高い。また出土遺物及び堆積土の状況から、


10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）


第34号竪穴住居跡（図110）


［位置・確認］ⅠQ－30グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土のプランとして確認した。


［平面形・規模等］長辺3.9m、短辺3.7mの長方形を呈する。床面積は12.2㎡である。


［堆積土］15層に分層した。黒褐色土を主体とする。層中にロームや焼土粒を含む。第6・7・9～


15層は掘方と考えられる。


［壁・床面］北東壁及び南東壁の一部が失われている。残存する壁はやや外傾しながら立ち上がる。


壁高は最大25㎝である。床面はほぼ平坦である。


［壁溝］北東壁及び北西壁の一部で検出した。規模は、幅15～22㎝、深さ6～16㎝である。


［カマド］南東壁南寄りから火床面と袖部の一部を検出した。火床面は径約45㎝の円形を呈する。軸


方向はN－126°－Eである。


［その他の施設］土坑を2基検出した。第1号土坑は隅丸方形を呈すると考えられ、推定される規模


は長辺105㎝、短辺101㎝、深さ51㎝である。第2号土坑も隅丸方形を呈し、長辺118㎝、短辺


113㎝、深さ36㎝である。第2号土坑は検出面で灰と焼土の広がりを検出した。また、住居堆積土
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第33号竪穴住居跡
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR5/3　にぶい黄褐色焼土　黒褐色土中量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　暗褐色土少量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物塊微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土塊微量。比較的しまり強い。
第６層　10YR1.7/1　黒色炭化物層　ﾛｰﾑ塊微量。比較的しまり強い。
第７層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊微量。
第８層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの互層　焼土粒・炭化物粒微量。
第９層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土塊・炭化物粒微量。
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第11層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第12層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第13層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊少量。
第14層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊微量。
第15層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土塊微量。
第33号竪穴住居跡Pit1����
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　粘土塊中量。
第４層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒褐色土少量。


第33号竪穴住居跡Pit2����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/2　黒褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒少量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第33号竪穴住居跡Pit3����
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土　粘土塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊少量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　粘土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第33号竪穴住居跡Pit4����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊多量、粘土塊中量、炭化物塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊中量。
第33号竪穴住居跡Pit5����
第１層　7.5YR6/6　橙色粘土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　7.5YR6/6　橙色粘土とﾛｰﾑの混合土　黒色土中量。
第３層　7.5YR6/6　橙色粘土　黒褐色土微量。
第33号竪穴住居跡Pit6����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　粘土塊少量。
第33号竪穴住居跡Pit7����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第３層　10YR4/6　褐�色�土　ﾛｰﾑ主体層。
第４層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第５層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　黒色土微量。
第６層　10YR4/6　褐�色�土　黒色土微量。ﾛｰﾑ主体層。


図106　第33号竪穴住居跡（1）
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第33号竪穴住居跡カマド��
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。SP堆積土。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　5YR4/6�　赤褐色焼土　炭化物粒微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR3/2　黒褐色土　焼土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒微量。
第８層　10YR2/1　黒�色�土　灰・焼土粒少量、炭化物微量。
第９層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第10層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒少量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第11層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒微量。
第12層　10YR5/4　にぶい黄褐色粘土
第13層　10YR2/1　黒�色�土　粘土粒中量。
第14層　10YR4/4　褐色粘土　焼土粒少量。
第15層　10YR4/2　灰黄褐色粘土　ﾛｰﾑ塊・灰少量、焼土粒微量。
第16層　10YR5/4　にぶい黄褐色粘土　炭化物粒微量。
第17層　7.5YR4/4　褐色粘土　灰少量、炭化物塊微量。
第18層　10YR1.7/1　黒色土と10YR2/3　黒褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒少量。
第19層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒色土少量。
第20層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量。
第21層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。


図107　第33号竪穴住居跡（2）
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図108　第33号竪穴住居跡（3）


の第1層を掘り込んで構築されていることから、本住居跡より新しいと考えられる。


［出土遺物］出土した土器の総重量は0.74㎏である。堆積土中から土師器坏・甕、須恵器が出土した。


図110－1は土師器坏である。内外面にロクロ調整による稜が明瞭に残る。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第35号竪穴住居跡（図111）


［位置・確認］ⅠR－28グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土のプランとして確認した。
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図109　第33号竪穴住居跡（4）


［重複］第37号竪穴住居跡、第189・190号土坑と重複し、本遺構が新しい。


［平面形・規模等］長辺3.5m、短辺3.4mの方形を呈する。床面積は10.9㎡である。


［堆積土］黒褐色土を主体とする。層中にはローム粒を含み人為堆積の可能性が高い。


［壁・床面］東壁は失われているが、残存する壁は外傾しながら立ち上がる。壁高は最大21㎝である。


床面はほぼ平坦である。


［柱穴］10基検出したが、本遺構に伴うかどうかも含め、詳細は不明である。


［その他の施設］土坑を2基検出した。第1号土坑は隅丸方形を呈し、長辺54㎝、短辺50㎝である。


第2号土坑は楕円形を呈し、長軸157㎝、短軸129㎝、深さ51㎝である。なお、第2号土坑堆積土


の第1・2層は本住居跡の堆積土と考えられる。


［出土遺物］出土した土器の総重量は1.10㎏である。堆積土中から土師器坏・甕、擦文土器、須恵器壷・


大甕、鉄製品が出土した。図111－3・4は刀子である。3は全体が湾曲している。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第36号竪穴住居跡（図112）


［位置・確認］ⅠO－28グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面でロームや焼土が混入する黒褐色土


の方形のプランを確認した。


［重複］第159・168・198・199号土坑と重複し、本住居跡は第159・168号土坑より古く、第
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第34号竪穴住居跡
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第９層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第10層　10YR5/6　黄褐色土　褐色土中量、黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、褐色土微量。
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、ﾛｰﾑ粒少量。
第13層　10YR8/6　黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土中量。
第14層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊中量、黒褐色土微量。
第15層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第34号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒塊微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、軽石微量。


第34号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　7.5YR4/4　褐色焼土　粘土塊少量、炭化物塊少量。
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　粘土塊少量。
第３層　10YR4/1　褐灰色粘土　黒色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第34号竪穴住居跡カマド
第１層　7.5YR3/4　暗褐色粘土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　7.5YR4/4　褐色粘土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/4　褐色粘土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　5YR4/6�　赤褐色粘土������
第５層　10YR6/6　明黄褐色粘土　焼土粒微量。
第６層　10YR2/1　黒�色�土��
第７層　10YR6/6　明黄褐色粘土����
第８層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒少量。
第９層　10YR2/2　黒褐色土と焼土の混合土��
第10層　10YR2/1　黒色土と焼土の混合土　褐色土少量、炭化物粒微量。
第11層　10YR2/3　黒褐色土　粘土粒少量。
第12層　7.5YR5/6　明褐色粘土������
第13層　10YR1.7/1　黒�色�土　焼土粒微量。
第14層　10YR2/1　黒�色�土　粘土粒中量、焼土粒微量。
第15層　10YR3/4　暗褐色粘土　焼土粒微量。
第16層　7.5YR3/3　暗褐色粘土　焼土塊少量。
第17層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、粘土塊・焼土粒微量。
第18層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第19層　5YR4/8　�赤褐色焼土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。火床面。


図110　第34号竪穴住居跡


198・199号土坑より新しい。


［平面形・規模等］長辺2.7m、短辺2.1mの北西－南東方向に長い歪な長方形を呈する。床面積は4.6


㎡である。


［堆積土］14層に分層した。黒褐色土を主体とし、全体的にロームが少量～多量混入し、焼土・炭化


物・灰が微量に含まれる。人為堆積と考えられる。


［壁・床面］壁は外傾しながら立ち上がる。壁高は最大62㎝で、他の住居跡と比較するとかなり深い。


第Ⅴ層をそのまま床面とし、概ね平坦であるが北隅がやや低く凹んでいる。


［柱穴］検出されなかった。


［カマド］検出されなかった。2カ所の粘土範囲が検出されたが、どちらも煙道は検出されず、カマド
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第35号竪穴住居跡
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、炭化物塊・焼土粒微量。
第35号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土と10YR4/4　褐色土の混合土
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR4/6　褐�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、粘土粒・炭化物粒微量。
第35号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第３層　10YR4/4　褐色土と10YR5/4　にぶい黄褐色粘土の混合土
　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾛｰﾑ塊微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第５層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　褐色土少量。
第６層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、黒色土微量。
第７層　7.5YR5/6　明褐色粘土とﾛｰﾑの混合土�
第８層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　褐色土少量。
第９層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第10層　10YR3/4　暗褐色土と10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑの混合土������
第11層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第12層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第765号ピット���
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒褐色土中量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第828号ピット���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR4/4　褐色土と7.5YR6/6　橙色粘土の混合土
　　　　　　　　　　　　　�炭化物粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　粘土塊多量、ﾛｰﾑ塊中量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。


図111　第35号竪穴住居跡


を構築していた粘土とは考えにくい。住居内に廃棄された粘土の可能性が高い。粘土範囲1は住居南


隅に位置し、長軸50㎝、短軸34㎝の不整形に広がり、粘土上面は被熱し赤変している。粘土範囲2


は住居西隅に位置し、長軸60㎝、短軸43㎝の楕円形に広がる。粘土のそばからは土師器や土製支脚


がまとまって出土している。


［出土遺物］出土した土器の重量は3.43㎏である。土師器坏・甕、擦文土器、土製支脚が出土している。


図112－1～3・7は粘土範囲2から出土したものである。1は推定口径20㎝の大型の坏である。器壁


は底部から緩やかに外反しながら立ち上がる器形で、口縁部は弱く反る。底部は厚く台状に張り出す。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （田中）


第37号竪穴住居跡（図113）


［位置・確認］ⅠQ－28グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土の落ち込みとして確認した。


［重複］第35号竪穴住居跡と重複し、本遺構が古い。


［平面形・規模等］他遺構との重複により全体形は不明である。残存する長辺は4.7m、短辺は2.2m


である。


［堆積土］黒褐色土を主体とする。
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第36号竪穴住居跡
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土塊・炭化物粒・灰微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、焼土塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土塊・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　焼土塊多量、ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土塊・炭化物粒微量。
第６層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土塊・炭化物粒微量。
第７層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、焼土塊・炭化物粒微量。
第８層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第９層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第10層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、焼土塊・炭化物粒・灰微量。
第12層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土塊・炭化物・灰微量。
第13層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第14層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。


第36号竪穴住居跡粘土範囲１�����
第１層　5YR3/6�　暗褐色焼土　黒色土混入。
第２層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒色土混入。
第36号竪穴住居跡粘土範囲２�����
第１層　7.5YR4/6　褐色焼土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4　褐色粘土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒微量。
第３層　10YR4/4　褐色粘土　黒褐色土微量。
第４層　7.5YR4/6　褐色焼土　黒褐色土少量。
第５層　10YR4/6　褐色粘土
第６層　7.5YR4/6　褐色粘土


図112　第36号竪穴住居跡


［壁・床面］上半が削平されているため明確な壁は確認できなかった。床面はほぼ平坦である。


［柱穴］ピットは17基検出された。検出位置などから本遺構に伴うと考えられるが、柱穴配置など詳


細は不明である。


［壁溝］南西側を中心に巡る。規模は、幅17～29㎝、深さ11～29㎝である。


［その他の施設］南東側から本遺構に伴うと考えられる土坑を1基検出した。平面形は長方形を呈し、


規模は長辺89㎝、短辺71㎝である。


［出土遺物］出土した土器の総重量は0.15㎏である。堆積土中から土師器坏・甕が出土した。全て小


破片のため図示しなかった。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）
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第37号竪穴住居跡
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、炭化物粒・灰・焼土粒微量。
第647号ピット���
第１層　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒微量。
第840号ピット���
第１層　10YR2/1　黒�色�土　粘土粒少量。
第２層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒色土・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土��
第942号ピット���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊少量、炭化物粒微量。


図113　第37号竪穴住居跡


第39号竪穴住居跡（図114～117）


［位置・確認］ⅠT－34グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土のプランとして確認し


た。確認の段階で複数の遺構が存在することは認識していたが、新旧関係を把握することは困難であっ


た。そのため、土層観察用ベルトを複数設定し、新旧関係の把握につとめた。


［重複］第33号竪穴住居跡、第10号溝状土坑と重複し、本遺構が新しい。


［平面形・規模等］長辺7.8m、短辺7.6mの方形を呈する。床面積は52.0㎡である。


［堆積土］39層に分層した。層中にはローム及び粘土が含まれるものが多い。また貼床と考えられる


硬化面も検出した。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大27㎝である。本遺構は丘陵先端部に位置


するため、第Ⅱ～Ⅴ層を床面としている。


［柱穴］ピットを53基検出し、ピット1・2・3・7が主柱穴と考えられる。ピット2・3は円形を呈し、


規模はそれぞれピット2が径67㎝、深さ64㎝、ピット3が径76㎝、深さ58㎝である。ピット1・


7は楕円形を呈し、規模はそれぞれピット1は、長軸48㎝、短軸42㎝、深さ66㎝、ピット7が、長


軸42㎝、短軸36㎝、深さ60㎝である。ピット12・5・10・13・15・16・6・17は壁柱穴と考え


られる。ピット12は長方形を呈し、規模は長辺85㎝、短辺67㎝、深さ68㎝、ピット5は不整形を


呈し、規模は長軸56㎝、短軸46㎝、深さ44㎝、ピット10は楕円形を呈し、規模は長軸89㎝、短


軸67㎝、深さ55㎝、ピット13は径34㎝の円形を呈し、深さ26㎝、ピット15は楕円形を呈し、規
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模は長軸52㎝、短軸44㎝、深さ84㎝、ピット16は径51㎝の円形を呈するが、深さは記録しなかっ


た。ピット6は長方形を呈し、規模は長軸72㎝、短軸66㎝、深さ58㎝、ピット17は隅丸方形を呈し、


長軸48㎝、短軸43㎝、深さ41㎝である。その他の柱穴の帰属については不明なものも多く、中に


は第33号竪穴住居跡の柱穴である可能性が考えられるものもある。


［壁溝］北側と南側の一部を巡る。規模は、幅17～33㎝、深さ3～15㎝である。


［カマド］東壁南寄りから1基検出した。火床面・袖部を検出した。火床面は長軸64㎝、短軸33㎝


の楕円形を呈する。明確な煙道は検出されなかったが、推定される軸方向はN－86°－Eである。


［その他の施設］土坑を8基検出した。いずれも本遺構に伴うと考えられる。第1号土坑は長方形を呈


する。規模は長辺166㎝、短辺105㎝、深さ40㎝である。第2号土坑は不整形を呈する。規模は長


軸125㎝、短軸80㎝、深さ29㎝である。第3号土坑は楕円形を呈する。規模は長軸107㎝、短軸


86㎝、深さ22㎝である。第4号土坑は楕円形を呈する。規模は長軸103㎝、短軸74㎝、深さ24㎝


である。第5号土坑は楕円形を呈する。規模は長軸75㎝、短軸49㎝、深さ33㎝である。第6号土坑


は楕円形を呈する。規模は長軸77㎝、短軸55㎝、深さ33㎝である。第7号土坑の平面形は楕円形を


呈する。規模は長軸63㎝、短軸49㎝、深さ8㎝である。第8号土坑は長方形を呈する。規模は長辺


112㎝、短辺85㎝、深さ28㎝である。また、床面直上から土器埋設遺構を1基検出した。検出時に


はすでに胴部上半は失われていたものの、平面形は径26㎝の円形を呈する。第8号土坑と重複し、本


遺構が新しい。周辺からは同一個体と考えられる土器片が出土した。明確な掘方は確認できなかった。


［出土遺物］出土した土器の総重量は16.63㎏である。堆積土中及びカマド堆積土から土師器坏・甕、


擦文土器、須恵器壷、鉄製品が出土した。図116－1～5は土師器坏である。2は口縁部が片口状に


歪んでいる。3も歪んでいる。底部から口縁部にかけて直線的に立ち上がる。4は底部付近からほぼ直


線的に立ち上がるが、口唇部付近でやや外反する。5は内面に黒色処理の施されるものである。6～


10は土師器甕である。7・9は土器埋設遺構出土土器である。同一個体の可能性が高いが、胴部径な


どに相異点が見られる。11～15は擦文土器である。13には微隆帯が見られる。15は口縁部破片である。


口縁部には横位の沈線と刺突列が多段に施され、胴部には横位の沈線で区画した内部に鋸歯状沈線が


施される。図117－1・2は須恵器甕である。2は胴部破片であるが周囲を打ち欠いており、転用硯の


未製品の可能性がある。3は砥石で、4面を砥面として使用している。4は刀子である。茎が欠損して


いる。5は土製支脚である。内孔が中心より外側にずれて施されている。6はミニチュア土器である。


手捏ねで成形されている。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （葛城）


第40号竪穴住居跡（図118）


［位置・確認］ⅠP－29グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で壁溝を検出した。丘陵頂部に位置


するため、上部は削平され壁・床面等は残存せず、東半のみが検出された。


［重複］第43・44号竪穴住居跡、第154・157・185号土坑と重複し、本住居跡は第43号竪穴住居


跡より古いが、土坑より新しい。第44号竪穴住居跡との新旧は不明である。第145・158号土坑と


も重複すると考えられるが、床面・堆積土が残存しないため新旧は不明である。


［平面形・規模等］検出できた北東壁は7.1mである。第553号ピットを住居南隅の柱穴と仮定すれば、
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第39号竪穴住居跡　　　　　
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土塊微量。しまりあって堅い。
第４層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの互層　焼土粒・炭化物粒微量。　
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土塊微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊中量、
　　　　　　　　　　　　　�火山灰塊(B-Tm)・ﾛｰﾑ粒・焼土塊・炭化物粒微量。
第７層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
　　　　　　　　　　　　　�しまりあって、堅い。
第８層　10YR5/3　にぶい黄褐色粘土と10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　　
　　　　　　　　　　　　　�しまりあって堅い。
第９層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊・焼土粒・炭化物塊微量。
第10層　10YR3/2　黒褐色土と7.5YR6/6　橙色粘土とﾛｰﾑの混合土　
　　　　　　　　　　　　�　炭化物粒・焼土粒微量。
第11層　10YR3/2　黒褐色土　粘土塊多量。しまりあって堅い。
第12層　10YR2/2　黒褐色土　炭化物塊中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第13層　10YR2/2　黒褐色土　粘土粒中量、黒色土少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第14層　10YR3/3　暗褐色土　粘土塊・ﾛｰﾑ塊少量。
第15層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　　　
第16層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの互層　焼土粒・炭化物粒微量。
第17層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土塊・炭化物粒微量。
第18層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　　　
第19層　10YR2/3　黒褐色土　粘土塊少量・ﾛｰﾑ塊微量。
第20層　10YR2/1　黒�色�土　黄褐色土多量、粘土塊少量。


第21層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊・炭化物塊・焼土粒微量。
第22層　10YR3/2　黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土塊微量。
第23層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊多量。硬化している。
第24層　10YR2/1　黒�色�土　粘土塊・粘土粒少量。
第25層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊・焼土粒微量。
第26層　10YR3/2　黒褐色土　粘土塊中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第27層　10YR3/3　黒褐色土　粘土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第28層　10YR2/2　黒褐色土と10YR4/3　にぶい黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ塊多量。
第29層　10YR5/3　にぶい黄褐色砂　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第30層　10YR2/3　暗褐色土　粘土塊中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第31層　10YR4/4　褐�色�砂　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・炭化物塊微量。
第32層　10YR2/2　黒褐色土　砂中量、粘土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第33層　10YR3/2　黒褐色土　砂多量、
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ塊・粘土塊・炭化物塊微量。
第34層　10YR3/2　黒褐色土　砂・粘土塊・
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第35層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第36層　10YR3/3　暗褐色土と10YR5/3　にぶい黄褐色砂の混合土　炭化物粒微量。
第37層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第38層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第39層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
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第39号竪穴住居跡第1号土坑　　　　　
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、褐色土・黒色土微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ塊少量、褐色土微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第39号竪穴住居跡第5号土坑　　　　　
第１層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊・ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR8/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒色土・粘土塊微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　炭化物塊微量。
第39号竪穴住居跡第8号土坑　　　　　
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒少量、
　　　　　　　　　　　　　�褐色土・暗褐色土・黄褐色土・粘土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、暗赤褐色土・粘土粒微量。
第３層　10YR4/4　褐�色�土　黄褐色土中量、黒色土少量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、粘土粒微量。
第５層　10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土　粘土粒少量。
第39号竪穴住居跡Pit2　　　　
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　7.5YR5/6　橙色粘土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊少量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　粘土粒・炭化物粒微量。
第５層　7.5YR6/6　橙色粘土　黒褐色土少量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊中量、炭化物粒微量。
第７層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒褐色土少量。
第８層　7.5YR6/6　橙色粘土　黒色土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第39号竪穴住居跡Pit3　　　　
第１層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土多量、ﾛｰﾑ塊少量、黒色土微量。
第２層　7.5YR6/6　橙色粘土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　粘土粒多量、ﾛｰﾑ塊少量、黒色土微量。
第４層　7.5YR6/6　橙色粘土　褐色土中量、黒褐色土微量。
第５層　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土中量、黒褐色土微量。
第６層　10YR6/6　明黄褐色土　黄褐色土多量。
第39号竪穴住居跡Pit4　　　　
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　5Y3/1　　ｵﾘｰﾌﾞ黒色土　ｵﾘｰﾌﾞ灰色土少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR4/4　褐�色�土　炭化物粒微量。
第６層　2.5Y4/2　暗灰黄色土　黒色土少量、粘土塊微量。
第７層　10YR1.7/1　黒�色�土　　
第８層　10YR4/2　灰黄褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第39号竪穴住居跡Pit5　　　　
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒多量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物塊・焼土粒微量。
第３層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土多量、炭化物粒微量。
第４層　10YR4/4　褐色ﾛｰﾑ　黒色土少量、炭化物粒微量。
第39号竪穴住居跡Pit7　　　　
第１層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊・砂微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色砂　黒褐色土中量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第39号竪穴住居跡Pit8　　　　
第１層　10YR3/1　黒褐色土　灰多量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR3/1　黒褐色土　灰少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。


第39号竪穴住居跡Pit11　　　
第１層　10YR3/1　黒褐色土　黄褐色土・粘土粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土と10YR2/1　黒色土の混合土　
第４層　10YR2/3　黒褐色土　粘土塊少量・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊中量。
第39号竪穴住居跡Pit12　　　
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊多量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR1.7/1　黒�色�土　炭化物塊多量、焼土粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR4/4　褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量。
第７層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第39号竪穴住居跡カマド　　　　
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土粒微量。
第２層　5YR4/6�　赤褐色焼土　黒褐色土少量、粘土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊・ﾛｰﾑ粒少量。灰混入。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　粘土粒微量。
第５層　10YR4/2　灰黄褐色土　粘土塊多量。
第６層　10YR6/4　にぶい黄橙色粘土　暗褐色土中量。
第７層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘土塊少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第８層　10YR3/3　暗褐色土　焼土塊中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR3/2　黒褐色土　焼土粒・粘土粒・炭化物粒微量。
第10層　7.5YR2/1　黒�色�土　粘土粒・焼土粒微量。
第11層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第12層　10YR2/1　黒�色�土　粘土粒微量。
第39号竪穴住居跡第1号土器埋設遺構　
第１層　10YR2/1　黒�色�土　暗褐色土少量、粘土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
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南東壁は7.3mとなる。平面形は方形を呈すると考えられる。北西壁から1.5m内側に壁溝が作られ


ており、間仕切りと考えられる。床面積は42.9㎡と推定される。


［堆積土］残存するのは壁溝の堆積土のみである。暗褐色土を主体とする。


［壁・床面］残存しない。本住居跡と重複する第154号土坑の堆積土上に掘方の堆積土が残存しており、


ロームが混入する黒褐色土・暗褐色土の掘方を有していたと考えられる。


［柱穴］本住居跡周辺ではピットが多数検出されたが、調査時には住居に伴うものかどうか明確でな


かったため単独のピット（SP）として調査した。このうち、住居隅に位置する第1136・1146・


1147号ピットが柱穴と考えられる。このほかに第553号ピットは本住居跡の南隅に位置すると考え


られ、柱穴のうちの1基と考えられる。これらの平面形・規模は第1136号ピットが長軸29㎝、短軸


23㎝の楕円形で深さ34㎝、第1146号ピットが長軸48㎝、短軸38㎝の楕円形で深さ55㎝、第


1147号ピットは重複により平面形・規模は不明であるが、深さは70㎝、第553号ピットは一辺40


㎝の隅丸方形で深さ21㎝である。壁溝内に位置する第941・994・1132～1134・1137・1139・


1151～1154・1167・1195号ピットのほか、壁溝の延長線上に位置する第1127～1130号ピット


が壁柱穴と考えられる。壁柱穴と考えられるピットは径20～48㎝の円形・楕円形を呈し、深さは8


～52㎝である。本住居跡周辺には多数のピットが検出されており、このほかにも本住居跡に伴うピッ


トがあると考えられる。第671・768号ピットも本住居跡の壁溝内あるいはその延長線上に位置する


が、どちらも長軸60㎝以上で他の壁柱穴に比べ規模が大きく壁柱穴の可能性は低いと考えられる。


［壁溝］検出できた部分では幅9～44㎝であるが、概ね30㎝前後である。深さは7～33㎝であるが、


北東壁の壁溝が深い。


［カマド］カマドは検出されなかったが、住居のほぼ中央に3基の火床面が検出された。火床面1は
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第40号竪穴住居跡壁溝(A-B)
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR8/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土
第40A号竪穴住居跡壁溝(C-D)
第１層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。しまりあり、堅い。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊微量。　　　　
第40号竪穴住居跡第1号土坑　　　　　
第１層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土粒・粘土塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・灰・焼土塊微量。
第40号竪穴住居跡火床面1
第１層　5YR5/8�　明赤褐色焼土　　　　
第40号竪穴住居跡火床面2
第１層　10YR6/8　明黄褐色土と10YR2/1　黒色土の混合土
　　　　　　　　　　　　　�炭化物塊少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　5YR5/8�　明赤褐色焼土


第40号竪穴住居跡火床面3
第１層　5YR5/8�　明赤褐色焼土　　　　
第553号ピット　　　
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　軽石微量。
第３層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第768号ピット　　　
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
　　　　　　　　　　　　　�他の層に比べ、比較的しまりが弱い。
第２層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒褐色土多量、ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第953号ピット　　　
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
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長さ40㎝・幅29㎝の不整形を呈する。被熱により深さ3㎝まで赤変している。火床面2は火床面1


の南東に位置し、長さ63㎝・幅31㎝の不整形を呈する。被熱により深さ4㎝まで赤変している。火


床面3は火床面1・2の東側に位置し、長軸35㎝・短軸27㎝の楕円形を呈する。被熱により深さ4


㎝まで赤変している。それぞれの火床面の新旧は不明である。火床面1・2の下部には第1号土坑が


検出された。第1号土坑は長辺99㎝・短辺82㎝の長方形を呈する。深さ24㎝で、断面形は逆台形


状である。底面に焼土や灰を含む黒褐色土が堆積するが、その上はロームで埋め戻されている。火床


面に伴う地下構造の可能性が考えられる。


［出土遺物］出土遺物は少なく、出土した土器の重量は0.31㎏である。土師器坏・甕のほか、刀子が


出土している。図118－2はロクロ調整の土師器坏であるが、内外面ともに輪積痕が残る。3は断面


形状から刀子と考えられ、くの字に大きく湾曲している。


［小結］遺存状況が良くなく、出土遺物も少ないため、時期については不明である。　　　　 （田中）


第43号竪穴住居跡（図119・120）


［位置・確認］ⅠO－29グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で壁溝の一部を検出した。丘陵頂部


に位置するため、上部は削平され壁・床面等は残存しない。


［重複］第40・44号竪穴住居跡、第203号土坑と重複し、本住居跡は第40号竪穴住居跡より新しい


が第44号竪穴住居跡・第203号土坑との新旧は不明である。第36号竪穴住居跡、第199・204号土


坑とも重複すると考えられるが、床面・堆積土が残存しないため新旧は不明である。


［平面形・規模等］検出できた北西壁は5.5mである。方形を呈すると考えられる。第660・665号ピット


が壁溝の延長線上に位置しており、これらが本住居跡に伴う場合の北西壁は8.8mとなる。


［堆積土］残存するのは壁溝の堆積土のみである。黒色土とロームの混合土である。


［壁・床面］残存しない。


［柱穴］本住居跡周辺ではピットが多数検出されたが、調査時には住居に伴うものかどうか明確でな


かったため単独のピット（SP）として調査した。このうち、壁溝内に位置する第1138・1140号ピッ


トが壁柱穴と考えられ、壁溝の延長線上に位置する第660・665号ピットも壁柱穴の可能性がある。


壁柱穴と考えられるピットは長軸22～38㎝の楕円形を呈し、深さは10～59㎝である。なお、第


665号ピットからは土師器坏が出土している（図195－3）。


［壁溝］幅14～26㎝、深さ8～17㎝の壁溝が断続的に検出された。


［カマド］検出されなかった。


［出土遺物］住居自体からの出土遺物は少なく、出土した土器の重量は0.01㎏である。土師器坏の破


片が出土しているが、小破片のため図示できなかった。


［小結］遺存状況が良くなく、出土遺物も少ないため、時期については不明である。　　　　 （田中）


第44号竪穴住居跡（図119・120）


［位置・確認］ⅠO－29グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で壁溝の一部を検出した。丘陵頂部


に位置するため、上部は削平され壁・床面等は残存しない。


［重複］第29・40・43号竪穴住居跡と重複するが、床面・堆積土が残存しないため新旧は不明である。
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第43号竪穴住居跡壁溝(A-B)
第１層　10YR2/1　黒色土と10YR6/8　明黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒少量。
第44号竪穴住居跡壁溝(C-D)
第１層　10YR2/1　黒�色�土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第44号竪穴住居跡壁溝(E-F)
第１層　10YR2/1　黒�色�土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第44号竪穴住居跡壁溝(G-H)
第１層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土中量、焼土塊・ﾛｰﾑ粒少量。


図119　第43・44号竪穴住居跡（1）


－  156  －


新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物


－  157  －







0 (S=1/60) 2m


a a'7.90m


1 2
3


b b'8.00m 1


2 3
4


c c'7.90m


1


2
3


4


d '
8.00m


1
2


6


5


43


e 7.90m


1
2


3


1 2


3


1


2


1


2


e'


SP829


SP830
SP831


SP832


f f'8.00m


1 2


3


g g'
8.00m


12


h h'8.00m


SP835
SP836


1 1


2


3


i i'7.90m


1
1


j j'
8.00m


1


2


12


3


4SP847 SP848


k k'8.00m


SP939


SP1121


1
2


3


1
2 1


2 3


l l'8.00m


SP957


SP958


m m'


1
1


8.00m 8.00m
1


2
1SP982


SP984


SP9852


34


1


n n'


1
SK203


8.00mo o'


SP956


SP846


SP845


d


第407号ピット���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第550号ピット���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊微量。
第551号ピット���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土
第827号ピット���
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒中量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒微量。
第３層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒中量、焼土粒微量。
第４層　10YR2/1　黒色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土　ﾛｰﾑ塊中量。
第５層　10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土　粘土塊中量。
第６層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒色土少量。
第829号ピット
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR6/6　黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土少量。
第830号ピット
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、焼土粒微量。
第３層　10YR6/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土微量。
第831号ピット
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第832号ピット
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第833号ピット���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土中量、焼土粒少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第３層　10YR4/4　褐色土とﾛｰﾑの混合土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第834号ピット���　
第１層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量。
第835号ピット
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土多量、
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。


第836号ピット
第１層　10YR3/1　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒微量。
第845号ピット�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第846号ピット�
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第847号ピット
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量。
第848号ピット
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　灰中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第939号ピット����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、焼土粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、黒色土少量、暗褐色土微量。
第３層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土多量、粘土粒微量。
第952号ピット�
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　暗褐色土・ﾛｰﾑ塊少量。
第３層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土中量、黒色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第957号ピット
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第958号ピット
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第982号ピット
第１層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土微量。
第983・984�号ピット
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、粘土粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第985号ピット
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、黒色土微量。
第986�号ピット�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第1121号ピット�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、黒色土・暗褐色土・粘土粒・焼土粒微量。


図120　第43・44号竪穴住居跡（2）


第145・146号土坑とも重複すると考えられるが、新旧は不明である。


［平面形・規模等］西隅のみ検出され、検出できた北西壁は4.7m、南西壁は5.1mである。第550・


551・675・779号ピットをこの壁溝に伴う四隅の柱穴とした場合の床面積は22.0㎡である。また、


壁溝の延長線上に位置する第407・827号ピットを四隅とし、第551・799・835・1470号ピット


を中間の柱とする住居の可能性も考えられ、この場合北西壁は8.2m、南西壁は8.8mとなり、床面


積は68.4㎡となる。


［堆積土］残存するのは壁溝の堆積土のみである。黒褐色土と暗褐色土を主体とし、暗褐色土・黄褐


色土・明黄褐色土が混入する。


［壁・床面］残存しない。


［柱穴］第550・551・675・779号ピットを住居隅の柱穴とした場合、第1157・1160・1162号ピッ


トが壁柱穴と考えられる。住居跡西隅の第550号ピットを変えず、北東壁・南東壁の延長線上に位


置する第407・827号ピットをそれぞれ南隅・北隅の柱穴とする場合、第551・799・835・1149
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号ピットが中間に位置する柱穴となり、壁柱穴は第1157・1160・1162号ピットのほか第832・


846・934・1149号ピットと考えられる。個々の柱穴の平面形・規模は第550号ピットが長軸48㎝、


短軸44の楕円形で深さ26㎝、第551号ピットが径35㎝の円形で深さ27㎝、第675号ピットが一辺


が33㎝の隅丸方形で深さ15㎝、第779号ピットが長軸63㎝、短軸37㎝の不整な楕円形で深さ45㎝、


第407号ピットが長軸42㎝、短軸38㎝の楕円形で深さ41㎝、第827号ピットが径41㎝の円形で深


さ40㎝である。中間の柱穴と考えられる第835号ピットが長辺37㎝、短辺31㎝の隅丸長方形で深


さ42㎝、第1470号ピットが一辺が35㎝の隅丸方形で深さ28㎝である。壁柱穴は径16～54㎝の円


形・楕円形・隅丸方形で、深さ7～48㎝である。


［壁溝］幅9～19㎝、深さ3～12㎝の壁溝が断続的に検出された。


［カマド］検出されなかった。


［出土遺物］出土遺物は少なく、出土した土器の重量は0.07㎏である。土師器甕の破片が出土してい


るが、小破片のため図示しなかった。


［小結］遺存状況が良くなく、出土遺物も少ないため、時期については不明である。 　　　　 （田中）


第45号竪穴住居跡（図121～123）


［位置・確認］ⅠS－24グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、焼土と炭化物を混入する黒褐色


土の方形のプランを確認した。


［重複］縄文時代の第249・250号土坑と重複する。


［平面形・規模等］長辺4.9m、短辺3.8mの北西－南東方向に長い長方形を呈する。床面積は16.9㎡


である。


［堆積土］21層に分層した。黒褐色土を主体とし、堆積土全体に炭化材や焼土が含まれ、第6層上面


では炭化材が検出された。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大20㎝である。床面にはやや凹凸があり、


粘土が混入する黒褐色土を床面としている。カマド周辺が周囲よりやや高くなっている。


［柱穴］15基のピットを検出し、このうち住居隅に位置するピット1～3が柱穴と考えられる。　


［壁溝］北東壁と北西壁北寄りでは検出されなかったが、それ以外の壁直下を幅5～13㎝・深さ2～


19㎝の壁溝が巡る。


［カマド］東壁北寄りから1基検出した。火床面・袖部及び半地下式と考えられる煙道を検出した。


本住居跡は焼失家屋であるが、特にカマド周辺の焼けが著しく、カマド上面及び周辺には土師器や土


製支脚などの破片が散乱していた。袖部は粘土で構築されており、袖部の内側は被熱により硬化して


いた。火床面は長軸37㎝、短軸22㎝の楕円形を呈し、強い熱を受けており3㎝の深さまで赤変して


いた。煙道底面は緩やかに上昇する。軸方向はN－42°－Eである。


［その他の施設］住居内土坑が南東壁際に2基検出された。第1号土坑は長軸101㎝、短軸80㎝の楕


円形を呈し、深さは20㎝である。断面形は皿状で、堆積土には焼土が混入する。第2号土坑は第1


号土坑の東側に位置し、長軸96㎝、短軸61㎝、深さ10㎝である。


［出土遺物］出土した土器の重量は6.80㎏である。土師器坏・甕、擦文土器、須恵器甕、砥石、刀子


や鉄斧などの鉄製品が出土している。土師器坏はすべてロクロ調整のみのものである。図122－1・
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第45号竪穴住居跡
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第３層　5YR5/8�　明赤褐色焼土　黒褐色土・炭化物塊中量。　
第４層　10YR3/3　暗褐色土　焼土塊中量、ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第５層　7.5YR4/6　褐�色�土　被熱を受けている。炭化物塊中量。
第６層　7.5YR3/2　黒褐色土　炭化物塊中量、焼土塊少量、粘土塊微量。
第７層　10YR4/4　褐�色�土　粘土粒少量。
第８層　10YR6/8　明黄褐色粘土　黒褐色微量。
第９層　10YR3/3　暗褐色土　粘土塊多量。
第10層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第11層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊少量、
　　　　　　　　　　　　　�焼土塊・炭化物粒微量。
第12層　7.5YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第13層　10YR1.7/1　黒�色�土　焼土粒微量。
第14層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第15層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第16層　10YR2/2　黒褐色土　しまり比較的弱。
第17層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土�
第18層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第19層　7.5YR5/6　明褐色粘土塊層　黒褐色土・ﾛｰﾑ塊少量。しまりあり。
第20層　7.5YR4/4　褐色粘土層　黒褐色土少量。
第21層　10YR3/2　黒褐色土と粘土の混合土　焼土粒中量。
第45号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　7.5YR3/3　暗褐色土　粘土塊中量、焼土粒少量。
第３層　7.5YR3/4　暗褐色土　焼土塊中量、粘土粒・炭化物粒微量。
第45号竪穴住居跡カマド��
第１層　7.5YR3/4　暗褐色土　焼土塊中量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊・炭化物粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR4/3　にぶい黄褐色灰　焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊少量、炭化物粒微量。
第５層　5YR4/8�　赤褐色焼土　黒色土・炭化物粒少量。
第６層　10YR2/1　黒�色�土　焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第８層　7.5YR3/4　暗褐色焼土　暗褐色土少量。
第９層　2.5Y3/1　黒褐色土　焼土塊中量。
第10層　10YR2/2　黒褐色土　焼土塊・ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第11層　7.5YR3/4　暗褐色焼土　灰微量。
第12層　7.5YR5/6　明褐色焼土　黒色土微量。
第13層　5YR4/8�　赤褐色焼土　黄褐色土少量。
第14層　5YR4/6�　赤褐色焼土　黒褐色土少量。
第15層　5YR4/6�　赤褐色焼土　黒色土少量。
第16層　5YR4/8�　赤褐色焼土　灰少量。
第16層　5YR4/6�　赤褐色粘土　被熱した粘土層。
第17層　7.5YR5/6　明褐色粘土
第18層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土・焼土粒少量。
第19層　10YR4/6　褐�色�土　黄褐色土微量。
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図121　第45号竪穴住居跡（1）
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図122　第45号竪穴住居跡（2）
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図123　第45号竪穴住居跡（3）


2は口径に対して底径が大きく、器高が低い。1は底部が厚く、台状となる。6の土師器甕は小型で、


胴部にわずかなふくらみをもち、口縁がほぼ直立する器形である。口縁は短く、口縁のすぐ下からケ


ズリの調整が見られる。7の土師器甕は底径が小さく、底部が張り出しており、擦文土器の甕の底部


を意識していると考えられる。図123－1は擦文土器の甕で、口縁から底部まで復元できた。口縁に


は多条の横走沈線が施され、短い縦位の貼付をもつ。貼付にはV字状に刺突が連続して施される。頸


部はハケメのみで文様は施文されない。胴部の貼付には縦位の刺突の間にハの字状に刺突が施文され


る。図123－2は土師器壷の口縁部で、外面にはミガキが施される。7の土製支脚は完形に復元でき


たもので、幅8.3㎝、高さ19.5㎝である。胴部から上面にかけて緩やかに広がり、底部が張り出す形
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態である。11の斧も完形で、長さ9.1㎝、幅3.4㎝である。外面には炭化物が付着している。住居北


側の炭化材上から椀と考えられる円形の炭化材が出土した。遺存状態が良くないため図示できなかっ


たが、樹種同定を行ったところケヤキと判明した。


［小結］本住居跡は床面上に焼土と炭化材が検出され、焼失家屋と考えられる。炭化材は住居中央部・


南壁側・北隅で多く検出された。樹種同定を行ったところ、材はすべてアスナロであった（第8章第


5節参照）。出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　  （田中）


第46号竪穴住居跡（図124・125）


［位置・確認］ⅠO－26グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で黒褐色土が堆積する長方形のプラ


ンを確認した。本住居跡南西側は削平により堆積土が薄く、検出時にはほぼ床面が見える状況であった。


［重複］第242号土坑・第11号掘立柱建物跡と重複し、本住居跡は土坑より新しく、掘立柱建物跡よ


り古い。


［平面形・規模等］長辺5.95m、短辺4.2mの方形を呈し、南東には長辺3.55m、短辺1.7mの長方形


の張り出しをもつ。また、北西壁中央部が外側に張り出す。他遺構との重複の可能性も考えたが、セ


クションでは重複が確認されなかったことや床面の高さが同じであることから、住居に伴うものと考


えられる。床面積は21.5㎡である。


［堆積土］7層に分層した。黒褐色土を主体とするが、削平により堆積土はほとんど残存しない。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大22㎝である。床面にはやや凹凸があり、


カマド周辺及び住居南西側では黒褐色土やローム・粘土が混入するローム土を床面としているが、そ


れ以外では第Ⅴ層をそのまま床面としている。


［柱穴］住居隅に位置するピット3～7、これらの中間に位置するピット1・8～15が柱穴と考えら


れる。それぞれの平面形・規模はピット3が一辺27㎝の隅丸方形で深さ47㎝、ピット6が径14㎝


の円形で深さ36㎝、ピット7が径22㎝の円形で深さ41㎝、ピット8が長軸50㎝、短軸31㎝の楕


円形で深さ15㎝、ピット9が一辺が35㎝の隅丸方形で深さ14㎝、ピット12が長軸58㎝、短軸36


㎝の楕円形で深さ17㎝、ピット14が径21㎝の円形で深さ18㎝、ピット15が長軸33㎝、短軸21


㎝の不整な楕円形で深さ9㎝である。次のピットは撹乱や重複により平面形と規模は不明であるが、


深さはピット1が34㎝、ピット4が45㎝、ピット5が39㎝、ピット10が22㎝、ピット11が15㎝、


ピット13が22㎝である。


［壁溝］張り出しの北東壁に長さ93㎝、幅20～27㎝、深さ5～14㎝の壁溝が検出されたのみである。


［カマド］北東壁北寄りから1基検出した。袖部及び半地下式の煙道を検出した。袖部は粘土で構築


されており、天井部の粘土も残存していた。火床面は検出されなかった。煙道底面は緩やかに上昇する。


軸方向はN－44°－Eである。カマド内部から2基のピットが検出された。カマドピット1はカマド


中央部に位置し、径18㎝の円形を呈し、深さは24㎝である。カマドピット2はカマド手前に位置し、


長軸37㎝、短軸32㎝の楕円形を呈する。深さは17㎝で、土師器坏が埋められた状態で出土した。


［その他の施設］3基の住居内土坑が検出された。第1号土坑は長軸92㎝、短軸73㎝のやや不整な楕


円形を呈する。深さは43㎝である。第2号土坑は径60㎝の隅丸方形を呈する。深さは25㎝である。


第3号土坑は長軸61㎝・短軸49㎝の楕円形を呈する。深さは25㎝である。
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第46号竪穴住居跡
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊微量。
第２層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊微量。
第４層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第５層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　赤褐色土・黄褐色土微量。
第７層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量、粘土粒・ﾛｰﾑ粒少量。
第46号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第３層　7.5YR6/4　にぶい橙色粘土　ﾛｰﾑ粒少量。
第46号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒少量、粘土塊微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR7/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。


第46号竪穴住居跡第3号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土�����
第２層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒色土微量。
第46号竪穴住居跡Pit1����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第46号竪穴住居跡Pit2����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土微量。
第３層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土多量。
第46号竪穴住居跡Pit3����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量
第２層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第46号竪穴住居跡Pit4����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第46号竪穴住居跡Pit5����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量、粘土粒微量。
第46号竪穴住居跡Pit6����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、黄褐色土微量。
第２層　10YR4/6　褐色粘土　ﾛｰﾑ粒中量、黒褐色土少量。
第46号竪穴住居跡カマド���
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、
　　　　　　　　　　　　　�粘土粒・焼土塊微量。
第２層　7.5YR4/4　褐色焼土
第３層　10YR3/3　黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　7.5YR6/6　橙色粘土　黒褐色土微量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土と7.5YR6/6　橙色焼土の混合土������
第６層　5YR4/8�　赤褐色焼土
第７層　7.5YR3/4　暗褐色粘土　炭化物粒微量。
第８層　5YR4/8�　赤褐色焼土　黒褐色粒少量。
第９層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第10層　7.5YR4/4　褐色焼土
第11層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第12層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第13層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量。
第14層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土微量。
第15層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土多量。
第16層　5YR4/6�　赤褐色焼土　粘土粒少量。
第17層　10YR5/6　褐色粘土　暗褐色土・焼土粒微量。
第18層　10YR5/4　にぶい黄褐色粘土　黒褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�　　　　灰白色土微量。
第46号竪穴住居跡カマドPit1
第１層　10YR3/4　暗褐色土　粘土粒・ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒微量。
第46号竪穴住居跡カマドPit2
第１層　10YR3/2　黒褐色土と7.5YR6/6　橙色粘土とﾛｰﾑの混合土�
　　　　　　　　　　　　�　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　7.5YR6/6　橙色粘土　黒褐色土中量、焼土塊少量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊中量、粘土粒微量。


図124　第46号竪穴住居跡（1）
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図125　第46号竪穴住居跡（2）


［出土遺物］出土した土器の重量は0.84㎏で、土師器坏・甕が出土している。図125－1の土師器坏


は口径に対して底径が大きく、器高が低い形態である。底部は厚く台状に張り出す。内面には炭化物


が付着している。


［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀後半以降のものと考えられる。　　　　　　 （田中）


第47号竪穴住居跡（図126・127）


［位置・確認］ⅠT－28グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で黒褐色土のプランとして確認した。


［重複］第49号竪穴住居跡、第41号竪穴建物跡、第59号溝跡と重複し、第41号竪穴建物跡より古く、


第49号竪穴住居跡、第59号溝跡より新しい。


［平面形・規模等］長辺4.9m、短辺4.7mの方形を呈する。床面積は22.0㎡である。


［堆積土］9層に分層した。黒褐色土を主体とする。第2層以下は掘方及び壁溝の堆積土である。遺


構の上半は後世の撹乱などによって失われているが、床面直上からは広範囲にわたって炭化物及び焼


土範囲が検出された。


［壁・床面］南壁を除いて失われている。残存する壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は最大11㎝であ


る。床面はほぼ平坦であるが、掘方は凹凸をもつ。


［柱穴］ピットは4基検出された。主柱穴などは不明である。壁際で検出されているものもあるが、


本遺構より新しいものが多い。


［壁溝］北壁及び西壁を巡る。規模は、幅7～23m、深さ31～40mである。


［カマド］東壁南寄りから袖部の一部と考えられる粘土範囲を検出した。もう一方の袖部は現代の撹


乱によって失われている。火床面は検出されなかったが、周辺からは遺物がまとまって出土した。


［その他の施設］土坑を3基検出した。いずれも本遺構に伴うものと考えられる。第1号土坑は平面


形が不明であるが、残存する長軸131㎝、短軸88㎝、深さ28㎝である。第2号土坑は平面形が楕円


形を呈し、長軸113㎝、短軸59㎝、深さ46㎝、第3号土坑は平面形が楕円形を呈し、長軸145㎝、


短軸127㎝、深さ28㎝である。また床面中央やや南寄りから焼土範囲を検出した。径31㎝の円形を


呈する。


［出土遺物］出土した土器の総重量は3.23㎏である。堆積土中及びカマドから土師器坏・甕、擦文土器、


須恵器坏・壷、石帯が出土した。図127－1～5は内外面ロクロ調整の坏である。2～4は歪んでいる。


6・7は甕である。6の外面には化粧粘土と考えられる付着物がある。9は床面直上から出土した石帯


である。3.8㎝四方の巡方で、石材ははんれい岩である。
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第47号竪穴住居跡
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒多量、炭化物塊中量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第４層　10YR7/8　黄橙色土　粘土塊中量、黒褐色土・ﾛｰﾑ塊少量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第６層　7.5YR4/6　褐�色�土　黒褐色土・黄褐色土・ﾛｰﾑ塊少量。
第７層　10YR4/6　褐�色�土　粘土塊中量、黒褐色土・ﾛｰﾑ塊少量、ﾊﾟﾐｽ粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、褐色土微量。
第９層　7.5YR4/4　褐�色�土　黒褐色土中量・ﾛｰﾑ塊少量。
第47号竪穴住居跡第1号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土中量、炭化物粒・焼土塊・粘土粒少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土・粘土塊中量、黒色土少量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、黒褐色土・粘土塊少量。
第４層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、黒色土少量。
第47号竪穴住居跡第2号土坑�����
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒少量、焼土粒微量。
第２層　5YR5/8�　明赤褐色焼土と10YR5/8　明褐色土の混合土�暗褐色土中量、
　　　　　　　　　　　　　�ﾊﾟﾐｽ粒・炭化物粒少量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒少量、焼土粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　粘土塊・焼土塊中量、黒褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�ﾊﾟﾐｽ粒微量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土と10YR4/6　褐色土の混合土　明褐色土中量、
　　　　　　　　　　　　　�粘土塊・ﾛｰﾑ塊少量、黒褐色土微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・焼土塊・粘土塊少量。
第47号竪穴住居跡第3号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、粘土塊中量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、粘土塊少量。
第47号竪穴住居跡焼土���　
第１層　5YR4/8�　赤褐色焼土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・黒色土微量。
第47号竪穴住居跡カマド����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒中量、黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　10YR3/1　黒褐色土少量、暗褐色土・焼土粒微量。
第３層　5YR4/8�　赤褐色焼土　黒褐色土・暗褐色土・褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�黒色土微量。
第４層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土少量、焼土粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土・焼土粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒微量。


127-7


図126　第47号竪穴住居跡（1）


［小結］炭化物などの検出状況から焼失家屋と考えられる。出土遺物及び堆積土の状況から、10世紀


後半以降のものと考えられる。なお、本遺構から採取した土壌サンプルから炭化種子が検出された。


詳細は第8章第3節を参照されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）
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図127　第47号竪穴住居跡（2）
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第2節　土坑 （図128～143）


　平安時代の土坑は136基である。平安時代の土坑の分布域は同時代の竪穴住居跡の分布域とほぼ


同じで、ほとんどの土坑は第22号竪穴住居跡・第33・39号竪穴住居跡・第47号竪穴住居跡を結ぶ


ラインより南側に位置し、このラインと第73号溝跡の間にはほとんど構築されない。第73号溝跡の


北側でも土坑は検出されたが、南側ほど密度は高くない。また、平安時代の竪穴住居跡が少なくなる


調査区南東側でも分布は疎らである。土坑の検出面は調査区北西から北側にかけては第Ⅱ層で、調査


区中央の丘陵部では第Ⅴ層である。丘陵頂部は削平されており、この区域で検出された土坑には、竪


穴住居跡に伴う可能性があるものもある。


　開口部の平面形により円形・楕円形・方形・不整形・不明の5つに分類し、類型ごとにまとめて記


述する。特徴的なものについては個別に取り上げるが、すべての土坑についてふれることはできない


ため個々の分類や計測値等については後掲の一覧表を参照されたい。


　円形の土坑は35基である（第4・21・25～27・36・38・46・49・56・61・69・78・100・


108・109・133・135・139・151・152・154・155・157・166・167・169・170・191・198・


212・213・232・237・239号土坑）。調査区ほぼ全域に分布するが、調査区中央部には少なく、調


査区西側と東側の竪穴住居跡が密集する区域で多く検出されている。規模は55～218㎝と幅がある


が、100㎝以下の小型のものが21基と最も多く、101～150㎝のものが11基、151～200㎝のもの


が2基、2mを超えるものは1基である。断面形は、底面が平坦で壁がほぼ垂直に立ち上がる箱形を


呈するもの（第61・151・155・191・232号土坑など）、壁の立ち上がりが不明瞭で皿状あるいは


椀形を呈するもの（第27・38・108・109号土坑など）がある。第56号土坑は径218㎝の円形の土


坑である。底面はほぼ平坦であるが、壁の立ち上がりは不明瞭である。堆積土は黒褐色土と、黒褐色


土と灰や焼土の混合土が互層となっている。図140－13の土師器皿は底部は残存しないが、胴部下


半にふくらみをもち、胴部上半から口縁にかけて大きく外反する器形で内外面ともに段差を有する。


口縁部はロクロが強いため横走する多条沈線状となっている。口縁端面はヘラなどの工具を用いて平


坦に面取りされている。器壁は全体的に厚い。胎土には極小の礫が混入するが他の土師器坏に比べ緻


密で、焼成も硬質である。ロクロは口縁では強いが、下半では弱く、弱いナデの再調整が見られる。


本土坑からはほかに土師器甕や羽口が出土している。第108号土坑は径約70㎝、深さ30㎝で、断面


形は椀形である。堆積土中に焼土・灰が混入し、土師器・須恵器・土製支脚が廃棄されていた。土坑


の北西・南東壁上部に焼土が見られる。堆積土上層は焼土・粘土が少量～中量含まれるが、下層は混


入物が少なく灰が混入する。遺物は主に土坑西側から出土し、土坑南西側から土坑内に落ち込むよう


な出土状況であった。出土遺物は土師器・須恵器とも破片が多く、接合復元できたものもあるが、完


全に復元できたものはない。図141－7は須恵器短頸壷であるが、破片が部分的にしか残存せず、辛


うじて頸部から底部まで器形が復元できた。10～12は擦文土器の甑と考えられ、ハケメ調整のみで


ある。13は中実の土製支脚である。幅6.6㎝で、残存する高さは18.8㎝である。側面に平坦面が作ら


れており、断面形はかまぼこ型である。外面には指で押さえて成形した痕やナデが見られる。残存す


る端部は板などを用いて平坦に成形されている。胎土は緻密で極小の礫や焼土粒がわずかに混入する。


本土坑は、壁面が焼けていることや土製支脚などが出土していることから何らかの作業場であったと


推測されるが、用途を特定できるような遺物は出土していない。第133号土坑の堆積土中位には火山
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灰がブロック状に堆積していた。火山灰はにぶい黄褐色を呈し、白頭山苫小牧火山灰と考えられたが、


分析の結果、白頭山苫小牧火山灰が主体であるが十和田a火山灰も混入しているとの結果が得られ（第


8章第2節参照）、火山灰降下後の二次堆積によるものと考えられる。本土坑は調査区北端の溝跡密


集区域に位置し、周囲には溝跡以外の遺構はほとんど検出されていない。集落を囲む第73号溝跡の


外側に位置するため、溝の内側に位置する住居跡群の年代とは直接的には結び付かないかもしれない


が、白頭山苫小牧火山灰降下以降の10世紀半ば以降の年代が考えられる。第154号土坑は第40号竪


穴住居跡の壁溝と重複する土坑で、土坑が古い。重複により規模は明確ではないが、径約1.5m前後


と推定される。底面は平坦で壁は開きながら立ち上がる。堆積土最上層から銅の小塊が出土している。


銅は外面に緑青が付着しており、元の形状は不明である。長さ4.3㎝、幅2.7㎝、厚さ0.8㎝の滴形で、


全体的に湾曲している。重さは32.6gである。このほかに、内面黒色処理の土師器坏が出土している。


第212・213号土坑は隣接して構築された土坑で、第212号土坑は径93㎝、深さ140㎝、第213号


土坑は径116㎝、深さ111㎝である。どちらも底面は丸底状で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面


付近では湧水もあり、井戸の可能性もある。集落を囲む第59号溝跡と重複し、土坑が新しい。第


212号土坑からは外耳土器と擦文土器が出土している（図142－22・23）。


　楕円形の土坑は42基である（第1・2・6～8・16・39・47・48・57・59・60・62・75～77・88・


91～93・129・138・159・162・163・175・185・196・201・211・215・216・218～220・225・


231・236・241・242・246・254号土坑）。平安時代の土坑のなかで最も多く、約1/3を占める。


分布は円形の土坑とほぼ同じで調査区西側と東側の竪穴住居跡が密集する区域に多く見られるが、調


査区中央部の丘陵部にもわずかではあるが分布しており、円形の土坑とやや相違が見られる。規模は


60～362㎝とばらつきが大きい。1m以下の小型のものは20基でほぼ半数を占める。101～150㎝


のものが12基、151～200㎝のものと2m以上の大型のものは5基ずつで、円形の土坑に比べると規


模が大きいものが多いと言える。壁は開きながら立ち上がるものがほとんどで、第1・8・57・76・


129号土坑などのように逆台形状となるものと第75・77・106・242号土坑のように皿状や椀形を


呈するものがある。壁がほぼ垂直に立ち上がるものは少なく、第163・215・231号土坑などわずか


である。第159号土坑は、第36号竪穴住居跡の堆積土に構築された土坑である。長軸74㎝、短軸


48㎝で、断面形は椀形である。ロームや焼土ブロックが混入する焼土が堆積し、人為堆積と考えら


れる。堆積土中から擦文土器が出土している（図142－1～8）。1～3は同一個体の口縁部破片で、


口縁は内傾する。口縁部は多条の横走沈線間に刺突列が施文され、胴部には鋸歯状の文様が展開する。


5・6も同一個体の胴部破片である。縦位の沈線で区画し、内部を斜位の沈線で充填している。貼付


帯及びボタン状貼付が見られ、どちらも刺突列が施文される。第211号土坑は調査区北側の溝跡が密


集する区域に位置する。長軸362㎝、短軸169㎝で、平安時代の土坑の中で最大のものである。第


Ⅱ層で確認され、堆積土中にも第Ⅱ層に由来する砂質土の混入が見られる。堆積土には全体的に焼土・


炭化物が混入するが、堆積土中位に薄くではあるが炭化物が層状に堆積する。 第236号土坑は、集落


を囲む第59号溝跡を壊して構築された土坑である。長軸251㎝・短軸216㎝と大型で、やや隅丸方


形に近い形状である。壁は開きながら立ち上がるが、北壁はやや張り出し袋状となっている。堆積土


はロームブロックを含む黒褐色土を主体とし、北側では壁の崩落土が認められる。


　方形の土坑は28基である（方形：第9・20・70・117・136・145・165・188・252号土坑、長
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方形：第50・63・64・89・97・98・122・144・146・158・171・202・222号土坑、隅丸方形：


第14・94・95・103・173号土坑、隅丸長方形：第173号土坑）。円形・楕円形の土坑が調査区ほ


ぼ全域に分布するのに対して、方形の土坑は調査区中央の丘陵部を中心に分布し、円形・楕円形の土


坑にはまとまって構築されるものもあるが、方形の土坑は単独で構築されるものが多い。丘陵頂部で


はまとまって検出されているが、これらは第24号竪穴住居跡に伴う可能性もある。規模は47～256


㎝で、100㎝以下のものが8基、101～150㎝のものが9基、150～200㎝のものが8基、200㎝を超


えるものが3基である。円形・楕円形の土坑に比べると1m以下の小型のものが少なく、1～2mの中


型のものが17基で半数以上を占める。断面形は、第94・117・145・146・171号土坑のように箱


形を呈するものが多いが、逆台形状を呈するもの（第9・122号土坑など）や皿状・椀形を呈するも


の（第63・98・202号土坑）、第144・173号土坑のように底面が開口部より大きく広がり袋状を呈


するものもある。第94号土坑は北側がやや張り出す一辺170㎝の隅丸方形の土坑で、断面形は箱形


である。堆積土はローム粒・焼土・炭化物が混入する黒褐色土を主体とし、自然堆積である。本土坑


の堆積土上層及び底面直上で火山灰の混入が認められたが、分析の結果、十和田a火山灰が主体であ


ることがわかった（第8章第2節参照）。本土坑からは羽釜の破片が1点出土している。外面は指で


押さえて成形しており、内面にはナデが見られる。小破片であるため口径や器高などは不明であるが、


一般的な羽釜に比べると器壁は薄い。第95号土坑は一辺86㎝の隅丸方形を呈する。底面は丸底状で、


壁は開きながら立ち上がる。確認面からの深さは70㎝である。底面には第Ⅴ層土を混入する暗褐色


土が堆積するが、その上は第Ⅴ層に由来する明黄褐色土で埋め戻されている。第24号竪穴住居跡の


壁溝と重複し本土坑が新しいが、住居に伴う可能性もある。第144号土坑は開口部は長辺151㎝、短


辺91㎝の長方形を呈する。底面は北東側が袋状に張り出し、底面が開口部より大きいフラスコ状と


なる。堆積土は黒褐色土を主体とし、第7層は壁の崩落土で、第6層は人為堆積の可能性があるが、


これより上の層は自然堆積と考えられる。堆積土は全体的にしまりがなくやわらかい。第173号土坑


は長辺209㎝、短辺158㎝の隅丸方形を呈する。北壁が袋状に張り出す。確認面からの深さは96㎝で、


底面は中央部がやや凹む。堆積土はロームを中量～多量に混入する黒褐色土を主体とし、底面付近で


はほぼ水平に堆積しているが、それより上では土が南側から投げ込まれた、人為堆積と考えられる。


水平堆積土上位から完形の土師器坏が2点並んで出土している（図142－10・11）。10は口縁を上


に向け、11は伏せられた状態で出土し、10の口縁と11の底部が並んだ状態で出土した。10はロクロ


調整のみの坏で、11は手捏ねの坏である。11は器高が低く、全体が大きく歪んでいる。外面には輪


積痕が明瞭に残り、指での成形以外の調整は見られない。内面はナデ、底面はケズリである。口縁内


面に煤が付着している。12も手捏ねの坏で、底部は残存しないが、器高が高く、器壁が開きながら


立ち上がる器形と考えられる。口縁のヨコナデが強いため稜が形成されている。外面の調整は口縁の


ヨコナデのみで、胴部下半に弱く指痕が見られる以外には調整は施されない。13も坏とした。口径7.8


㎝と他の坏の約半分で、胴部に屈曲をもち口縁が開きながら立ち上がる器形である。手捏ね成形で内


外面にナデが施される。


  不整形の土坑は15基である（第13・31・51・55・65・67・73・101・137・161・187・194・


197・226・253号土坑）。調査区全域に点在するが、西側の竪穴住居跡密集区域にやや多く見られる。


1m以下の小型のものは3基のみで、1～2mのものが7基、2mを超えるものが5基である。他の類型
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のような規模による偏りは見られない。断面形状は様々であるが、底面に凹凸がある皿状を呈するも


の（第67・137号土坑など）や袋状となるもの（第31・101・161号土坑）がある。第31号土坑は


長軸341㎝、短軸235㎝を測る。東壁が張り出し、袋状を呈する。底面には段差があり、中央部が


擂鉢状に凹み、南側が低く、東壁の張り出した部分が約10㎝高くなっている。深さは80㎝である。


底面に段差が見られることや東壁が袋状に張り出すことなどから2基の土坑が重複していると考えた


が、明確な底面が確認できなかったこと、土層断面に立ち上がりが見られず、堆積土は連続している


と考えられたことなどから、1基の土坑という結論に至った。堆積土は黒褐色土を主体とするが、ロー


ムが多量に含まれる層も存在する。崩落土と考えられる明黄褐色ロームブロックの層が壁際に見られ、


自然堆積と考えられる。第101号土坑は開口部が隅丸三角形に近い形態の土坑である。長さ195㎝の


大型の土坑である。底面は西側に張り出し、袋状となる。東側は段差があり、約20㎝高くなっている。


堆積土は黒褐色土を主体とし、全体的にロームが少量～中量混入する。第161号土坑は、底面が開口


部より西側に広がる横穴状の土坑である。堆積土は黒褐色土を主体とし、全体的にロームと焼土粒が


混入する。堆積土全体しまりがなくもろく、自然堆積と考えられる。堆積土中には焼成粘土塊が混入


していた。


　平面形が不明な土坑は15基である（第19・29・30・32・33・53・82・168・189・190・192・


199・238・240・243号土坑）。重複や調査区域外に延びるため、遺構の一部のみ検出されたもので


ある。第32号土坑は第Ⅱ層で検出された土坑である。第33号土坑と重複し、重複及び削平のため平


面形は不明であるが、楕円形あるいは長方形だったと考えられる。土坑の南壁直下に約1m×70㎝


の範囲に硬化面が検出された。硬化面は粘土の貼床が被熱したもので、厚さは1㎝である。第237・


238・239・240・253号土坑はわずかに場所をずらして構築された土坑で、古い土坑を埋め戻して新


たな土坑を構築している。第237・239号土坑は円形、第253号土坑は不整形で、第238・240号土


坑は平面形が不明である。第240号土坑が最も古く、第237号土坑→第238号土坑→第239号土坑


→第253号土坑の順で新しい。第240号土坑は重複により東半は残存しない。断面形は逆台形状で、


深さは27㎝である。第237号土坑は径約1.7mで、底面が平坦な浅い皿状である。第238号土坑は


重複により西半のみ残存し、残存長は192㎝である。壁は開きながら立ち上がるが凹凸があり、検


出できた底面は概ね平坦である。深さは65㎝である。堆積土はロームが混入する灰黄褐色土や褐色


土で、人為堆積と考えられ、本土坑を埋め戻して第239号土坑を構築している。第237・238・240


号土坑の底面の高さは少しずつ違っており、階段状となっている。第239号土坑は重複により開口


部の北側は残存しないが、径約1.8mと推測される。北西壁は開きながら立ち上がるが、それ以外の


壁はフラスコ状である。底面は起伏が激しい。堆積土はロームと粘土を多量に混入する暗褐色土が主


体で、人為堆積と考えられ、本土坑を埋め戻して第253号土坑を構築している。第253号土坑は長


さ263㎝である。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、底面はかなり起伏がある。このようにほぼ同じ場


所に繰り返し土坑を構築する例は他にも見られるが（第163・165・166・174号土坑、第187・


194・196・197号土坑など）、いずれも個々の土坑の規模や平面形が異なっている。同じ場所に土


坑を構築する理由には土地利用の規制などが考えられるが、本遺跡ではそのような状況は見られない。


（田中）


－  170  －


新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物


－  171  －







0 (S=1/60) 2m


　東に1m


B


A


SD02


A B7.80m


1


第1号土坑


　西に3m


A


B


SD02


A B7.80m


1


第2号土坑
　北に3m


A


B


SI01


A B8.00m


1


2
P


第4号土坑
C


D


SK06


SK07


�北に2m
�西に2m


第6・7号土坑


C D8.20m


12
3


4
5


Pit 5
1


2トレンチ


SK06


SK07


��西に3m
��南に1m


A


B SK09


第8号土坑


A B8.30m


1
23


4
SK09


��南に2m


A


B


SI09


第9号土坑


A B8.40m


1


2


34


SI06
SK08


�東に2m
�南に1m


A


B


A B7.70m


1
2


3


4


5


第19号土坑


第21号土坑


A


BSI07


��北に1m
��西に2m


A B8.10m
1


2


3
4


5
6


�北に1m
�西に3m


B


A ｶｸﾗﾝ


A B8.10m 1


�南へ2m


A


B


SI10


A
7.90m 1


2


B


第26号土坑 第27号土坑
B


A


風倒木


SE10


第29・30号土坑


A B
8.00m


1


2
3


45


6


1
SP


SK29


調査区域外


ｶｸﾗﾝ
SK28


A


第16号土坑


7.50ｍ 12


Ⅱ


SI15


A B


B


第25号土坑


7.30ｍ 1


2


A


B


A B
SI08


140-9


140-9


SK30


SK29


(20)


第１号土坑�������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２号土坑�������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４号土坑�������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第６号土坑�������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR5/8　黄褐色土
第５層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第７号土坑�������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第８号土坑�������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/2　黒褐色土　黒色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第９号土坑�������
第１層　10YR2/2　黒褐色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土��褐色土少量。
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土��褐色土微量。
第４層　10YR1.7/1　黒�色�土　褐色土多量、ﾛｰﾑ塊微量。
第16号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR5/8　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。


第19号土坑������
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1　黒色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR6/6　明黄褐色粘土塊と10YR2/3　黒褐色土の混合土������
第21号土坑������
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　灰少量、焼土粒微量。
第３層　5YR4/8　�赤褐色焼土　黒褐色土少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第５層　10YR4/1　褐灰色灰　黄褐色土・黒褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第25号土坑������
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色土　炭化物粒・焼土塊微量。
第26号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土・褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。�
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　炭化物層。暗褐色土少量、黒褐色土微量。����
第27号土坑������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。�
第29号土坑������
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土中量、褐色土・褐灰色土・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第30号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、褐色土・炭化物粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR4/4　褐�色�土　黒褐色土中量。


図128　平安時代の土坑（1）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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第13号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　砂質土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　砂質土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第６層　10YR3/1　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第７層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第８層　10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土�����
第９層　10YR3/3　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒微量。
第10層��10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第11層��10YR3/2　黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第12層��10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第13層��10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第14層��10YR4/3　にぶい黄褐色土と10YR5/4　にぶい黄褐色砂の混合土
���������������　　　　　　ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第14号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第５層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第６層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第７層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第８層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR3/1　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第20号土坑����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第３層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ��
第４層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物塊微量。
第５層　10YR3/3　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第６層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。


第31号土坑���
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、�ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒・砂微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR4/4　褐�色�土��
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊板状に少量、暗褐色土・焼土粒微量。
第６層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊板状に少量、焼土塊微量。
第８層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第９層　10YR2/1　黒�色�土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第10層��10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土中量、粘土塊微量。
第11層��10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第12層��10YR4/2　灰黄褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、焼土粒微量。
第13層��10YR3/2　黒褐色土　焼土塊微量。
第14層��10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。炭化物粒微量。
第15層��10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊・炭化物粒微量。
第16層��10YR3/3　暗褐色土
第17層��10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土少量、軽石微量。
第18層��10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第19層��10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量、軽石微量。
第20層��10YR1.7/1　黒�色�土��
第21層��10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量。
第22層��10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土少量。
第23層��10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第24層��10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土微量。
第25層��10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第26層��10YR1.7/1　黒�色�土　褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第27層��10YR3/4　暗褐色土　黒色土少量。
第28層��10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土�����
第29層��10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　粘土塊少量。
第53号土坑������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土多量、ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。


図129　平安時代の土坑（2）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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第32号土坑(A-B)
第１層　10YR6/2　灰黄褐色砂������
第２層　10YR6/1　褐灰色砂
第３層　10YR5/3　にぶい黄褐色砂��
第４層　10YR3/3　暗褐色土　砂中量、炭化物粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊少量、炭化物粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　砂中量、炭化物粒・焼土粒微量。
第32・33号土坑(C-D)
第１層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　黒色土中量、粘土粒・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色砂質土　粘土粒中量、炭化物塊・焼土粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色砂質土　黒褐色土中量、焼土粒微量。
第32・33号土坑(E-F)
第１層　7.5YR4/6　褐色粘土　黒褐色土多量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土多量、粘土粒・炭化物粒微量。
第33号土坑(A-B)
第１層　10YR4/3　褐色土と10YR4/2　灰黄褐色土の混合土　炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR4/2　灰黄褐色砂と10YR6/3　にぶい黄橙色砂の混合土�������
第３層　10YR3/3　暗褐色土と10YR4/3　褐色土の混合土　炭化物粒・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR5/3　にぶい黄橙色砂　砂少量。
第５層　10YR6/2　灰黄褐色砂　暗褐色土中量。
第36号土坑������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　灰黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・軽石粒・焼土粒微量。
第38号土坑������
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黄褐色土少量、黒褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第39号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、焼土粒・炭化物粒微量。


第46号土坑������
第１層　10YR4/4　褐�色�土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、褐色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第47号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　粘土塊・焼土塊少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第48号土坑������
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第49号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、褐色土・炭化物粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第50号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、焼土粒・炭化物粒・軽石微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・軽石粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土少量、黒褐色土・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第51号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第65号土坑������
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土塊・炭化物粒微量。


図130　平安時代の土坑（3）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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第55号土坑������
第１層　10YR6/4　にぶい黄橙色砂　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　砂少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒・
��������　　　　�　　　　　炭化物粒微量。
第３層　10YR5/3　にぶい黄橙色砂��
第４層　10YR4/4　褐色土��暗褐色土少量。
第５層　10YR5/4　にぶい黄橙色砂　黒褐色土多量、焼土粒微量。
第56号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・焼土塊・
��������　　　　�　　　　　炭化物塊微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土と10YR6/6明黄褐色土の混合土
��������　　　　�　　　　　焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量、灰混入。
第４層　10YR2/3　黒褐色土と黄褐色粘土と焼土の混合土������
第５層　10YR5/2　灰黄褐色土　灰混入。
第６層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量、灰混入。
第７層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量、灰混入。
第８層　10YR4/2　灰黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量、
��������　　　　�　　　　　灰混入。
第９層　10YR2/2　黒褐色土と褐色粘土の混合土������
第10層��10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第11層��10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒微量、灰混入。
第12層��10YR4/6　褐色粘土と褐色砂の混合土　焼土粒・炭化物粒微量。
第13層��10YR5/4　黄褐色ﾛｰﾑと10YR4/2　灰黄褐色土と10YR5/8　黄褐
��������　　　　�色土の混合土　灰混入。
第14層��10YR3/4　暗褐色土と褐色粘土の混合土
第57号土坑������
第１層　10YR3/4　暗褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　炭化物層　　　　　�焼土粒微量。
第３層　10YR4/4　褐�色�土　炭化物粒少量。
第４層　炭化物層　���������暗褐色土少量、灰混入。
第64号土坑������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土　炭化物粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土　炭化物粒微量。
第４層　10YR4/4　褐色土とﾛｰﾑの混合土　炭化物粒微量。
第５層　10YR5/4　にぶい黄褐色土とﾛｰﾑの混合土　炭化物粒微量。
第67号土坑��
第１層　10YR2/3　黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・
��������　　　　�　　　　　炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　黄褐色土少量、焼土粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　灰黄褐色土・褐色土中量、焼土粒微量。
第６層　10YR3/3　暗褐色土　灰黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。


第59号土坑������
第１層　10YR4/6　褐色土と10YR6/4　にぶい黄橙色土と10YR2/1　黒色土と焼土とﾛｰﾑの混合土�
第２層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・焼土塊微量。
第３層　10YR7/3　にぶい黄橙色粘土　焼土粒微量。
第４層　10YR6/6　明黄褐色土　粘土粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第60号土坑������
第１層　10YR5/6　黄褐色土　炭化物粒微量。
第２層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　炭化物粒微量。
第３層　10YR4/4　褐色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土�
第４層　10YR5/6　黄褐色土　炭化物粒微量。
第５層　10YR4/6　褐�色�土　焼土粒・炭化物粒微量。
第６層　10YR6/6　明黄褐色土と黄褐色砂の混合土　炭化物粒微量。
第61号土坑������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ粒少量、黄褐色土・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第62号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　10YR3/1　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・黄褐色土・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、粘土粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土多量、黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土多量、ﾛｰﾑ粒少量、黒色土微量。
第63号土坑������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。


図131　平安時代の土坑（4）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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第69号土坑���
第１層　10YR2/3　黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土・暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土多量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第70号土坑������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　炭化物塊・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR4/4　褐�色�土　黄褐色土中量、炭化物粒・焼土粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　炭化物塊・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第73号土坑������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土・褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR4/4　褐�色�土　10YR4/6　褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　7.5YR5/8　明褐色土　10YR2/3　黒褐色土少量、黒色土微量。
第75号土坑������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色土　黒色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第76号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土少量、炭化物塊・ﾛｰﾑ粒・微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　明黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第77号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土多量、焼土粒微量。
第３層　10YR4/6　褐�色�土��
第４層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土中量、黒色土・黄褐色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第78号土坑������
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・軽石微量。
第２層　10YR4/6　褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ粒・軽石微量。
第82号土坑������
第１層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土・褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR4/4　褐�色�土　黒褐色土多量、にぶい黄橙色土微量。
第88号土坑
第１層　10YR5/4　にぶい黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量、間層状に混入。ﾛｰﾑ粒微量。
第89号土坑������
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　黒色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。


第91号土坑������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　灰赤褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第２層　10YR5/2　灰黄褐色粘土　焼土塊・ﾛｰﾑ塊中量、炭化物塊少量、
��������　　　　　　　　　　　�焼土粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR5/8　明黄褐色土　炭化物粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第92号土坑������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　炭化物粒・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　灰少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR5/8　黄褐色土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第93号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　10YR3/1　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土��黒褐色土中量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土��褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR5/4　にぶい黄褐色土��
第５層　10YR4/6　褐色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR5/8　黄褐色土　黒褐色土少量。
第94号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土中量、灰・焼土粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土少量、焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒中量、黄褐色土少量、灰・炭化物粒・
��������　　　　�　　　　　ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、炭化物粒・焼土粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・
��������　　　　�　　　　　炭化物粒微量、火山灰ﾌﾞﾛｯｸ状に微量混入。
第９層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第10層��10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土多量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第11層��10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。


B


A


A


B


A


B


図132　平安時代の土坑（5）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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第108号土坑
　遺物出土状況


第95号土坑�
第１層　10YR6/6　明黄褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土����
��������　　　　�　　　　　粘土粒・ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第２層　10YR6/6　明黄褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土����
������������　　�　　　　　褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR5/6　明黄褐色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR5/6　明黄褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　明黄褐色土少量。
第97号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物塊・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物塊微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土と明赤褐色焼土の混合土��ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒少量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第98号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、軽石微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑと10YR3/1　黒褐色土の混合土　軽石微量。
100号土坑(A-B)
第１層　10YR5/1　褐灰色土
第２層　10YR3/2　黒褐色土　褐灰色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR4/1　褐灰色土と10YR7/6　明黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ微量。
第100号土坑(C-D)
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。


第101号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土少量、炭化物塊・炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土��黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第103号土坑�����
第１層　10YR4/1　褐灰色灰　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物塊・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/1　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　褐灰色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土と灰黄褐色灰の混合土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/1　黒�色�土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　灰少量、ﾛｰﾑ粒・焼土塊・炭化物塊微量。
第７層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土多量、灰少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第９層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土塊微量。
第10層��10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第108号土坑
第１層　10YR3/2　黒褐色土　粘土粒中量、焼土粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘土塊少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　7.5YR5/6　明褐色焼土と10YR4/3　にぶい黄橙色土の混合土　ﾛｰﾑ塊微量。�
第４層　10YR3/3　暗褐色土　灰中量、にぶい黄褐色土少量、焼土粒・炭化物塊微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　灰少量、黄褐色土・にぶい黄橙色土・炭化物粒微量。
第109号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
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(12) (19)


第117号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土・にぶい黄橙色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第10層��10YR2/1　黒�色�土��
第122号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、軽石微量。
第129号土坑�����
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・粘土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　粘土塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第133号土坑�����
第１層　10YR4/6　褐�色�土��Ⅱ層主体土。炭化物粒少量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ・B-Tm少量。
第３層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　火山灰層（B-Tm？）
第４層　10YR4/2　灰黄褐色土　炭化物粒多量、火山灰ﾌﾞﾛｯｸ混入。
第135号土坑
第１層　10YR4/2　灰黄褐色土　炭化物微量。
第２層　10YR4/2　灰黄褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量、炭化物粒・焼土粒少量。しまりあり。
第136号土坑�����
第１層　10YR3/2　黒褐色土　炭化物塊多量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量、焼土粒少量。
第２層　10YR4/2　灰黄褐色土　炭化物塊中量。
第３層　10YR5/3　にぶい黄褐色土　Ⅱ層主体土。炭化物粒微量。
第137号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　焼土粒・炭化物粒・砂少量。しまりややあり。
第２層　10YR3/2　黒褐色土


第138号土坑�����
第１層　10YR3/2　黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土��粘質土。
第139号土坑
第１層　10YR2/1　黒�色�土��炭化物粒少量、しまりあり。
第２層　10YR3/1　黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物粒・焼土粒少量。
第３層　10YR4/2　灰黄褐色砂������
第144号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。　
第３層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ塊微量。
第５層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量、粘土塊微量。
第７層　7.5YR5/6　明褐色粘土������
第145号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、軽石微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊・軽石微量。
第146号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、軽石・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、褐色土・焼土粒微量。
第３層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土　粘土粒・ﾛｰﾑ粒少量、黒色土微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、粘土粒微量。
第６層　10YR5/6　黄褐色土とﾛｰﾑの混合土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土　明黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
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SP1828


第151号土坑����
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　にぶい黄褐色土・灰・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、灰・焼土粒微量。
第152号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ塊微量。
第154号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第155号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　灰・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR5/4　にぶい黄褐色灰��黒褐色土中量、黒色土少量、褐色土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土中量、褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第157号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第158号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR8/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土微量。
第159号土坑
第１層　7.5YR4/4　褐色焼土　黒褐色土・灰・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。


第161号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒少量。
第５層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第７層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑと焼土の混合土�����
第162号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第168号土坑����
第１層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ粒中量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ粒中量、ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　炭化物粒微量。
第170号土坑
第１層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土��ﾛｰﾑ塊中量、黒色土少量、軽石微量。
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第163号土坑���
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、軽石粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土��ﾛｰﾑ塊・軽石粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR4/6　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR4/4��褐�色�土　ﾛｰﾑ塊中量、軽石微量。
第165号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��
第４層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊微量。
第５層　10YR2/1��黒�色�土��粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR3/3��暗褐色土　にぶい褐色土中量、粘土塊微量。
第７層　7.5YR4/4��褐�色�土��暗褐色土少量。
第８層　10YR5/3��にぶい黄褐色土��
第166号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第167号土坑��
第１層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3��黒褐色土　にぶい黄橙色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR6/6��明黄褐色粘土��焼土塊少量、炭化物粒微量。
第169号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・炭化物塊微量。
第２層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量。
第176号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/2��黒褐色土と10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土��焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土とﾛｰﾑの混合土��焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR3/3��暗褐色土と10YR4/4　褐色土とﾛｰﾑの混合土��褐色粘土塊微量。
第５層　10YR5/4��にぶい黄褐色土とﾛｰﾑの混合土��黒褐色土塊微量。
第６層　10YR5/6��黄褐色土とﾛｰﾑの混合土���黒褐色土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第７層��10YR6/6��明黄褐色土��粘土塊・黒褐色土塊微量。


第171号土坑�����
第１層　10YR3/4��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、黒褐色土・粘土塊少量。
第２層　10YR5/8��黄橙色ﾛｰﾑ��ﾛｰﾑ塊・粘土塊少量。
第３層　10YR7/8��黄橙色ﾛｰﾑ��黒褐色土微量。
第４層　10YR3/2��黒褐色土
第173号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、褐色土・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、炭化物粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第６層　10YR2/1��黒色土とﾛｰﾑの混合土��ﾛｰﾑ塊少量、暗褐色土・焼土粒微量。
第７層　10YR2/2��黒褐色土　炭化物粒・焼土粒・灰微量。
第８層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土少量。
第９層　10YR2/1��黒�色�土��黒褐色土中量、暗褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第10層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土粒少量。
第11層��10YR4/6��褐色粘土　黒褐色土中量。
第12層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒少量。
第13層��10YR3/1��黒褐色土　焼土塊・褐色粘土微量。
第14層��10YR4/4��褐色粘土　黒色土中量。
第15層��10YR2/1��黒�色�土��黒褐色土少量、焼土粒微量。
第16層��10YR5/6��黄褐色土　黒色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第17層��10YR4/4��褐色粘土　黒色土少量。
第18層��10YR4/4��褐色粘土と10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土。
第175号土坑
第１層　10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第３層　10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第４層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第254号土坑�
第１層　10YR5/6��黄褐色土と10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土��粘土塊・
　　　　　　　　�　　　　　焼土・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR6/6��明黄褐色土��黒褐色土・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第４層　10YR5/6��黄褐色土
第185号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR3/4��暗褐色土　黒褐色土少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土とﾛｰﾑの混合土��褐色土・砂・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
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第187号土坑����
第１層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒少量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊・焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・粘土粒・粘土塊微量。
第188号土坑�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第189号土坑�����
第１層　10YR2/1��黒色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR5/8��黄褐色土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・灰・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土　黄褐色土多量、粘土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR5/6��黄褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土��粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/2��黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第191号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土と粘土の混合土��ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　粘土塊・ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊少量。
第４層　10YR2/3��黒褐色土　粘土塊・炭化物粒微量。
第194土坑���
第１層　10YR2/2��黒褐色土　焼土塊、ﾛｰﾑ塊・炭化物塊微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第196号土坑
第１層　10YR3/3��暗褐色土とﾛｰﾑと粘土の混合土�
第２層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��粘土粒微量。
第４層　10YR1.7/1��黒�色�土��粘土塊微量。


第197号土坑�
第１層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　粘土塊多量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土　粘土塊微量。
第198号土坑
第１層　10YR3/4��暗褐色土　ﾛｰﾑ中量、黒褐色土少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ中量、焼土粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ中量、褐色土少量、粘土粒・焼土粒微量。
第４層　10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、黒褐色土少量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第199号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ少量、褐色土・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土少、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　黄褐色粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒・灰・焼土粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土　黄褐色粘土粒多量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土　焼土中量、褐色土・ﾛｰﾑ粒・粘土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、黒色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第202号土坑�����
第１層　10YR3/3��暗褐色土　炭化物粒・焼土粒多量。
第２層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��炭化物粒・焼土粒中量。
第207号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　暗褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR6/6��明黄褐色土��黒褐色土少量、明褐色土微量。
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第211号土坑
第１層　10YR3/4��暗褐色土　炭化物粒・焼土粒少量。Ⅱ層主体土。
第２層　10YR3/2��黒褐色土　炭化物粒・焼土粒中量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��焼土粒多量、炭化物主体層。
第４層　10YR3/1��黒褐色土　炭化物粒・焼土粒中量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第212号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・粘土粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��黒色土少量。
第７層　10YR5/6��黄褐色土
第８層　10YR3/1��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR2/1��黒�色�土��褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第213号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　黒色土・褐灰色土・ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第２層　10YR3/2��黒褐色土　粘土粒中量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・粘土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR2/2��黒褐色土と10YR1.7/1　黒色土の混合土�ﾛｰﾑ塊微量。
第７層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。


第215号土坑�����
第１層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第２層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第216号土坑
第１層　10YR3/2��黒褐色土　焼土粒多量、炭化物粒少量。
第２層　10YR4/2��灰黄褐色土��炭化物塊中量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第３層　10YR4/1��灰褐色土
第218号土坑�����
第１層　10YR3/2��黒褐色土とﾛｰﾑの混合土��ﾛｰﾑ粒中量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4��褐色ﾛｰﾑ��焼土粒微量。
第３層　10YR3/2��黒褐色土とﾛｰﾑの混合土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒少量、炭化物粒微量。
第219号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR5/4��にぶい黄褐色ﾛｰﾑ�
第220号土坑
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑの混合土　ﾛｰﾑ塊中量、焼土塊微量。
第２層　10YR4/4��褐色ﾛｰﾑ��焼土粒微量。
第222号土坑��
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR5/6��明褐色粘土と10YR2/1　黒色土の混合土�������
第225号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土とﾛｰﾑの混合土��炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR3/3��暗褐色土とﾛｰﾑの混合土�
第226号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。�
第231号土坑������
第１層　10YR2/3��黒褐色土とﾛｰﾑと粘土の混合土��焼土粒微量。
第２層　7.5YR6/6��橙色粘土　焼土粒微量。
第232号土坑�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR3/2��黒褐色土　粘土粒少量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��粘土塊微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土　粘土塊少量。


図138　平安時代の土坑（11）
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第236号土坑�����
第１層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層��10YR2/2��黒褐色土　にぶい黄橙色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第５層��10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第４層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒・焼土粒微量。
第７層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、暗褐色土微量。
第６層��10YR2/2��黒褐色土　粘土粒中量、明黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第８層��10YR2/2��黒褐色土　暗褐色土・ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第９層��10YR6/8��明黄褐色ﾛｰﾑ��黒褐色土少量。
第10層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒多量。
第11層��10YR6/8��明黄褐色ﾛｰﾑ��ﾛｰﾑ粒中量、黒褐色土微量。
第12層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第13層��10YR6/6��明黄褐色ﾛｰﾑ�����
第14層��10YR2/2��黒褐色土　暗褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第15層��7.5YR5/6��明褐色粘土　ﾛｰﾑ粒少量、黒色土・ﾛｰﾑ塊微量。
第237号土坑�����
第１層��10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第238号土坑�����
第１層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。�����
第２層��10YR4/2��灰黄褐色土��ﾛｰﾑ塊少量。�����
第３層��10YR4/4��褐�色�土��ﾛｰﾑ塊少量。��
第４層��10YR6/8��明黄褐色粘土��灰黄褐色土多量。
第５層��10YR3/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊・焼土粒微量。�������
第239号土坑�����
第１層��10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土塊・炭化物塊微量。
第２層��10YR3/2��黒褐色土と粘土の混合土
第３層��10YR5/6��黄褐色粘土とﾛｰﾑと10YR3/3　暗褐色土の混合土
第４層��10YR5/6��黄褐色粘土とﾛｰﾑと10YR3/3　暗褐色土と7.5YR4/4　褐色土の混合土
第５層��10YR3/4��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。


第241号土坑�����
第１層��10YR3/3��暗褐色土　粘土塊・焼土粒微量。
第２層��10YR6/3��にぶい黄橙色土��灰混入。
第３層��10YR3/3��暗褐色土　粘土塊中量。
第４層��10YR2/2��黒褐色土　粘土塊微量。
第242号土坑�����
第１層��10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第２層��10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第３層��10YR6/3��にぶい黄橙色土��黒褐色土多量、粘土塊中量、ﾛｰﾑ塊微量。
第４層��10YR6/3��にぶい黄橙色土��黒褐色土多量、ﾛｰﾑ塊・粘土塊少量。
第243号土坑�����
第１層��10YR3/2��黒褐色土　焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層��10YR2/1��黒�色�土��炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層��10YR3/2��黒褐色土　にぶい黄褐色土多量。
第４層��10YR5/3��にぶい黄褐色土��黒褐色土中量。
第５層��10YR4/2��灰黄褐色土��砂質。
第６層��10YR2/1��黒�色�土��炭化物粒微量。
第７層��10YR3/2��黒褐色土　にぶい黄褐色土中量。
第246号土坑�����
第１層��10YR2/2��黒褐色土　褐色土多量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層��10YR2/2��黒褐色土　灰黄褐色土・褐色土・焼土粒微量。
第３層��10YR2/2��黒褐色土　灰黄褐色土中量、にぶい黄色土・褐色土・焼土粒微量。
第252号土坑���
第１層��10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第253号土坑�����
第１層��10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。


図139　平安時代の土坑（12）
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図140　平安時代の土坑出土遺物（1）
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図141　平安時代の土坑出土遺物（2）
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図142　平安時代の土坑出土遺物（3）
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図143　平安時代の土坑出土遺物（4）
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第3節　溝跡（図144～183）


　今回の調査で検出された平安時代の溝跡は65条である。集落を囲むと考えられる大型の溝跡であ


る第2・4・59・73号溝跡を除き、個別の記載は行わず概要のみを述べる。詳細は観察表を参照され


たい。


　溝跡は調査区全域に分布するが、丘陵上に分布するもの（第34・54・55号溝跡など14条）と沖


積地に分布するもの（第19・24・47号溝跡など51条）があり、後者が大半を占める。また検出面


は前者が第Ⅴ層、後者が第Ⅱ層である。


　他遺構と重複している溝跡は54条あり、全体の約8割を占める。このうち調査区西側に分布する


ものは竪穴住居跡と重複し、北側に分布するものは溝跡同士で重複するものが多い。これは北側に竪


穴住居跡が分布していないことに起因していると考えられる。


　平面形は大半が直線的に延びるが、半円形に湾曲するもの（第88号溝跡）、L字に屈曲するもの（第


16・71号溝跡）もある。規模は長さが0.78～52.8mで平均7.93m、幅が0.16～3.72mで平均0.96m、


深さが0.07～1.90mで平均0.44mである。長さについては、本遺構群の多くが調査区域外にのびて


いるため参考値に過ぎないが、短いほど浅い傾向が見られる。


　堆積土には焼土、炭化物が含まれるものが多い。この中には埋没過程において遺物とともに廃棄さ


れたと考えられるものもある。また、沖積地に分布する溝跡の堆積土には第Ⅱ層起源と考えられる砂


及び砂質土が、丘陵上に分布するものには第Ⅲ～Ⅴ層起源と考えられる黒色土や黄褐色土が主体的に


堆積する。おおよそ壁面の崩落土などを含む自然堆積の様相を呈するが、上述のように明らかに人為


堆積と考えられるものもあり一様ではない。


　壁は、底面から開口部に向けて外傾しながら直線的に立ち上がるもの（第2・4号溝跡など）、緩や


かに立ち上がるもの（第29・41号溝跡など）、底面からほぼ直線的に立ち上がった後、屈曲し大き


く外反するもの（第32号溝跡など）などがみられる。


　出土遺物については後述するが、底面からほぼ完形の土師器甕が正立に埋設されて出土したもの（第


20号溝跡）や、土師器、擦文土器、木製祭祀具などが焼土、炭化物とともに廃棄された状態で出土


したもの（第73号溝跡）もある。


　これらは、堆積土中からTo-a（十和田a火山灰）及びB-Tm（白頭山苫小牧火山灰）が検出されなかっ


たこと及び出土遺物から、おおよそ10世紀後半以降の構築と考えられる。これらの用途については、


集落を囲む大型のものを除き、沖積地に分布するものは排水施設などの可能性が考えられる。また、


丘陵上に分布する第34号溝跡は集落を区画するものの可能性が考えられるが、浅く断片的な検出で


あるため詳細は不明である。


　以下、大規模な溝跡である第2・4・59・73号溝跡について述べる。


第2号溝跡（図144）


［位置と確認］ⅠM－47グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で確認した。


［重複］第1・2・10・18号土坑とそれぞれ重複し、第1・2号土坑より古く、第10・18号土坑より


新しい。


［平面形・規模］平面形は直線状であるが、遺構の大半が青森市教育委員会調査区に延びる。確認さ
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第１号溝跡�������
第１層　10YR2/2��黒褐色土��焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4��暗褐色土��ﾛｰﾑ粒微量。
第２号溝跡�������
第１層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第５層　10YR2/1��黒�色�土��焼土粒・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第６層��10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第７層��10YR3/2��黒褐色土��焼土粒・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第８層��10YR4/2��灰黄褐色土��ﾛｰﾑ塊多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層��10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊少量。
第10層��10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第11層��10YR3/3��暗褐色土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊少量。
第12層��10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第13層��10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊少量。
第14層��10YR3/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第15層��10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第16層��10YR2/3��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第17層��10YR5/8��黄褐色土��黒色土微量。
第18層��10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第19層��10YR4/2��灰黄褐色土��ﾛｰﾑ塊微量。しまり非常に弱い。
第３号溝跡�������
第１層　10YR2/3��黒褐色土　焼土粒微量。
第４号溝跡�������
第１層　10YR2/3��黒褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/4��暗褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土　明褐色土・ﾛｰﾑ塊微量。
第６層��10YR2/2��黒褐色土　明褐色土・黒色土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第７層��10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第８層��7.5YR5/8��明褐色土　黒褐色土少量、黒色土・ﾛｰﾑ塊微量。
第９層��10YR2/3��黒褐色土　黄褐色土・黒色土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第10層��10YR5/8��明褐色土　黒褐色土中量、黒色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第11層��10YR2/1��黒�色�土��褐色土・ﾛｰﾑ塊少量。
第12層��10YR2/1��黒色土と10YR2/3　黒褐色土の混合土�ﾛｰﾑ塊微量。
第13層��10YR3/3��暗褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量。
第14層��10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、黒色土微量、砂利混入。
第15層��10YR2/2��黒褐色土　黄褐色土・黒色土・ﾛｰﾑ粒微量、砂利混入。
第16層��10YR2/1��黒�色�土��暗褐色土・黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量、砂利混入。
第５号溝跡�������
第１層　10YR2/2��黒褐色土　黄褐色土中量、ﾛｰﾑ塊少量、炭化物微量。


図144　平安時代の溝跡（1）
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SD14


第６号溝跡(A-B)
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第６号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/4　褐�色�土��
第6号溝跡(E-F)
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR6/6　明黄褐色土������
第７号溝跡�������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第８号溝跡�������
第１層　10YR1.7/1　黒色�土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土と10YR4/6　褐色砂の混合土　焼土粒・炭化物粒微量。
第11号溝跡������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/6　褐�色�土　砂・炭化物粒微量。
第12号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR4/6　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第４層　10YR4/4　褐色砂質土　黒褐色土少量。
第12号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/3　黒褐色砂　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第13号溝跡������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土多量、斑に混入。炭化物粒微量。
第14号溝跡���
第１層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物塊・焼土粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色砂質土　炭化物粒微量。
第16号溝跡�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第22号溝跡������
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。


図145　平安時代の溝跡（2）
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第21号溝跡�
第１層　10YR3/3　暗褐色土　焼土粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第24号溝跡������
第１層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR5/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第５層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第６層　10YR4/4　褐�色�土　焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR4/2　灰黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第８層　10YR7/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第９層　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘土塊・炭化物粒微量。


第17号溝跡���
第１層　10YR3/2　黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　粘土粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第18号溝跡��
第１層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4　褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土と黄褐色土の混合土　焼土塊・炭化物塊微量。
第４層　10YR4/4　褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒・焼土塊・炭化物塊微量。
第５層　10YR5/4　にぶい黄褐色土と黄橙色土の混合土
第19号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ塊・焼土粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土中量、暗褐色土少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒・褐色土微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　黒色土中量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土多量、褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　黒色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土・焼土粒少量、黒色土・炭化物粒微量。
第８層　10YR4/3　にぶい黄褐色砂　暗褐色土少量。
第９層　10YR2/3　黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土少量、焼土粒微量。
第10層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、焼土粒・炭化物塊・炭化物粒微量。
第19号溝跡(C-D)
第１層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4　褐�色�砂　焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR4/3　にぶい黄褐色砂　炭化物塊微量。
第４層　10YR4/2　灰黄褐色砂　炭化物塊微量。
第５層　10YR4/2　灰黄褐色砂　炭化物塊微量。
第６層　10YR5/3　にぶい黄褐色砂　炭化物塊微量。
第７層　10YR4/3　にぶい黄褐色粘土　炭化物粒微量。　
第８層　10YR5/4　にぶい黄褐色粘土
第９層　10YR3/4　暗褐色粘土　炭化物粒微量。
第10層　10YR4/1　褐灰色粘土　炭化物粒・粘土塊微量。
第19号溝跡(E-F)
第１層　10YR2/2　黒褐色土　炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/4　褐�色�土　黒褐色土中量、炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊中量、暗褐色土少量、炭化物塊・焼土粒微量。
第４層　10YR1.7/1　黒�色�土　暗褐色土少量、焼土粒微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第６層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土中量、炭化物粒・焼土粒微量。
第８層　10YR2/2　黒褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第９層　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土中量、炭化物粒微量。
第20号溝跡���
第１層　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土少量、明褐色土・炭化物粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土少量、明黄褐色土・焼土粒微量。
第３層　10YR5/8　黄褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR4/6　褐�色�土　10YR4/4　褐色土多量。
第５層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土多量、炭化物粒微量。
第６層　7.5YR4/6　褐�色�土　にぶい黄橙色土少量。
第７層　7.5YR4/4　褐�色�土　10YR4/4　褐色土多量、炭化物粒微量。


図146　平安時代の溝跡（3）
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第27号溝跡(A-B)
第１層　10YR4/4��褐�色�砂��焼土粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��にぶい黄橙色砂質土多量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR5/3��にぶい黄褐色砂��炭化物微量。
第４層　10YR7/3��にぶい黄橙色砂
第27号溝跡(E-F)
第１層　10YR3/4��暗褐色土　黒褐色土・焼土塊少量、炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土　焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/4��暗褐色土　にぶい黄褐色土多量、焼土粒・炭化物粒微量。
第28号溝跡(A-B)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　砂少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR3/3��暗褐色土　にぶい黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第28号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、焼土塊少量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・粘土塊微量。
第３層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第４層　10YR4/6��褐色土ﾛｰﾑ��黒褐色土少量。
第29号溝跡������
第１層　10YR2/3��黒褐色土　暗褐色土多量、褐色土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/4��暗褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR3/4��暗褐色土　褐色土多量、炭化物塊・焼土塊微量。


第23号溝跡������
第１層　10YR2/3��黒褐色土　黄褐色土・暗褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR5/6��黄褐色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/3��黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/3��黒褐色土　褐色土多量、
　　　　　　　　　　　　　�にぶい黄褐色土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。


第25号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/4��暗褐色土��砂少量、
���������������������������ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土と黄橙色砂の混合土
　　　　　　　　�　　　　　炭化物粒微量。
第３層　10YR3/2��黒褐色土��黄褐色砂少量。
第４層　10YR4/4��褐�色�土��黄橙色砂多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR4/3��にぶい黄褐色砂��ﾛｰﾑ粒・炭化物塊微量。
第６層　10YR6/3��にぶい黄橙色土　砂多量、焼土粒微量。
第７層　10YR4/3��にぶい黄褐色砂と黄橙色砂の混合土
　　　　　　　　�　　　　　焼土粒・炭化物粒微量。
第25号溝跡(C-D)
第１層　10YR3/3��暗褐色土　にぶい黄褐色土多量、
　　　　　　　　　　　　　�黒褐色土少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　暗褐色土・炭化物粒少量、焼土粒微量。
第26号溝跡(A-B)
第１層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒・焼土塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��砂中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR7/3��にぶい黄橙色砂��ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR4/3��にぶい黄褐色砂��焼土粒・炭化物粒微量。
第26号溝跡(C-D)
第１層　10YR3/4��暗褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　焼土粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3��黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土少量、黒色土・焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/3��黒褐色土　暗褐色土中量、10YR2/2　黒褐色土少量、
　　　　　　　　　　　　　�黒色土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第５層　7.5YR3/3��暗褐色土　黒褐色土多量、炭化物粒微量。
第６層　10YR3/3��暗褐色土　7.5YR3/3　暗褐色土少量、にぶい黄褐色土・黒色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物微量。
第26号溝跡(E-F)
第１層　10YR3/3��暗褐色土　焼土粒少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土　黒色土・焼土粒・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土少量、焼土粒微量。
第４層　10YR3/3��暗褐色土　褐色土中量、炭化物塊・焼土粒微量。
第５層　10YR4/6��褐�色�土��暗褐色土中量、7.5YR4/6　褐色土少量、炭化物粒微量。
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第30号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/4��暗褐色土　明黄褐色土中量、炭化物粒微量。
第２層　10YR5/8��黄褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第30号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/3��黒褐色土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土　炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第31号溝跡������
第１層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/4��暗褐色土��ﾛｰﾑ粒・軽石・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土と10YR2/3　黒褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��ﾛｰﾑ粒・軽石・焼土粒・焼土塊・炭化物粒微量。
第５層　10YR3/4��暗褐色土と10YR6/6　明黄褐色土の混合土　焼土粒・炭化物粒微量。
第６層��10YR3/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒微量。
第７層��10YR2/2��黒褐色土と黄褐色砂の混合土��焼土粒・炭化物粒微量。
第８層��10YR5/6��黄褐色砂��焼土粒・炭化物粒微量。
第９層��10YR4/3��にぶい黄褐色土��焼土粒・炭化物粒微量。
第10層��10YR6/4��にぶい黄橙色砂��炭化物粒微量。
第11層��10YR3/4��暗褐色土��焼土粒・炭化物粒微量。
第12層��10YR5/4��にぶい黄褐色砂��ﾛｰﾑ塊・軽石微量。
第32号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/2��黒褐色土　炭化物粒・焼土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土　炭化物塊・炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��焼土塊・炭化物塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR4/4��褐�色�土�焼土塊・炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土と10YR6/8　明黄褐色土の混合土
　　　　　　　　　　　�����焼土塊中量、焼土粒・炭化物塊微量。
第６層��10YR2/1��黒�色�土��焼土塊・焼土粒少量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第７層��10YR4/4��褐�色�土��黒褐色土・焼土粒微量。
第８層��10YR2/3��黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層��10YR4/6��褐�色�土��黒褐色土・焼土塊微量。
第10層��10YR4/6��褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土�
第32号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　炭化物塊・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　焼土塊中量、炭化物粒少量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊・焼土塊少量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR1.7/1��黒�色�土��焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR4/6��褐�色�土��焼土粒・炭化物粒微量。
第６層��10YR3/2��黒褐色土　褐色土中量、炭化物粒・焼土塊微量。
第７層��10YR4/4��褐�色�土��炭化物塊微量。
第８層��10YR4/4��褐�色�土��黒褐色土中量、焼土粒微量。
第９層��10YR4/4��褐�色�土��黒褐色土少量。
第32号溝跡(E-F)
第１層　10YR5/3��にぶい黄褐色土��黒褐色土中量、
　　　　　　　　　　　　　　　　�焼土塊・焼土粒・炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ塊・焼土塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR4/2��灰黄褐色土��焼土粒微量。
第６層��10YR5/2��灰黄褐色土������
第７層��10YR3/2��黒褐色土��黒色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第８層��10YR4/1��褐灰色土��黒色土・焼土粒・炭化物粒微量。
第９層��10YR5/3��にぶい褐色土��黒色土少量。
第10層��10YR5/3��にぶい褐色土と褐灰色粘土の混合土　黒色土微量。
第11層��10YR5/3��にぶい褐色土��黒色土微量。
第33号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/4��暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR6/8��明黄褐色土と10YR3/4　暗褐色土の混合土��炭化物塊・焼土粒微量。
第３層　10YR3/2��黒褐色土　炭化物粒・焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR5/8��黄褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
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第34号溝跡
第１層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・炭化物塊微量。
第39号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/3��暗褐色土��炭化物・Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土��Ⅱ層中量、焼土粒微量。
第３層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物主体層。
第４層　10YR4/2��灰黄褐色土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物塊中量。
第39号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/2��黒褐色土��炭化物粒・焼土粒中量。
第２層　10YR2/1��黒�色�土��炭化物粒・焼土粒多量。Ⅱ層が層状に混入。
第３層　10YR4/2��灰黄褐色土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量、炭化物粒少量。
第４層　10YR5/4��にぶい黄褐色土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量。
第39号溝跡(E-F)
第１層　10YR2/1��黒�色�土��焼土粒・炭化物粒中量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第２層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物層。Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第３層　2.5YR3/1��黒褐色土��炭化物粒・黒色土少量。砂質土。
第４層　10YR3/1��黒褐色土　ｸﾞﾚｰ土・黒色土多量。
第39号溝跡(G-H)
第１層　10YR3/1��黒褐色土��焼土粒・炭化物粒中量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第２層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物層。Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第３層　10YR3/1��黒褐色土��炭化物粒少量。
第４層　2.5Y4/2��暗灰黄色土　炭化物粒・黒色土少量。砂質土。
第５層　2.5Y3/1��黒褐色土��ｸﾞﾚｰ土・黒色土多量。
第66号溝跡
第１層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第78号溝跡��
第１層　10YR3/1��黒褐色土と黄橙色砂の混合土��炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR6/3��にぶい黄橙色砂��黒褐色土少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR1.7/1��黒�色�土��黒褐色土中量、焼土塊少量、粘土塊微量。
第４層　10YR4/1��褐灰色砂��砂少量、黒色土微量。
第81号溝跡
第１層　10YR3/2��黒褐色土　灰黄褐色土中量、10YR2/2　黒褐色土少量、
����������　　　　　　　���暗褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
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第41号溝跡(A-B)
第１層　10YR4/4��褐�色�土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ・炭化物粒中量、焼土粒少量。
第２層　10YR3/4��にぶい黄褐色土��炭化物粒、焼土粒多量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量。
第３層　10YR4/6��褐�色�土��炭化物粒、焼土粒少量。Ⅱ層主体土。
第４層　10YR4/3��にぶい黄褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物粒中量。
第５層　10YR4/2��灰黄褐色土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物粒・焼土粒中量。
第６層　10YR5/4��にぶい黄褐色土��Ⅱ層主体土。
第７層　10YR3/1��黒褐色土��炭化物粒少量。砂質土。
第41号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/3��黒褐色土��炭化物粒・焼土粒多量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量。
第２層　10YR4/6��褐�色�土��炭化物粒、焼土粒少量。Ⅱ層主体土。
第３層　10YR3/2��黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物粒、焼土粒中量。
第４層　10YR4/4��褐�色�土��Ⅱ層主体土。
第５層　10YR2/1��黒�色�土��炭化物粒少量。砂質土。
第42号溝跡
第１層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物層。焼土粒中量、遺物混入。
第２層　10YR3/2��黒褐色土　Ⅱ層の再堆積土。
第３層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物層。
第43号溝跡�
第１層　10YR4/2��灰黄褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/1��黒褐色土��炭化物粒小量。
第３層　10YR5/3��にぶい黄褐色砂と黒色土の混合土�������
第45号溝跡���
第１層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��焼土粒中量、炭化物粒・軽石少量。
第２層　10YR3/1��黒褐色土　粘質土。焼土塊・炭化物粒少量。
第３層　10YR3/2��黒褐色土��焼土塊・炭化物粒少量。
第４層　10YR2/1��黒�色�土��炭化物粒多量、焼土塊中量。粘性ややあり。
第５層　10YR3/2��黒褐色土��焼土粒微量、Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ混入。
第６層　10YR4/2��灰黄褐色土��焼土粒・炭化物粒微量。砂混入。　
第７層　10YR4/1��灰褐色土��炭化物粒微量。砂質土。　
第８層　10YR4/2��灰黄褐色土��砂礫層（壁の崩落土か）。
第46号溝跡�
第１層　10YR2/2��黒褐色土　焼土塊・炭化物粒多量。
第２層　10YR2/1��黒�色�土��炭化物粒多量、焼土粒中量。
第３層　10YR3/3��暗褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物粒中量。
第47号溝跡(A-B)
第１層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物層、焼土粒多量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　炭化物粒多量、Ⅱ層中量、焼土粒少量。
第47号溝跡(C-D)
第１層　10YR4/4��褐�色�土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物粒・焼土粒少量。
第２層　10YR4/2��灰黄褐色土　炭化物粒少量。
第３層　10YR3/2��黒褐色土��炭化物粒・焼土粒・Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量。
第４層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物層。焼土粒多量。
第５層　10YR3/2��黒褐色土��炭化物粒・焼土粒少量。
第６層　10YR3/2��黒褐色土とⅡ層ﾌﾞﾛｯｸの混合土　焼土粒少量。
第47号溝跡�Pit1(E-F)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　炭化物主体の層、褐色中量、焼土塊少量。しまりなし。
第２層　10YR1.7/1��黒�色�土��混入物少ない。しまりなし。
第３層　10YR3/2��黒褐色土と粘土塊の混合土。しまりあり。
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第48号溝跡
第１層　10YR3/1��黒褐色土��炭化物粒微量。
第49号溝跡
第１層　10YR3/2��黒褐色土��焼土粒・炭化物粒少量。砂質土。
第２層　10YR3/1��黒褐色土��炭化物粒・焼土粒中量。
第３層　10YR4/2��灰黄褐色土　砂主体土。
第50号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/3��暗褐色土　焼土粒・炭化物粒多量。
第２層　10YR3/2��黒褐色土　焼土粒・炭化物粒・Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第50号溝跡(C-D)
第１層　10YR3/3��暗褐色土　Ⅱ層土多量、炭化物粒・焼土粒少量。
第２層　10YR3/1��黒褐色土��灰と炭の混合土。焼土粒多量。
第３層　10YR1.7/1��黒�色�土��炭化物層。
第４層　10YR4/3��にぶい黄褐色土��焼土粒・炭化物粒微量。砂質。
第54号溝跡������
第１層　10YR3/3��暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物塊微量。
第55号溝跡������
第１層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR1.7/1��黒色土とﾛｰﾑの混合土��粘土塊微量。
第63号溝跡������
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、10YR2/2　黒褐色土微量。
第３層　10YR2/3��黒褐色土とﾛｰﾑの混合土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR5/6��黄褐色ﾛｰﾑ��黒褐色土多量。
第５層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第69号溝跡(A-B)
第１層　10YR2/3��黒褐色土　褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/4��褐�色�土��黒褐色土中量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��褐色土少量。
第69号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土多量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土多量、焼土粒・炭化物粒微量。
第69号溝跡(E-F)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　粘土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土　褐色土中量、粘土粒微量。
第70号溝跡������
第１層　10YR3/3��暗褐色土　砂少量、炭化物粒微量。
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れた長さは6.7m、幅3.3m、深さ1.9mである。


［堆積土］19層に分層した。黒色土とローム主体土が互層をなしている。人為堆積と考えられる。


［壁・底面］壁は開口部に向けて大きく外傾しながら立ち上がり、断面形はV字状を呈する。底面は


ほぼ平坦である。


［小結］本遺構は集落を囲む大規模な溝跡の一つと考えられる。年代は出土遺物などから10世紀後半


以降のものと考えられる。


第4号溝跡（図144）


［位置と確認］調査区西端のⅠN－49グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で確認した。


［重複］第5号溝跡と重複し、本遺構が古い。なお、青森市教育委員会調査区では本遺構と第2号溝


跡が重複しており本遺構が新しいようであるが、詳細は青森市教育委員会の調査成果を待ちたい。


［平面形・規模］遺構の大半は青森市教育委員会調査区へ延びるため、全体形は不明である。確認さ


れた長さは1.1m、幅2.3m、深さ1.4mである。


［堆積土］16層に分層した。黒褐色土を主体とする。


［壁・底面］壁は開口部に向けて大きく外傾しながら立ち上がる。断面形はV字状を呈する。底面は


ほぼ平坦である。


［小結］本遺構は集落を囲む大規模な溝跡の一つと考えられる。調査範囲がわずかであり、本遺構に


明確に伴う遺物も出土しなかったため、年代は不明である。


第59号溝跡（図152）


［位置と確認］ⅠO－23～ⅠW－36グリッドに位置する。調査区をほぼ東西に横切っており、東側


の丘陵部では第Ⅴ層で、西側の沖積地では第Ⅱ層で確認した。


［重複］第41号竪穴建物跡、第191・193・210・212～214・231・236号土坑、第66・71・77・


82・85号溝跡と重複し、第41号竪穴建物跡、第191・210・212・213・236号溝跡、第71・77


号溝跡より古く、第193・214号土坑、第66・82号溝跡より新しい。なお、第85号溝跡との関係


は不明である。また、調査区東側に隣接する青森市教育委員会の調査成果によれば、本遺構と第73


号溝跡は重複しており本遺構が古いとのことである。


［平面形・規模］平面形はやや弧状を呈し、南東－北西へ延びる。確認された長さは15.4m、幅0.69m、


深さ1.4mである。


［堆積土］6～23層に分層した。いずれも初期堆積土は自然堆積と考えられるが、中層から上層にか


けてはロームなどを含む混合土が多く堆積し、人為堆積の可能性が高い。


［壁・底面］壁は開口部に向かって大きく外傾しながら立ち上がる。断面形は丘陵部ではV字状、沖


積地では逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。


［小結］出土遺物、堆積土の状況及び周囲の遺構との関係から、本遺構は10世紀後半以降のものと考


えられる。
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第73号溝跡(A-B)
第１層　10YR7/6 明黄褐色土 黒色土・粘土塊中量、


　　　　　　　 焼土粒・炭化物粒少量。Ⅱ層主体土。　
第２層　10YR2/1 黒 色 土 炭化物層。焼土粒多量。
第３層　2.5YR8/3 淡黄色土 Ⅱ層再堆積土。
第４層　10YR5/3 にぶい黄褐色土 Ⅱ層と炭化物混じりのｼﾙﾄとの
　　　　　　　　　 混合土。焼土粒少量。
第５層　5Y4/1 灰 色 土 黒色土・炭化物粒中量、砂少量。
第６層　2.5Y3/1 黒褐色土 黒色土多量、砂中量、炭化物粒少量。


第73号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄褐色土少量、炭化物粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄褐色土少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/1 黒 色 土 黒褐色土中量、暗灰黄色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第４層　10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/1 黒 色 土 褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土塊・焼土粒微量。
第６層　2.5Y3/3 暗ｵﾘｰﾌﾞ褐色土 暗褐色土・焼土粒・炭化物粒微量。
第７層　10YR2/1 黒 色 土 黒褐色土多量、粘土塊少量、


　　　　　　　　 暗ｵﾘｰﾌﾞ褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第８層　2.5Y3/1 黒褐色土 砂中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR4/3 にぶい黄褐色砂
第10層 10YR4/2 灰黄褐色土 黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第11層 10YR4/3 にぶい黄褐色土
第12層 10YR3/1 黒褐色土 灰黄褐色土少量。
第13層 10YR3/1 黒褐色土 黒色土・炭化物粒微量。
第14層 10YR2/1 黒 色 土
第15層 10YR5/2 黄褐色砂 黒褐色土微量。
第16層 2.5Y4/2 暗灰黄色砂
第17層 2.5Y4/2 暗灰黄色砂 黒褐色土少量。
第18層 5Y3/1 ｵﾘｰﾌﾞ黒色砂
第19層 10YR2/2 黒褐色土
第20層 7.5Y3/1 ｵﾘｰﾌﾞ黒色砂 黒褐色土少量。
第21層 10YR4/2 黄褐色砂 黒褐色土少量。
第22層 10YR3/2 黒褐色砂 黒褐色土中量。
第23層 2.5YR3/2 黒褐色砂 灰黄褐色砂少量、炭化物粒微量。
第24層 10YR3/1 黒褐色土 炭化物塊微量。


第59号溝跡(A-B)
第１層　10YR2/1 黒 色 土 粘土塊多量、ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/2 黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、粘土塊微量。
第３層　10YR2/1 黒色土と橙色粘土の混合土
第４層　10YR2/1 黒 色 土 ﾛｰﾑ塊多量、黒褐色土中量、粘土塊少量。
第５層　10YR2/2 黒褐色土 ﾛｰﾑ塊・粘土粒微量。
第６層　10YR2/1 黒 色 土 ﾛｰﾑ粒・粘土塊微量。
第７層　10YR3/3 暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第８層　10YR2/1 黒色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土　粘土塊多量、ﾛｰﾑ塊少量。
第59号溝跡(C-D)
第１層　10YR7/8 黄橙色ﾛｰﾑと橙色粘土と10YR2/1　黒色土の混合土 灰黄褐色土少量。
第２層　10YR2/1 黒 色 土 ﾛｰﾑ塊・粘土粒微量。
第３層　7.5YR6/6 橙色粘土　黒色土・ﾛｰﾑ塊少量。
第４層　10YR2/2 黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第５層　10YR2/3 黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　7.5YR6/6 橙色粘土と10YR2/3　黒褐色土の混合土
第59号溝跡(E-F)
第１層　10YR2/2 黒褐色土 褐色土・暗ｵﾘｰﾌﾞ褐色土・ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3 黒褐色土 黒褐色土・ﾛｰﾑ塊少量、粘土粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2 黒褐色土 ﾛｰﾑ粒・褐色土微量。
第４層　10YR2/2 黒褐色土 ﾛｰﾑ粒少量、粘土粒微量。
第５層　10YR2/2 黒褐色土 暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/2 黒褐色土 ﾛｰﾑ粒・粘土粒少量。
第７層　10YR2/1 黒 色 土 褐色土・ﾛｰﾑ塊微量。
第８層　10YR2/2 黒褐色土 黒色土・ﾛｰﾑ塊微量。
第９層　10YR2/2 黒褐色土 ﾛｰﾑ塊少量、黒色土・粘土粒微量。
第10層 10YR5/6 黄褐色粘土 黒色土・ﾛｰﾑ粒少量。
第11層 10YR2/2 黒褐色土とﾛｰﾑの混合土 粘土粒微量。
第12層 10YR5/6 黄褐色粘土 黒色土・ﾛｰﾑ粒少量。
第13層 10YR2/2 黒褐色土 ﾛｰﾑ粒微量。
第14層 10YR2/2 黒褐色土 粘土粒・黒色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第59号溝跡(G-H)
第１層　10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄褐色土・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4 褐 色 土 黒褐色土多量、粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2 黒褐色土 褐色土・暗灰黄色土・暗褐色土・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2 黒褐色土とﾛｰﾑの混合土 粘土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2 黒褐色土 黒色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。


第６層　10YR1.7/1 黒 色 土 10YR2/1　黒色土多量、黒褐色土・にぶい黄褐色土・ﾛｰﾑ塊微量。
第７層　10YR2/2 黒褐色土 ｵﾘｰﾌﾞ褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・粘土粒・炭化物粒微量。
第８層　10YR4/4 褐 色 土 黒色土・黒褐色土少量、明褐色土・ﾛｰﾑ塊・粘土粒微量。
第９層　10YR4/4 褐 色 土 黒褐色土多量、にぶい黄褐色土少量、


　　　　　　　　 ﾛｰﾑ粒・粘土粒・炭化物粒微量。
第10層 2.5Y5/2 暗灰黄色土と10YR2/1　黒色土の混合土 黒褐色土・黄褐色土微量。
第11層 10YR3/2 黒褐色土 褐色土少量。
第12層 10YR4/4 褐 色 土 砂中量。
第13層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 黒色土・黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第14層 2.5Y5/4 黄褐色砂 炭化物粒微量。
第15層 10YR3/2 黒褐色土 砂中量、黒色土微量。
第16層 10YR4/4 褐 色 土 黒色土少量、砂微量。
第17層 10YR3/2 黒褐色土 にぶい黄褐色土中量、褐色土・黒色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第18層 10YR4/2 灰黄褐色砂　黒褐色土少量。
第59号溝跡(I-J)
第１層　10YR3/3 暗褐色砂 炭化物粒・焼土塊微量。
第２層　10YR3/2 黒褐色砂 黄橙色砂多量、炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR6/2 灰黄褐色砂 暗褐色土少量、焼土粒微量。
第４層　10YR6/4 にぶい黄橙色砂 暗褐色土中量、黒色土少量、焼土粒微量。
第５層　10YR3/3 暗褐色砂 黄橙色砂少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第６層　10YR6/4 にぶい黄橙色砂 黒褐色土少量。
第７層　10YR6/4 にぶい黄橙色砂 黒褐色土中量、粘土塊微量。
第８層　10YR6/4 にぶい黄橙色砂 黒褐色土少量。
第９層　10YR4/2 灰黄褐色土 砂中量、黒褐色土微量。
第10層 10YR6/3 にぶい黄橙色砂 黒褐色土・粘土塊・炭化物粒微量。
第11層 10YR4/2 灰黄褐色土 黒褐色土中量。
第12層 10YR6/4 にぶい黄橙色砂 黒褐色土、粘土塊微量。
第13層 10YR6/2 灰黄褐色砂 黒褐色土少量、砂・粘土塊微量。
第14層 10YR4/2 灰黄褐色土 砂少量、粘土塊微量。
第15層 10YR5/2 灰黄褐色粘土 黒褐色土少量、砂微量。
第16層 10YR3/1 黒褐色砂 砂中量、粘土塊微量。
第17層 10YR5/2 灰黄褐色砂 黒褐色土微量。
第18層 10YR6/4 にぶい黄褐色砂
第19層 10YR6/2 灰黄褐色砂 黒褐色土中量。
第20層 10YR5/2 灰黄褐色砂 粘土粒微量。
第21層 10YR4/2 灰黄褐色砂 粘土粒中量、粘土塊微量。
第22層 10YR5/2 灰黄褐色砂と10YR2/2　黒褐色土の混合土　粘土粒微量。
第23層 2.5Y3/1 黒褐色砂 粘土粒微量。







第73号溝跡（図152）


［位置と確認］ⅠU－25～ⅠZ－37グリッドに位置する。丘陵部である東側の一部では第Ⅴ層で確


認したが、大部分は第Ⅱ層で確認した。


［重複］第38・52・76・81・85・89号溝跡、第3号用途不明遺構とそれぞれ重複し、第38・52・


76・81・89号溝跡より古く、第85号溝跡、第3号用途不明遺構より新しい。


［平面形・規模］第59号溝跡とほぼ並行するように南東－北西に向かって直線的に延びる。確認され


た規模は長さ52.76m、幅3.72m、深さ1.77mである。


［堆積土］6層と24層にそれぞれ分層した。いずれも黒褐色及び黒色の砂質土を主体とする。土層断


面図（C－D）を基準に、第1～13層の遺物を多量に含む人為堆積土を堆積土上層、第14～17層


の暗灰黄色砂とした堆積土の中でも比較的色調の明るい一群を堆積土中層、第18層以下を堆積土下


層とした。また、これとは別に底面から5㎝程度の位置から出土したものを底面直上、底面に張り付


くように出土したものを底面として遺物の取り上げを行った。


［壁・底面］壁は底面から大きく外傾しながら立ち上がる。しかし壁面が砂層のためもろく、調査中


に崩落した部分もある。底面はほぼ平坦である。


［小結］本遺構は第59号溝跡と同様に集落を囲むように巡っている。時期は十和田a火山灰及び白頭


山苫小牧火山灰が堆積する第3号用途不明遺構を掘り込んで構築されていることから、10世紀後半以


降のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）


　平安時代の溝跡からは土師器・擦文土器・須恵器のほか、砥石・鉄製品・土製品・木製品など多様


な遺物が出土している。中でも、第73号溝跡は土師器・擦文土器などの出土量が多く、日用品・農


耕具・祭祀用具などの様々な木製品も出土している。以下、遺構ごとに記述する。


第2号溝跡（図155－4～17）


　堆積土から、縄文土器片、土師器坏・小甕、擦文土器、木製品、土製支脚、羽口、焼成粘土塊が出


土し、このうち土師器坏3点、土師器小甕1点、擦文土器5点、砥石2点、木製品3点を図示した。


　4はロクロ成形の土師器坏であるが、口縁はヨコナデで調整されている。6もロクロ成形の土師器


坏であるが、底部が張り出す器形で、内面にはナデの再調整が見られる。胴部下半に刻書が施される。


　擦文土器は胴部破片を中心に52点出土したが、小破片が多く、図示したのは5点である（8～


12）。8は口縁部破片である。器形は口縁部が緩やかに外反し、口唇部にかけて直立気味に立ち上がる。


口唇部は外削ぎ状を呈する。また、剥落しているがボタン状貼り付けの痕跡がみられる。口唇部から


口縁部にかけては横走沈線が施され、斜位の刺突列が間隔を開けて施される。さらにその後2本1組


と考えられる縦位の短沈線が施される。9～12は胴部破片である。10には沈線及び貼り付けが施され


る。9・11・12の外面調整はハケメ、内面調整はミガキである。


　13～15は木製品で、13が杭、14が柄の未製品、15が用途不明の板材である。


第7号溝跡（図155－18）


　擦文土器は1点出土した。小破片であるが、刺突が施されるものである。


－  198  －


新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物


－  199  －







第76・79・86・89号溝跡


A B
7.20m


1


2
1Ⅱ


SD79


SD84


SD76


SD85


ｶｸﾗﾝ


SD76 SD79


SD77


C D6.80m


1


2


1


2


E F
6.80m


1
2
1


2
34


SD76


SD79


G
6.60m


SD76


H


SD89


1


2
3 4


SD76・79・86・89平面
(S=1/240)0 8m


A B
7.10m SD71SD72


11


SD77 SD59


C D
SD71SD72


7.00m


1


2


1 2


SD59


SD77
B


C


D


SD72


SD71


A


第71・72号溝跡


SD71・72平面(S=1/120)0 4m


断面(S=1/60)0 2m


断面(S=1/60)0 2m


調査不能


SD85


ﾄﾚﾝﾁ


SD86


A


SD84
B


カ
ク
ラ
ン


SD85


SD76


SX02


SD73
SD77


ｶｸﾗﾝ


C


D


E


F


G


H


SD89


SD76


SD73


SD79


第76号溝跡(A-B)
第１層　10YR3/2��黒褐色土
第76号溝跡(C-D)
第１層　10YR3/1��黒褐色土　焼土粒少量。
第２層　10YR4/1��褐灰色土　焼土粒微量。
第76号溝跡(E-F)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土
第79号溝跡(A-B)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　砂微量。
第２層　10YR3/1��黒褐色土　砂少量。
第79号溝跡(C-D)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　砂中量。
第２層　10YR3/1��黒褐色土　焼土粒微量。
第79号溝跡(E-F)
第１層　10YR2/2��黒褐色土　にぶい黄褐色土微量。
第２層　10YR3/2��黒褐色土　にぶい黄褐色土微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土　褐色土多量。
第４層　10YR3/2��黒褐色土　にぶい黄褐色土多量。
第89号溝跡
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、黒色土・炭化物塊・焼土粒微量。
第２層　7.5YR5/6��明褐色土　黒色土・褐色土少量。
第３層　10YR3/1��黒褐色土　黒色土少量、ｵﾘｰﾌﾞ褐色土・褐色土・焼土粒微量。
第４層　10YR2/1��黒�色�土��黒褐色土少量、ｵﾘｰﾌﾞ褐色土・焼土粒微量。


第71号溝跡�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ塊少量・焼土塊・炭化物微量。
第２層　10YR4/4��褐色ﾛｰﾑ��黒色土多量。
第72号溝跡�����
第１層　10YR2/1��黒色土とﾛｰﾑの混合土����
　　　　　　　　�炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR4/2��灰黄褐色ﾛｰﾑと黒色土の混合土
　　　　　　　　�黒褐色土多量、砂少量、
　　　　　　　　�炭化物粒・焼土粒微量。


図153　平安時代の溝跡（10）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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第84・85号溝跡
SX03


第82号溝跡����
第１層　10YR3/3��暗褐色砂　炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色砂　炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR3/2��黒褐色砂　炭化物粒微量。
第84号溝跡���
第１層　10YR3/2��黒褐色土と黄橙色砂の混合土　粘土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR6/2��灰黄褐色砂��黒色土微量。
第85号溝跡
第１層　10YR5/1��褐灰色砂　粘土粒少量・明褐色砂微量。
第２層　10YR4/1��褐灰色砂　粘土粒中量、炭化物粒微量。
第３層　10YR7/1��灰白色砂　
第87号溝跡������
第１層　10YR2/2��黒褐色土��粘土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR6/6��明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR6/6��明黄褐色ﾛｰﾑと10YR2/2　黒褐色土の混合土����
第88号溝跡������
第１層　10YR2/2��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/4��褐�色�土��ﾛｰﾑ粒・粘土粒・炭化物塊微量。


第77号溝跡(A-B)
第１層　10YR2/2��黒褐色土��褐色土・黄褐色土・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3��暗褐色土��黒褐色土多量。
第３層　10YR3/3��暗褐色土��黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土��にぶい黄褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土��黒色土少量、粘土粒・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR5/4��にぶい黄褐色土��黒褐色土中量、暗褐色土・焼土粒微量。
第７層　10YR5/6��黄褐色砂��黒褐色土少量。
第８層　10YR2/1��黒�色�土��黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR3/1��黒褐色土��にぶい黄褐色土・褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第10層��2.5Y4/4��ｵﾘｰﾌﾞ褐色砂
第77号溝跡(C-D)
第１層　10YR4/3��にぶい黄褐色砂��粘土塊少量。
第２層　10YR3/2��黒褐色土��砂少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR4/3��にぶい黄褐色砂��黒褐色土中量、炭化物粒微量。
第４層　10YR3/1��黒褐色土��砂・炭化物粒微量。
第５層　10YR4/4��褐�色�砂��
第６層　10YR4/2��灰黄褐色砂��黒褐色土中量、粘土塊少量、軽石微量。
第77号溝跡(E-F)
第１層　10YR4/1��褐灰色土　砂少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1��黒�色�土��砂・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��砂・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR1.7/1��黒�色�土��黒褐色土少量。
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図154　平安時代の溝跡（11）
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新田（2）遺跡 第4章　平安時代の検出遺構と出土遺物
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第13号溝跡（図155－20・21）


　土師器坏（21）と土師器小型壷（30）を図示した。坏は手捏ね成形で、外面には指痕が見られ、


内面はナデで調整されている。底面には編物痕が残る。


第17号溝跡（図156－1～5）


　土師器は皿（1）と坏（2）を図示した。1は底部から口縁にかけて開きながら立ち上がるが、胴部


に屈曲が見られる。全体的に器壁は厚い。2はやや内湾気味に立ち上がる器形である。どちらもロク


ロ成形で再調整は施されない。擦文土器は2点出土した（3・4）。いずれも胴部破片である。3は格


子目状に沈線が施される。4は頸部に段を有し、その段に刺突列が施される。羽口の胴部破片（5）は、


ケズリ・ナデによって平坦な面が1面成形されている。


第18号溝跡（図156－6～13）


　8は土師器把手付土器の本体部で、把手部との接合部分が残存している。擦文土器は2点出土した


（11・12）。11は横走沈線が巡る。12は隆帯上に刺突が施される。13の土製支脚は多角形を呈する柱


部破片である。


第19号溝跡（図157－1～16）


　土師器坏（1・2・4・5）はロクロ成形のものと手捏ね成形のものが出土している。ロクロ成形の


坏は器高が高く器壁がやや内湾気味に立ち上がる器形（1）と器壁が開きながら立ち上がり、口縁が


反る器形（2）がある。手捏ねの坏はいずれも器壁が内湾気味に立ち上がるが、口縁は4が外傾し、5


はほぼ直立する。4は外面の指痕以外の調整は見られない。5は外面の口縁はヨコナデ、胴部はケズリ


が施され、内面はミガキで調整されている。底面の調整はナデと考えられる。3は土師器皿で、底部


からほぼ直線的に開きながら立ち上がる器形であるが、口縁が反る。底部内面に炭化物が付着してい


る。9の土師器甕は完形で、口径22.7㎝、底径6.6㎝、器高26.3㎝である。胴部にふくらみをもち、


頸部は短く口縁が弱く外反する。


　擦文土器は6点出土し、4点図示した（10～13）。10・13は口縁部が内湾しながら立ち上がるもの


である。口縁部には斜位の刺突列が向きを変えながら多段に施される。口縁部下端にはボタン状の貼


り付けが施される。12は胴部文様帯に横走沈線を施文後、縦位及び斜位の沈線が施される。また文


様帯を区画する横走沈線の直下には2本1単位の斜位の短刻線が向きを変えながら施されている。13


は口縁部に鋸歯状に粘土紐の貼り付けが施される。


　このほか、羽口と土製支脚も出土している。14は羽口の基部で、先端には溶着滓が付着している。


外面は被熱により酸化し赤変している部分と、還元し黒色化している部分がある。


第20号溝跡（図158－1～3）


　1は推定口径19.0㎝の大型の土師器坏である。2は底面に埋設されていた土師器甕である。完形で、


口径22.4㎝、底径6.2㎝、器高27.8㎝である。頸部は短く外反する。胴部中央にふくらみをもち、


底部がやや張り出す器形である。底面には藁などの植物繊維のような圧痕が見られる。内面は帯状に


被熱している。擦文土器は1点出土した。3は胴部破片で、外面調整はハケメ、内面調整はミガキで


ある。


第24号溝跡（図156－16～26）


　16・17は土師器皿、18・20は土師器坏である。16～18はロクロ成形で再調整は施されない。い
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ずれも器壁が底部から開きながら立ち上がる器形であるが、18は口縁がやや直立気味である。20は


手捏ね成形の坏で、口径に対して底径が大きく、器高が低い。22は製塩土器である。外面には指痕


と輪積痕が残る。全体的に被熱しており、内面には粘土を継ぎ足した痕跡が見られる。本遺跡での製


塩土器の出土量は少なく、破片が数点出土したのみである。24の土師器甕は頸部がかなり短く、わ


ずかにつまみ出される程度のものである。胴部に一対の補修孔が穿たれている。


　擦文土器は2点出土し、1点図示した（21）。横位の沈線を施文後、鋸歯状沈線が施されるもので


ある。23は土製支脚である。底部から柱部にかけての破片で、器面はケズリ・ユビナデによって多


角形となる。底面には孔からのびるように1条の縄目圧痕が見られる。


第25号溝跡（図157－17）


　須恵器長頸壷の口頚部が出土している。口縁部内面に「×」の刻書が見られる。


第26号溝跡（図158－4～10）


　5は刻書が見られる土師器坏の破片である。3条の沈線が描かれる。第24号溝跡出土のもの（図


156－19）と色調や胎土・線刻の状態が類似しており、同一個体の可能性があるがどちらも小破片


のため、判断は難しい。擦文土器は7点出土し、2点を図示した（6・7）。6は口唇部にボタン状の貼


り付けが施される。


　底面からミニチュア土器（8）が出土している。完形で、ユビナデによって外面が調整されている。


胎土は土師質で、手捏ね成形である。


　9は長さ8.9㎝の棒状の鉄製品である。先端が湾曲し、全体形は「J」字状である。形状は釘に類


似するが、断面は1.9㎝×1.1㎝の長方形を呈しており、楔の可能性もある。


第27号溝跡（図158－11～16）


　擦文土器は6点出土し、2点図示した（14・16）。14は口縁部の小破片である。縦位の貼り付けが


施されている。16は口縁部が緩やかに外反し、口唇部付近がやや肥厚する。


第28号溝跡（図158－17）


　擦文土器は2点出土し、1点図示した（17）。内面に黒色処理が施される胴部破片で、外面調整は


ハケメ、内面調整はミガキである。


第29号溝跡（図158－18）


　擦文土器は1点出土した。鋸歯状の粘土紐の貼り付けが施されるものである。器形は口縁部が内湾


しており、口唇部には沈線が施される。


第31号溝跡（図158－19～24）


　19は土師器坏で、器高が高く、底部が厚く台状に張り出す。22は土師器小型壷で、全体的に歪ん


でいる。口縁には連続した打ち欠きが見られる。24は土師器の口縁部破片と考えられるが、波状を


呈する。内外面とも指で成形されており、内面にはナデが施される。全体的に外傾すると考えられる


が、器種は不明である。


第32号溝跡（図159－1～7）


　1の土師器甕は胴部にあまりふくらみをもたない器形で、口縁はほぼ直立する。2は小型壷とした。


口径と底径がほぼ同じで、器形としては鉢に近い。ロクロ成形で、底辺部外面はケズリで調整されて


いる。把手付土器が3点出土している（3・5・6）が、把手部の大きさや装着角度はそれぞれ異なって
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いる。擦文土器は2点出土し、1点図示した（7）。胴部を隆帯で区画し、上半には鋸歯状沈線、下半に


はミガキ調整がそれぞれ施される。


　4の土製支脚は柱部破片で、ケズリによって外面が多角形を呈する。


第33号溝跡（図159－8～16）


　9は手捏ねの土師器坏である。口径に対して底径が大きく、器高が低い。第24号溝跡出土のもの（図


156－20）に類似している。12は土師器壷である。ロクロ成形で、胴部にはケズリが施される。内


面に再調整が見られないが、黒色で、黒色処理を施された可能性がある。擦文土器は11点出土し、4


点図示した（13～16）。13はほぼ直線的に、14は内湾しながらそれぞれ立ち上がる。いずれも横走


沈線と斜位の刺突列が施される。15は上端に刺突列が巡る。16は隆帯と鋸歯状の沈線が施される。


第39号溝跡（図160－1～10）


　羽口2点（5・6）、土製支脚1点（10）が出土している。羽口はいずれも先端部の破片で、溶着滓


が付着している。擦文土器は13点出土し、2点図示した（8・9）。8は内湾する口縁部破片である。9


は上端に刺突列が、胴部には斜位の沈線が施される。


　7は流紋岩を素材とする砥石である。4面使用されている。


第41号溝跡（図160－11～17）


　11は口縁のみ残存する土師器坏で、推定口径は18.0㎝と大型である。14は土師器坏としたが、器


壁の立ち上がりが急角度で、鉢となる可能性もある。底面の切り離しは静止糸切りである。擦文土器


は7点出土し、2点を図示した（16・17）。いずれも小片である。16は緩やかに内湾している。17は


鋸歯状に沈線が施されるものであるが、他のものと比べ器厚が薄い。


第42号溝跡（図160－18～21）


　18は土師器坏で、底部が厚く台状に張り出している。底部外面の器面に水平方向のキズが見られ、


底部に粘土を継ぎ足した痕跡と考えられる。19は完形の土師器把手付土器である。胴部がややふく


らみ、口縁がほぼ直立する小型の甕に把手がついた器形である。


　擦文土器は2点出土した（20・21）。胴部破片で同一個体である。外面調整はハケメ、内面調整は


ハケメの後ミガキが施される。


第43号溝跡（図160－22）


　擦文土器は1点出土した。22は緩やかに内湾する口縁部破片である。横位沈線と刺突列が施される。


第45号溝跡（図161－1・2）


　擦文土器は2点出土し、1点図示した（2）。内湾する口縁部破片である。横走沈線と刺突列が施さ


れる。


第46号溝跡（図161－3～11）


　6は土師器坏の底部破片で、底面に1条の沈線が線刻される。土師器甕はどちらも口縁がやや長く、


7は屈曲をもって外反し、9は緩やかに外反する。7の胴部外面には調整が見られず、輪積痕が明瞭に


残る。


　11はほぼ完形の土錘である。遺構外から一括出土した土錘に比べ、全体的に丸みを帯びた形状で


ある。
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第47号溝跡（図161－12～16）


　14は手捏ね成形の土師器坏である。推定口径9.5㎝、底径5.2㎝、器高3.5㎝の小型の坏である。


器壁は底部から内湾気味に立ち上がるが、口縁は弱く外反する。口径に対して底径が大きく、底部が


厚く台状を呈する。底面には編物痕が残るが、上からナデ調整が施されており明瞭ではない。擦文土


器は5点出土し、1点図示した（16）。屈曲部に施された斜位の刺突列を挟んで異なる鋸歯状の沈線


が施される。


第50号溝跡（図161－17～20）


　18は須恵器甕の胴部破片である。周縁を打ち欠かいて円形に成形されている。転用硯と考えられ


るが、内面に使用痕跡は認められず未製品と考えられる。20は土製の勾玉である。一方の端部を欠


損するが、長さ3.0㎝である。やや角張っており、全体形は「コ」の字状である。中央部は断面形は


隅丸方形を呈するが、端部は扁平である。端部に穿孔があり、外面はミガキが施される。


第59号溝跡（図162－1～10）


　堆積土から、土師器皿・坏・甕、擦文土器、須恵器壷・大甕、近世陶磁器が出土している。このう


ち、土師器皿1点、土師器坏3点、土師器鉢1点、土師器甕2点、擦文土器2点、須恵器壷1点を図


示した。1は口径に対して底径が大きく、器高が低く、皿とした。6は土師器坏の口縁部破片であるが、


全体的に薄手で、胴部に屈曲をもつ。5は鉢とした。ロクロ成形で、底辺部にケズリの再調整が施さ


れる。


　擦文土器は3点出土し、2点を図示した（9・10）。9は沈線が横位及び斜位に施される胴部破片で


ある。10は底部破片である。胴部にはハケメ、底面はナデが施される。また底面には繊維圧痕がみ


られる。


第71号溝跡（図162－11・12）


　擦文土器は1点出土した（12）。斜位沈線が施される胴部破片である。


第73号溝跡（図163～186）


　土師器皿・坏・甕・鉢・壷・堝・把手付土器・小型壷、擦文土器、須恵器壷・甕・大甕、鉄滓、ウ


マの下顎骨が出土している。本溝跡から出土した土器（土師器・須恵器・擦文土器）の総重量は


137.2㎏で、遺構内土器出土量（上記に縄文土器を含む）618.6㎏の約1/5を占める。土師器などの


土器類は堆積土の上層から出土するものがほとんどで、堆積土中層及び下層から出土するものはそれ


ほど多くない。出土層位ごとの重量は堆積土一括が7.61㎏、上層が101.9㎏、中層が13.6㎏、下層


が14.0㎏で、各層位の割合は堆積土一括が5.6％、上層74.3％、中層9.9％、下層10.2％で、上層


出土土器が総重量の3/4を占める。堆積土上層に炭化物や焼土とともに廃棄されている状況が見られ


た。


　以下、遺物の種類ごとに述べていく。


土師器　　器形が復元可能なものを中心に図示した。図163－1～18は皿とした。口径は12.8㎝か


ら15.8㎝と幅がある。底部から口縁にかけて外反しながら立ち上がる器形、ほぼ直線的に開く器形、


内湾気味に立ち上がる器形がある。いずれもロクロ成形で再調整は見られず、底部の切り離しは回転


糸切りである。3や5のように底部が平坦なものと1や2のように底部が台状に張り出すものがある。


炭化物が付着するものが多く、10・13は口縁外面に半円状に炭化物が付着し、灯明皿と考えられる。
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5は底辺部及び底面に、9は内面のみに、10・13は内面にも炭化物が付着している。特に、図163－


5の底面には煤状の炭化物が厚く付着しており、底面調整が見えない程である。図163－6は底面に


「×」の刻書が見られる。


　図163－19～図166はロクロ成形の坏である。このうち、図163－19～図166－14はロクロ調


整のみで再調整が施されないものである。口径は10.2～18.0㎝と幅があり、口径16㎝以上の大型の


ものも数点ある。口径に対して底径が大きいもの（図163－19・21など）や器高が高いもの（図


164－1～15・図165－4・10など）も見られる。底部から内湾気味に立ち上がる器形は少なく、


底部から直線的に開く器形が多い。口縁に歪みをもつものが多く、図164－6・7の口縁は楕円状となっ


ている。底部が厚く台状に張り出すものも見られ、図164－11は底部に円盤状の粘土板を貼り付け


た痕跡が確認できる。底面の切り離しは回転糸切りがほとんどであるが、図163－20・図164－


18・図166－8は静止糸切りである。図164－3・図165－2は口縁に打ち欠きが見られる。図165


－2はこのほかにも、口縁に細かい連続した打ち欠きが認められる。図164－6は口縁が片口状に小


さくつまみ出されている。炭化物が付着するものも多い。図166－4は口縁が楕円状につぶれ、口縁


が大きく波打つほどに歪んでいる。口縁を欠損しており、欠損部を中心とする部分とその反対側の口


縁に半円状にタール状の炭化物が付着しており、灯明皿として用いられたと考えられる。破断面にも


炭化物が付着しており、欠損したものを利用したのか、灯明皿と使用するために打ち欠いたのかは不


明である。図166－8は底面にのみ炭化物が付着している。図166－15～19は外面はロクロ調整の


みであるが、内面に再調整が施されるものである。底部から口縁にかけてやや内湾しながら立ち上が


る器形がほとんどである。15は内面に斑状に黒色の部分があり、本来は黒色処理が施されていたと


考えられる。図166－10・11、図167－12～14は刻書・墨書が見られるものである。11は焼成後


に底面に放射状の線刻が刻まれたものである。13は胴部上半に「山」の墨書が見られる。


　図167－1～11は手捏ね成形の坏である。1～3・8は底部から内湾気味に立ち上がるが口縁はや


や外反する器形、4・5は口縁が内湾気味に立ち上がる器形、6・7は底部から直線的に開きながら立


ち上がり口縁が直立する器形である。いずれも口縁はヨコナデで調整されるが、胴部はケズリが施さ


れるもの（4・6・7・8）、部分的に指で調整されるもの（1・2・11）、輪積痕が明瞭に残り調整がほ


とんど施されないもの（3・5）がある。内面調整は口縁がヨコナデ、胴部がナデのものがほとんど


であるが、5はミガキである。1・2は底部が厚く、底辺部を調整して台状に作り出している。2の口


縁部には「 」の墨書が見られる。口縁のヨコナデが強く、稜が形成されている。4の胴部下半には


「 」、6の胴部下半には「 」の刻書が見られる。9・10は底部破片で、底面に編物痕が見られるも


のである。


　甕（図168－1～8・10）は土師器の出土量の割に少なく、器形を復元できたものも少なかった。


胴部がわずかにふくらみ、口縁が短く弱く外反するものが多いが、中には口縁が長いもの（1）や胴


部にほとんどふくらみをもたず口縁がほぼ直立するもの（5）、口縁が強く外反し、胴部は丸みを帯び


るもの（6）もある。調整は口縁内外面にヨコナデ、胴部外面にケズリ、胴部内面にナデを施すもの


がほとんどであるが、1の外面は輪積痕が明瞭に残り調整はほとんどなされない。7は胴部上半に刻書


が見られる。8はロクロ使用の甕で、他の甕に比べて小型で、胴部内面に帯状に炭化物が付着している。


　小型壷（図167－21～23、図168－11）はロクロ調整のみのものが多く、再調整があるものは少
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ない。図167－21・23は口径と底径のが小さく、胴部のふくらみが弱く頸部がほぼ直立する器形、


22は胴部が丸みを帯び口縁が短く外反する器形である。23の胴部に刻書が見られる。図168－11は


胴部に縦位の沈線が2条刻まれている。手捏ね成形で内面と底面にナデが施される。図168ｰ9は短


頸壷の口縁部と考えられる。口縁付近はヨコナデが施されるが、頸部は斜め方向のケズリが施される。


器壁は厚く、内面は剥落している。


　堝（図168－12～15）はすべて破片資料のため器形は不明である。口縁形態は、13・15は口縁


がほぼ直線的に開き、12はやや内傾、14は屈曲をもって外傾する。12のみ口縁にロクロを使用して


いる。


　把手付土器（図168－16・17、図169－1・2）は把手部破片が主である。図168－17は把手部


上面に「 」の刻書が見られる。図169－1は把手から90°の位置の口縁に注ぎ口が作り出されて


いる。2は本体部分が丸みを帯びた器形と考えられ、把手部脇には刻書？が見られる。


擦文土器（図170～172）　　170点出土し、82点図示した。これらは堆積土上層からまとまって出


土している。図170－1～7は復元個体である。器形では口縁が内湾するもの（1～3）と外反する


もの（4～6）がある。1は口縁部に横走沈線、胴部文様帯には鋸歯状の沈線、さらに胴部文様帯を区


画する横走沈線がそれぞれ施される。また口縁部には沈線施文後に短刻線が施されている。3・4の


口縁部には斜位の刺突列が多段に施されている。また3にはボタン状の貼り付けも施される。6の胴


部には四足獣を表現したと考えられる線刻が施される。2本の沈線で四足獣の胴部と脚部を表現し、


その左側には尾、右側には頭部がそれぞれ短沈線で表現される。また、背部には何らかの積載物もみ


られる。その右側にはもう一頭表現されており、胴部と脚部、尾が描出されている。頭部付近は失わ


れているため不明であるが全体的に小柄である。尾の表現も簡素であることから、親子を表現したと


も考えられる。7～10は底部破片であり、いずれも底部が張り出している。11は胴部に段を有し、口


縁部はつまみ出されるようにやや外反する。甑の可能性が考えられる。12・13はいずれも斜位の刺


突列が多段に施されるものであるが、12は口縁部が胴部に比べ肥厚する。


　図171－1～26は口縁部破片である。器形では、内湾するもの（7～10など）、外反するもの（13


～20など）に大きく分類できる。外面調整はハケメ及びナデである。内面調整はミガキが大半であ


るが一部ナデもみられる。文様では、口縁部に横位沈線と斜位の刺突列が多段に施されるもの（1～


16）、横位沈線と鋸歯状沈線が施されるもの（17～19）、横位沈線のみのもの（20～23）などがある。


24は口縁部文様帯を刺突列で区画し、口縁部文様帯の上部は横走沈線と刺突列、下部は鋸歯状沈線、


胴部には斜沈線を格子目状にそれぞれ施文している。


　図171－27～37・図172－1～32は胴部破片である。沈線が鋸歯状を呈するもの（図171－


28・34・36など）、縦位及び斜位に施されるもの（図171－35、図172－10・12・18など）がある。


図171－36・図172－2は隆帯上に馬蹄形押圧が施される。図172－19～30は内外面に調整のみ


が施されるものである。外面調整はハケメ、内面調整はミガキが主体となる。


　図172－31は上部に放射状に浅い沈線が施される。32は甑と考えられるものである。なお、この内、


図170－1・3～5・7、図－171－24・35については胎土分析を実施した。分析結果については第8


章第7節を参照されたい。
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須恵器（図173－1～6）　　出土した破片数に対して接合したものが少なく、同一個体であっても


接合しないものや接合したとしても部分的にしか復元できないものがほとんどであった。また、縁辺


が摩滅しているものが多く、本溝跡に直接廃棄されたのではなく、他の場所に廃棄されたものが流れ


込んだものと考えられる。


　1は広口短頸壷である。器高は20㎝前後と推定される。ロクロ成形の後、胴部下半にケズリが施


され、胴部上半には刻書が見られる。2・3は中甕の口縁部で、2は外面褐灰色・断面にぶい黄橙色、


3は外面灰色・断面明褐灰色を呈する。2は焼成時に粘土中の空気のふくらみにより器面に凹凸が生


じている。5・6は大甕で口縁部から胴部上半まで残存する。5は外面灰白色・断面明褐灰色を呈する。


焼成時に粘土中の空気がふくらみ、器面表面は凹凸で接合面にはヒビが入る。6は外面鈍赤灰色・断


面にぶい赤褐色と呈する。どちらも外面は叩きの調整が施されるが内面に当て具痕は見られない。


砥石（図173－7～11）　　7・8は流紋岩の礫を成形せずに使用している。9～11の石材は細流凝


灰岩である。9は礫を成形せずに使用しており、使用面の中央部が特に滑らかで、やや凹んでいる。


10は長方体に成形された砥石の破片で、使用面2面が残存する。器面は滑らかで擦痕が著しい。11


は表面及び側面2面を使用しているが、裏面にも剥離が加えられ粗くではあるが平坦に調整されてお


り、新たな使用面を作り出そうとしていたと考えられる。


土製品　　土製支脚・羽口・土馬などの動物形土製品・焼成粘土塊が出土している。土製支脚・羽口・


焼成粘土塊については、個体同定が困難であったため、それぞれの出土量を算出した。


・土製支脚（図174－1～12）　　重量にして6294．1g出土しており、12点を図示した。すべて破


片で、最も残存状態が良好のものは、残存する幅が7.2㎝、高さが19.7㎝、孔径が1.8㎝である（図


174－1）。多くはケズリまたはナデ調整によって面取りされた多角形の柱部に、外反及び外傾する


端部をもつ。中には柱部が面取りされず円筒状となるものもある（11）。端部と柱部の境界付近はユ


ビナデや指頭圧痕がみられるものが多い。端部の底面は平坦となり、柾目痕がみられるものがある（2


など）。中には孔から外に伸びるように1条ないし2条の縄目圧痕がみられるもの（2・4・5）や、沈


刻がみられるものもある（1・3）。大まかな層ごとの出土量は、上層が4388.5g、中層が816.2g、下


層が633.4g、上～中層が201.1g、上・下層が78.4g、層位一括で取り上げたものが50.4gである。


上層出土のものが半数以上となり、上層を主体として出土していることがわかる。また、中には炭化


物とともに出土したものも126.1gある。


・羽口（図174－13～16）　　重量にして2132.9g出土しており、上層が962.5g、中層が344.1g、


下層が750.9g、層位一括で取り上げたものが75.4gである。全体的に上・下層を主体として出土し


ている。土製支脚同様、全体形が判断できるものはなく、胴部や端部の一部が残存するのみであった。


4点を図示した。内外面にはケズリまたは粗いナデ調整がなされたと思われるが、被熱によって摩耗


しており、判断が困難なものが多い。外面には被熱による赤変の他、還元作用による黒変がみられる


もの（13）や、溶着滓が付着するもの（14など）がある。また、中には他の遺構出土のものと接合


したものもある（16）。


・動物形土製品（図175－1・2）　　1は土馬である。両耳・鼻先・両前脚・右後脚・尾が破損する


ものの、残存状態は良好で全体形を推定すると長さ5.5㎝、幅5.1㎝となる。手捏ね成形で、胴部を


母体としてそれぞれ頭部・脚部などの端部を付加したと考えられる。頭部には目が表現され、目の後
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ろには、装飾を思わせる2条の刻みが描かれる。背には鞍と考えられる装飾の一部が残存しており、


飾り馬を模したと考えられる。2は残存する高さが5.9㎝、幅が3.1㎝である。土師質で、手捏ね成形


である。頭部に装飾が施され、目・口・腕部と考えられる表現がみられる。鳥形を模したその形態か


ら、便宜上動物形土製品に分類したが、詳細については不明である。


・焼成粘土塊　　重量にして1353.1g出土している。堆積土上層が1102.4g、堆積土中層が4.7g、


堆積土下層が102．3g、層位一括で取り上げたものが143.7gであり、多くが上層から出土している。


木製品　　86点を図示した（図175～182）。以下に、器種ごとに分類して述べる。なお、本稿で述


べる分類と、第8章第4節中の分類は必ずしも一致しない。


・斎串（図175－3～7）　　3・4はいずれも頭部が圭頭状を呈し、先端部は鋭角に尖る。5・6は一


部が欠損しているが、残存部分の形状から斎串とした。7は頭部両側に抉りが施され、先端は炭化し


ている。樹種は全てアスナロである。


・木札（図175－8～12）　　頭部に穿孔が施されるものである。頭部の形態には平坦なもの（9・


10）とやや丸みを帯びるもの（8・11）がある。9を除き全て先端を欠損している。8～11はほぼ同


一地点からまとまって出土した。12はやや大型であるが、上下とも端部を欠損している。樹種は全


てアスナロである。


・菰槌（図175－13～16）　　13～15は部分的に欠損しているものもあるが、ほぼ左右対称とな


るものである。16は左右非対称のものである。別の用途で用いられた可能性もある。


・形代（図176－1～5）　　形代の可能性のあるものも含めて一括した。1は完形の刀形である。長


さは50.8㎝である。2・3は先端部形状から刀形と考えたが、断片的な出土であり可能性の指摘に止


めておく。4・5は鳥形と考えられる。4は先端が湾曲しながら尖るものの、一方はほぼ直線的にのび


ることから別の用途の可能性もある。5は先端部のみの資料である。両端の一部が炭化している。


・挽物（図176－6～11）　　皿もしくは椀と考えられるものを一括した。6は胴部下端に溝状の段


が巡る。8は底面に刻書が施される。底部のみの10を除く6～9・11には内外面に漆が塗られている。


11は分析の結果、単層の黒漆が塗られているとの結果が出ている（第8章第6節参照）。


・下駄（図176－12～15）　　4点出土した。いずれも歯は削り出しである。12は長さが14.4㎝と


他に比べて短く、子供用と考えられる。13は完形である。前歯は五角形状を呈する。後歯も同様と


考えられるが欠損しているため詳細は不明である。


・把手（図176－16）　　握部が半円状に削り出されている。反対側は直線的に整形され、薄く平滑


である。


・曲物（図177－1～8）　　1・7は同一個体である。検出時には皮綴じ部分で接合していたが、取


り上げ時に外れてしまった。1は側板に6 ヶ所の木釘穴が確認できる。2・3は底板である。2は4カ所


に木釘が残存している。4～7は側板である。8は篦状の木製品であるが、曲物からの転用品と考えら


れる。


・鋤（図178－1）　　柄頭を欠損するものの、ほぼ完形の一木鋤である。長さは89.1㎝である。身


は肩部が張り出さず、先端部にかけて緩やかにすぼまっている。また裏面には三角形状の線刻が施さ


れる。
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・木槌（図178－2）　　組み合わせの木槌である。本体の上半は欠損している。また本体の両側面


には擦痕が顕著に見られる。柄は断面がほぼ円形を呈する。樹種は本体がアサダ、柄がアスナロである。


・方形板（図178－3・4）　どちらもは一辺が約13㎝の方形板である。いずれも中心部に穿孔が施


されている。4は内面の炭化が著しい。また、5は棒状で、一方の端部が細く削り出されている。これ


らは模式図のように3・4を2枚重ねたものに差し込まれた状態で出土した。用途などは不明である。


・柄（図178－6）　　頭部のみ残存するが、斧柄と考えられる。頭部は先端に向かって細くなって


いる。


・篦（図178－7・8）　　先端が篦状を呈するものを一括した。7は先端が篦状を呈するが、もう一


方は鋭角に尖っている。8も先端は篦状であるが、一方は圭頭状を呈しており斎串からの転用品であ


る可能性も考えられる。


・箸（図179－1～11）　　細身の棒状を呈し、先端が尖るものを一括した。屈曲するものもあるが、


ほとんどが直線的である。長さは15.9～37.0㎝である。


・板材（図179－12・14～19・図180－2～6）　　用途が判然とせず、断面形が薄い板状を呈す


るものを一括した。図179－12は両端に加工痕が見られるものである。一方には両側面から抉りが


施されており、もう一方は段を有し先端に向かって細く作り出されている。14～16は先端が細く尖
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るものである。17は頭部両側面から抉りが施されている。18は周囲に加工痕が明瞭に残る。図179


－19・図180－2～9も加工痕が明瞭に残るが、用途などは不明である。


・棒状木製品（図181－1～5）　　断面形が円形の棒状を呈するものを一括した。1～4は頭部に抉


りが施されるものである。1・2・4は抉りが全周し、頭部が作り出されている。2は先端が炭化し、4


は先端が杭状に加工されている。5は胴部上半が板状を呈するが、先端部にかけて徐々に棒状となる。


・角材（図181－6・7、図182－1）　　断面形状が方形を呈するものである。図181－6は端部の


炭化が著しい。7は建築部材の可能性が考えられる。


・杭（図182－2～5）　　先端部を鋭利に作り出し、杭状を呈するものである。2は先端部が炭化し


ている。3は杭状を呈するが、先端部に明瞭な加工痕が見られないため自然木の可能性もある。5は胴


部中央付近に紐状の圧痕が見られる。


・いずれにも当てはまらないもの（図179－20～22）　　上記のいずれにも当てはまらないものを


一括した。20は両端が細く削り出されており、独楽、菰槌の未製品の可能性が考えられる。21は突


起状に突き出た部分に穿孔が施されるものである。22はL字状を呈するものである。一部炭化してい


る。


第83号溝跡（図183－4・5）　


　擦文土器は3点出土し、2点を図示した（4・5）。4は内湾する口縁部破片である。口縁部に横走沈


線と斜位の刺突列が、その下に鋸歯状沈線がそれぞれ施される。
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図170　平安時代の溝跡出土遺物（16）
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図171　平安時代の溝跡出土遺物（17）
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図172　平安時代の溝跡出土遺物（18）
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図177　平安時代の溝跡出土遺物（23）
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図178　平安時代の溝跡出土遺物（24）
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図179　平安時代の溝跡出土遺物（25）
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図181　平安時代の溝跡出土遺物（27）
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図182　平安時代の溝跡出土遺物（28）
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図183　平安時代の溝跡出土遺物（29）


第85号溝跡（図183－6～13）


　9は小型の土師器甕で、胴部にふくらみをもたず、口縁が直立する器形である。口縁部に刻書が見


られる。10は底部から緩やかに開きながら立ち上がる器形である。推定口径12.0㎝で、甕とした。


擦文土器は8点出土し、2点を図示した（12・13）。12は緩やかに内湾する口縁部破片である。口縁


部には横走沈線と斜位の刺突列が施され、胴部にはハケメ調整と斜位の沈線が施される。13は刺突


列が多段に施される胴部破片である。


（土師器・須恵器・鉄製品・砥石：田中、擦文土器・木製品：葛城、土製品：澤田）
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第4節　井戸跡（図184）


　井戸跡は11基検出された。標高は6.8m～8.1mで、調査区中央付近の丘陵上にややまとまって位


置する。中には調査区北側の沖積地から検出されるものもあり、多くは第Ⅱ・Ⅲ層を精査中に確認さ


れた。また、堆積土などから精査当初、竪穴住居跡や土坑と考えていたが、遺構の形態、出土遺物、


湧水状況などから井戸跡と判断したものもある（第10・12号井戸跡）。


　時期判断が可能な他遺構との重複関係がみられるものは、縄文時代の竪穴住居跡より新しいものが


1基（第10号井戸跡）、平安時代の竪穴住居跡及び土坑よりも新しいものが1基（第8号井戸跡）、竪


穴住居跡の周溝よりも新しいのが1基（第1号井戸跡）、溝跡よりも新しいものが1基（第6号井戸跡）、


平安時代の土坑よりも古いものが1基（第4号井戸跡）、中世以降の土坑よりも古いものが1基（第9


号井戸跡）の計6基である。


　平面形は、円形を呈するもの（第1～6・10・11号井戸跡）が大半を占め、他には楕円形（第12号井


戸跡）や方形（第8・9号井戸跡）を呈するものがある。長軸89～268㎝で平均142㎝、短軸82～268


㎝で平均135㎝となる。長軸・短軸が共に200㎝前後となる大型のものもある（第4・6・10号井戸跡）。


　断面形は、壁面が上部付近で張り出し部を形成し、その後、垂直気味に下る。張り出し部が形成さ


れないもの（第1・2・9号井戸跡）や中腹付近でフラスコ気味に膨らむものもある（第12号井戸跡）。


底面形の多くは平坦となるが、中には丸味を帯びるもの（第2・3・8・11・12号井戸跡）も見られる。


湧水による影響で壁面の判断が困難なもの（第10号井戸跡）もあるが、判断できるもので計上すると、


深さは97～207㎝で平均169㎝となる。


　堆積土は、湧水によって分層・注記を断念したもの（第1・4・9号井戸跡など）もあるが、黒褐


色～黒色土が主体となっている。堆積土中には第Ⅱ・Ⅴ層由来の砂や粘土、ロームが含まれており、


混合土となる層もある。炭化物や焼土が含まれ、土層によってはブロック状に混入するものもみられ


る。堆積状況から考えても概ね人為堆積であると言えそうである。また、裏込土と考えられる層があ


るもの（第5号井戸跡など）や、張り出し部付近で上下に分層できるもの（第4号井戸跡など）がある。


この張り出し部は井桁などの地上施設跡に伴う可能性が高い。


　出土遺物のうち土師器、石製品、鉄製品、土製品、木製品を掲載した（図186）。以下その特徴を


述べる。2・3・9は土師器の坏である。2は口縁部破片で、ヨコナデ・ケズリによって内外面が調整


され、器面には輪積痕がみられる。3・9はロクロ成形で、底部には回転糸切痕がみられる。2・3は


第6号井戸跡、9は第10号井戸跡から出土した。11は頁岩質の砥石である。一部欠損しているが、平


坦な面が形成されており、4面に使用痕がみられる。第10号井戸跡から出土した。10はいわゆる手鎌


の一部と考えられる。先端部付近が残存するのみで、端部に径1～2㎜の穿孔がみられる。第10号


井戸跡から出土した。12は土製支脚の胴部である。外面はケズリによって調整され、円筒形となる。


内面には、ほぼ中軸となるように径0.9㎝の穿孔がされている。第10号井戸跡から出土した。1は木


椀である。胴部～底部の破片で、内外面に黒漆が塗布されている。第3号井戸跡から出土した。樹種


はブナ属である。4は木製品の一部と考えられるが、器種・用途については不明である。便宜上、釣


り針状の木製品としたが、蔓状の自然木の可能性も考えられる。第6号井戸跡から出土した。樹種は


カツラである。5～8・14～16は曲物の一部である。形態からすべて側板と考えられる。5・8には


径0.3～0.5㎝の穿孔がみられ、8の穿孔部付近には木釘も残存している。このことから底板との接合
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第1号井戸跡�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土塊・焼土粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土��ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土��黄褐色土少量、ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第2号井戸跡������
第１層　10YR6/6��にぶい黄褐色砂��黒褐色土中量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1��黒�色�土��粘土粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/1��黒色土と10YR5/8　黄褐色粘土の混合土�焼土粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土��粘土粒少量、焼土粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土��黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/2��黒褐色土��黄褐色土中量、焼土粒微量。
第７層　10YR2/2��黒褐色土と10YR5/4　にぶい黄褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒少量。
第８層　10YR5/4��にぶい黄褐色土��黒褐色土中量。
第９層　10YR2/2��黒褐色土��黄褐色土中量。
第3号井戸跡�����
第１層　10YR2/3��黒褐色土��黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土��暗褐色土・ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2��黒褐色土��褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR4/6��褐色土と10YR2/3　黒褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/1��黒色土と10YR5/2　灰黄褐色粘土の混合土��焼土粒微量。
第６層　10YR1.7/1��黒�色�土��粘土塊微量。
第７層　10YR6/2��灰黄褐色粘土��焼土粒微量。
第4号井戸跡
第１層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/1��黒色土と10YR7/8黄橙色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第８層　10YR2/1��黒�色�土��黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第10層��10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒少量。
第5号井戸跡�����
第１層　10YR2/2��黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR5/3��にぶい黄褐色砂��黒褐色土中量、焼土粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��焼土粒微量。
第４層　10YR3/1��黒褐色土
第５層　10YR2/1��黒�色�土��粘土塊微量。
第６層　10YR2/2��黒褐色土　砂中量。
第７層　10YR4/2��灰黄褐色土������
第８層　10YR2/1��黒�色�土　砂中量、炭化物粒微量。
第９層　10YR5/4��にぶい黄褐色砂��黒色土微量。
第10層��10YR1.7/1��黒�色�土　砂少量。
第6号井戸跡�����
第１層　10YR2/3��黒褐色土　Ⅱ層土・黒色土多量、焼土塊中量、炭化物粒少量。
第２層　10YR4/1��褐灰色土　炭化物粒少量。
第３層　10YR4/2��灰黄褐色土��Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ多量、炭化物粒少量。
第４層　10YR1.7/1��黒色土塊層　炭化物粒少量。
第５層　10YR3/1��黒褐色土粘質土。
第8号井戸跡�����
第１層　10YR2/3��黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・軽石微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土　粘土塊・ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR2/3��黒褐色土　粘土粒・ﾛｰﾑ粒少量。
第４層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量。
第５層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊微量。
第６層　7.5YR5/6��明褐色粘土
第７層　10YR1.7/1��黒�色�土��粘土粒少量。
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第10号井戸跡
第１層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��黒褐色土・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第４層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒少量。
第５層　10YR1.7/1��黒�色�土��10YR2/1　黒色土多量、ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒微量。
第６層　10YR2/3��黒褐色土��褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第７層　10YR1.7/1��黒�色�土��10YR2/1　黒色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第８層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒少量。
第９層　10YR1.7/1��黒�色�土��焼土粒微量。
第10層��10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第11層��10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ塊微量。
第11号井戸跡����
第１層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・焼土塊微量。
第２層　10YR2/3��黒褐色土��ﾛｰﾑ塊少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/1��黒�色�土��暗褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/2��黒褐色土　粘土粒少量、炭化物塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土��褐色土中量、灰少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第６層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒・焼土塊微量。
第７層　10YR6/6��明黄褐色土��黒色土多量。
第８層　10YR2/2��黒褐色土��焼土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第９層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒微量。
第10層��10YR3/3��暗褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第11層��10YR3/1��暗褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第12号井戸跡����
第１層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2��黒褐色土と10YR2/1　黒色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR1.7/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR1.7/1��黒色土と10YR5/8　黄褐色土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/2��黒褐色土��ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR6/8��黄橙色土��黒褐色土中量。
第７層　10YR2/1��黒�色�土��ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第８層　10YR5/8��黄橙色土��黒色土微量。
第９層　10YR6/6��明黄褐色土��ﾛｰﾑ粒微量。


図185　平安時代の井戸跡（2）


部付近であったと考えられる。6・7には樺紐が残存している。5～8は第6号井戸跡、14～16は第


10号井戸跡から出土した。樹種はすべてアスナロである。13・17・18は板材である。13は半円状の


断面形となる。残存状態から、全体形を判断することは困難であり、用途についても本来の板材の一


部か、再加工された転用品かどうかは不明である。17は平坦な断面形となり、片側端部に削り出し


によって頭部状の加工がなされている。用途については不明だが、祭祀具の可能性も考えられる。


18は平坦な断面形となり、片側が破損している。幅広で全体形も大型であると推定できるため、建


築材として用いられた可能性がある。すべて第10号井戸跡から出土した。樹種はすべてアスナロで


ある。19・20は細長い棒状の木製品である。共に円柱状で、20は片側先端部が鋭利に削り出されて


いる。19の用途については不明だが、20については木杭として用いられた可能性が高い。19は第4


号井戸跡、20は第10号井戸跡から出土した。樹種はともにアスナロである。　　　　　　　


　井戸跡には粗掘井戸跡の他、木組井戸と考えられるものがみられる（第6号井戸跡など）。遺構によっ


ては遺物が出土せず、時期の同定が困難なものもあるが、他の遺構との重複関係や土層の堆積状況な


どから考えて、平安時代のものと言える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（澤田）
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図186　平安時代の井戸跡出土遺物
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第5節　用途不明遺構（図187）


　調査時に遺構として認識はしたものの、その用途を特定できなかったものを一括した。


　第2号用途不明遺構は、ⅠV・X－33～35に位置する。第Ⅱ層を精査中に連続する12条の小溝と


して検出した。第76・77・79号溝跡とそれぞれ重複し、第76号溝跡より古く、第77・79号溝跡


より新しい。規模は長さ84～383㎝、幅13～44㎝、深さ8～27㎝である。軸方向はN－3°－E


～N－11°－Wであり、ほぼ南北にのびる。堆積土は黒褐色土を主体とする。層中からは縄文土器片、


土師器片が出土している。図187－1は土師器坏の底部破片である。内底面に刻書が施される。検出


層位、重複関係及び出土遺物から、本遺構は平安時代のものと考えられる。また用途については、い


わゆる畝状遺構の可能性が高い。


　第3号用途不明遺構は、ⅠS－24～ⅠY－33にかけて位置する。第Ⅱ層を精査中に、黒褐色土及


び白色火山灰の広がりとして検出した。第73号溝跡と重複し、本遺構が古い。平面形は不整形である。


残存する規模は長さ48.7m、幅9.04m、深さ0.8mであり、第73号溝跡と重なるようにほぼ東西方


向に延びる。底面は平坦である。壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる個所もあるが、大半は立ち上


がりが明瞭ではない。堆積土は最大6層に分層した。第Ⅱ層を底面とし、最下層と最上層には第Ⅱ層


起源の砂層が堆積し、底面直上には火山灰と黒色土がそれぞれ層状に堆積する。検出された火山灰は


分析の結果、To-a（十和田a火山灰）及びB-Tm（白頭山苫小牧火山灰）と判定された（第8章第2節


参照）。この黒色土と火山灰は、丘陵上に堆積していたものの再堆積土と考えられる。遺物は堆積土


中から縄文土器、土師器、擦文土器、羽口が出土している。いずれも小破片のため図示しなかった。


　本遺構は平面形、壁面形状などを総合的に考慮すると、何らかの要因で生じた窪地に土砂が自然流


入した可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）


第6節　ピット（図188～195）


　今回の調査では1827基のピットが検出された。ここでは掘立柱建物跡を構成する柱穴も含めたす


べてのピットと出土遺物を取り上げる。ピットは堆積土や出土遺物・他の遺構との重複関係などから


平安時代のものと中世のものが混在していると考えられるが、時期が明確なものは少なく、ここに一


括して掲載することとした。


　ピットは調査区ほぼ全域で検出されているが、丘陵の縁辺に沿うように分布し、特に調査区中央部


から東側にかけて多数検出された。検出面は第Ⅱ層あるいは第Ⅴ層であるが、多くは第Ⅴ層で検出さ


れている。土師器や須恵器などが出土したピットは調査区ほぼ全域に分布しているが、陶磁器が出土


し中世に属すると考えられるピットは調査区東側の青森市教委調査区との境界に多く見られる。掘り


込みがしっかりしているものが多く、柱痕が確認されたものもある。これらは建物跡を構成する柱穴


と考えられるが、調査区際に近いこともあり、建物としてとらえることはできなかった。丘陵頂部で


検出されたピットについては平安時代の竪穴住居跡に伴うものもあると考えられる。


  すべてのピットについて平面図・土層図を掲載することはできなかったが、ピットが密集している


区域を中心に100分の1の縮尺の平面図を作成した。本図には遺構に伴って検出されたピットもすべ


て図示している。ピット以外の竪穴住居跡や住居内土坑などは上端のみを示したが、掘立柱建物跡に


ついてはピットの図面を優先させるため示していない。図中の数字はピット番号を示しており、ピッ
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第2号用途不明遺構�������
第１層　10YR5/4　にぶい黄褐色土��
　　　　　　　　�黒褐色土中量、黄褐色土少量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　　　　
　　　　　　　　�黄褐色土・褐色土少量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　　　　
　　　　　　　　�黒褐色土少量、黄褐色土・褐色土微量。


第3号用途不明遺構�(A-B)
第１層　10YR4/3　にぶい黄褐色砂　黒褐色土中量、褐色土少量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土　黒色土中量、灰黄褐色土・火山灰微量。
第３層　10YR4/2　灰黄褐色砂　暗灰黄色土微量。
第４層　10YR3/3　暗褐色土　暗灰黄色土中量、火山灰層状に少量。
第５層　2.5Y4/2　暗灰黄色土
第６層　2.5Y3/2　黒褐色土　黒褐色土中量。
第3号用途不明遺構�(C-D)
第１層　10YR7/2　にぶい黄橙色灰と灰黄褐色粘土の混合土����
第２層　10YR1.7/1　黒色粘土と10YR3/2　黒褐色土の混合土�������
第３層　10YR4/2　灰黄褐色砂
第3号用途不明遺構�(E-F)
第１層　10YR4/2　灰黄褐色土　火山灰塊状に多量。
第２層　10YR4/2　灰黄褐色砂質土　炭化物粒微量。


図187　平安時代の用途不明遺構
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ト番号が付されていないものは遺構内のピットである。さらに、遺物が出土しているピットのうち、


調査時に土層図を作成したものについては60分の1の縮尺の平面図・土層図を掲載した。第493号ピッ


トは第24号竪穴住居跡に伴う可能性があるため図97に、第673・935・1121号ピットは第44号竪


穴住居跡に伴う可能性があるため図119・120に掲載している。


　次に、出土遺物について見ていく（図195）。


  図195－2は第493号ピット底面から出土した土師器坏である。逆さに伏せた状態で出土し、坏の


上面には柱痕が確認され、坏の上に柱を据えたと考えられる。ロクロ調整のみで、底面の切り離しは


回転糸切りである。4・5は第847号ピットから出土した土師器坏片と板状の鉄製品である。4はロク


ロ調整の坏の口縁部に墨書が見られる。5は刀子の柄の部分と考えられ、湾曲している。7は第673号


ピット出土の鉢で、胴部外面に2条の平行な沈線が描かれ、一方は直角に屈曲する。細くて浅い沈線


である。8の第775号ピット出土の堝の口縁部片にも2条の平行する沈線が見られる。9は第1058号


ピット出土の板状の鉄製品で、鎌の破片と考えられる。本ピットからはこのほかに土師器片が出土し


ている。11は第953号ピットの底面に置かれた状態で出土した土師器甕である。胴部下半のみが残


存する。堆積土には焼土や粘土が多く混入し、甕を設置して埋め戻したと考えられる。


　12は第951号ピットから出土した聖宋元寶である。13は第1181号ピットから出土した天聖通寶？


である。本ピットは第11号掘立柱建物跡を構成する柱穴の1つである。14・15は第955号ピットか


ら出土した紹聖元寶？（14）と皇宋元寶（15）である。14は確認面から15は堆積土中から出土して


いる。紹聖元寶の初鋳年は1094年、皇宋元寶の初鋳年は1038年である。16は第1257号ピットか


ら出土しているが、判読不明である。


　18・22は珠洲の擂鉢の胴部片で、18は第708号ピットから、22は第1197号ピットから出土した。


どちらも小破片であるが、18は器壁が厚く、卸し目は幅がやや広く浅い。22は18に比べると器壁が


薄く、卸し目は幅が狭く鋭利である。18は珠洲Ⅳ期、22はⅡ期に比定され、それぞれ15世紀、13世


紀の年代が考えられる。21は第1373号ピットから出土した珠洲の片口鉢である。口縁端面及び口縁


外側が平坦に面取りされている。つまみ出しの部分の外面には指痕が残る。珠洲Ⅱ期に比定され、


13世紀の年代が考えられる。


　19・23は青磁碗の口縁部破片で、19は第1063号ピットから、23は第1712号ピットから出土した。


いずれも口縁は外反する。中国産で、15世紀の年代が考えられる。第1063号ピットからはこのほか


に元符通寶（17）が出土している。元符通寶の初鋳年は1098年で、青磁の年代とは約300年の隔た


りがある。このように見てみると、銭貨が出土しているピットの中にも中世に属するものもあると考


えられる。20は第1423号ピットから出土した白磁皿の底部片である。中国産で、13世紀中頃の年代


が考えられる。


　24・25は第1121号ピットから出土した釘状の鉄製品である。どちらも断面形は長方形で、全体


的に湾曲している。本ピットからは、図示した鉄製品以外に現代のものと考えられる環状の鉄製品も


出土している。26は第1179号ピットから出土した棒状の鉄製品である。残存長は22.1㎝、幅5㎜の


細い棒状で、先端が尖っており、断面形は方形である。


　このほか、図示しなかったが第1198号ピットから砥石が出土している。　　　　　　　　 （田中）
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第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第835号ピット
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　10YR2/2　黒褐色土多量、ﾛｰﾑ塊少量、
����������　　　　　　　　�粘土塊微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第836号ピット
第１層　10YR3/1　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒微量。
第847号ピット
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量。
第848号ピット���
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　灰中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒・礫微量。
第５層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量。
第951号ピット�������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第３層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量、粘土塊微量。
第４層　10YR7/6　明黄褐色ﾛｰﾑ�����
第５層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量、粘土塊微量。
第６層　10YR5/6　黄褐色粘土　黒褐色土微量。
第７層　10YR5/8　黄褐色粘土　ﾛｰﾑ粒・黒褐色土微量。
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第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊微量。
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第５層　10YR3/4　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土粒・炭化物塊微量。
第６層　10YR3/3　暗褐色土　粘土塊多量。
第1058号ピット��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒色土少量。
第1059号ピット��
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒微量。
第1181号ピット
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土混入。
第３層　10YR3/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第1182号ピット
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
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第1179号ピット（C-D）�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第1263号ピット�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
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第４層　10YR3/3　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量。
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第7節　遺構外出土遺物


土師器（図196～図198－1～6）


　皿9点・坏34点・甕8点・把手付土器2点・小型壷4点を図示した。平安時代の遺物包含層である第


Ⅱ層から出土するものが多い。ⅠR－41では復元可能な坏・小型壷が9点出土している。このグリッド


では第Ⅱ層で第18号竪穴住居跡と第47号土坑、第16・24号溝跡が検出されており、第Ⅱ層は砂層で


遺構確認がしづらい状況であったため、遺構に伴う遺物を遺構外として取り上げた可能性も考えられる。


　図196－1～5・8・11・12は皿とした。器高／口径が概ね0.3前後、器高4㎝以下のものを皿と


したが、坏との区別は明瞭ではない。すべてロクロ成形で、器形は坏に似る。図196－3は口縁が片


口状につまみ出されている。図196－5は内外面全体に煤が厚く付着している。灯明皿として使用さ


れたと考えられる。


　図196－6・7・9・10・13～図197－11はロクロ成形の坏で、土師器坏の大半を占める。器形


には、底部から口縁にかけてほぼ直線的に開くもの（図196－6・10・17、図197－1など）、胴部


中央に緩やかな屈曲をもち口縁は開くもの（図196－9・196－14・15など）、底部から口縁にかけ


て緩やかに内湾するもの（図196－11～13）が見られる。前二者が多く、内湾する器形は少ない。


口縁に歪みのあるものが多く見られる。図196－15、図197－14・15は底部が厚く台状に張り出す。


底面は図197－11を除きすべて回転糸切痕が残る。図196－7はロクロの回転速度が遅いためか糸


切りの痕跡は弧状となっている。図197－11は内外面ともロクロ調整のみであるが、底面はケズリ


による再調整が施される。図196－16は底面中央に穿孔が見られる。図196－7は内外面に帯状に


煤が付着する。刻書のあるものも多いが、ほとんどが小破片で詳細不明のものがほとんどである。図


197－7は底面に一条の直線が線刻される。図197－6・9・10は底辺部に縦位の沈線が複数条線刻


される。6の沈線は幅広で深く刻まれているのに対し、9・10の沈線は細く刻みも浅い。図197－8


は口縁部に斜めの線刻が施されるものである。


　図197－12・13は手捏ね成形の坏である。12は底部を欠損するが、胴部がわずかにふらみ口縁が


外反する器形である。口縁内外面をヨコナデ、胴部外面をケズリ、胴部内面をミガキで調整している。


13は口縁が内湾する器形で、12よりも器壁が薄く、口縁端部はそぎ取られたような形状である。口


縁内外面はヨコナデ、胴部外面にはケズリ、胴部内面はナデが施される。図197－14・15も手捏ね


成形の坏の底部片で、底面には編物の痕跡が見られる。


　図197－16は皿とした。底部が低い台状で、器壁はほぼ水平に開く。制作時に潰れた坏の可能性


もある。


　甕は胴部上半にふくらみをもち口縁が弱く外反する器形が多い。図197－23は口縁がほぼ直立す


る器形と考えられる。図197－24は口縁に補修孔をもつ。図197－20・22は編物の痕跡が見られ


る底部片である。


　図198－1は把手付土器で、把手部の成形時の芯材の抜き取り痕が明瞭に残る。


　図198－3は小型で丸みを帯びる器形と考えられ、器壁が厚く、小型壷とした。ロクロ成形で胴部


に刻書が見られる。図198－4～6も小型壷で、4は口径7.6㎝、5は底径4.4㎝、6は底径5.0㎝である。


いずれもロクロ成形で、4は胴部最大径と口径の差が小さく、6は肩が張り出し頸部がすぼまる器形で


ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）
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擦文土器（図198－7～37）


　31点を図示した。7・8は底部破片である。いずれも外面調整はハケメで、内面調整は7はミガキ、


8はナデである。9～24は口縁部破片である。器形では内湾するもの（9・10など）、外反するもの（13・


23など）、口唇部が屈曲するもの（11・18など）がある。調整は外面がナデ、内面はミガキのもの


が多い。口唇部は丸みを帯びており、平坦なものはみられない。口縁部には横走沈線と斜位の刺突列


が施されるものが多い。12は縦位の貼付けが施される。また口縁部文様帯を隆帯で区画し、隆帯上


には馬蹄形押圧が施される。14・15にも縦位の貼付けが施される。18は口唇にボタン状の貼付けが


施される。24は口縁部にナデ、胴部上半にはハケメが施される。25～36は胴部破片である。28は屈


曲部に沈線と刺突列が施される。32・33は胴部に格子目状沈線が施される。34は隆帯上に馬蹄形押


圧が施される。37はハケメが胴部に施されるが端部にはみられない。甑の可能性がある　　　（葛城）


須恵器（図199－1・2）


　壷の口縁部破片2点を図示した。1の口縁断面形は、緩やかに横方向に引き上げられたような形態


である。色調は外面褐灰色・断面にぶい褐色で、焼成は他に比べるとやや軟質である。2は口縁部の


稜が摩滅し、光沢が見られる。


砥石（図199－4・5）


　2点図示した。どちらも平面形は胴部が括れる撥形で、5は端部が丸みを帯びる。どちらも欠損し


ている。4は使用面は4面で、2面には溝状の擦痕が見られる。石材は安山岩で、粗砥石と考えられる。


5は使用面が3面で、石材は流紋岩である。使用前に被熱したためか端部が黒く変色している。


木製品（図199－6）


　箸1点を図示した。樹種はアスナロである。


鉄製品（図199－7～10）


　4点図示したが、このほかにも刀子と考えられる破片、釘や紡錘車軸と考えられる棒状鉄製品、板


状鉄製品などあわせて12点出土している。


　7は刀子で、ほぼ完形である。長さ14.9㎝、幅1.7㎝、厚さ0.5㎝である。8は手鎌の破片と考えら


れる。10は錫杖状鉄製品である。ⅠO－43グリッドの表土直下の第Ⅱ層から出土した。出土位置は


第3号溝跡のセクション面付近であるが、溝跡の検出面より上で出土している。錫杖状鉄製品を取り


上げ、第Ⅱ層を下げていったところ溝跡が検出された。頭部と柄部、筒型の鐸が残存するが、遺存状


態が悪く小破片に分かれてしまっている。全体の大きさ等は不明であるが、頭部の幅は8～9㎝前後


と推定される。頭部には環が付着し、鐸が装着されている。頭部は厚さ4～5㎜の薄い板状で、柄部


は厚さ4～5㎜の方形または長方形である。鉄鐸は3点出土しており、長さは2.7～3.0㎝、幅1.6～1.8


㎝とほぼ一定である。薄い板を筒状に丸めたものである。1点は装着された状態であったが、2点はこ


れに接する状態で出土しており、環が残存している。　　　　　　　　  　　　　　　　　　 （田中）
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銭貨（図199－11～15）


　5点図示した。いずれも初鋳年が10世紀末から11世紀にかけてのものである。11～14はⅠQ－


27グリッドからまとまって出土した。調査時にはこれらが出土した場所を溝跡としたが、削平が激


しく掘り込みがほとんど確認できなかったため整理作業の段階で欠番とした。また11～13には藁状


の付着物が確認できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）


土製品


　土製支脚、羽口、土錘、ミニチュア土器、焼成粘土塊が出土している。遺構外出土の土製支脚・羽


口・焼成粘土塊はすべて破片で、個体同定が困難なものが多数を占めていたため、図示できなかった。


ここでは、破片点数・重量を計上し、概括的な特徴を挙げるにとどめる。本来の個体数は、計上した


破片点数よりも減少すると考えられる。


・ミニチュア土器（図199－3）


　ⅠM－44グリッドで1点のみ出土している。胴部～底部破片で、残存する器高は2.6㎝、器幅は2.6


㎝、重量は5.6gである。内面がナデ、外面がケズリ調整となり、胎土にφ1㎜以下の礫、石英が混


入する。残存部から器種の推定は困難であるが、胴部の立ち上がりから坏状となる可能性がある。


・土錘（図199－16～22、図200）


　小破片も含め81点、重量で1156.9g出土している。残存状態が良好で、全体形が判断できる41点


を図示した。調査区の中央やや東寄りのⅠR－31グリッド内から、第546号ピットの確認面の一部


を覆うように一括して出土した。また、直接的な重複関係は見られないものの、出土状況から、第


34号溝跡の堆積土に伴う可能性も考えられる。


　土錘は、すべて手捏ねで成形され、長軸に沿って中心に孔が見られる管状土錘である。両端は板状


のものに押圧、またはケズリ調整によって平坦につくられる。胴部はふくらみが弱く、器面にはナデ


調整が施される。孔内には、縦位または横位の調整痕が見られ、中には繊維の痕と考えられる細かな


楕円状の圧痕が見られるものもある。孔部は片側がすぼまっているものが多く、孔の周りには成形の


際の粘土移動痕も確認できる。このことから、これらの土錘の多くは、棒状の芯材を用いて片側から


穿孔され、胎土を手で堅く締めてつくられたと考えられる。その際、芯材を横に回転させ孔を拡大し、


引き抜き易くしたのであろう。


　胎土には混入物はほとんど見られず、φ1㎜以下の細石英が微量に見られるのみである。錘として


使用した際、水中への沈みやすさを考えてより緻密につくられたのであろうか。


　一括して出土した土錘は、そのほとんどが同一の形態である。長さ、横幅が共に残存しているもの


27点から算出すると、平均値は長さ4.6㎝（4.1㎝～5.2㎝）、横幅3.1㎝（2.7㎝～3.6㎝）、孔径0.9


㎝（0.6㎝～1.4㎝）となり、重量は完形のものから考えると約40g（31.4g～46.8g）となる。


　本遺跡では、平安時代のものと考えられる第46号溝跡より1点完形の管状土錘が出土している（図


161－11）。県内における平安時代の管状土錘は、細長で胴部がふくらむ紡錘形となるものが多い。


それらと比較すると、今回一括して出土した管状土錘は、全体的に長さが短い俵形を呈している。重


複するピットからは微量ではあるが、土師器の小破片が出土しており、溝跡からも土師器や擦文土器


の破片が出土している。そのため、出土状況から考えると、これらの土錘は平安時代以降のものと言
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えそうである。地域・時期的な問題が残るが、形態や出土状況から考えると、今回一括して出土した


管状土錘は、平安時代以降～中世のものである可能性が高い。


・土製支脚・羽口


　残存する胴部・孔部の形態、被熱状態などから区分すると、土製支脚は破片で188点（1064.7g）、


羽口は10点（267.6g）となる。土製支脚・羽口の多くは、第10号竪穴住居跡や第18号溝跡など平


安時代の遺構がまとまって検出された調査区南西側の第Ⅱ層から出土している。また、土製支脚につ


いては、第39号溝跡など平安時代の遺構が検出されている調査区北側からも若干出土している。


　土製支脚・羽口は、剥落したように破損しているものが多く、破損部・調整痕などから約2～3㎝


幅の粘土紐を右上がりに巻き上げて成形されたと考えられる。土製支脚は、中央に孔があり、多角形


を呈するものが多く、中には円筒形となるものもある。羽口は、土製支脚と比較すると幅広い孔部を


持ち、円筒形となる。中にはケズリなどによって外面に平坦な一面が成形されるものもある。混入物


は、共にφ1～2㎜前後の小礫や石英が多量に混入しており、中にはやや粒の大きい礫も含まれる。


このことから、混和材として胎土に礫・石英を混入したと考えられる。羽口には、細かな繊維痕が見


られるものもある。土製支脚・羽口には被熱し、赤変しているものが多くみられる。全体形が判断で


きる遺構内のものから判断すると、土製支脚は全面、羽口は先端部にかけて被熱するようである。羽


口については、被熱による赤変に加え、先端部が溶融し、溶着滓が付着するものもある。


　土製支脚は、土器製塩の際に用いられると考えられている。県内では、夏泊半島北東部の海岸に位


置する白砂遺跡や大沢遺跡などの製塩遺跡で製塩土器と共に出土している。しかし、本遺跡では製塩


に用いたと判断できる窯や炉跡は検出されておらず、製塩土器についても、小破片が数点出土する程


度である。及川研一郎は、竪穴住居跡のカマド内より出土した製塩土器を伴わない土製支脚について、


カマド用器台の可能性を示唆している（及川1987）。本遺跡出土の土製支脚についても同様の用途


として用いられた可能性が高い。羽口については、土製支脚と比較しても出土量は少なく、遺構外か


らの出土もごくわずかである。また、本遺跡では精錬炉や鍛冶炉といった製鉄関連遺構も検出されな


かった。


・焼成粘土塊


　用途不明なもの、不定形なものなどを一括した。多くが黄橙色となる土師質遺物である。県内では


五所川原市隠川(4)・(12)遺跡などから多く出土している（木村ほか1998）。手捏ね成形で、紐状・


板状など形態も多様であり、土師器や土製品をつくる過程で生じた副次的な焼成遺物と考えられる。


指頭圧痕やユビナデといった調整痕が施されるものもあり、中には焼成が不良でカマドの壁面の一部


と考えられるものもある。土製支脚・羽口と同様に、調査区南西側の第・層から主に出土している。


また、第33号竪穴住居跡や第73・76号溝跡など平安時代の遺構が検出された調査区中央から北東


側にかけても微量ではあるが出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（澤田）
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図196　平安時代の遺構外出土遺物（1）
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図197　平安時代の遺構外出土遺物（2）
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図198　平安時代の遺構外出土遺物（3）
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図200　平安時代の遺構外出土遺物（5）
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第5章　中世の検出遺構と出土遺物


第1節　竪穴建物跡


第41号竪穴建物跡（図201）


［位置・確認］ⅠT－29グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土の方形のプランを確認


した。


［重複］第47・50号竪穴住居跡、第59・88号溝跡と重複し、本遺構が新しい。


［平面形・規模等］東側が不明確であるが、長辺7.1m、短辺4.5mの長方形を呈する。推定床面積は


26.4㎡である。


［堆積土］6層に分層した。堆積土の主体である第1層からは、肉眼でも確認できるほどの多量の炭


化種子及び炭化物が広範囲にわたって出土した。このため図201のように、本遺構に任意の50㎝四


方の小グリッドを設定し土壌サンプルの回収を行った。回収したサンプルは水洗選別後、椿坂恭代氏


に分析を依頼した。結果については第8章第3節を参照されたい。


［壁・床面］明確な壁は検出されなかった。床面はほぼ平坦である。


［柱穴］29基検出した。このうちピット1・4～11が主柱穴と考えられる。規模はそれぞれ、ピット


1が径44㎝・深さ87㎝、ピット4が径33㎝・深さ71㎝、ピット5が径33㎝・深さ73㎝、ピット


6が径28㎝・深さ71㎝、ピット7が径30㎝・深さ64㎝、ピット8が径34㎝・深さ67㎝、ピット


9が径43㎝・深さ65㎝、ピット10が径20㎝・深さ78㎝、ピット11が径40㎝・深さ85㎝である。


また、ピット4からは炭化材が検出された。この炭化材と、床面から出土した炭化種子を用いて放射


性炭素年代測定を実施した。その結果、14～15世紀という結果が出ている。詳細は第8章第1節を


参照されたい。


［壁溝］東側を除き巡る。また、ピット10付近から東側にかけて内側に屈曲している。規模は幅9～


34㎝、深さ4～12㎝である。


［その他の施設］床面中央北東側から焼土範囲を検出した。当初はカマドに伴うものと考えたが、調


査の結果カマドは検出されなかった。


［出土遺物］出土した土器の総重量は0.61㎏である。堆積土中から土師器甕、鉄釘が出土した。また


本遺構に伴うと考えられる第855号ピットからは15世紀のものと考えられる青磁碗の口縁部破片が


出土した。またピット10の東側に隣接する壁溝から、腰板と考えられる炭化した板材が出土した。


［小結］調査当初は平安時代の焼失家屋と考えたが、出土遺物及び炭化材・炭化種子の放射性炭素年


代測定結果から、15世紀代のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （葛城）


第51号竪穴建物跡（図202）


［位置・確認］ⅠL－26グリッドを中心に位置する。第Ⅴ層上面で、黒褐色土の方形のプランを確認


した。


［平面形・規模等］一辺が2.6mの方形を呈する。床面積は6.5㎡である。


［堆積土］2層に分層した。ロームや焼土・炭化物が混入する黒褐色土が堆積する。


［壁・床面］壁はやや外傾しながら立ち上がる。壁高は最大17㎝である。床面は概ね平坦で、第Ⅴ層
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第41号竪穴建物跡
第１層　10YR2/2　黒褐色土　炭化物塊・ﾛｰﾑ塊・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土・ﾛｰﾑ塊少量、灰黄褐色土微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土粒少量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第６層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒・粘土粒少量。
第41号竪穴建物跡Pit1����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR4/4　褐色土とﾛｰﾑの混合土　黒褐色土少量。
第４層　7.5YR5/6　明褐色土　黒褐色土中量。
第５層　10YR5/6　黄褐色粘土　黒褐色土微量。


第41号竪穴建物跡Pit2����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第41号竪穴建物跡Pit3����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊多量。
第41号竪穴建物跡Pit5����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR5/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量、黄橙色土微量。
第３層　10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土　粘土塊微量。
第４層　7.5YR5/6　明褐色粘土　ﾛｰﾑ粒少量。
第５層　10YR6/6　明黄褐色粘土　黒褐色土少量。
第41号竪穴建物跡�腰板ｾｸｼｮﾝ������
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土中量。
第４層　10YR4/6　褐色粘土　粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR4/6　褐色粘土　ﾛｰﾑ粒微量。
第６層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　黒色土・粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒微量。


図201　第41号竪穴建物跡
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第51号竪穴建物跡
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、焼土塊・炭化物粒少量。
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　炭化物粒・灰多量、焼土塊少量。
第51号竪穴建物跡Pit1����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊多量、黒色土中量。
第51号竪穴建物跡Pit2����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土塊・炭化物粒少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊多量、黒色土中量。
第51号竪穴建物跡Pit3����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊多量、黒色土中量。
第51号竪穴建物跡Pit4����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊多量、黒色土中量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。しまりなし。
第51号竪穴建物跡Pit5����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/6　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊多量。
第３層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊多量、黒色土中量。
第４層　10YR4/4　褐�色�土　粘土塊多量、ﾛｰﾑ塊・黒色土中量。
第51号竪穴建物跡Pit6����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、焼土塊・炭化物粒少量。
第２層　10YR1.7/1　黒�色�土　炭化物粒・灰多量、焼土塊少量。
第51号竪穴建物跡Pit8����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR4/6　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊多量。
第３層　10YR5/8　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊多量、黒色土中量。(S=1/2)


をそのまま床面としている。


［柱穴］住居四隅と壁中央部に8基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、四隅に位置するピット1が径


53㎝・深さ74㎝、ピット2が径51㎝・深さ65㎝、ピット3が径45㎝・深さ73㎝、ピット4が長


軸36㎝、短軸27㎝で深さ52㎝である。これらの中間に位置するピット5が径42㎝・深さ74㎝、ピッ


ト6が長軸55㎝、短軸50㎝で深さ73㎝、ピット7が径45㎝・深さ70㎝、ピット8が長軸51㎝、


短軸41㎝で深さ55㎝である。いずれの柱穴でも柱痕が確認された。


［壁溝］長さ10～27㎝、幅5～10㎝の短い溝が壁直下を断続的に巡る。深さは4～22㎝であるが、


概ね10㎝前後である。断面形はV字状を呈する。壁材を床に直接打ち込んだと考えられる。


［カマド］カマドは検出されなかったが、住居中央部に炉が検出された。炉は住居中央からやや東寄


りに位置し、長軸78㎝、短軸61㎝の楕円形を呈する。深さ8㎝の皿状で、焼土は少量しか検出され


なかったが、灰・炭化物が多量に堆積していた。


［出土遺物］出土した土器の重量は0.18㎏で、土師器甕、須恵器甕、信楽甕の破片が出土している。


図202－1は信楽甕の肩部の破片で、時期は中世に比定される。


［小結］出土遺物及び遺構の状況から中世のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　 （田中)


図202　第51号竪穴建物跡
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第2節　土坑（図203・204）


　今回の調査で検出された中世の土坑は7基である。全て調査区南東側の標高8m前後の丘陵部から


の検出であり、丘陵先端部及び沖積地からは検出されなかった。これらは全て第Ⅴ層上面で検出した。


　第81号土坑は平面形が長辺2.1m、短辺2.0mの方形を呈し、深さは28㎝である。堆積土は2層に


分層した。第1層は黒褐色土であり、ローム塊や炭化物粒、焼土粒などが含まれる。第2層は底面に


薄く堆積する灰層である。ピットを覆い底面全体に広がっていることから、本遺構の廃絶に伴うもの


と考えられる。壁際からはピットが10基検出された。深さはピット1が42㎝、ピット2が35㎝、ピッ


ト3が37㎝、ピット4が34㎝、ピット5が37㎝、ピット6が44㎝、ピット7が13㎝、ピット8が


15㎝、ピット9が30㎝、ピット10が7㎝である。この内ピット1～6・9が主柱穴と考えられる。


壁はやや外傾しながら立ち上がり、底面はほぼ平坦である。遺物は堆積土中から縄文土器、土師器の


他に青磁碗の底部破片（図204－1）が出土した。


　第99号土坑は長軸が99㎝、短軸が90㎝のほぼ円形を呈する。深さは12㎝である。第100号土坑


と重複し本遺構が新しい。堆積土は2層に分層した。いずれも褐灰色でローム粒を含む。壁は外傾し


ながら立ち上がる。底面は若干擂鉢状を呈する。また底面からは径23㎝、深さ19㎝のピットが1基


検出された。遺物は堆積土中から縄文土器、土師器、須恵器、近代以降のものと考えられる陶器片が


出土した。陶器片は後世の混入と考えられる。


　第111号土坑は、平面形が一辺約2.1mの正方形を呈し、深さは18㎝である。堆積土は黒褐色土と


ロームの混合土であり、層中に炭化物粒、焼土粒を含む。壁際からはピットが6基検出された。全て


主柱穴と考えられる。深さはピット1が30㎝、ピット2が37㎝、ピット3が45㎝、ピット4が39㎝、


ピット5が20㎝、ピット6が34㎝である。壁はやや外傾しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦であ


るが、底面ほぼ中央に長軸51㎝、短軸30㎝の楕円形のくぼみが検出された。焼土などは検出されな


かった。遺物は堆積土中から土師器、須恵器が出土している。


　第174号土坑は長軸が1.3m、短軸が1.2mのほぼ円形を呈し、深さは1mである。堆積土は10層


に分層した。大型の柱穴や井戸跡の可能性も考えたが、柱痕が確認されず他の井戸跡よりも浅いこと


から土坑とした。遺物は堆積土中から珠洲の擂鉢（図204－2）が出土した。


　第210号土坑は長辺が81㎝、短辺が61㎝の隅丸長方形を呈する。第59号溝跡と重複し、本遺構


が新しい。堆積土は6層に分層した。堆積土中から土師器の他に白磁皿（図204－3）が出土した。


　第217号土坑は長軸が75㎝、短軸が68㎝のほぼ円形を呈する。堆積土は2層に分層した。第1層


には現代の砕石が含まれる。遺物は堆積土中から土師器、鉄製品が出土している。


　第229号土坑は長辺が1.4m、短辺が1.1mの長方形を呈する。第259号土坑と重複し、本遺構が


古い。堆積土は2層に分層した。堆積土中から信楽焼（図204－4）の他に、近世及びそれ以降の陶


器片が出土した。


　第81・111号土坑は第51号竪穴建物跡と類似するが、焼土が検出されず規模も小さいことから土


坑とした。またこれらの時期については、出土遺物から15世紀代と考えられるもの（第81・174・


210号土坑）と、詳細な時期は不明であるが、遺構との重複や周辺の遺構との関係から中世と考えら


れるもの（第99・111・217・229号土坑）がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）
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第81号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土粒・炭化物粒・
　　　　　　　　�　　　　　焼土粒微量。
第２層　10YR7/3　にぶい黄橙色灰��
第81号土坑Pit1��
第１層　10YR5/6　黄褐色土と10YR2/3　黒褐色土の混合土�������
第２層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土中量。
第81号土坑Pit2��
第１層　10YR2/2　黒褐色土　黄褐色土少量。
第２層　10YR5/8　黄褐色土　黒褐色土中量。
第81号土坑Pit3��
第１層　10YR3/3　暗褐色土　灰中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土と10YR6/6　明黄褐色土の混合土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土中量。
第４層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土少量。
第５層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第81号土坑Pit4��
第１層　10YR5/8　黄褐色土と10YR2/2　黒褐色土の混合土�������
第81号土坑Pit5�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR6/8　明黄褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第81号土坑Pit6
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/6　褐�色�土　黒褐色土中量。
第81号土坑Pit7�
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR5/6　黄褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第81号土坑Pi8
第１層　10YR5/6　黄褐色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR5/4　にぶい黄褐色土　黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第99号土坑
第１層　10YR4/1　褐灰色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR4/1　褐灰色土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量。


第111号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　焼土粒・炭化物粒・炭化物塊微量。
第111号土坑Pit1�������
第１層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第111号土坑Pit2�������
第１層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑと明褐色粘土の混合土�������
第２層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒色土中量、粘土粒少量。
第111号土坑Pit3�������
第１層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第３層　10YR3/4　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第111号土坑Pit4�������
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第174号土坑�
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・焼土粒・炭化物塊微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、炭化物粒微量。
第６層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第７層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。ｺｰｸｽ状物質・灰混入。
第８層　10YR3/1　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。ﾛｰﾑ塊層状に混入。
第９層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土微量。
第10層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土層状に混入。
第210号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土と10YR2/1　黒色土の混合土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　粘土塊中量、ﾛｰﾑ塊少量。
第217号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量。現代の砕石を含む。
第２層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第229号土坑�
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒多量、粘土粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、黒色土微量。
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1（SK81）


2（SK174）


3（SK210）


4（SK229）


(S=1/3　2)(S=1/2　1・3・4) 0 10cm0 5cm


図204　中世の土坑出土遺物


第3節　溝跡（図205・206）　


　今回の調査で検出した中世の溝跡は2条である。以下、遺構ごとに述べる。


　第38号溝跡は調査区北側、ⅠY－37～ⅡA－34グリッドに位置する。第Ⅱ層を精査中に検出した。


第39・41・43・48・50～52号溝跡、第135・192号土坑と重複し、第52号溝跡より古く、第


39・41・43・48・50・51号溝跡、第135・192号土坑より新しい。平面形は逆L字形を呈し、調


査区北端からやや南東方向に延び、そこから西側にほぼ直角に曲がる。また、北側では2条に分岐し


ており、東側の新しいものを38A、西側の古いものを38Bとした。38Bは38Aと平行するが、途中


で38Aと合流し一本化される。また、38Aについて確認できた長さは33.2m、幅は最大1.5m、深さ


は最大58㎝である。壁は緩やかに外傾しながら立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。堆積土は


38Aが6層、38Bが2層にそれぞれ分層した。38Aは黒褐色土を主体とし、混入物が少なくしまって


いる。第5層は粘土質であり、おおよそ自然堆積と考えられる。遺物は、第5層を中心に土師器片、


擦文土器、木製品などが出土した。図206－4は用途不明の木製品である。先端が尖り、側面には抉


りが施されている。5は刀形と考えられるが、もう一方の端部が杭状に尖っており、転用品の可能性


もある。6・7は板材に穿孔が施されているものである。6には一カ所、7には二カ所施されており、い


ずれも建築部材の可能性がある。


　第52号溝跡は、調査区北側、ⅠX－37～ⅡA－32グリッドに位置する。第Ⅱ層を精査中に検出


した。第38・39・51・81号溝跡、第137・243号土坑と重複し、本遺構が新しい。調査区をほぼ東


西に横断しており、調査区西端で第38号溝跡と合流する。確認できた長さは24.3m、幅は最大1.8m、


深さは最大50㎝である。壁は外傾しながら立ち上がり、断面形は箱形を呈する。堆積土は最大7層


に分層した。黒褐色土を主体とし、全体的に砂質である。色調及び土質は第38号溝跡と類似し、自


然堆積の可能性が高い。遺物は堆積土中から、縄文時代前期初頭から後期後葉にかけての縄文土器片、


土師器坏・甕、擦文土器、木製品、珠洲が出土している。図206－8は珠洲壷の胴部破片である。Ⅱ


～Ⅲ期、13世紀代のものと考えられる。12は木製鋤である。壁面に張り付いた状態で出土した。


　第52号溝跡は他遺構との重複関係及び出土遺物から、13世紀以降のものと考えられる。また、第


38号溝跡は第52号溝跡と重複しこれより古い。しかし、堆積土や遺構の規模などが類似しているこ


となどから、第52号溝跡とほぼ同時期のものである可能性が高い。　　　　　　　　　　　  （葛城）
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第38号A溝跡(E-F)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　黒色土ﾌﾞﾛｯｸ・Ⅱ層少量、
�����������　　　　　　　��火山灰ﾌﾞﾛｯｸ少量、焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/1　黒褐色土　炭化物粒少量。粘質土と砂の互層。
第３層　10YR4/2　黄褐色土　焼土粒・炭化物粒少量。砂質（粘質土混入)。
第38号A溝跡(I-J)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量、浮石微量。
第２層　10YR2/1　黒色土と砂の互層　粘土質。有機物（木片など）混入。
第３層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　Ⅱ層主体土。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第５層　10YR2/1　黒�色�土��砂・有機物混入。
第38号A溝跡(K-L)
第１層　10YR2/1　黒�色�土　炭化物粒微量。
第２層　10YR3/2　黒褐色土と砂の互層。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　炭化物粒・火山灰ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第４層　10YR1.7/1　黒�色�土　木片・草本多量。
第５層　10YR2/1　黒�色�土　炭化物粒・焼土粒少量。
第６層　10YR3/1　黒褐色土　砂層。炭化物粒微量。
第７層　10YR3/2　黒褐色土と砂の混合土
第38号B溝跡(A-B)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ中量、炭化物粒少量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　炭化物粒・焼土粒中量、Ⅱ層少量。
第３層　10YR4/2　灰黄褐色砂　ｼﾙﾄ層状に混入。
第４層　10YR4/2　灰黄褐色砂とｼﾙﾄの混合土。
第38号B溝跡(I-J)
第１層　10YR3/3　暗褐色土　Ⅱ層少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　粘質土。炭化物粒少量。砂が層状に混入。
第52号溝跡(C-D)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量、炭化物微量。
第２層　10YR3/1　黒褐色土　炭化物粒・Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。ややしまりあり。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　炭化物粒微量、粘質土、有機物(木片）混入。　
第52号溝跡(E-F)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ・焼土粒・炭化物粒中量。
第２層　10YR4/2　灰黄褐色土　Ⅱ層ﾌﾞﾛｯｸ少量。
第52号溝跡(G-H)
第１層　10YR3/2　黒褐色土　焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　焼土粒・炭化物粒少量。
第３層　10YR3/2　黒褐色土　炭化物粒中量。
第４層　10YR3/2　黒褐色土　炭化物粒少量。
第５層　10YR2/1　黒�色�土　炭化物粒少量、砂・有機質（木)混入。粘質土。
第６層　10YR3/1　黒褐色土　炭化物粒少量。


図205　中世の溝跡
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第4節　掘立柱建物跡


［遺構の検出状況と復元の経緯］


　本遺跡では総数1827基のピットが確認されたが、検出層位からその過半は中世に帰属すると考え


られる。なお調査期間中は遺構の検出に追われ、現場段階で復元作業を行うことができなかった。本


報告書記載の復元掘立柱建物は調査期間終了後に作られた遺構配置図を元に、調査員高島成侑氏が復


元を行ったものである。復元掘立柱建物の詳細に関しては同氏の考察に譲る（第8章第8節）。


［復元掘立柱建物の概略］


　復元作業の結果、全12棟の掘立柱建物が復元された。復元がなされた掘立柱建物は梁間二間の建


物が5棟、梁間一間の建物が7棟と総じて小型である。本遺跡内の中世遺構は遺跡東部に集中する傾


向がみられるが、復元掘立柱建物に同様の傾向は確認されない。同時代の遺構群や竪穴住居跡との対


応関係も特定しうるものではなく、集落全体で意識的に掘立柱建物を配置したと考えることは難しい。


　なお隣接する新田(1)遺跡で復元がなされた掘立柱建物も、本遺跡同様梁間二間から一間程度の小


型かつ簡易な建物跡が主体をなす。両遺跡の復元掘立柱建物は、建物規模の他に間尺や軸方向などの


条件でも類似点が多い。


［新田(1)遺跡の復元掘立柱建物との共通点］


　本遺跡で確認される掘立柱建物は軸方向が北西－南東軸方向になるものが主体となる。また、隣接


する新田(1)遺跡で復元がなされた掘立柱建物も同様の傾向が確認される。


　両遺跡間で明確に連続性を持つ区画遺構が確認されないことから考えると、両遺跡は異なる境界意


識を持っていたと考えるべきで、先行する区画遺構に建物配置を対応させた結果生じた後天的な類似


性と解釈することは難しい。


　このことから考えると同様の気候条件や地貌をもつ両遺跡が、なんらかの自然環境に対応するため


に選択した判断が類似性として認識されるにいたったと考えるのが妥当である。


　沖積地上に立地した両遺跡の建物が、北面する陸奥湾からの風雪に適応するために南北に傾斜する


切妻屋根を選択したことは極めて合理的な判断といえる。両遺跡は区画意識を共有していたわけでは


ない。しかし自然環境への適応という共通の問題を抱え、これを解消するために同様の回答を提示し


たと考えるべきだろう。


　


 ［寸法表記］


　第8章第8節内図1・2上の柱間寸法は、㎜表記と尺寸表記を併記している。


　このうち㎜表記は当該柱穴の下場中心間の寸法を表記したものである。対して尺寸法は復元建物の


輪郭線や間仕切り線から仮定された当時の部材長を推定した値となっており、両寸法間には差が生じ


ている。なお尺寸法は高島氏の試算によるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）
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第6章　時期不明の検出遺構


第1節　土坑（図208～211）


　時期不明の土坑は53基である。調査区の中央から東側にかけての丘陵部に多く見られる。この区


域は削平により残存状態が良くないため出土遺物が少なく、時期が明確な他の遺構との新旧関係もと


らえられないことから、時期の特定が困難なものが多いと考えられる。検出面は第Ⅱ層あるいは第Ⅴ


層であるが、第Ⅴ層で検出されたものが多い。第Ⅱ層で検出されたものは、検出層位から平安時代以


降のものであることは確実であるが、詳細な時期は特定できない。第Ⅴ層で検出されたものは縄文時


代に属する可能性もある。また、調査区東側では中世の遺構が検出されており、この区域の土坑は中


世に属する可能性をもつものもあると考えられる。


　開口部の平面形により円形・楕円形・方形・不整形・不明の5つに分類し、類型ごとにまとめて記


述していく。特徴的なものについては個別に記述するが、個々の土坑の分類や計測値等については後


掲の一覧表を参照されたい。


　円形の土坑は18基である（第15・71・72・86・102・104・106・112・114・124・126・143・


186・203・255・256・259・260号土坑）。規模は58～303㎝とかなり幅があるが、第186・


255・256・259・260号土坑は後述する一連の土坑と考えられ、規模も2～3mと大型である。こ


れらを除くと122㎝が最大で、ほとんどが1m以下である。上部が削平されているものもあり、浅い


ものが多く、深さはほとんどが30㎝以下である。断面形は逆台形状を呈するものが多いが、皿状あ


るいは椀形を呈するものもある。第255・256・259・260号土坑は、規模が概ね2～3mの大型の土


坑で、壁直下に浅い溝が巡る土坑である。平面形による分類では他分類に含まれる第257号土坑（楕


円形）や第258号土坑（不整形）も同様に壁直下に溝が巡る。第255・256・258・260号土坑は上


部の削平により溝のみが残存する。第186号土坑は壁直下に明確な溝はとらえることはできなかった


が、底面は中央部がやや高く壁に向かって緩やかに傾斜しており、同様の土坑と考えられる。これら


の土坑は調査区東側に多く見られ、ⅠN－26グリッド以東の狭い範囲に分布する。標高は第257・


259・260号土坑が約7.1～7.3m、第255・256・258号土坑がやや高く約7.5～7.7mである。規模


は径191㎝～303㎝とややばらつきがあるが、平均は2.6mである。壁直下の溝は概ね幅30～50㎝、


深さは第255・256・257号土坑では浅く1～8㎝、第258・259・260号土坑は1～26㎝とやや深


くなっている。溝の底面には凹凸があり、掘削痕が認められるものが多い。多くの土坑では削平によ


り溝の堆積土のみが残存している状況で、堆積土は黒褐色土が主体である。堆積土の残存状況が良好


な第259号土坑では、黒褐色土と、黒褐色土とロームの混合土が混在しており人為堆積と考えられる。


出土遺物は、堆積土から縄文土器や土師器が出土しているが多くは小破片で時期決定の根拠とはなり


えなかった。第259号土坑は中世の土坑よりも新しく、中世以降の年代が考えられる。これら土坑


は同様の機能をもつものと推測されるが、用途は全く不明である。


　楕円形の土坑は17基である（第3・45・84・105・119・140・148・149・156・160・179・


180・184・208・234・244・257号土坑）。前述した第257号土坑を除けば、規模は71～181㎝で、


1m前後のものが多い。深さは第3号土坑の92㎝・第184号土坑の40㎝を除けば概ね30㎝以下で


ある。断面形は、第3号土坑は円筒形、第160・184号土坑は箱形を呈するが、ほかは皿状・椀形を
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呈する。第3号土坑は第Ⅱ層で検出された土坑である。本類の土坑の中で最も深く、断面形は円筒形


を呈する。堆積土は砂質土で、上層ではしまりが強いが、下層はしまりが弱くもろい。堆積土からは


縄文土器・土師器・煙管が出土しているがガラス片なども出土しており、かなり新しい年代が考えら


れる。図211－1は本土坑から出土した煙管の吸口で、1本の管から作られ肩をもたない形態をして


いる。狭義の吸口が平坦につぶれている。第179号土坑の底面には最大6㎝の厚さで焼土が堆積して


いた。壁面や底面には被熱の痕跡はみとめられず、用途は不明である。第184号土坑は長軸181㎝で、


断面形は箱形である。底面には薄く灰が堆積し、その上にはローム塊を中量混入する黒色土が堆積し、


人為堆積と考えられる。堆積土からは土師器・須恵器の小破片が出土しているが、底面に灰が堆積し


ている状況や堆積土から中世に属する可能性も考えられる。


　方形の土坑は7基である（方形：第141号土坑、長方形：第113・178号土坑、隅丸方形：第


123・224・227号土坑）。規模は88～125㎝と比較的まとまっているが、深さは15～32㎝の浅い


一群と76～130㎝の深い一群に分かれる。断面形は、第141・178号土坑は箱形で、これ以外の浅


いものは椀形、深いものは円筒形である。第123号土坑は底面中央にピットを有する土坑である。開


口部は一辺100㎝のやや不整な隅丸方形、底面は一辺78㎝の隅丸方形を呈する。確認面からの深さ


は130㎝である。断面形は円筒形で、壁は底面付近ではほぼ垂直に立ち上がるが、中位から上では


わずかに外傾する。底面中央のピットは、長軸19㎝、短軸15㎝の楕円形で、深さは34㎝である。


堆積土は第2層以下はロームや粘土が混入する黒褐色土を主体とする自然堆積と考えられるが、最後


に明黄褐色土で埋め戻している。本土坑以外にも、円形に分類された第112号土坑も底面にピット


を有する。第112号土坑は開口部が径120㎝の円形を呈するが、底面は一辺88㎝の隅丸方形である。


深さは127㎝である。断面形は円筒形で、壁はほぼ垂直に立ち上がるが中央部がわずかにくびれる。


底面中央のピットは径16㎝の円形で、深さは34㎝である。堆積土はロームや褐色土が混入する黒褐


色土を主体とし、自然堆積と考えられる。これらの土坑は、縄文時代の底面に逆茂木を有する落とし


穴と考えられる第164号土坑と類似しており、落とし穴の可能性がある。しかし、どちらの土坑か


らも遺物が出土していないため時期を明確にできなかった。これらの落とし穴と考えられる土坑は調


査区中央よりやや東側の丘陵地に位置し、標高は約7.8～8.0mである。第112号土坑と第123号土


坑は2.5m離れた位置にあり、第123号土坑と第164号土坑は約12m離れている。同じ機能をもつ


溝状土坑よりもやや標高の高い場所に位置する傾向にある。第178号土坑は開口部東側はややふくら


むが、開口部・底面ともに長方形で四辺は直線的である。壁の立ち上がりは明瞭で、壁は垂直に立ち


上がり、断面形は箱形である。深さは76㎝である。底面中央にピットを有し、ピットは径10㎝、深


さ48㎝である。堆積土は黒色土が主体である。本土坑も底面にピットをもつが、平面形・壁面の掘


削の状況・堆積土などから、第112・123号土坑とは異なり平安時代以降の可能性が高い。


　不整形の土坑は6基である（第142・181・201・206・223・258号土坑）。円形・楕円形・方形


のどれにも分類できないものをまとめた。前述した第258号土坑を除くと規模は87～125㎝で、ば


らつきは少ない。深さは19～31㎝と浅いものが多く、断面形は皿状のものがほとんどで底面に凹凸


があるものが多い。


　開口部の平面形が不明な土坑は5基で（第12・127・128・132・230号土坑）、重複により大部


分が欠失しているものと調査区域外に延びるため形状不明のものがある。第12号土坑は青森市教委
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第86号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第87号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、黒色土微量。
第102号土坑
第１層　10YR3/3　暗褐色土　明黄褐色土少量、炭化物塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　明黄褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　明黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第104号土坑
第１層　10YR3/1　黒褐色土　軽石・ﾛｰﾑ粒・炭化物塊微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　軽石微量。
第105号土坑
第１層　10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土。
第106号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土とﾛｰﾑの混合土
第112号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土
第６層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第７層　10YR3/4　暗褐色土と10YR5/6　黄褐色土の混合土。
第８層　10YR2/3　黒褐色土　粘土粒多量。
第113号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ塊少量、炭化物微量。
第114号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土中量、黄褐色土少量、ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　褐色土・黒色土中量、黒褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第119号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。


第3号土坑
第１層　10YR8/3　浅黄橙色砂　黒褐色土多量。しまり中。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒混入。しまり強。
第３層　10YR2/3　黒褐色土　砂多量。しまり弱。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。しまり弱。
第５層　10YR2/1　黒�色�土　砂中量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第12号土坑
第１層　10YR3/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第３層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量、粘土塊微量。
第４層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、粘土塊微量。
第５層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第６層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊中量。
第７層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量、粘土粒微量。
第８層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土中量、粘土粒微量。
第９層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒色土少量。
第15号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊微量。
第３層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量。
第45号土坑
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR5/8　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土多量、炭化物粒微量。
第71号土坑
第１層　10YR2/3　黒褐色土　褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒・焼土粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　粘土粒中量。
第72号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　10YR2/3　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　暗褐色土多量、ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第84号土坑
第１層　10YR3/3　暗褐色土　黄褐色土・ﾛｰﾑ粒少量、黒色土・炭化物粒微量。


図208　時期不明の土坑（1）
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第123号土坑�����
第1層　10YR6/6　明黄褐色土　ﾛｰﾑ粒・黒褐色土微量。
第2層　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量
第3層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第4層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土�ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第5層　7.5YR5/8　明褐色粘土　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第6層　10YR3/2　黒褐色土　粘土粒・粘土塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第7層　10YR3/3　暗褐色土　粘土塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第124号土坑�����
第1層　10YR2/2　黒褐色土　軽石微量。
第2層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　軽石微量。
第126号土坑�����
第1層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量。
第2層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・灰少量。
第127号土坑�����
第1層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第2層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　粘土塊少量。
第3層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑ　軽石微量。
第128号土坑�����
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第2層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊少量。
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第4層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第132号土坑�����
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第2層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第3層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第140号土坑�����
第1層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・軽石・炭化物粒微量。
第141号土坑�����
第1層　10YR2/3　黒褐色土　明黄褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第141号土坑�掘り方������
第1層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第2層　10YR4/4　褐�色�土��ﾛｰﾑ塊中量。
第3層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第4層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　粘土塊少量。
第142号土坑�����
第1層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊多量、炭化物粒微量。
第2層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑと黒色土の混合土　黒褐色土中量、炭化物粒微量。
第3層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土少量。
第4層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。


第143号土坑�����
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第148号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　軽石・ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　暗褐色土多量、軽石・ﾛｰﾑ粒微量。
第149号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊中量。
第156号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第160号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・軽石微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第178号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土多量、ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第４層　10YR2/1　黒�色�土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒微量。
第５層　10YR1.7/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊多量、層状に混入。ﾛｰﾑ粒微量。
第179号土坑
第１層　7.5YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　7.5YR3/3　暗褐色土　焼土粒多量、焼土塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第３層　5YR4/8�　赤褐色焼土　ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。


図209　時期不明の土坑（2）


－  276  －


新田（2）遺跡 第6章　時期不明の検出遺構
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第180号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第２層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊・炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土���
第181号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　焼土粒・ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒微量。
第184号土坑�����
第１層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒色土中量。
第５層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　褐色土少量、軽石微量。
第６層　10YR4/4　褐�色�土��ﾛｰﾑ粒少量。灰混入。
第186号土坑�
第１層　10YR3/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ塊微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・ﾛｰﾑ塊少量。
第201号土坑
第１層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第２層　10YR7/8　黄橙色ﾛｰﾑ　黒褐色土少量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第４層　10YR6/8　明黄褐色ﾛｰﾑと10YR2/2　黒褐色土の混合土
第５層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　粘土粒微量。
第６層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑと2.5YR6/3　にぶい黄色砂の混合土　粘土塊少量。
第203号土坑
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒中量、ﾛｰﾑ塊少量、褐色土・焼土粒微量。
第２層　10YR3/4　暗褐色土　ﾛｰﾑ粒微量。
第206号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土少量、ﾛｰﾑ粒・焼土粒微量。
第２層　10YR4/4　褐�色�土　ﾛｰﾑ塊中量、黒褐色土少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　暗褐色土中量、黒褐色土少量。


第208号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・ﾛｰﾑ粒微量。
第223号土坑�����
第１層　10YR3/3　暗褐色土　ﾛｰﾑ塊・粘土塊少量、焼土粒・炭化物塊微量。
第２層　5YR5/8�　明赤褐色焼土と10YR3/3　暗褐色土の混合土���
第224号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊中量、黒色土・炭化物粒・焼土粒微量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量、黒色土・明黄褐色土微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・褐色土少量、黒色土微量。
第227号土坑�����
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土　粘土粒少量。
第230号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊・焼土粒・炭化物粒微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土　ﾛｰﾑ塊微量。
第234号土坑����
第１層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑと粘土の混合土�����
第２層　7.5YR5/8　明褐色粘土　黒褐色土微量。


図210　時期不明の土坑（3）
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新田（2）遺跡 第6章　時期不明の検出遺構
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第244号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒・暗褐色土・灰白色土微量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ粒少量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　暗褐色土中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第４層　10YR3/2　黒褐色土　褐色土・砂中量、ﾛｰﾑ粒微量。
第255号土坑�����
第１層　10YR2/3　黒褐色土と10YR3/3　暗褐色土の混合土�ﾛｰﾑ塊多量、ﾛｰﾑ粒微量。
第256号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ多量、赤褐色土・焼土粒微量。
第２層　10YR7/6　明黄褐色土　黒褐色土少量。
第257号土坑������
第１層　10YR3/3　暗褐色土　粘土粒・焼土粒微量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土　粘土塊少量。
第３層　7.5YR5/6　明褐色粘土　黒褐色土少量。
第258号土坑������
第１層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ塊少量。
第２層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土�ﾛｰﾑ少量。
第３層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑ　黒褐色土中量、ﾛｰﾑ粒少量。
第４層　10YR2/1　黒色土とﾛｰﾑの混合土�����
第259号土坑��
第１層　10YR2/3　黒褐色土　ﾛｰﾑ少量。
第２層　10YR2/3　黒褐色土とﾛｰﾑの混合土�粘土粒・ﾛｰﾑ粒少量、炭化物粒微量。
第３層　10YR2/2　黒褐色土　ﾛｰﾑ中量、粘土粒・焼土粒・炭化物粒微量。
第４層　10YR2/2　黒褐色土　粘土粒少量、ﾛｰﾑ粒・炭化物粒・焼土粒微量。
第５層　10YR6/6　明黄褐色ﾛｰﾑと10YR3/3　暗褐色土の混合土�黒色土少量。
第６層　10YR2/2　黒褐色土　粘土粒・ﾛｰﾑ塊微量。
第７層　10YR2/2　黒褐色土とﾛｰﾑと明褐色粘土の混合土�ﾛｰﾑ粒微量。
第８層　10YR5/6　黄褐色ﾛｰﾑ　黒色土中量、ﾛｰﾑ塊微量。
第９層　10YR4/6　褐�色�土　ﾛｰﾑ粒中量、黒褐色土少量。
第10層　10YR5/4　にぶい黄褐色粘土　ﾛｰﾑ粒多量。
第260号土坑
第１層　10YR2/1　黒�色�土��ﾛｰﾑ粒少量。
第２層　10YR3/3　暗褐色土とﾛｰﾑと粘土の混合土


(S=1/2)


図211　時期不明の土坑（4）
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新田（2）遺跡 第6章　時期不明の検出遺構
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第2号焼土遺構
第1号焼土遺構���
第１層　10YR1.7/1　黒�色�土　焼土塊微量。
第２層　10YR2/1　黒�色�土
第３層　10YR2/3　黒褐色土　焼土塊少量、炭化物粒微量。
第４層　7.5YR5/8　明褐色焼土　黒褐色土中量、炭化物塊少量。
第５層　10YR3/2　黒褐色土　黄褐色土多量、焼土粒微量。
第６層　10YR2/3　黒褐色土　焼土粒多量、炭化物粒微量。
第2号焼土遺構���
第１層　7.5YR5/6　明褐色焼土　黒褐色土・黄褐色土少量。
第２層　10YR4/4　褐�色�土　黄褐色土中量、黒褐色土・ﾛｰﾑ粒微量。


図212　時期不明の焼土遺構


の調査区に延びるため詳細は明らかではない。底面直上に堆積する第8・9層のローム土は、新しい


土坑を構築するための埋め戻し土の可能性も考えられたが、上面は硬化しておらず、他の堆積土と同


様の締まりであったため、1基の土坑とした。第127号土坑は東側を、第128号土坑は南側を風倒木


で壊されている。第230号土坑はフラスコ状の土坑である。周囲には土坑や溝跡が集中しており、全


体形をとらえることができなかった。混入物の少ない黒褐色土と黒色土が堆積しており、自然堆積と


考えられる。遺物は出土しなかった。本土坑の約20m北西には縄文時代のフラスコ状土坑がまとまっ


て検出されている。これらは本土坑よりも規模が大きいが、本土坑も縄文時代に属する可能性も考え


られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）


第2節　焼土遺構（図212）


　今回の調査で検出された時期不明の焼土遺構は2基である。いずれも標高8m前後の丘陵部に位置


する。


　第1号焼土遺構は調査区西側ⅠL－44グリッドに位置する。第Ⅲ層を精査中に確認した。平安時


代の第2号竪穴住居跡と重複し、本遺構が新しい。平面形は長軸86㎝、短軸62㎝の楕円形を呈する。


堆積土は6層に分層した。第4層が焼土層で、第6層にも焼土が多量に含まれる。


　第2号焼土遺構は調査区中央ⅠO－33グリッドに位置する。第Ⅳ層を精査中に確認した。平面形


は長軸57㎝、短軸51㎝のほぼ円形を呈する。2層に分層した。第1層が焼土層である。


　いずれの遺構からも遺物は出土しなかった。年代は不明であるが、第1号焼土遺構は第2号竪穴住


居跡との重複関係から平安時代以降のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）
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第7章　まとめ


　新田(2)遺跡は青森市の西部、新城川の右岸の丘陵上及び沖積地に位置する。標高は6～8mである。


調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡6軒、土坑38基、溝状土坑10基、土器埋設遺構2基、焼土遺構


2基、捨て場遺構1 ヶ所、平安時代の竪穴住居跡38軒、土坑136基、井戸跡12基、溝跡67条、用


途不明遺構2基、ピット1828基、中世の竪穴建物跡2軒、土坑7基、溝跡2条、掘立柱建物跡12棟、


時期不明の土坑53基、焼土遺構2基が検出された。


　縄文時代及び中世の遺構については、本文に詳しいため、ここでは最も検出数の多かった平安時代


の遺構、とりわけ竪穴住居跡と大型の溝跡、そして出土遺物の主体を占める土師器について概観し、


まとめにかえたい。


　竪穴住居跡は、北側の沖積地を除く調査区全域に分布する。またこれらの分布は大きく、丘陵上の


ものと沖積地上のものとに分類できる。丘陵上のものは後世の削平を受けており、壁の一部あるいは


大部分が消失しているものや壁溝のみのものもある。一方沖積地上に分布するものは、第Ⅱ層である


砂層を掘り込んで構築されているため、崩落や風化により平面形や床面が判然としないものが多い。


　本遺構群は他遺構と重複するものが多いが、住居跡同士で重複するものもみられる。住居跡同士で


重複する件数は1～4軒であることから、少なくとも5時期の変遷が考えられる。


　壁の残存するもの及び壁溝からある程度規模の推定できるものは27軒である。長辺規模をみると


2.7～8.4mまであり、平均は5.5mである。このうち7mを超える大型のものは7軒（第2・9・22・


24・33・39・40号竪穴住居跡）である。一方3mに満たない小型のものは2軒（第29・36号竪穴


住居跡）である。


　堆積土は遺構の立地により異なる。すなわち、丘陵上に分布する住居跡の堆積土は、暗褐色土及び


黒色土を主体としロームを含むものが多い。一方、沖積地に分布する住居跡のそれは、全体的に砂質


に富んでいる。これは第Ⅱ層を母材とすることに起因していると考えられる。これは溝跡でも同様の


ことが言える。またTo-a及びB-Tm火山灰については、3軒（第13・19・39号竪穴住居跡）を除い


て確認できなかった。検出された3軒についても微量もしくはブロック状の検出であり、総じて二次


堆積と考えられる。


　焼失家屋は8軒（第2・3・15・18・25・33・45・47号竪穴住居跡）検出された。このうち、第


45号竪穴住居跡については出土した炭化材について樹種同定を行い、全てアスナロであるとの結果


が得られている。


　柱穴配置については、床面に4本の主柱穴が配置されるもの（第33・39号竪穴住居跡）及びその


可能性があるもの（第11号竪穴住居跡）、住居跡の四隅に柱穴が配置されるもの（第19・32号竪穴


住居跡）、四隅のうち3 ヶ所に柱穴が配置されるもの（第45号竪穴住居跡）がある。この内第19号


竪穴住居跡は4本の柱穴の間にさらに柱穴が配置されている。また、四隅の他に多数の壁柱穴が配置


されるもの（第6・9号竪穴住居跡）もある。しかし、これらは全体のごく一部に過ぎず、柱穴が検


出されなかったものも含め大半は柱穴配置が不明なものである。このため、集落全体の様相を明らか


にするまでには至らなかった。


　壁溝は検出されたもの（25軒）とされないもの（12軒）があるが、検出されたものでも全周する
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ものは少なく、大半が部分的に巡るものである。また、壁が確認できず、壁溝の存在から住居跡とし


たもの（第7・15・24・28・37・40・43・44号竪穴住居跡）もある。


　カマドは全体的に遺存状態が悪く、火床面あるいは袖部のみの検出、あるいはカマド自体検出され


なかったものもある。煙道も同様であるが、検出されたものについては全て半地下式であった。カマ


ドの軸方向についてみてみると、カマドの軸方向が明らかなのは平安時代の竪穴住居跡全体の約


45％にあたる17軒である。これらの軸方向を45°刻みで分割し、東西南北に北東・北西・南東・


南西を加えた8方向に分類した場合、最も多いのが南東方向で、9軒（第2・6・7・11・13・15・


22・33・34号竪穴住居跡）で約53％、次いで北東方向の4軒（第10・16・45・46号竪穴住居跡）


で約24％、北西方向と東方向がそれぞれ2軒ずつ（北西－第19・32号竪穴住居跡、東－第25・39


号竪穴住居跡）で約12％である。


　付属施設については、掘立柱建物が付随するものは検出されなかったが、張り出しをもつもの（第


10号竪穴住居跡）が検出された。


　大型の溝跡は4条検出された。これらは集落を囲むように巡り、第2・59号溝跡は内側、第4・73


号溝跡は外側を巡る。竪穴住居跡との重複関係から、溝跡は内側から外側に変遷し、それに伴い集落


も拡大したものと考えられる。これらは集落を囲むように分布するものの、青森市教委調査区では必


ずしも方形や円形といった定型的な平面形ではないようであり、細部についてはなお検討を要する。


断面形についてもこれらと他の溝跡では大きな相違がみられる。すなわち、これらの断面形がV字


状や逆台形状を呈するのに対し、他の溝跡ではこのような断面形はほとんどみられない。なお、第


45号溝跡の断面形もV字状を呈し、大型の溝跡である可能性も考えられるが、一部のみの検出であ


るため詳細は不明である。


　堆積土は基本的に黒色土や黒褐色土及び暗褐色土を主体とする層と、地山由来と考えられるローム


を含む混合土が互層をなして堆積する。一方第73号溝跡の沖積地部分では、下層から中層にかけて


は崩落土と第Ⅱ層由来の砂層を主体とする自然堆積、上層は焼土・炭化物を多量に含み、これと遺物


が廃棄される人為堆積の様相を呈する。　　　　　　


　最後にこれらの年代観についてであるが、竪穴住居跡の年代については不明な点が多い。しかしな


がら、堆積土中から検出されるTo-a、B-Tmは層状に堆積するものはなく、ブロック状に混入するこ


とから明らかな二次堆積の様相を示す。また出土遺物についても、大半が10～11世紀にかけてのも


のと考えられることから、おおよそ同様の時期幅に収まるものと考えられる。また、溝跡と竪穴住居


跡との重複及び竪穴住居跡同士の重複などから2～5時期の変遷が想定できるが、具体的な変遷を示


すには至らなかった。


　大規模な溝跡については、To-a及びB-Tm火山灰の自然堆積層と考えられる第3号用途不明遺構を


第73号溝跡が掘り込んでいることから、少なくとも第73号溝跡については10世紀後半以降のもの


と言える。他の溝跡についてもほぼ同時期のものと考えられる。しかしこれらの溝跡については青森


市教育委員会調査区へと延びており、最終的な年代決定についてはその報告を待って行いたい。ここ


では溝跡と竪穴住居跡との重複関係から、集落が丘陵上から沖積地に向かって拡大していったことを


指摘するに止める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）
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　土師器は皿・坏・甕・鉢・壷・小型壷・把手付土器・堝・羽釜が出土している。坏が大部分を占め、


甕の割合はそれほど多くない。皿・小型壷が一定数存在し、この時期には一般的に存在する器種となっ


ていたと考えられる。紙数の都合もあるためここでは遺跡全体の遺物について概観するに止める。


［皿］　器高／口径が0.3前後のもの、あるいは器高が概ね4㎝以下のものを皿とした。図163－2・


11などのように、口径に対して底径が小さいものと、図163－15・17などのように口径に対して


底径が大きいものがある。前者は口径が小さいものに多い傾向にある。前者は底部から口縁にかけて


開きながら立ち上がる器形が多く、後者は底部から内湾気味に立ち上がる器形が多い。すべてロクロ


成形で再調整は見られない。


［坏］　ロクロ成形のものと手捏ね成形のものがあるが、前者がほとんどである。底部から口縁にかけ


て直線的に開く器形、底部からやや内湾気味に立ち上がるが口縁付近で直立する器形、底部から口縁


まで内湾しながら立ち上がる器形が見られるが、直線的に開く器形が最も多い。器高が高いもの（図


76－1・9、図164－9・12・13など）や、口径に対して底径が大きく、器高が低く皿に近いもの（図


105－2・図163－19など）もある。底部が厚く台状に張り出すものが見られる。図156－6は底


部に円盤状の粘土板を取り付けた痕跡が見られ、粘土板を継ぎ足して台状に作り出していたものもあ


ると考えられる。底部の切り離しは回転糸切りがほとんどであるが、静止糸切りのものも数点ある。


ロクロ成形の坏は再調整の有無により細分が可能である。再調整の施されないものがほとんどである


が、内面のみに再調整が施されるものや外面に再調整が施されるものも、わずかではあるが存在する。


内面のみに再調整が施されるのもは、ミガキ後黒色処理を施されるもので、底部から口縁にかけて内


湾する器形が多い。外面に再調整が施されるものは弱いナデが施されるものがほとんどで、器形は再


調整なしの坏に類似している。図140－13は胴部下半外面にナデの再調整が施されるものである。


口縁のロクロが強く多段の横走沈線状となっており、胴部の内外面には段差が見られる。このほかに、


図155－4は口縁外面にヨコナデが施され、図166－8は底面のみケズリで再調整される。


　手捏ね成形の坏には、底部から内湾気味に立ち上がるが口縁はやや外反する器形、底部から口縁ま


で内湾気味に立ち上がる器形、底部から直線的に開きながら立ち上がり口縁が直立する器形がある。


口縁が外反する器形には、口径に対して底径が大きく器高が低い皿に近いもの（図156－20など）


が見られ、口縁が直立する器形には口径に対して底径が小さく器高が高いもの（図167－4・6など）


が見られる。図167－1・2は底部に調整が施され台状に作り出されている。調整は口縁は内外面と


もヨコナデ、外面ケズリ・内面ナデのもの、調整は口縁のヨコナデのみのもの、輪積痕が明瞭で指痕


のみが残るものがある。底面はナデやケズリによって調整されるものと筵などの編物の圧痕が見られ


るものがある。


　皿や坏の中には炭化物が付着するものも多く見られる。これらの中には、口縁に半円状に炭化物が


付着するもの（図76－1・9）や口縁に打ち欠きが見られるもの（図163－10など）、口縁を欠損し


破断面に炭化物が付着するもの（図163－13・図166－4）があり、灯明皿と考えられる。また、


本遺跡出土の皿・坏の特徴のひとつとして歪みがあるものが多いことが挙げられる。図164－7など


は口縁が歪んで楕円形を呈する。図96－4は焼き歪みにより裂け目が入っている。また、図74－3・


図164－7・図196－3のように口縁が片口状に作り出されるものもある。


［甕］　ロクロを使用しないものが大部分である。ロクロを使用した甕は図96－9・図123－3・図
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168－8などで、他の甕に比べると小型のものが多い。胴部にわずかにふくらみをもち、口縁は短く


弱く外反する器形がほとんどであるが、口縁の外反が強いもの（図101－2・図157－7・図168－


6など）や口縁がほぼ直立するもの（図158－23・図159－1・図168－5など）、口縁が外傾する


もの（図76－6）、胴部が球状を呈するもの（図76－5・図168－6）もある。図122－7のように


底部が張り出し、擦文土器の甕の底部を意識したと考えられるものも見られる。


［壷］　図示できたのは3点のみである。図123－2は口縁にヨコナデが施され、胴部外面はミガキが


施される。図159－12はロクロ成形後に胴部にケズリが施される。内面はロクロ調整のみであるが、


黒色で黒色処理を施している可能性もある。図123－2に比べると大型である。図168－9はやや長


い口頚部が残存する。外面はヨコナデ・ケズリで調整されており、内面は剥落により不明である。


［小型壷］　14点図示した。胴部にふくらみをもつ器形で、口径と底径がほぼ同じもの、口径が小さ


いもの、口径が大きいものなどがある。ロクロ成形で再調整が施されないものが大半である。刻書が


見られるものがある（図167－23・図168－11）。


［堝］　6点図示したが、すべて口縁部破片で法量や器形は不明である。口縁形態は、口縁がほぼ直線


的に開くもの、口縁がやや内傾するもの、口縁が屈曲をもって外傾するものがある。1点のみロクロ


を使用しているが、調整は口縁ヨコナデ、胴部外面ケズリ、胴部内面ナデである。


［把手付土器］　14点図示した。器形を復元できたのは図160－19の1点のみで、他は破片資料で把


手部が主である。小型の甕のような器形に把手をつけたものがほとんどと考えられる。把手部の形態・


装着角度・製作方法は様々である。


［墨書・刻書］　墨書が見られるものが4点、刻書が見られるものが45点出土しているが、多くは破


片資料である。墨書はすべて坏に施されている。図167－2は「 」、図162－13は「山」と記され


ているが、他は判読不能で、墨書の可能性があるものとして含めた。刻書は坏に施されるものがほと


んどであるが、甕・鉢・小型壷・堝・把手付土器にも見られる。ただし、これらの中には調整時に偶


発的に工具のキズがついた可能性があるものも含まれるが、刻書の可能性があるものとして含めた。


図163－6は皿の底面に「×」の刻書が見られる。図156－19・図158－5は2・3条の平行する沈


線が施されるもので、同一個体の可能性もある。図167－23は小型壷の胴部に「◇」と「 」を組


み合わせた刻書が施される。図167－4は底辺部に「 」、6も「 」の線刻が見られる。図168－


17の把手付土器の把手部上面にも同様の刻書が見られる。刻書の施文方法には、細く深い沈線が用


いられるものと幅広の浅い沈線が用いられるものがある。


　年代については、手捏ね成形の土師器坏が一定の割合で見られること、木器を模倣したといわれる


底部が肥厚する土師器坏が見られること、把手付土器が見られることなどから、11世紀前後の年代


が考えられる。しかし、ここまで何度も述べてきたように、今回の調査は青森市教育委員会と隣接す


る調査区を調査しており、集落全体の様相や年代等については青森市教委の報告を待たねばならない


部分が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）
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青森県教育委員会　2002  『三内丸山（6）遺跡Ⅳ』青森県埋蔵文化財調査報告書第327集
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青森県教育委員会　2005  『大沢遺跡Ⅱ』青森県埋蔵文化財調査報告書第386集
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青森県教育委員会　2006  『宮田館遺跡Ⅴ』青森県埋蔵文化財調査報告書第411集


青森県教育委員会　2006  『林ノ前遺跡Ⅱ』青森県埋蔵文化財調査報告書第415集


青森県教育委員会　2006  『西張平遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第416集
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青森県教育委員会　2008  『赤平（2）遺跡・赤平（3）遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第438集


青森県教育委員会　2007  『三内丸山遺跡32』青森県埋蔵文化財調査報告書第444集


青森県教育委員会　2008  『坪毛沢（1）遺跡Ⅱ・柴山（1）遺跡Ⅱ・大坊頭遺跡・赤平（1）遺跡・


　　　　　　　　　　　  赤平（2）遺跡Ⅱ』青森県埋蔵文化財調査報告書第449集


青森県教育委員会　2008  『長久保（2）遺跡Ⅱ・中居林遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第454集


青森県教育委員会　2008  『米山（2）遺跡Ⅴ』青森県埋蔵文化財調査報告書第456集
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遺構一覧表


土坑一覧表


図
遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長軸×短軸×深さ


図128 1 ⅠL－46 Ⅲ 楕円形 88×69×31 SD02< 土師（坏・甕） 平安
図128 2 ⅠL－47 Ⅲ 楕円形 91×83×22 SD02< 縄文(前期前・中期・後期前)、スクレイパー、土師(坏・甕) 平安
図208 3 ⅠN－43 Ⅱ 楕円形 109×95×92 SK33< 縄文(後期前)、不定形石器、土師(坏・甕)、煙管 不明
図128 4 ⅠL－44 Ⅲ 円形 118×115×28 SI01< 縄文(前期初)、土師(甕)、擦文、須恵(甕) 平安
図11 5 ⅠL－43 Ⅴ 楕円形 105×88×37 縄文(前期前・後期前) 縄文
図128 6 ⅠL－43 Ⅴ 楕円形 124×92×49 <SK07 縄文(前期初・中期中・後期前)、土師(坏) 平安
図128 7 ⅠL－43 Ⅴ 楕円形 (87)×87×18 SK06< 縄文(中期中・後期前)、土師(坏・甕)、鉄滓 平安
図128 8 ⅠL－42 ※1 楕円形 137×91×56 SK09< 縄文(前期前・後期前)、土師(坏・甕) 平安
図128 9 ⅠL－42 Ⅴ 方形 256×182×58 SI09<、<SK08 縄文(後期前)、剥片、土師(坏・甕) 平安
図11 10 ⅠM－46･47 Ⅴ 楕円形 132×108×46 <SD02 縄文(前期前・中期・後期前)、敲き石、土師(坏・甕) 縄文
－ 11 － － － － － － － 欠番


図208 12 ⅠL－48・49 Ⅴ 不明 197×(78)×52 不明


図129 13 ⅠM・N－42・43 Ⅱ 不整形 338×199×79 SK14・20<
縄文(前期前？・中期後・後期前)、スクレイパー、土師(皿・坏・
甕)、須恵(甕)、羽口、粘土塊


平安


図129 14 ⅠM－42 Ⅱ 隅丸方形 112×109×82 SK20<、<SK13 縄文(前期前・後期前)、剥片、土師(皿・坏・甕)、羽口 平安
図208 15 ⅠM－41 Ⅴ 円形 88×86×28 <SI06・09 不明
図128 16 Ⅰ0－43・44 Ⅱ 楕円形 186×95×18 <SI15 土師（坏・甕） 平安
図11 17 ⅠL･M－42 Ⅴ 円形 134×126×21 縄文(前期初・中期中) 縄文
図11 18 ⅠM－47 Ⅴ 円形 127×(48)×61 <SD02 縄文(後期前) 縄文
図128 19 ⅠL－49 Ⅴ 不明 107×(35)×50 SD05< 平安
図129 20 ⅠM－42・43 Ⅱ 方形 146×118×61 <SK13・14 縄文(後期前)、土師(甕) 平安
図128 21 ⅠM－39 Ⅴ 円形 55×48×33 SI07・08< 縄文(前期前・後期前)、土師(坏・甕) 平安
図11 22 ⅠL－39･40 Ⅴ 円形 68×63×72 縄文(前期前・後期前) 縄文
図11 23 ⅠM－40 Ⅴ 楕円形 82×62×60 <SI07 縄文(前期前・中？・後期前)、土師(甕) 縄文
図11 24 ⅠL･M－40 Ⅴ 楕円形 146×119×42 縄文(後期前)、粘土塊 縄文
図128 25 ⅠP－44 Ⅱ 円形 68×62×7 <SI15 平安
図128 26 ⅠN－44 Ⅱ 円形 87×(85)×12 SI16<、<SI10 剥片、土師（坏・甕） 平安 炭化物堆積
図128 27 ⅠM－39 Ⅴ 円形？ 118×(80)×17 SI07・SK28< 縄文(前期前・後期前)、不定形石器 平安


図11 28 ⅠM－39･40 Ⅴ 不整形 198×188×66 <SI07
縄文(前期前・中期中・後期前)、スクレイパー、円盤状石製品、
土師(坏・甕)、粘土塊


縄文


図128 29 ⅠM－42 Ⅴ 不明 72×(54)×43 <SK30 平安
図128 30 ⅠM･N－42 Ⅴ 不明 (163)×139×67 SK29< 縄文(前期中？・後期前)、土師(坏・甕) 平安


図129 31 ⅠN・O－41 Ⅱ 不整形 341×235×80 SK53<
縄文(前期前・中？・後期前)、石鏃、石箆、スクレイパー、土師(
坏・甕)、鉄滓


平安


図130 32 ⅠN・O－43 Ⅱ 不明 (238)×168×30 SK33< 平安
図130 33 ⅠN－43 Ⅱ 不明 (254)×242×25 <SK03・32 土師器（坏・甕）、粘土塊 平安
図11 34 ⅠL－40 Ⅴ 円形 124×113×61 <SI09 縄文（後期前）、不定形石器 縄文
－ 35 － － － － － － － 欠番


図130 36 ⅠP－41 Ⅲ 円形 136×120×52 SI21・SK69< 縄文(前期前・中期中・後期前)、土師(坏・甕) 平安
図12 37 ⅠN－40 Ⅴ 隅丸方形 213×(99)×49 SK42不明 縄文(前期初・前・中・中期前)、石鏃、土師(坏・甕) 縄文
図130 38 ⅠM－40 Ⅱ 円形 82×76×18 縄文(前期前) 平安
図130 39 ⅠR－41 Ⅱ 楕円形 86×71×11 SI18< 平安
図11 40 ⅠM･N－40 Ⅴ 隅丸長方形 166×123×54 縄文(前期初・前・後期前)、スクレイパー 縄文
図12 41 ⅠN－41 Ⅴ 円形 85×85×49 <SI12 縄文(前期前・中期前) 縄文
図12 42 ⅠN－40･41 Ⅴ 不整形 241×(92)×114 SK37不明 縄文(前期初・前・中期後・後期前)、不定形石器、土師(坏・甕)、鉄滓 縄文
－ 43 － － － － － － － 欠番


図12 44 ⅠL･M－41 Ⅴ 隅丸方形 (189)×173×26 <SI06・09 縄文(前期前・後期前)、不定形石器、土師(坏) 縄文
図208 45 ⅠL－40 Ⅴ 楕円形 83×48×30 不明
図130 46 ⅠO－43 Ⅱ 円形 73×65×52 <SI15 平安
図130 47 ⅠR－41 Ⅱ 楕円形 199×94×31 SI18<、<SD16 土師器（坏・甕） 平安
図130 48 ⅠQ－41 Ⅱ 楕円形 125×99×13 平安
図130 49 ⅠN－41 Ⅴ 円形 81×66×34 平安
図130 50 ⅠP－40 Ⅱ 長方形 104×47×46 SK65< 縄文(前期前・後・後期前)、土師(坏・甕)、擦文 平安
図130 51 ⅠP－40 Ⅲ 不整形 86×65×40 縄文(中期中・後期前)、土師(甕) 平安
－ 52 － － － － － － － 欠番


図129 53 ⅠN－41 Ⅴ 不明 67×(33)×16 <SK31 平安
－ 54 － － － － － － － 欠番


図131 55 ⅠS－40 Ⅱ 不整形 (230)×103×14 <SD25 平安
図131 56 ⅠQ・R－39 Ⅱ 円形 218×199×31 SD28< 縄文(中期・後期前)、土師(皿・坏・甕)、擦文、須恵(甕)、羽口 平安
図131 57 ⅠQ－42 Ⅱ 楕円形 99×63×14 SI18< 平安 炭化物堆積
－ 58 － － － － － － SI21に変更


図131 59 ⅠR・S－39 Ⅱ 楕円形 86×67×28 縄文(前期前・後期前)、土師(坏・甕) 平安
図131 60 ⅠR・S－40 Ⅱ 楕円形 122×80×42 SI18< 平安
図131 61 ⅠO－39 Ⅴ 円形 91×83×48 縄文(前期初・中？) 平安
図131 62 ⅠN－38 Ⅴ 楕円形 69×42×40 縄文(後期前)、土師(坏) 平安
図131 63 ⅠQ－39 Ⅱ 長方形 160×105×13 縄文(後期前)、石箆（石槍）、土師(坏・甕) 平安
図131 64 ⅠN・O－39 Ⅴ 長方形 218×(170)×22 不定形石器、土師（甕） 平安
図130 65 ⅠP－40 Ⅱ 不整形 (125)×71×21 SI19<、<SK50 平安
図12 66 ⅠN･O－40 Ⅴ 長方形 (123)×120×69 SK68不明 縄文(前期初・前・中期前・後期前)、剥片、土師(坏・甕) 縄文
図131 67 ⅠR－38 Ⅱ 不整形 165×99×34 SD28< 縄文(後期前)、土師(坏・甕) 平安
図12 68 ⅠO－39･40 Ⅴ 円形 108×98×45 SK66不明 縄文(前期前・中期・後期前) 縄文
図132 69 ⅠP－40・41 Ⅱ 円形 70×(44)×41 <SK36 縄文(前期中期・後期前)、剥片 平安
図132 70 ⅠS－39 Ⅱ 方形？ 173×(91)×36 <SI22 土師器（坏・甕）、須恵(甕・壷)、粘土塊 平安
図208 71 ⅠN－37 Ⅴ 円形 75×72×24 不明
図208 72 ⅠM・N－37 Ⅴ 円形 79×72×17 不明
図132 73 ⅠM・N－38 Ⅴ 不整形 73×69×26 土師（坏） 平安
－ 74 － － － － － － － 欠番


図132 75 ⅠO－37・38 Ⅱ 楕円形 145×84×23 縄文(後期前) 平安
図132 76 ⅠN－37 Ⅴ 楕円形 136×105×22 土師（甕） 平安
図132 77 ⅠR－38 Ⅱ 楕円形 86×58×31 平安
図132 78 ⅠM－37 Ⅱ 円形 61×46×11 <SD30 平安
図12 79 ⅠO－37 Ⅴ 楕円形 249×202×36 縄文(前期初・前・中期中・後期前)、不定形石器 縄文
図12 80 ⅠQ－37 Ⅲ 円形 66×55×50 縄文(前期・後期前)、剥片 縄文
図203 81 ⅠM－36・37 Ⅴ 方形 215×199×28 SI24・SK84< 縄文(前期前・後・後期前)、石匙、スクレイパー、土師(甕)、青磁(碗)、鉄滓 中世
図132 82 ⅠQ－40 Ⅱ 不明 (63)×56×26 <SD23 平安
図12 83 ⅠN－38 Ⅴ 不整形 185×175×55 縄文(前期初？)、敲き石 縄文
図208 84 ⅠM・N－37 Ⅴ 楕円形 (110)×80×22 <SK81 不明
－ 85 － － － － － － － SE12に変更


図208 86 ⅠP－38 Ⅱ 円形 65×65×19 縄文(前期？・後期前) 不明
図208 87 ⅠM－33 Ⅴ 円形 81×76×7 縄文(前期前・後期前)、須恵(壷) 不明
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図132 88 ⅠL・M－32 Ⅴ 楕円形 76×66×10 平安
図132 89 ⅠN－34・35 Ⅴ 長方形 183×117×23 SI24・SK103< 縄文(中期？)、スクレイパー、土師(坏・甕)、擦文、須恵(壷) 平安
図13 90 ⅠL･M－37 Ⅴ 不整形 72×71×24 <SV03 縄文(前期末・中期中？・後期前) 縄文
図132 91 ⅠM－35 Ⅴ 楕円形 63×45×14 平安
図132 92 ⅠR－34・35 Ⅴ 楕円形 215×141×35 SK93< 縄文(中期？)、土師(坏・甕)、擦文、須恵(甕) 平安
図132 93 ⅠR－35 Ⅴ 楕円形 94×71×46 <SK92 土師器（坏） 平安


図132 94 ⅠR－35 Ⅴ 隅丸方形 170×157×49 SK96<
縄文(前期前・中期中・後期前)、スクレイパー、土師(坏・甕・小
甕・羽釜)、粘土塊、土製品


平安
To-a堆積
火山灰分析


図133 95 ⅠN－35 Ⅴ 隅丸方形 86×80×70 SI24< 縄文(前期前・後期前)、土師(坏・甕)、擦文、須恵(壷) 平安
図13 96 ⅠR－35 Ⅵ 楕円形 110×86×50 <SK94 縄文
図133 97 ⅠR－34 Ⅴ 長方形 171×80×54 平安
図133 98 ⅠM・N－34 Ⅴ 長方形 124×90×14 縄文(後期前)、須恵(壷) 平安
図203 99 ⅠQ－32 Ⅴ 円形 99×90×12 SK100< 縄文(中期前・後期前)、石匙、土師(坏・甕)、須恵(甕)、陶器片 中世
図133 100 ⅠQ－32 Ⅴ 円形 84×77×39 SE04<、<SK99 縄文(中期前)、土師(坏・甕)、須恵(甕) 平安
図133 101 ⅠP－33・34 Ⅴ 不整形 195×187×98 SK132・SD54< 縄文(前期初・後期前)、土師(坏・甕)、須恵(壷) 平安
図208 102 ⅠN－35・36 Ⅴ 円形 115×102×27 SV04<、<SI25 縄文(後期前) 不明
図133 103 ⅠM・N－35 Ⅴ 隅丸方形 145×125×74 <SK89 縄文(前期前・後期前)、土師(坏・甕・鉢)、擦文、須恵(壷)、粘土塊 平安
図208 104 ⅠO－32 Ⅳ 円形 94×(74)×12 縄文(後期前)、石槍 不明
図208 105 ⅠN・O－32 Ⅳ 楕円形 73×61×16 縄文(前期前？) 不明
図208 106 ⅠO－31 Ⅴ 円形 83×(79)×21 縄文(前期前・後期前)、須恵(甕・壷) 不明
－ 107 － － － － － － － SP2000に変更


図133 108 ⅠM－35 Ⅴ 円形 (70)×66×30 SI24不明 縄文(後期前)、土師(坏・甕)、擦文、須恵（壷）、支脚 平安
図133 109 ⅠP－31 Ⅳ 円形 84×77×8 須恵(壷) 平安
図13 110 ⅠS－35 Ⅴ 方形？ (101)×(53)×48 縄文(中期前・後期前)、土師(坏・甕)、擦文、粘土塊 縄文
図203 111 ⅠO・P－30 Ⅴ 方形 216×207×18 石鏃、土師器（坏・甕)、須恵(甕) 中世
図208 112 ⅠS・R－32 Ⅴ 隅丸方形 120×114×127 不明
図208 113 ⅠQ－31 Ⅳ 長方形 124×82×20 SK114< 縄文(中期前) 不明
図208 114 ⅠQ－31 ※2 円形 61×59×75 <SK113 不明
図13 115 ⅠP－32 Ⅴ 不整形 154×139×76 縄文(前期前・後期前)、石核、土師(坏・甕)、鉄製品（釘？) 縄文
－ 116 － － － － － － － 欠番


図134 117 ⅠP－32 Ⅴ 方形 108×107×68 SD34< 縄文(前期前・後期前)、土師(皿・坏・甕) 平安
－ 118 － － － － － － － 欠番


図208 119 ⅠP・Q－31 Ⅳ 楕円形 142×129×15 － 縄文(前期前・後期前) 不明
図13 120 ⅠP－33･34 Ⅴ 円形 74×69×28 － 縄文(中期前・後期前)、土師(甕) 縄文
－ 121 － － － － － － － 欠番


図134 122 ⅠR－31 Ⅴ 長方形 193×134×20 剥片、土師(坏・甕) 平安
図209 123 ⅠQ－31 Ⅴ 隅丸方形 100×97×130 不明
図209 124 ⅠP－32 Ⅳ 円形 74×(59)×18 <SD34 不明
－ 125 － － － － － － － 欠番


図209 126 ⅠP－33 Ⅴ 円形 122×107×22 縄文(中期前～中)、土師(甕) 不明
図209 127 ⅠP－33 Ⅴ 不明 116×(61)×46 縄文(前期末・後期前) 不明
図209 128 ⅠP－33 Ⅴ 不明 137×(103)×34 <SE04 不明
図134 129 ⅠR－33 Ⅴ 楕円形 218×179×24 縄文(前期前・中期前)、土師(坏・甕)、擦文、須恵(甕)、粘土塊 平安
－ 130 － － － － － － － 欠番
－ 131 － － － － － － － 欠番


図209 132 ⅠP－34 Ⅴ 不明 82×(45)×17 <SK101 不明


図134 133 ⅡD－35 Ⅱ 円形 119×103×20 土師(坏) 平安
B-Tm堆積
火山灰分析


－ 134 － － － － － － － 欠番
図134 135 ⅡA－34 Ⅱ 円形 91×(78)×28 <SD38 土師(甕)、羽口 平安
図134 136 ⅠZ－36 Ⅱ 方形 83×82×36 土師(坏・甕) 平安
図134 137 ⅠZ－33 Ⅱ 不整形 134×108×19 SD39<、<SD52 土師(坏・甕)、擦文 平安
図134 138 ⅠY－33 Ⅱ 楕円形 100×68×20 縄文(前期前)、土師(坏・甕)、須恵(甕) 平安
図134 139 ⅡA－34 Ⅱ 円形 92×86×31 SD50< 土師(坏・甕)、支脚 平安
図209 140 ⅠS－30 Ⅴ 楕円形 91×66×14 不明
図209 141 ⅠR－30 Ⅴ 方形 100×92×15 SK150< 土師(坏)、鉄製品(手鎌) 不明
図209 142 ⅠQ・R－30 Ⅴ 不整形 117×108×19 縄文(前期前？)、鉄製品(釘？) 不明
図209 143 ⅠQ－30 Ⅴ 円形 78×74×19 土師(甕) 不明
図134 144 ⅠS－30 Ⅴ 長方形 151×91×73 <SI32・SE08 土師(坏・甕) 平安
図134 145 ⅠO－29・30 Ⅴ 方形 68×60×43 SI43・44不明 土師(甕)、須恵(甕)、支脚 平安
図134 146 ⅠN－29 Ⅴ 長方形 165×96×31 SI43・44不明 縄文(後期前)、土師(坏・甕)、須恵(甕) 平安
－ 147 － － － － － － － 欠番


図209 148 ⅠR－30 Ⅳ 楕円形 86×65×26 須恵(甕) 不明
図209 149 ⅠR－29 楕円形 147×74×20 不明
図13 150 ⅠR－30 Ⅴ 不整形 (86)×65×14 <SK141 石槍 縄文
図135 151 ⅠR－32 Ⅴ 円形 79×70×23 不定形石器、土師(坏・甕) 平安
図135 152 ⅠR－32 Ⅴ 円形 103×92×19 平安
－ 153 － － － － － － － 欠番


図135 154 ⅠP－28・29 Ⅴ 円形 (149)×(143)×17 <SI40、SI43・44不明 土師(坏・甕)、須恵(甕)、銅塊 平安
図135 155 ⅠS－31 Ⅴ 円形 120×99×57 縄文(前期前？) 平安
図209 156 ⅠQ－28 Ⅴ 楕円形 86×71×11 SI37不明 縄文(中期前)、土師(坏・甕)、鉄滓 不明
図135 157 ⅠP－29 Ⅴ 円形 110×99×8 SK158<、<SI40 縄文(前期？後期前)、土師(坏・甕) 平安
図135 158 ⅠP－29 Ⅴ 長方形 69×53×29 <SI40・SK157 縄文(後期前)、土師(坏・甕) 平安
図135 159 ⅠO－28 ※3 楕円形 74×48×13 SI36< 不定形石器、土師(甕)、擦文、須恵(壷) 平安 焼土堆積
図209 160 ⅠT－30 Ⅴ 楕円形 105×61×22 不明
図135 161 ⅠS－32 Ⅴ 不整形 87×79×90 <SD55、SK170不明 縄文(前期前？)、土師(甕) 平安
図135 162 ⅠR－27 Ⅴ 楕円形 158×85×17 縄文(後期前)、土師(坏・甕) 平安
図136 163 ⅠP・Q－28 Ⅴ 楕円形 (114)×96×25 SK164< 平安
図13 164 ⅠQ－28 Ⅴ 方形 96×79×106 <SK163・165 縄文(前期末) 縄文
図136 165 ⅠQ－28 Ⅴ 方形 96×80×69 SK164・166< 土師(甕) 平安
図136 166 ⅠQ－27・28 Ⅴ 円形 145×139×35 <SK165、SK167不明 土師(坏・甕) 平安
図136 167 ⅠQ－27 Ⅴ 円形 89×86×26 SK166不明 土師(坏・甕)、支脚 平安
図135 168 ⅠO－28 Ⅴ 不明 91×53×57 SI36・SK198< 土師(坏・甕)、須恵(甕) 平安
図136 169 ⅠQ－26 Ⅴ 円形 99×97×31 土師(坏・甕)、鉄製品(釘？) 平安
図135 170 ⅠS－32 Ⅴ 円形？ (123)×(55)×30 <SD55、SK161不明 平安
図136 171 ⅠR－27 Ⅴ 長方形 (79)×64×28 土師(甕) 平安
－ 172 － － － － － － － 欠番


図136 173 ⅠS・R－30・31 Ⅴ 隅丸長方形 209×158×96 縄文(前期前・後期前)、スクレイパー、土師(坏・甕・鉢)、須恵(甕)、粘土塊 平安
図203 174 ⅠQ－27 Ⅴ 円形 131×116×100 SK175・254< 縄文(前期前・後期前)、土師(坏・甕)、須恵(壷・甕)、珠洲(擂鉢) 中世
図136 175 ⅠQ－27 Ⅴ 円形？ 141×(93)×32 <SK174 土師(甕) 平安
図136 176 ⅠQ－26・27 Ⅴ 長方形 142×92×50 土師(坏・甕)、支脚 平安
－ 177 － － － － － － － 欠番


図209 178 ⅠM－28 Ⅴ 長方形 125×69×76 土師(甕) 不明
図209 179 ⅠM－27 Ⅴ 楕円形 127×100×27 不明 底面に焼土
図210 180 ⅠM－27 Ⅴ 楕円形 80×48×14 不明
図210 181 ⅠN・O－27 Ⅴ 不整形 96×56×31 不明
－ 182 － － － － － － － 欠番
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－  286  －


新田（2）遺跡 遺構一覧表


－  287  －







－ 183 － － － － － － － 欠番
図210 184 ⅠM－27 Ⅴ 楕円形 181×93×40 土師(坏・甕)、須恵(甕) 不明
図136 185 ⅠO－29 Ⅴ 楕円形 125×106×33 SI40<、SI43.SI44不明 縄文(前期前・後期前)、土師(坏・甕)、擦文 平安 上面に焼土
図210 186 ⅠM・N－26 Ⅴ 円形 303×273×29 SV06< 縄文(前期初・中期末・後期前) 不明
図137 187 ⅠM－26 Ⅴ 不整形 154×(140)×63 SV06< 縄文(後期前)、土師(坏・甕)、擦文、粘土塊 平安
図137 188 ⅠM－26 Ⅴ 方形 74×57×20 SV06< 土師(坏・甕) 平安
図137 189 ⅠR－28 Ⅴ 不明 142×109×45 <SI35 平安
図137 190 ⅠR－28 Ⅴ 不明 58×(36)×44 <SI35 平安
図137 191 ⅠT－26･27 Ⅴ 円形 94×87×59 SD59< 土師(坏・甕・把手付) 平安
図137 192 ⅡD－34 Ⅱ 不明 128×(40)×16 <SD38 縄文(後期前)、土師(坏・甕) 平安
図13 193 ⅠS－27 Ⅴ 円形 97×89×87 <SD59 縄文(中期前)、剥片 縄文
図137 194 ⅠM－26 Ⅴ 不整形 250×191×9 SK196・197< 平安
－ 195 － － － － － － － 欠番


図137 196 ⅠM－26 Ⅴ 楕円形 82×53×23 SK197<、<SK194 縄文(前期初・後期前)、土師(坏・甕) 平安
図137 197 ⅠM－26・27 Ⅴ 不整形 191×125×65 SK194・196< 縄文(後期前)、土師(坏・甕) 平安
図137 198 ⅠO－28 Ⅴ 円形 68×61×67 <SI36・SK168 平安
図137 199 ⅠO－28 Ⅴ 不明 80×(60)×28 <SI36 土師(坏) 平安
図13 200 ⅠM－31 Ⅴ 円形 90×85×47 <SI30 縄文(後期前) 縄文
図210 201 ⅠP－27 Ⅴ 不整形 117×102×18 不明
図137 202 ⅡA－35 Ⅱ 長方形 130×91×27 SD46< 土師(坏・甕・小壷)、支脚、羽口 平安
図210 203 ⅠP・Q－28 Ⅴ 円形 58×(51)×9 SI43不明 土師(甕) 不明
図13 204 ⅠP－28 Ⅴ 不整円形 146×136×63 <SI43 縄文(前期初・後期前)、土師(坏・甕) 縄文
－ 205 － － － － － － － 欠番


図210 206 ⅠO・P－27 Ⅴ 不整形 87×73×30 不明
図137 207 ⅠO－27 Ⅴ 楕円形 114×70×26 縄文(中～後期)、土師(甕) 平安
図210 208 ⅠT－28・29 Ⅴ 楕円形 82×69×28 不明
－ 209 － － － － － － － 欠番


図203 210 ⅠO・P－23 Ⅴ 楕円形 81×61×24 SD59< 土師(甕)、白磁(皿) 中世
図138 211 ⅠZ・ⅡA－34・35 Ⅱ 楕円形 362×169×54 SK216・SD46< 土師(皿・坏・甕)、須恵(甕)、擦文、羽口 平安
図138 212 ⅠR－26 Ⅴ 円形 93×92×140 SD59< 土師(甕・外耳)、擦文 平安
図138 213 ⅠR－26 Ⅴ 円形 116×97×111 SK214・SD59< 縄文(前期前)、スクレイパー、土師(坏・甕)、鉄製品(釘？) 平安
図14 214 ⅠR･S－26 Ⅴ 円形 183×166×71 <SK213・SD59 縄文(前期初・中期後～後期)、石皿、磨石 縄文
図138 215 ⅠO・P－25 Ⅴ 楕円形 83×65×33 土師(甕) 平安
図138 216 ⅠZ－35 Ⅱ 楕円形？ (90)×64×25 <SK211 平安
図203 217 ⅠP－26 Ⅴ 円形 75×68×29 土師(甕)、鉄製品(刀子？) 中世
図138 218 ⅠP－25 Ⅴ 楕円形 73×61×46 <SK258 土師(甕) 平安
図138 219 ⅠP－25 Ⅴ 楕円形 60×56×7 平安
図138 220 ⅠP－25 Ⅴ 楕円形 (70)×62×16 <SK258 土師(甕) 平安
－ 221 － － － － － － － 欠番


図138 222 ⅠR－23 Ⅴ 長方形 (102)×75×20 土師(甕) 平安
図210 223 ⅠP・Q－23 Ⅴ 不整形 125×121×19 不明
図210 224 ⅠQ－22・23 Ⅴ 円形 88×84×19 不明
図138 225 ⅠQ－22 Ⅴ 楕円形 98×87×17 SK226< 平安
図138 226 ⅠQ－22 Ⅴ 不整形 117×(85)×14 <SK225 平安
図210 227 ⅠU－28 Ⅴ 隅丸方形 97×92×32 SI47< 不明
図14 228 ⅠT･U－26･27 Ⅴ 隅丸方形 102×90×45 縄文(前期初)、石匙 縄文
図203 229 ⅠQ－21・22 Ⅴ 長方形 (136)×113×33 SE09<、<SK259 縄文(前期初)、剥片、信楽（甕）、肥前系 中世
図210 230 ⅠS－22 Ⅴ 不明 82×(30)×39 <SK259・SD63 不明
図138 231 ⅠR－25 Ⅴ 楕円形 130×108×49 SD59< 土師(坏・甕)、支脚 平安
図138 232 ⅠS・T－25 Ⅱ 円形 88×81×67 土師(坏・甕) 平安
図14 233 ⅠT－26･27 Ⅴ 円形 132×130×71 <SK260 縄文(前期初・中期後・末)、スクレイパー、土師(甕)、須恵(壷) 縄文
図210 234 ⅠT－27 Ⅴ 楕円形 71×49×20 <SK260 不明
図14 235 ⅠR－23･24 Ⅴ 隅丸方形 172×161×77 縄文
図139 236 ⅠU－31・32 Ⅴ 楕円形 251×216×82 SD59< 縄文(中期中～後)、石箆（石槍）、土師(坏・甕)、須恵(甕)、鉄滓 平安
図139 237 ⅠU－27・28 Ⅴ 円形 177×168×27 <SK238、SK240不明 縄文(前期初、中期) 平安


図139 238 ⅠU－27 Ⅴ 不明 (192)×160×65
SK237・240<、
<.SK239・253


縄文(中期前)、スクレイパー、土師(坏・甕) 平安


図139 239 ⅠU－27 Ⅴ 円形 181×162×85 SK238<、<SK253
縄文(前期？)、石箆、スクレイパー、土師(皿・坏・甕・小甕・鉢)、
擦文、須恵(甕)、鉄製品(棒状)、支脚


平安


図139 240 ⅠU－27・28 Ⅴ 不明 (109)×(91)×27 <SK238、SK237不明 平安
図139 241 ⅠS－25 Ⅱ 楕円形 102×85×105 土師(坏) 平安
図139 242 ⅠO－26 Ⅴ 楕円形 166×127×30 <SI46 平安
図139 243 ⅡA－32 Ⅱ 不明 (176)×(137)×31 <SD52 土師(坏・甕) 平安
図211 244 ⅠQ－31・32 Ⅳ 楕円形 140×111×21 縄文(前期初) 不明
図14 245 ⅠS－25 Ⅴ 不明 85×(18)×45 縄文
図139 246 ⅠT－25 Ⅱ 楕円形？ 209×(108)×55 平安
図14 247 ⅠV－34 Ⅲｂ 楕円形 73×62×24 <SD71・72・77 縄文(中期前・後期？) 縄文
図14 248 ⅠV－34 Ⅲｂ 楕円形 134×97×52 <SD71・72・77 縄文(中期前) 縄文
図14 249 ⅠR－25 Ⅴ 隅丸方形 224×221×61 <SI45 縄文
図14 250 ⅠR・S－24 Ⅴ 長方形 226×159×47 <SI45 縄文（前期初・中期前・後期前)、土師(坏・ミニ) 縄文
－ 251 － － － － － － － 欠番


図139 252 ⅠQ－40 Ⅱ 方形 117×100×22 <SD22 平安
図139 253 ⅠU－27 Ⅴ 不整形 263×140×34 SK238・239< 平安
図136 254 ⅠQ－27 Ⅴ 楕円形 178×102×46 <SK174 土師(甕) 平安
図211 255 ⅠL－27・28 Ⅴ 円形 191×183×11 不明
図211 256 ⅠO－26・27 Ⅴ 円形 213×(137)×16 縄文(後期前)、土師(坏・甕) 不明
図211 257 ⅠP－23 Ⅴ 楕円形？ 236×(181)×29 不明
図211 258 ⅠP・Q－25・26 Ⅴ 不整形 305×(247)×25 SK218・220< 土師(甕) 不明


図211 259 ⅠQ－21・22 Ⅴ 円形 258×212×45
SK229・230・
SD63・SE09<


不明


図211 260 ⅠT－27 Ⅴ 円形 286×255×15 SK233< 不明
※1　SK09堆積土　　※2　SK113底面　　※3　SI36堆積土
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図144 1 ⅠN－42～ⅠP－43 Ⅱ 直線状 1213×79×25 <SD11・13 縄文(前期末・中～後期)、土師(坏・甕・小甕・小壷)、擦文、土製品 平安


図144 2 ⅠL－46～ⅠM－47 Ⅴ 直線状 (671)×337×190
SK10・18<、
<SK01・02


縄文(前期初・前・中・後期前・晩期)、石鏃、石箆、石槍、スクレ
イパー、土師(坏・小甕)、擦文、砥石、木製品（杭・柄・板材）、支
脚、羽口、粘土塊


平安 集落を囲む溝跡


図144 3 ⅠO－43 Ⅱ 直線状 492×31×7 <SK32・SD11・20 土師(坏・甕)、擦文 平安
図144 4 ⅠL－49～ⅠL－50 Ⅴ 直線状？ (106)×233×139 <SD05 縄文(前期前・中期中・後期前) 平安 集落を囲む溝跡


図144 5 ⅠL－49 Ⅴ 直線状 (177)×(68)×35
SD04<、<SI03・
SK19


縄文(前期前・中期中・後期前)、スクレイパー、土師(坏・甕)、
粘土塊


平安


図
遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長軸×短軸×深さ


－  288  －


新田（2）遺跡 遺構一覧表


－  289  －







図145 6 ⅠL－39～ⅠL－40 Ⅴ 直線状 256×21×25 － 平安
図145 7 ⅠL－45～ⅠL－46 Ⅴ 直線状 (209)×62×14 SV01<、<SI02 土師(坏)、擦文 平安
図145 8 ⅠN－43～ⅠN－44 Ⅱ 直線状 559×65×24 SI16< 縄文(前期前・後期前)、土師(皿・坏・甕) 平安
－ 9 － － － － － － － SI07に統合
－ 10 － － － － － － － SI07に統合


図145 11 ⅠO－42～ⅠO－43 Ⅱ 弧状 566×37×28 SD01・03< 土師(坏・甕) 平安
図145 12 ⅠN－46 Ⅱ 直線状 317×55×36 SI11< 土師(坏・甕) 平安
図145 13 ⅠO－42～ⅠP－43 Ⅱ 直線状 445×51×38 SI13< 縄文(前期後？・後期前)、土師(坏・甕・小壷)、擦文、鉄滓 平安
図145 14 ⅠN－45～ⅠN－46 Ⅱ 直線状 222×51×15 － 土師(坏・甕) 平安
－ 15 － － － － － － － SI11壁溝に変更


図145 16 ⅠR－40～ⅠQ－41 Ⅱ Ｌ字状 1215×41×22
SI18・21・SK47・
SD19<


平安


図146 17 ⅠP－43～ⅠO－44 Ⅱ 直線状 481×53×37
SI15・SD18・20・
21<


縄文(前期前・後期前)、土師(皿・坏・甕)、擦文、羽口、粘土塊 平安


図146 18 ⅠO－44～ⅠP－44 Ⅱ 直線状 (417)×85×36
SI05・SD21<、
<SD17


縄文(後期前)、土師(坏・甕・小壷・把手付)、擦文、支脚、粘土塊 平安


図146 19 ⅠQ－41～ⅠS－43 Ⅱ 直線状 (1065)×189×90 SI18<、<SD16
縄文(前期後・中期前・後期前)、スクレイパー、土師(皿・坏・
甕)、擦文、鉄製品(刀子)、支脚、羽口


平安


図146 20 ⅠO－43～ⅠP－44 Ⅱ 直線状 (619)×75×62 SI05<、<SD17 土師(坏・甕)、擦文 平安
図146 21 ⅠO－44～ⅠP－44 Ⅱ 直線状 (488)×(89)×24 SI05<、<SD17・18 土師(坏・甕) 平安
図145 22 ⅠQ－40 Ⅱ 直線状 152×41×29 SK252< 土師(甕) 平安
図147 23 ⅠQ－39～ⅠR－40 Ⅱ 直線状 (569)×72×23 SI19・SK82< 土師(甕) 平安


図146 24 ⅠR－41～ⅠS－42 Ⅱ 直線状 (680)×228×52 SI18<
縄文(中期前・後期前)、土師(皿・坏・甕)、擦文、製塩、鉄製品


（棒状）、支脚、粘土塊
平安


図147 25 ⅠR－39～ⅠS－40 Ⅱ 直線状 (580)×88×47 SK55<、<SD26 縄文(中期前？・後期前)、土師(坏・甕)、擦文、須恵（壷）、鉄滓 平安


図147 26 ⅠS－39～ⅠT－41 Ⅱ 直線状 856×73×56 SD25・27<
縄文(後期前)、土師(坏・甕)、擦文、鉄製品(刀子・釘？)、鉄滓、
支脚、粘土塊、ミニチュア


平安


図147 27 ⅠS－39～ⅠT－40 Ⅱ 直線状 876×(60)×57 SD29<、<SD26 縄文(後期前)、土師(坏・甕)、擦文、製塩 平安
図147 28 ⅠR－38～ⅠQ－39 Ⅱ 直線状 554×66×25 <SK56・67 縄文(中期・後期前)、土師(甕)、擦文、羽口、粘土塊 平安
図147 29 ⅠU－39～ⅠT－40 Ⅱ 直線状 (514)×147×35 <SD27 土師(坏・甕)、擦文 平安
図148 30 ⅠM－37～ⅠM－38 Ⅴ 直線状 243×26×18 SK78< 縄文(前期初・後期前) 平安
図148 31 ⅠU－37～ⅠU－38 Ⅱ 直線状 (383)×132×71 － 縄文(前期初・中～後期)、土師(坏・甕・小壷)、擦文、鉄滓、粘土塊 平安
図148 32 ⅠU－36～ⅠV－38 Ⅱ Ｌ字状？ (850)×(332)×96 SD33< 土師(坏・甕・鉢・把手付)、擦文、支脚 平安
図148 33 ⅠU－36～ⅠU－37 Ⅱ 直線状？ (380)×(136)×34 <SD32 土師(坏・甕・壷・把手付)、擦文、支脚、羽口、粘土塊 平安


図149 34 ⅠU－29～ⅠO－32 Ⅴ 直線状 (2824)×48×16
<SK117、SK112・
124不明


土師(甕)、擦文 平安


－ 35 － － － － － － － SI24壁溝に変更
－ 36 － － － － － － － SI24壁溝に変更
－ 37 － － － － － － － SI18掘方に変更


図205 38A ⅡA－34～ⅠY－37 Ⅱ Ｌ字状 (3321)×152×58
SK135・192・SD39・
41・43・47・48・50・
51・73<、<SD52


縄文(前期初・中～後期・後期前)、石鏃、土師(坏・甕・小壷)、擦
文、珠洲(壷)、木製品（刀形・板材）、鉄滓、支脚、羽口、粘土塊


中世
To-a混入
流れ込み
火山灰分析


図205 38B ⅡB－34～ⅡE－35 Ⅱ 直線状 (896)×65×52 SD39・41・43< 中世


図149 39 ⅠW－28～ⅡE－35 Ⅱ 弧状 (4321)×162×87
SD41・46・47・78<、
<SK137・SD38・
43・48・49・52


縄文(中期前・後期前)、土師(坏)、砥石、擦文、羽口、粘土塊 平安


－ 40 － － － － － － － SD73に統合


図150 41 ⅡD－34～ⅡB－36 Ⅱ 直線状 (1305)×184×68
SD43<、<SE06・
SD38・39


縄文(後期？)、土師(坏・甕・鉢)、須恵（壷）、擦文、鉄滓、羽口、
粘土塊


平安


図150 42 ⅡB－35～ⅡA－36 Ⅱ 直線状 727×68×33 <SE06 土師(坏・甕・把手付)、擦文 平安


図150 43 ⅡB－33～ⅡE－35 Ⅱ 直線状 (1233)×102×23
SD39・45<、
<SD38・41


土師(坏・甕)、擦文 平安


－ 44 － － － － － － － 欠番
図150 45 ⅡB－33～ⅡD－33 Ⅱ 直線状 (626)×(126)×102 <SD43 土師(坏・甕)、擦文、支脚 平安


図150 46 ⅠZ－34～ⅡC－34 Ⅱ 弧状 (1262)×125×59
SD47<、<SK202・
211・SD38・39


土師(坏・甕)、擦文、羽口、土錘 平安


図150 47 ⅡA－34～ⅡB－35 Ⅱ 直線状 (643)×112×65 <SD38・39・46
縄文(中期前・後期)、土師(坏・甕)、擦文、砥石、鉄滓、支脚、羽
口、粘土塊


平安


図151 48 ⅡA－32～ⅡA－33 Ⅱ 直線状 (313)×33×11 SD39・49<、<SD38 平安
図151 49 ⅡB－32～ⅠZ－33 Ⅱ 直線状 487×123×25 SD39<、<SD48 縄文(後期前)、土師(坏・甕) 平安
図151 50 ⅠZ－33～ⅡA－35 Ⅱ 直線状 (622)×72×19 <SK139・SD38 土師(坏・甕)、須恵（甕）、支脚、土製勾玉 平安
図151 51 ⅠZ－33 Ⅱ 直線状？ (152)×87×13 <SD38・52 土師(甕) 平安


図205 52 ⅡA－32～ⅠX－37 Ⅱ 直線状 (2443)×180×50
SK137・243・SD38・
39・51・73・81.<


縄文(中期)、剥片、土師(坏・甕)、須恵（杯）、擦文、珠洲(壷)、木
製品（鋤）、支脚


中世


－ 53 － － － － － － － 欠番
図151 54 ⅠP－34 Ⅴ 直線状 (99)×22×8 SK111< 平安
図151 55 ⅠR－32～ⅠS－33 Ⅴ 直線状 658×121×38 SK161・170< 縄文(前期前？)、剥片、土師(坏・甕) 平安
－ 56 － － － － － － － SK255に変更
－ 57 － － － － － － － SK254に変更
－ 58 － － － － － － － SK256に変更


図152 59 ⅠO－23～ⅠW－36 Ⅴ 弧状 (1540)×69×142


SK193・214・SD66・
82<、<SI41・SK191・
2 1 0・2 1 2・2 1 3・
231・236・SD71・
77、SD85不明


縄文(前期前・末・中期前・後・後期前)、石槍、石錐、石匙、スク
レイパー、土師(皿・坏・甕)、須恵（壷）、擦文、支脚


平安 集落を囲む溝跡


図151 60 ⅠQ－26～ⅠQ－27 Ⅴ 直線状 124×16×11 － 平安
－ 61 － － － － － － － SK257に変更
－ 62 － － － － － － － SK258に変更


図151 63 ⅠQ－22～ⅠR－22 Ⅴ 直線状 (254)×45×39
<SK229・259・SE09、
SK230不明


縄文(後期前)、土師(甕) 平安


－ 64 － － － － － － － SK259に変更
－ 65 － － － － － － － SK260に変更
－ 66 － － － － － － － SD34に統合
－ 67 － － － － － － － 欠番
－ 68 － － － － － － － 欠番


図151 69 ⅠV－31～ⅠU－32 Ⅱ 直線状 498×20×18 － 縄文(中期)、土師(坏・甕) 平安
図151 70 ⅠW－32 Ⅱ 直線状 219×79×16 － 土師(甕)、支脚 平安
図153 71 ⅠW－32～ⅠV－34 Ⅱ Ｌ字状 (1747)×91×32 SD59.SD72.SD77< 縄文(中期前・後期前)、土師(坏・甕)、擦文 平安


図153 72 ⅠW－31～ⅠV－34 Ⅱ 直線状 (1379)×(177)×32
SD77.SK247・248・
SD77<、<SD71


縄文(中期前・後期前)、土師(坏・甕)、擦文、支脚 平安


図152 73 ⅠU－25～ⅠZ－37 Ⅱ 直線状 (5276)×372×177
SD 8 5・SX0 3 <、
<SD38・52・76・81・
89


縄文(前期前・中期前・後期)、石匙、石箆、スクレイパー、石
核、土師(皿・坏・甕・鉢・壷・堝・把手付・小壷)、須恵（壷・甕）、
擦文、砥石、木製品（斎串・木札・菰槌・形代・皿・椀・下駄・曲
物・鋤・木槌・箸・弓・板材・棒状・角材・杭）、鉄滓、支脚、羽口、
粘土塊、動物形土製品、獣骨（ウマ）


平安 集落を囲む溝跡


－ 74 － － － － － － － 欠番
－ 75 － － － － － － － 欠番


図153 76 ⅠW－29～ⅠW－37 Ⅱ 弧状 (3315)×91×27
SD73・77・79・84・
85<、<SX02


土師(坏・甕) 平安


図
番号


遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長さ×幅×深さ


－  288  －


新田（2）遺跡 遺構一覧表


－  289  －







図154 77 ⅠX－33～ⅠV－34 Ⅱ 弧状 (903)×80×62
SD59<、<SD71・
72・73・76・79


縄文(中期前・後期前)、土師(坏・甕) 平安


図149 78 ⅡA－31～ⅠY－32 Ⅱ 直線状 (683)×111×22 － 土師(皿・坏・甕)、擦文、支脚 平安


図153 79 ⅠX－33～ⅠX－36 Ⅱ 弧状 (1629)×61×40
SD77・SD84・85・
86<、<SD76・SX02


縄文(後期前)、土師(坏・甕)、粘土塊 平安


図149 80 ⅠY－32～ⅠY－33 Ⅱ 直線状 (217)×74×21 － 土師(坏・甕)、擦文、支脚 平安
図149 81 ⅠY－34 Ⅱ 直線状 (314)×56×14 SD73<、<SD52 平安
図154 82 ⅠW－36 Ⅱ 弧状？ (195)×84×36 SD59< 土師(甕) 平安
－ 83 － － － － － － － SX03に統合


図154 84 ⅠX－35～ⅠX－36 Ⅱ 直線状 (180)×82×35 － 土師(坏) 平安


図154 85 ⅠX－34～ⅠX－36 Ⅱ 直線状 (920)×181×44
SD83・84<、
<SD73・76・79、
SD59不明


縄文(中期前)、石箆、土師(坏・甕・鉢)、擦文、鉄滓、支脚、羽口、
粘土塊


平安


図153 86 ⅠW－35～ⅠW－36 Ⅱ 直線状 (246)×26×18 <SD79 土師(甕) 平安
図154 87 ⅠT－32 Ⅴ 直線状 134×21×10 － 平安
図154 88 ⅠS－27～ⅠS－28 Ⅴ Ｌ字状 (308)×27×18 <SI41 平安
図153 89 ⅠX－31～ⅠX－32 Ⅱ 直線状 (78)×55×57 － 平安


溝状土坑一覧表


図
遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


主軸方位 重複 出土遺物 時期 備考
長軸×短軸×深さ


図20 1 ⅠL－45 Ⅴ 溝状 343×34×98 N－41.5°－W <SD07 縄文(前期初～前・後期前) 縄文
図20 2 ⅠN－38・39 Ⅴ 溝状 249×(23)×94 N－87°－E － 縄文(前期前・後期前) 縄文
図20 3 ⅠL・M－36・37 Ⅴ 溝状 368×20×77 N－77.5°－W SK90< 縄文(前期初・中期前・後期前)、不定形石器 縄文
図20 4 ⅠN－35 Ⅴ 溝状 404×29×96 N－73°－W <SI25 縄文(前期前・末・中期中・後期前)、剥片 縄文
図20 5 ⅠP・Q－34 Ⅴ 溝状 410×21×73 N－55.5°－W <SI27 縄文
図20 6 ⅠM・N－26 Ⅴ 溝状 383×34×80 N－56°－E <SK186・187・188 縄文
図20 7 ⅠM－25・26 Ⅴ 溝状 374×31×81 N－52.5°－E － 縄文
図21 8 ⅠP－27・28 Ⅴ 溝状 381×32×105 N－76°－W － 縄文
図21 9 ⅠP・Q－26 Ⅴ 溝状 331×(35)×89 N－22°－E － 縄文(中期中・後期前) 縄文
図21 10 ⅠT－32・33 Ⅴ 溝状 333×16×43 N－37.5°－W <SI39 縄文


土器埋設遺構一覧表


図
遺構
番号


グリッド
確認
面


掘方平面形
掘方規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長軸×短軸×深さ


図22 1 ⅠT－31 Ⅴ 不整形 60×52×11 － 縄文（中期前） 縄文
図22 2 ⅠT－31 Ⅴ 円形 38×34×27 － 縄文（中期中） 縄文


焼土遺構一覧表


図
遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長軸×短軸


図212 1 ⅠL－44 Ⅲ 楕円形 86×62 － 不明
図212 2 ⅠO－33 Ⅳ 円形 57×51 － 不明
図23 3 ⅠP－39 Ⅲ 不整形 107×59 － 縄文
－ 4 － － － － － － － 欠番


図23 5 ⅠU－28・29 ※1 楕円形 69×65 SI49< 縄文（中期末～後期初） 縄文
※1　SI49堆積土


井戸跡一覧表


図
番号


遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長軸×短軸×深さ


図184 1 ⅠQ－35 Ⅴ 円形 102×89×172 SI27< 平安
図184 2 ⅠS－35・36 Ⅴ 円形 89×87×97 － 平安
図184 3 ⅠR－36 Ⅱ 円形 126×121×163 － 縄文（後期前）、石錐、土師（甕）、木製品（椀） 平安
図184 4 ⅠP・Q－32・33 Ⅴ 円形 195×186×291 SK128<、<SK100 縄文（前期前）、土師（甕）、木製品（棒状） 平安
図184 5 ⅠS－36 Ⅱ 円形 130×123×107 － 縄文（中期前）、土師（甕）、須恵（甕） 平安
図184 6 ⅡB－35・36 Ⅱ 円形 220×216×111 <SD41・42. 土師（坏・甕）、須恵（甕）、木製品（曲物、釣針状） 平安
－ 7 － － － － － － － 欠番


図184 8 ⅠS－30 Ⅴ 方形 90×85×164 SI32・SK144< 平安
図184 9 ⅠQ－21・22 Ⅴ 方形 105×99×185 <SK229・259 縄文（後期前）、土師（坏・甕） 平安


図185 10 ⅠM・N－41・42 Ⅴ 円形 268×268×(390) SI12<
縄文（前期初・後期前）、スクレイパー、土師（坏・甕・小壷）、擦
文、砥石、木製品（曲物・板材・杭）、鉄製品（手鎌）、鉄滓、支脚


平安 SI05から変更


図185 11 ⅠQ－26 Ⅴ 円形 127×127×203 － 縄文（前？）、土師（坏・甕）、須恵（壷） 平安 SK205から変更
図185 12 ⅠQ－37 Ⅲ 楕円形 105×82×198 － 縄文（前期前・後期前）、不定形石器、土師（甕） 平安 SK85から変更


用途不明遺構一覧表


図
遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長軸×短軸×深さ


－ 1 － － － － － － － 欠番


図187 2 ⅠW・X－33・34・35 Ⅱ 畝状


576×(386)、【西から】①159×18×19、②176×22×20、③
305×28×27、④362×39×27、⑤(102)×42×14、⑥(372)
×22×19、⑦(383)×32×20、⑧309×24×11、⑨271×44
×13、⑩244×25×12、⑪(344)×25×16、⑫(84)×13×8


SD77・79<、
<SD76


縄文(中期？)、土師（杯） 平安 畝状遺構


図187 3 ⅠS－24～ⅠY－34 Ⅱ 溝状 (5320)×904×80 <SD73
縄文(中期前)、土師(坏・ 甕)、
擦文、羽口


平安
B-Tm堆積
火山灰分析


出土遺物の「粘土塊」は焼成粘土塊を示す。


図
番号


遺構
番号


グリッド
確認
面


平面形
規模（㎝）


重複 出土遺物 時期 備考
長さ×幅×深さ


－  290  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  291  －







縄文土器観察表


図版番号 出土位置 層位 器形 部位 外面 内面 時期 型式 備考


図6－1 SI01 炉 深鉢 口縁部 LR端部横回 ミガキ? 前期初頭


図6－2 SI01 床直 深鉢 口縁部 単絡1類(l)横回 ナデ 前期前葉 深郷田


図6－3 SI01 炉 深鉢 口縁部 LR側圧、刺突文、R結回 ミガキ 前期末葉 円筒下層d2


図6－4 SI01 堆積土 深鉢 口縁部 RL横回 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図6－5 SI01 堆積土 深鉢 胴部 単絡5類 縦回 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図6－6 SI01 堆積土 深鉢 胴部 縦位条痕 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図6－7 SI01 堆積土 ミニチュア 口縁部 LR横回 ナデ 後期 図6－7,8同一個体


図6－8 SI01 堆積土 ミニチュア 胴部 LR横回 ナデ 後期 図6－7,8同一個体


図7－1 SI12
床面、堆積土、


SK41堆積土、
深鉢 口～胴下部 隆帯(R側圧)、側圧(単絡1類R、R)、LR横回 ナデ 中期前葉 円筒上層a SK41出土片と接合


図7－2 SI12 床直 深鉢 底部 単絡1類(L)縦回 ナデ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維


図7－3 SI12 堆積土 深鉢 口縁部 刺突文、コンパス文 ミガキ 前期初頭 表館 胎土に繊維


図7－4 SI12 堆積土 深鉢 胴部 刺突文、コンパス文 ミガキ 前期初頭 表館 胎土に繊維


図7－5 SI12 堆積土 深鉢 口縁部 ゆるい波状口縁、単絡1類(L)横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図7－6 SI12 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類(l)横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図7－7 SI12 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類(l)斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図7－8 SI12 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図7－11 SI14 床直 深鉢 口縁部 RL縦回、沈線文 ミガキ 中期末葉 大木10式併行 図33－9と同一個体


図7－12 SI14 堆積土 深鉢 口縁部 折り返し口縁、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図8－1 SI26 炉1 深鉢 胴部 隆帯(指頭圧痕)、沈線文、RL横回 ナデ 中期中葉 円筒上層e


図8－2 SI26 炉2 深鉢 胴～底部 結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層b or c


図8－3 SI26 炉体 深鉢 胴部 単絡1類(LR)斜回 ミガキ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維


図9－1 SI49
堆積土、


SN05堆積土
深鉢 口～胴下部 LR横回 ナデ 中末～後前 粗製 SN05出土片と接合


図9－2 SI49 床直 深鉢 口縁部 縦位条痕 ナデ 後期前葉 粗製


図9－3 SI49 床直 深鉢 胴部 単絡1類(L)縦位 ミガキ 前期末葉 円筒下層d


図9－4 SI49 床直 深鉢 胴部 LRL横回 ナデ 前期末葉 円筒下層d


図10－1 SI50 埋設炉 深鉢 口～胴上部
隆帯(L側圧)、刺突、側圧(LRとRL)、橋状把


手、結束第一種(RL,LR)
ナデ 中期前葉 円筒上層c 図10－1と2同一個体


図10－2 SI50 埋設炉 深鉢 胴～底部 結束第一種(RL,LR) ナデ 中期前葉 円筒上層c 図10－1と2同一個体


図10－3 SI50 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯(L側圧)、馬蹄形圧(L) ナデ 中期前葉 円筒上層b


図10－4 SI50 堆積土 深鉢 胴上部 隆帯(L側圧)、刺突、RL横回 ミガキ 中期前葉 円筒上層c


図10－5 SI50 堆積土 深鉢 胴上部 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL)、L結回 ナデ 中期前葉 円筒上層c


図10－6 SI50 床直 深鉢 胴上部 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図10－7 SI50 堆積土 深鉢 胴上部 隆帯(L側圧)、RL横回 ミガキ 中期前葉 円筒上層


図10－8 SI50 床直 深鉢 底部 LR横回 ミガキ 中期前葉 円筒上層


図10－9 SI50 堆積土 深鉢 口縁部 LRL横回 ナデ 前期前半 胎土に繊維混入


図10－10 SI50 堆積土 深鉢 口縁部 刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図15－1 SK05 堆積土 深鉢 胴部 刺突文(列状) ナデ 前期初頭 早稲田・表隆


図15－2 SK05 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－3 SK05 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(?)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田


図15－4 SK10 堆積土 深鉢 口縁部 沈線→刺突列、0段多条RLの端部横回 ミガキ 前期初頭 表館 胎土に繊維


図15－5 SK10 堆積土 深鉢 底部 押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 尖底、胎土に繊維


図15－6 SK10 堆積土 深鉢 胴部 0段多条LRの端部横回 ナデ 前期初頭 早稲田・表館 胎土に繊維混入


図15－7 SK10 堆積土 深鉢 底部 単絡1類(?) ナデ 前期前葉 深郷田
底面単絡1類施文、胎土


に繊維混入


図15－8 SK10 堆積土 深鉢 口縁部 刺突文(列状) 摩滅 前期前半


図15－9 SK10 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－11 SK17 堆積土 深鉢 胴部 LR横回、沈線文 ミガキ 中期後葉 最花


図15－12 SK17 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(L) ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図15－13 SK17 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(R)
ナデ、条


痕
前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図15－14 SK18 堆積土 深鉢 口縁部 波状口縁の先端部、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－15 SK18 堆積土 深鉢 底部 無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－16 SK22 堆積土 深鉢 底部 0段多条LRの端部横回、刺突列 ナデ 前期初頭 表館
平底、 底部に放射状刺


突文


図15－17 SK22 堆積土 浅鉢? 底部 横位沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－18 SK22 堆積土 浅鉢 胴下部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－19 SK22 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－20 SK23 底面 深鉢 口縁部 単絡1類(R)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図15－21 SK23 堆積土 深鉢 底部 単絡1類(L)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田
底面施文、 胎土に繊維


混入


図15－22 SK23 堆積土 深鉢 口縁部 折り返し口縁、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－23 SK23 堆積土 浅鉢 口縁部 沈線文、貫通孔 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－24 SK23 堆積土 浅鉢 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－25 SK23 堆積土 深鉢 口縁部 無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ 粗製


図15－26 SK23 底面直上、堆積土 深鉢 口～胴下部 折り返し口縁、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ 底部欠落


図15－27 SK23 堆積土 深鉢 胴部 格子目状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－28 SK24 堆積土 深鉢 口縁部 沈線文、格子目状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－29 SK24 1層 深鉢 口縁部 沈線文、波状口縁 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－30 SK24 堆積土 深鉢 胴下部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－31 SK24 堆積土 ミニチュア 胴部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－32 SK24 堆積土 ミニチュア 底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－33 SK24 2層 深鉢 胴下部 単絡5類(L) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－34 SK28 底面、堆積土 小型深鉢 略完形 貼付、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－35 SK28 9層、堆積土 浅鉢 口縁部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－36 SK28 堆積土 深鉢 口縁部 口縁折り返し、無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図15－37 SK28 底面 深鉢 口縁部 単絡5類(R) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－1 SK28 底面 壷 肩部 沈線文
ナデ・ミ


ガキ
後期前葉 十腰内Ⅰ


遺物観察表


－  290  －


新田（2）遺跡 遺物観察表
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図版番号 出土位置 層位 器形 部位 外面 内面 時期 型式 備考


図16－2 SK28 堆積土 浅鉢 口縁部 沈線文、貼付部分に縦位貫通孔 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－3 SK28 堆積土 小型深鉢 口縁部 微隆帯、沈線文、赤色顔料付着
ナデ、赤


色顔料
後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－4 SK28 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯、口唇部にRL側圧 ナデ 中期中葉 円筒上層d


図16－5 SK28 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図16－9 SK34 1層 浅鉢 略完形 口縁折り返し、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－10 SK34 1層 鉢 完形 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－11 SK34 底面 鉢 完形 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－12 SK34 堆積土 深鉢 胴下～底部 無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－13 SK34 1層 深鉢 口～胴下部 口縁折り返し、単絡5類(R) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－14 SK37 堆積土 深鉢 口縁部 刺突文(列状) ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図16－15 SK37 堆積土 深鉢 胴部 刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図16－16 SK37 堆積土 深鉢 胴部 0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 早稲田・表館 胎土に繊維混入


図16－17 SK37 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類(R)横回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図16－18 SK37 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類(R)斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図16－19 SK37 堆積土 深鉢 口縁部 結回R、隆帯、RLR斜回 ナデ 前期中葉 円筒下層b1 胎土に繊維混入


図16－20 SK37 堆積土 深鉢 口～胴上部 c帯(R側圧)、単絡1側圧R、鼓状貼付、RL横回 ナデ 中期前葉 円筒上層a


図16－22 SK40 堆積土 深鉢 口縁部 刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図16－23 SK40 堆積土 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 早稲田・表館 胎土に繊維混入


図16－24 SK40 堆積土 深鉢 胴部 LR横回→押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 胎土に繊維混入


図16－25 SK40 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(R)横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図16－26 SK40 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類(L)斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図16－27 SK40 堆積土 深鉢 口縁部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－28 SK40 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－30 SK41 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(R)横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図16－31 SK41 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類斜回→横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図16－32 SK42 6層 深鉢 胴部 LR横回、結節回転文 ミガキ 中期後半 粗製


図16－33 SK42 堆積土 深鉢 底部 刺突文(放射状) ナデ 前期初頭 表隆 胎土に繊維混入


図16－34 SK42 4､6層 深鉢 口縁部 RL横回 ミガキ 前期初前葉 粗製 胎土に繊維混入


図16－35 SK42 堆積土 深鉢 口縁部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図16－36 SK42 堆積土 深鉢 口縁部 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－1 SK44 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類(R)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図17－2 SK44 堆積土 深鉢 口縁部 単絡1類(R)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図17－3 SK44 底面 深鉢 底部 単絡1類(L)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図17－4 SK44 堆積土 深鉢 口縁部 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－5 SK44 堆積土 深鉢 口縁部 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－6 SK44 堆積土 深鉢 口縁部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－7 SK44 堆積土 浅鉢 口～胴上部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－8 SK44 底面 深鉢 略完形
口唇4(大)+4単位間に2(小)の突起、口唇上


刺突・沈線、沈線文、LR充填
ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－9 SK66 堆積土 深鉢 口縁部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図17－10 SK66 堆積土 深鉢 底部 側面と底部に刺突文 ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図17－11 SK66 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯(L側圧)、刺突 ナデ 中期前葉 円筒上層c


図17－12 SK66 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－13 SK66 堆積土 深鉢 口縁部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－14 SK66 堆積土 壷or注口 口縁部 沈線文、LR横回充填 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ


図17－15 SK68 堆積土 深鉢 口縁部 ナデ 前期前半 胎土に繊維混入


図17－16 SK68 堆積土 深鉢 口縁部 口縁折り返し、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－17 SK79 堆積土 深鉢 底部 底面に刺突(放射状) ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図17－18 SK79 堆積土 深鉢 底部 底面に単絡1類 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図17－19 SK79 堆積土 深鉢 口縁部 口唇RL側圧、結束第2種(LR,RL) ナデ 中期中葉 円筒上層e


図17－20 SK79 堆積土 壷 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－21 SK79 堆積土 鉢 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－23 SK83 堆積土 深鉢 胴部 RL横回 条痕 前期初頭 胎土に繊維混入


図17－25 SK110 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯(LR側圧) ナデ 中期前葉 円筒上層


図17－26 SK110 堆積土 深鉢 口縁部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－27 SK90 堆積土 深鉢 胴部 多軸絡条体 ミガキ 前期末葉 円筒下層d1


図17－28 SK90 堆積土 深鉢 胴部 LR横回、沈線文 ミガキ 中期中葉 円筒上層e


図17－29 SK90 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－30 SK120 底面 深鉢 胴下部 結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層


図17－31 SK120 底面 深鉢 胴部 結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層


図17－32 SK120 底面 深鉢 胴下部 無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図17－33 SK164 堆積土 深鉢 胴部 多軸絡条体 ナデ 前期末葉 円筒下層d


図17－34 SK193 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯(L側圧)、刺突 ミガキ 中期前葉 円筒上層C


図17－35 SK200 堆積土 深鉢 口縁部 無文、口縁折り返し ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図18－4 SK204 堆積土 深鉢 胴部 RL端部横回 ミガキ 前期初頭


図18－5 SK204 堆積土 深鉢 口縁部 押し引き沈線文 ミガキ 前期初頭 早稲田6類


図18－6 SK204 堆積土 深鉢 口縁部 無文 口縁折返 後期前葉 粗製


図18－7 SK204 底面 深鉢 胴下～底部 LR横回 ナデ 後期 粗製


図18－8 SK214 底面 深鉢 胴部 RL端部横回 ナデ 前期初頭 胎土に繊維混入


図18－9 SK214 底面 深鉢 胴下部 LR縦回 ナデ 中期後半 粗製


図18－10 SK214 堆積土 深鉢 胴下部 RL横回 ナデ 中後～後前 粗製


図18－13 SK228 堆積土 深鉢 胴部 0段多条LRによる羽状 ミガキ 前期初頭


図18－15 SK233 堆積土 深鉢 胴部 ループ文(RL) ミガキ 前期初頭 胎土に繊維混入


図18－16 SK233 堆積土 深鉢 胴下部 RL横回 ナデ 前期 粗製 胎土に繊維混入


図18－17 SK233 堆積土 深鉢 胴下部 LR縦回 ナデ 中期末葉 大木10併行


図18－18 SK233 堆積土 深鉢 口縁部 沈線文とLR縦回、磨消 ミガキ 中期末葉 大木10併行


図19－1 SK233 堆積土 深鉢 胴下部 RL縦回 ナデ 中期後半 粗製


図19－3 SK247 底面 深鉢 底部 結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前半 円筒上層


図19－4 SK248 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯(R側圧)、馬蹄形圧 ミガキ 中期前葉 円筒上層b


図19－5 SK248 堆積土 深鉢 口縁部 RL横回 ナデ 中期


図19－6 SK250 堆積土 深鉢 胴部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図19－7 SK250 堆積土 深鉢 胴部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館 胎土に繊維混入


図19－8 SK250 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯(L側圧)、刺突 ミガキ 中期前葉 円筒上層c


図19－9 SK250 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－1 SV01 堆積土 深鉢 胴部 RL横回 ナデ 前期初前葉 粗製 胎土に繊維混入


図21－2 SV01 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(R)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入
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図21－3 SV01 堆積土 深鉢 口縁部 刺突文 ミガキ 前期初頭 早稲田・表館 胎土に繊維混入


図21－4 SV01 堆積土 浅鉢 底部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－5 SV01 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(L)斜行 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図21－6 SV02 堆積土 深鉢 口～胴上部 折り返し口縁、沈線文、単絡5類R ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－7 SV02 堆積土 深鉢 口～胴上部 折り返し口縁、沈線文、単絡5類R ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－8 SV03 堆積土 深鉢 口縁部 0段多条RLの端部横回 ミガキ 前期初頭 早稲田・表館


図21－9 SV03 堆積土 深鉢 胴上部 LR押圧、結束第1種(LR,RL) ミガキ 中期中葉 円筒上層(d～e)


図21－10 SV03 堆積土 深鉢 口縁部 無文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－11 SV03 堆積土 深鉢 胴部 LR横回 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－12 SV03 堆積土 深鉢 胴部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－13 SV03 堆積土 深鉢 胴部 単絡5類R ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－14 SV04 堆積土 深鉢 胴部 単絡1類(L)斜行 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維混入


図21－15 SV04 堆積土 深鉢 口縁部 隆帯(L側圧)、RL横回 ミガキ 中期前葉 円筒上層(b～c)


図21－16 SV04 堆積土 深鉢 胴部 沈線文、磨消(LR) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－17 SV04 堆積土 深鉢 底部 多軸絡条体 ミガキ 前期末葉 円筒下層d 胎土に繊維混入


図21－18 SV09 堆積土 深鉢 口縁部 RL押圧、RL横回、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図21－19 SV09 堆積土 深鉢 口縁部 口縁部無文、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図22－1 SR01 堆積土 深鉢 底部 結束第一種(RL,LR) ナデ 中期前葉 円筒上層


図22－2 SR02 底面 深鉢 胴上部 隆帯(L側圧)、結束第一種(RL,LR) ナデ 中期前葉 円筒上層d


図22－3 SR02 堆積土 深鉢 胴上～底部 隆帯(L側圧)、結束第一種(RL,LR) ナデ 中期前葉 円筒上層d


図26－1 捨て場 ⅠN45Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－2 捨て場 ⅠQ41Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－3 捨て場 ⅠM46,ⅠO38bⅢ層 深鉢 口縁部 刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－4 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 口縁部
口唇内削ぎ、刺突文、コンパス文、0段多条


LR端部横回
ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－5 捨て場 ⅠS37Ⅲ下層 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－6 捨て場 ⅠM46Ⅲ層 深鉢 口縁部
口唇内削ぎ、刺突文、羽状(0段多条RL,LR端


部横回)
ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－7 捨て場 ⅠM43Ⅱ層 深鉢 口縁部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－8 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、ループ文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－9 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 表館式
堅緻、胎土に繊維、9,10


同一個体


図26－10 捨て場 ⅠR41Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 表館式
堅緻、胎土に繊維、9,10


同一個体


図26－11 捨て場 ⅠQ41Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、0段多条RL端部横 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－12 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇やや内削ぎ、刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－13 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 胴下部 ループ文、刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－14 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 底部 平底、側面と底面に刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－15 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 深鉢 底部 平底、側面と底面に刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－16 捨て場 ⅠM46Ⅲ層 深鉢 底部
平底、側面と底面に刺突文、羽状(0段多条


RL,LR端部横回)
ナデ 前期初頭 表館式


堅緻、胎土に繊維、内側


炭化物付着


図26－17 捨て場 1号捨て場Ⅲ層 深鉢 口頸部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－18 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 底部 平底、刺突文(放射状) ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図26－19 捨て場 ⅠM46Ⅲ層 深鉢 口縁部 波状口縁、刺突文、0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図26－20 捨て場 ⅠQ37Ⅲ層 深鉢 口頸部 押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図26－21 捨て場 ⅠQ41Ⅲ層 深鉢 口～胴上部 波状口縁、押し引き沈線文、ループ文(RL) ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図26－22 捨て場 1号捨て場Ⅲ層 深鉢 口縁部 波状口縁、押し引き沈線文、ループ文(LR) ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図26－23 捨て場 ⅠM43Ⅰ層 深鉢 口頸部 押し引き沈線文、ループ文(RL) ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図26－24 捨て場 ⅠQ38cⅢ層 深鉢 口縁部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－25 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－26 捨て場 ⅠN45Ⅲ層 深鉢 胴部 羽状(0段多条RL,LR端部横回) ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－27 捨て場 ⅠR41Ⅲ層 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－28 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 胴部 羽状(0段多条RL,LR端部横回) ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－29 捨て場 ⅠR37dⅢ層 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－30 捨て場 ⅠQ39Ⅲ層 深鉢 胴部 RL端部横回 ナデ 前期初頭 胎土に繊維


図26－31 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 底部 尖底、羽状(0段多条RL横回と縦回) ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－32 捨て場 ⅠQ37cⅢ層 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－33 捨て場 ⅠQ39Ⅲ層 深鉢 口縁部 0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－34 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 口縁部 0段多条LR端部横回 ナデ 前期初頭
堅緻、胎土に繊維、内側


炭化物付着


図26－35 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 胴部 0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭
堅緻、胎土に繊維、内側


炭化物付着


図26－36 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 胴部 0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭
堅緻、胎土に繊維、内側


炭化物付着


図26－37 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 胴部 0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭
堅緻、胎土に繊維、内側


炭化物付着


図26－38 捨て場 ⅠQ39Ⅲ層 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図26－39 捨て場 ⅠR40Ⅲ層 深鉢 口縁部 交差施文(0段多条LR) ミガキ 前期初前葉 見立山類似 胎土に繊維


図26－40 捨て場 ⅠQ38aⅢ層 深鉢 口縁部 LRL横回 ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図26－41 捨て場 ⅠR36Ⅲ下層 深鉢 口縁部 RL横回 ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図26－42 捨て場 ⅠR41Ⅲ層 深鉢 底部 RL横回 ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図27－1 捨て場 ⅠQ39c、ⅠP39bⅢ層 深鉢 口縁部 LRL横回 条痕 前期初前葉 胎土に繊維


図27－2 捨て場 ⅠR38cⅢ層 深鉢 口縁部 0段多条RLR横回 ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図27－3 捨て場 ⅠQ38Ⅱ層 深鉢 口頸部 LRL横回 条痕 前期初前葉 胎土に繊維


図27－4 捨て場 ⅠM43Ⅱ層 深鉢 底部 平底、LRL横回 ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図27－5 捨て場 ⅠN42Ⅲ層 深鉢 口縁部 単絡1類L横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－6 捨て場 ⅠQ38Ⅱ層 深鉢 口縁部 単絡1類L斜回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－7 捨て場 ⅠR40Ⅲ層 深鉢 口縁部 単絡1類L斜回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－8 捨て場 ⅠQ39c、ⅠR36Ⅲ層 深鉢 口縁部 単絡1類R斜回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－9 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 口縁部 単絡1類R斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－10 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 深鉢 口縁部 波状口縁、単絡1類L横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－11 捨て場 ⅠQ38bⅡ層 深鉢 口頸部? 縦位条痕、単絡1類L横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－12 捨て場 ⅠQ38bⅢ層 深鉢 底部 単絡1類斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－13 捨て場 ⅠN42Ⅰ層 深鉢 底部 単絡1類R斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図27－14 捨て場 ⅠU33Ⅲ下層 深鉢 口縁部
単絡1類横回、L側圧、LR横回、単絡1類R縦


回
ミガキ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維


図27－15 捨て場 ⅠU33Ⅲ下層 深鉢 口縁部 単絡1類横回、L側圧 ナデ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維
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図27－16 捨て場 ⅠM45Ⅰ層 深鉢 口縁部 単絡1類R横回、L、R,LR側圧、多軸絡縦回 ナデ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維


図27－17 捨て場 ⅠR37Ⅲ上層 深鉢 口縁部 結束第1種(RLa,LR)、口唇にLR横回 ナデ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維


図27－18 捨て場 ⅠM46Ⅲ上層 深鉢 口縁部
口唇LR押圧､R、LR側圧、隆帯(刺突)、結束


第1種(LR)横回、多軸絡
ナデ 前期末葉 円筒下層d2


図27－19 捨て場 ⅠR36Ⅲ上層 深鉢 口縁部 LR側圧、結節回転文 ナデ 前期末葉 円筒下層d2


図27－20 捨て場 ⅠN46Ⅲ層 深鉢 口縁部 口唇R押圧、単絡1類側圧、LR側圧 ミガキ 前期末葉 円筒下層d2


図28－1 捨て場 ⅠR38Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部
隆帯(LR側圧)、LR側圧、LRL横回、結束第1


種(LR,RL)
ナデ 中期前葉 円筒上層a


図28－2 捨て場 ⅠU32Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部
隆帯(R側圧)､R,L,LR側圧、 馬蹄形圧(LR)、


結束第1種(LR,LR)
ナデ 中期前葉 円筒上層a


図28－3 捨て場 ⅠW33Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部
隆帯(L側圧)､L側圧、馬蹄形圧(L)、結束第1


種(LR,RL)
ナデ 中期前葉 円筒上層b


図28－4 捨て場 ⅠS36Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)､L側圧、馬蹄形圧(RL)、RL横回 ナデ 中期前葉 円筒上層b


図28－5 捨て場 ⅠU34Ⅲ下層 深鉢 完形 隆帯(LR側圧)､馬蹄形圧(LR)、LR横回、結回(R) ナデ 中期前葉 円筒上層b


図28－6 捨て場 ⅠU34Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)、馬蹄形圧(L)、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層b


図29－1 捨て場 ⅠU34Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 隆帯(L側圧)、馬蹄形圧(R)、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層b


図29－2 捨て場 ⅠT36Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部
隆帯(L側圧)、馬蹄形圧(L)、刺突列、結束第1


種(LR,RL)
ナデ 中期前葉 円筒上層b


図29－3 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部
隆帯(L側圧)、馬蹄形圧(L)、爪形、結束第1種


(LR,RL)
ナデ 中期前葉 円筒上層b


図29－4 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 完形
隆帯(L側圧)、L,R側圧、刺突、馬蹄形圧(L)、


結束第1種(LR,RL)
ナデ 中期前葉 円筒上層b


図29－5 捨て場 ⅠU33Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)、馬蹄形圧(L)、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層b


図29－6 捨て場 ⅠU33Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)、L側圧、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図30－1 捨て場 ⅠS36Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図30－2 捨て場 ⅠU33Ⅲ上層 深鉢 完形 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(RL,LL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図30－3 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 完形 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図30－4 捨て場 ⅠU34Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 隆帯(R側圧)、L,R側圧、刺突、RLR横回 ナデ 中期前葉 円筒上層c


図30－5 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 完形 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図30－6 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－1 捨て場 ⅠT35Ⅲ下層 深鉢 完形 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－2 捨て場 ⅠT35Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－3 捨て場 ⅠT36Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部
隆帯(L側圧)、刺突、ボタン状貼付、結束第1


種(LR,RL)
ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－4 捨て場 ⅠT35Ⅲ下層 深鉢 完形 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－5 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 隆帯(L側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－6 捨て場 ⅠU32Ⅳ下層 深鉢 口縁～胴部 隆帯、刺突列 ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－7 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 完形 隆帯(L側圧)、RL横回 ナデ 中期前葉 円筒上層b～c


図31－8 捨て場 ⅠU34Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)、L側圧、結束第1種(RL,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層b～c


図31－9 捨て場 ⅠR39Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 隆帯(R側圧)、刺突、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－10 捨て場 ⅠS37Ⅲ上層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)、L側圧、刺突、付加条(RL+r)横回 ナデ 中期前葉 円筒上層c


図31－11 捨て場 ⅠU34Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部
隆帯(単絡1類l側圧)、L側圧、刺突、結束第1


種(LR,RL)
ナデ 中期前葉 円筒上層c


図32－1 捨て場 ⅠU34Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 隆帯(L側圧)、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層b～c


図32－2 捨て場 ⅠU33Ⅲ下層 深鉢 完形 隆帯(L側圧)、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図32－3 捨て場 ⅠS36Ⅲ下層 深鉢 胴～底部 隆帯(L側圧)、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層b～c


図32－4 捨て場 ⅠU34Ⅲ層 深鉢 完形 隆帯(LR横回)、LR横回 ナデ 中期前葉 円筒上層c


図32－5 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 口縁～底部 隆帯(L側圧)、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c


図32－6 捨て場 ⅠT35Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 貫通孔、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c～d


図32－7 捨て場 ⅠT35Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 RL横回 ナデ 中期前葉 円筒上層c～d


図32－8 捨て場 ⅠT35Ⅲ下層 深鉢 完形 口縁L側圧・LR横回、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c～d


図32－9 捨て場 ⅠT36Ⅲ下層 深鉢 口縁～胴部 口縁折り返し、結束第1種(LR,RL) ナデ 中期前葉 円筒上層c～d


図33－1 捨て場 ⅠU34Ⅲ下層 浅鉢 略完形 口唇L押圧、結束第1種(RL,LR) ナデ 中期前葉 円筒上層c～d


図33－2 捨て場 ⅠV32Ⅲ下層 浅鉢 略完形 口唇L押圧、結束第1種(RL,LR) ナデ 中期前葉 円筒上層c～d


図33－3 捨て場 ⅠS36,ⅠU34Ⅲ下層 高台付皿 略完形 無文(ナデ) ナデ 中期前葉 円筒上層


図33－4 捨て場 ⅠV33Ⅲ下層 深鉢 口縁部 貼付(L押圧)、L側圧、LR横回 ナデ 中期前中葉 大木系?


図33－5 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 深鉢 口縁部 沈線文、LR横回 ナデ 中期後葉 榎林式


図33－6 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文、LR横回 ナデ 中期後葉 榎林式


図33－7 捨て場 ⅠN43Ⅲ上層 深鉢 口縁部 RL縦回、沈線文 ナデ 中期末葉 大木10式併行 7,8同一固体


図33－8 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 口縁部 RL縦回、沈線文、刺突文 ナデ 中期末葉 大木10式併行 7,8同一固体


図33－9 捨て場 ⅠM42Ⅰ層 深鉢 口縁部 RL縦回、弧状沈線文 ミガキ 中期末葉 大木10式併行 SI14出土土器と同一個体


図33－10 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 口縁部 LR縦回、沈線文 ナデ 中期末葉 大木10式併行


図33－11 捨て場 ⅠO44Ⅲ層 深鉢 口縁部 鰭状突起、沈線文、RL縦回 ナデ 中期末葉 大木10式併行


図33－12 捨て場 ⅠR40Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文、刺突文、RL横回 ナデ 中期末葉 大木10式併行 12,13,14同一個体


図33－13 捨て場 ⅠR40Ⅲ層 深鉢 胴部 鰭状突起、沈線文、RL横回 ナデ 中期末葉 大木10式併行 12,13,14同一個体


図33－14 捨て場 ⅠR40Ⅲ層 深鉢 胴部 鰭状突起、沈線文、刺突文、RL横回 ナデ 中期末葉 大木10式併行 12,13,14同一個体


図33－15 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 口縁部 沈線文、LR縦回充填 ナデ 中期末葉 大木10式併行


図33－16 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 胴部 R縦回充填、沈線文 ナデ 中期末葉 大木10式併行


図33－17 捨て場 ⅠM46Ⅲ層 深鉢 胴部 LR充填、沈線文 ナデ 中期末葉 大木10式併行


図34－1 捨て場 ⅠN42Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 粘土紐貼付(ねじり状)、沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図34－2 捨て場 ⅠV34Ⅲ下層 深鉢 完形 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図34－3 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図34－4 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図34－5 捨て場 ⅠQ40Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 口縁折り返し、沈線文(着色粘土使用) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図34－6 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 口縁折り返し、沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図34－7 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 深鉢 完形 口縁部無文帯、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図34－8 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－1 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－2 捨て場 ⅠM43Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－3 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－4 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－5 捨て場 ⅠN41Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 口縁折り返し、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－6 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－7 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図35－8 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－1 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 口縁折り返し、沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－2 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ
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図36－3 捨て場 ⅠT36Ⅲ下層 深鉢 胴～底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－4 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－5 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－6 捨て場 ⅠM43Ⅲ上層 壷 口縁～胴部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－7 捨て場 ⅠN46Ⅲ層 壷 胴部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－8 捨て場 ⅠS37Ⅲ下層 壷 完形 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－9 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 壷 胴～底部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図36－10 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 壷 口縁～胴部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－1 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 切断土器 口縁～底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－2 捨て場 ⅠM46Ⅲ層 壷 胴～底部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－3 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 鉢 口縁～底部 波頂部に紐通孔、沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－4 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 鉢 完形 沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－5 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 鉢 口縁～底部 沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－6 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 鉢 口縁～底部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－7 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 鉢 口縁～底部 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－8 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 鉢 口縁～底部 口縁折り返し、沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－9 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 鉢 口縁～底部 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－10 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 浅鉢 完形 沈線文、L縄文充填 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－11 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 浅鉢 口縁～底部 沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－12 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 浅鉢 口縁～胴部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－13 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 浅鉢 口縁～底部 沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－14 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 浅鉢 胴～底部 沈線文、底部に赤色顔料付着 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－15 捨て場 ⅠM43Ⅲ層 浅鉢 完形 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－16 捨て場 ⅠM44Ⅲ上層 鉢 口縁～底部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－17 捨て場 ⅠN46Ⅲ上層 浅鉢 完形 沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－18 捨て場 ⅠN43Ⅲ上層 浅鉢 口縁～底部 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－19 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 浅鉢 口縁～底部 波頂部に紐通孔、沈線文、微隆帯 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－20 捨て場 ⅠN45Ⅲ上層 浅鉢 口縁～底部 貫通孔、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－21 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 浅鉢 口縁～底部 口縁折り返し、沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図37－22 捨て場 ⅠN46Ⅲ上層 浅鉢 口縁～底部 沈線文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－1 捨て場 ⅠN44Ⅲ上層 深鉢 口縁～底部 格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－2 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－3 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 完形 格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－4 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－5 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 深鉢 口縁～底部 波状口縁(5単位)、格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－6 捨て場 ⅠM43Ⅲ層 深鉢 完形 波状口縁(5単位)、口縁折り返し、格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－7 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 完形 波状口縁(9単位)、口縁折り返し、格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－8 捨て場 ⅠM46Ⅲ層 深鉢 完形 口縁折り返し、格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図38－9 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 完形 格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－1 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 深鉢 完形 格子状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－2 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 口縁折り返し、補修孔、単絡5類(R2本による) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－3 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢 完形 単絡5類(LR) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－4 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 単絡5類(R) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－5 捨て場 ⅠM42Ⅲ層 深鉢 完形 口縁折り返し、単絡5類(R) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－6 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－7 捨て場 ⅠM43Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図39－8 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 深鉢 完形 沈線文、微隆帯 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－1 捨て場 ⅠQ38dⅢ層 深鉢 完形 口縁折り返し、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－2 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 深鉢 完形 口縁折り返し ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－3 捨て場 ⅠR37Ⅲ上層 深鉢 完形 口縁折り返し、結束第1種(L,LR) ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－4 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 皿 口～底部 無文 ミガキ 後期前葉 十腰内Ⅰ 隅丸方形の平面形


図40－5 捨て場 ⅠN44Ⅱ層 切断小型壷 口頸部欠 沈線文、微隆帯 不明 後期前葉 十腰内Ⅰ
切断部分をアスファル


トで接着


図40－6 捨て場 ⅠQ37Ⅲ層 注口土器 胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－7 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 壷 口縁部 8字状の貼付、沈線文、微隆帯、赤色顔料
沈線文、


赤色顔料
後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－8 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 深鉢 胴下～底部 単絡5類(R) 漆付着 後期前葉 十腰内Ⅰ 漆用の容器か?


図40－9 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 深鉢? 胴下～底部 漆付着、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－10 捨て場 ⅠN－43Ⅲ層 蓋 蓋 無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－11 捨て場 ⅠM－46Ⅲ層 蓋 蓋 無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－12 捨て場 ⅠN43Ⅲ上層 異形土器 肩部 沈線文、注ぎ口状の溝有り ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－13 捨て場 ⅠN43Ⅲ上層 異形土器 底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－14 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 小型壷 口～胴部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－15 捨て場 ⅠM43Ⅲ上層 小型鉢 胴～底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－16 捨て場 ⅠS36Ⅲ下層 小型鉢 胴～底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－17 捨て場 ⅠR38cⅢ層 小型鉢 胴下～底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－18 捨て場 ⅠO41Ⅲ上層 小型鉢 胴下～底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－19 捨て場 ⅠS36Ⅳ下層 小型鉢 底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－20 捨て場 ⅠN45Ⅲ層 小型鉢 底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－21 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 小型鉢 底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－22 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 小型鉢 底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－23 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 小型鉢 略完形 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－24 捨て場 ⅠO41Ⅲ上層 小型鉢 略完形 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－25 捨て場 Ⅲ層 小型鉢 胴下～底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－26 捨て場 ⅠU33Ⅲ下層 小型鉢 胴～底部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－27 捨て場 ⅠW33Ⅲ下層 小型皿 略完形 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－28 捨て場 ⅠN43Ⅲ層 小型鉢 底部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－29 捨て場 ⅠM42Ⅰ層 小型台付鉢 胴下～台部 LR縦回
ナデ、炭


化物付着
後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－30 捨て場 ⅠO41Ⅲ上層 小型鉢 底部 格子目状沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－31 捨て場 ⅠU35Ⅲ上層 小型壷 胴～台部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－32 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 切断土器 頸～底部 沈線文


切断部に


アスファ


ルト付着


後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－33 捨て場 ⅠO42Ⅲ層 切断土器? 肩～底部 沈線文、紐通孔 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－34 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 小型壷 肩～底部 沈線文、刺突文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－35 捨て場 Ⅲ層 壷 口縁部 橋状把手、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図版番号 出土位置 層位 器形 部位 外面 内面 時期 型式 備考


－  294  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  295  －







図40－36 捨て場 Ⅲ層 壷 口縁部 貼付による4波状口縁、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－37 捨て場 ⅠO41Ⅲ上層 小型台付鉢 台部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－38 捨て場 ⅠU34Ⅳ下層 小型台付鉢 略完形 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－39 捨て場 ⅠO43Ⅲ層 小型台付鉢 胴下～台部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－40 捨て場 ⅠN44Ⅲ層 小型台付鉢 胴下～台部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－41 捨て場 ⅠM44Ⅲ層 小型台付鉢 台部 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－42 捨て場 ⅠM45Ⅲ層 小型台付鉢 胴下～台部 沈線文、台部に紐通孔 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図40－43 捨て場 ⅠN45Ⅲ上層 壷型? 口～胴部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図41－1 捨て場 ⅠN43Ⅰ層 深鉢 口縁部 口唇内側肥厚、口唇外側刻目帯 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅳ


図41－2 捨て場 ⅠO44Ⅱ層 壷or注口 口縁部 口唇肥厚、LR横回充填、沈線文、刺突文 ミガキ 後期後葉 十腰内Ⅴ


図41－3 捨て場 ⅠN44Ⅲ上層 深鉢 口縁部 口唇内側肥厚、RLとLR横回羽状 ミガキ 後期後葉 十腰内Ⅳ～Ⅴ


図41－4 捨て場 ⅠU34Ⅲ下層 壷or注口 頸部 無文、貼瘤 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ 4,5同一個体


図41－5 捨て場 ⅠU34Ⅲ下層 壷or注口 胴部 無文、貼瘤 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ 4,5同一個体


図41－6 捨て場 ⅠU33Ⅲ下層 壷or注口 胴部 メガネ状文、刺突文 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ 6,7同一個体


図41－7 捨て場 ⅠU34Ⅲ上層 壷or注口 胴部 メガネ状文 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ 6,7同一個体


図41－8 捨て場 ⅠQ38 Ⅱ･Ⅲ層 深鉢 口～胴部 横位沈線文による無文帯、L斜回 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ 8,9同一個体


図41－9 捨て場 ⅠQ38 Ⅱ･Ⅲ層 深鉢 胴下部 横位沈線文による無文帯、L斜回 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ 8,9同一個体


図41－10 捨て場 ⅠR37Ⅲ上層 注口土器? 口縁部、胴部 横位沈線文 ミガキ 後期後葉 十腰内Ⅴ


図41－11 捨て場
ⅠU34Ⅲ下層、


SI39堆積土
注口土器


口～胴部、


注口部
無文、貼瘤 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ


図41－12 捨て場 ⅠQ38dⅢ層 浅鉢 口縁部 LR横回(口唇部施文) ナデ 後期後葉 粗製


図41－13 捨て場 ⅠQ38cⅢ層 深鉢 口縁部 L横回 ナデ 後期後葉 粗製


図41－14 捨て場 ⅠR38dⅢ層 深鉢 口縁部 LR横回(口唇部施文) ナデ 後期 粗製 14,15同一個体


図41－15 捨て場 ⅠR38c,dⅢ層 深鉢 底部 LR横回 ナデ 後期 粗製 14,15同一個体


図41－16 捨て場 ⅠQ37aⅢ層 深鉢 口～胴部 L横回 ナデ 後期後葉 粗製


図41－17 捨て場 ⅠR38cⅢ層 鉢 胴部 LR横回 ナデ 後期? 粗製


図41－18 捨て場 ⅠM47Ⅲ層 皿? 完形 口縁部文様帯(雲型文、沈線区画) ミガキ 晩期中葉 大洞C2


図41－19 捨て場 1号Ⅲ層 鉢 口縁部 口唇小波状、平行沈線(3条)、LR斜回
口唇に平行


沈線、ナデ
晩期中葉 大洞C2


図41－20 捨て場 ⅠM46Ⅲ層 深鉢 口縁部 縦位条痕 ナデ 晩期中葉 大洞


図41－21 捨て場 ⅠM45Ⅲ上層 深鉢 略完形 口唇小波状、2条の横位沈線、RL斜回 ナデ 晩期中葉 大洞C2 内面に炭化物多量付着


図41－22 捨て場 ⅠN46Ⅲ上層 深鉢 口縁～胴部 口唇小波状、平行沈線(3条)、RL斜回
口唇に平行


沈線、ナデ
晩期中葉 大洞C2


図41－23 捨て場 ⅠM46Ⅲ上層 深鉢 口～胴部 小波状口縁、横位沈線文、B突起、縦位条痕 ナデ 晩期中葉 大洞C2


図41－24 捨て場 1号Ⅲ層 深鉢 胴部 縦位条痕 ナデ 晩期中葉? 大洞


図57－1 平安遺構
SI19床面、


ⅠQ41Ⅱ層
深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－2 遺構外 ⅠL48Ⅰ層 深鉢 口縁部 刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－3 遺構外 ⅠP38Ⅲ層 深鉢 胴部 刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－4 遺構外 ⅠP40Ⅲ層 深鉢 口頸部 刺突文、コンパス文、ループ文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－5 平安遺構 SI07掘方 深鉢 口頸部 刺突文、コンパス文、0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－6 平安遺構 SI19掘方 深鉢 口頸部 刺突文、コンパス文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－7 平安遺構 SI03堆積土 深鉢 口頸部 コンパス文、0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－8 ピット SP120堆積土 深鉢 口縁部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 胎土に繊維


図57－9 遺構外 － 深鉢 口縁部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館式
堅緻、胎土に繊維、内側


炭化物付着


図57－10 平安遺構 SI11堆積土 深鉢 口縁部 口唇内削ぎ、刺突文、0段多条LR端部横回 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－11 平安遺構 SD59堆積土 深鉢 胴下部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－12 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 胴下部 羽状沈線文、刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－13 平安遺構 SK229堆積土 深鉢 胴下部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 胎土に繊維


図57－14 平安遺構 SI05堆積土 深鉢 胴下部 刺突文 ナデ 前期初頭 表館式
堅緻、胎土に繊維、内側


炭化物付着


図57－15 平安遺構 SK06堆積土 深鉢 底部 尖底、刺突文、0段多条LR横回 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－16 平安遺構
SI02堆積土、 Ⅰ


M45Ⅲ上層
深鉢 底部 平底、側面と底面に刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－17 平安遺構 SI04堆積土 深鉢 底部 平底、側面と底面に刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－18 平安遺構 SI02,SI11堆積土 深鉢 底部 平底、側面と底面に刺突文 ナデ 前期初頭 表館式 堅緻、胎土に繊維


図57－19 平安遺構 SI19堆積土 深鉢 口縁部 波状口縁、押し引き沈線文、ループ文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図57－20 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 押し引き沈線文、貫通孔 ナデ 前期初頭 早稲田6類
堅緻、 胎土に繊維、


20,21同一個体


図57－21 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 胴部 押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類
堅緻、 胎土に繊維、


20,21同一個体


図57－22 遺構外 ⅠP38Ⅱ層 深鉢 口縁部 押し引き沈線文、竹管状刺突 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図57－23 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 底部 尖底、押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図57－24 平安遺構 SK04堆積土 深鉢 底部 尖底、刺突文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図57－25 遺構外 ⅠP38Ⅱ層 深鉢 口頸部 押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図57－26 平安遺構 SI19床直 深鉢 口頸部 押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 堅緻、胎土に繊維


図57－27 平安遺構 SK186堆積土 深鉢 口頸部 押し引き沈線文 ナデ 前期初頭 早稲田6類 胎土に繊維


図57－28 平安遺構 SI19堆積土 深鉢 口縁部 0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－29 平安遺構 SI02堆積土 深鉢 口縁部 0段多条RL端部横回 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－30 平安遺構 SI02、SD02堆積土 深鉢 口縁部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－31 平安遺構 SK01掘方 深鉢 口縁部 0段多条LR端部横回 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－32 遺構外 ⅠP40Ⅲ層 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－33 平安遺構 SI19床直 深鉢 胴部 羽状(0段多条RL,LR端部横回) ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－34 平安遺構 SK01掘方 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－35 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－36 平安遺構 SI19堆積土 深鉢 胴部 羽状(0段多条RL,LR端部横回) ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－37 平安遺構 SI11堆積土 深鉢 胴部 ループ文 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－38 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 胴部 0段多条LR端部横回 ナデ 前期初頭 堅緻、胎土に繊維


図57－39 平安遺構 SD49堆積土 深鉢 口縁部 LRL横回 ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図57－40 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 LR横回 ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図57－41 遺構外 ⅠP40Ⅲ層 深鉢 胴部 羽状(RL,LRL横回) ナデ 前期初前葉 胎土に繊維


図57－42 平安遺構 SK50堆積土 深鉢 胴部 交差施文(0段多条LR) ミガキ? 前期初前葉 見立山類似 胎土に繊維


図57－43 平安遺構 SI19床直 深鉢 口縁部 単絡1類L斜回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図57－44 遺構外 ⅠL43Ⅰ層 深鉢 口縁部 波状口縁、単絡1類R斜回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図57－45 遺構外 ⅠL43Ⅰ層 深鉢 口縁部 波状口縁、単絡1類斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図57－46 遺構外 ⅠN41Ⅲ層 深鉢 口縁部 単絡1類R斜回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図版番号 出土位置 層位 器形 部位 外面 内面 時期 型式 備考


－  296  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  297  －







図57－47 遺構外 ⅠP38Ⅰ層 深鉢 略完形 波状口縁、単絡1類r ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図58－1 古代以降 SP769堆積土 深鉢 口縁・底部 単絡1類(L)横回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図58－2 遺構外 ⅠP39bⅢ層 深鉢 胴下～底部 単絡1類L斜回 条痕 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図58－3 遺構外 ⅠN41Ⅲ層 深鉢 底部 単絡1類R斜回 ナデ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図58－4 平安遺構 SI02掘方堆積土 深鉢 口縁部 RL押圧、RL横回 ミガキ 前期前葉 深郷田 胎土に繊維


図58－5 遺構外 ⅠO38Ⅰ層 深鉢 口縁部 L側圧、口唇にLR横回 ナデ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維


図58－6 遺構外 ⅠP38Ⅰ層 深鉢 口縁部 単絡1類側圧、横回 ナデ 前期末葉 円筒下層d1 胎土に繊維


図58－7 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 口唇R押圧、R、LR側圧、多軸絡縦回 ミガキ 前期末葉 円筒下層d2


図58－8 遺構外 ⅠN37Ⅰ層 深鉢 口縁部 口唇R押圧、R側圧、補修孔 ミガキ 前期末葉 円筒下層d2


図58－9 平安遺構 SD59堆積土 深鉢 口縁部 LR側圧、刺突、隆帯(半竹刺突) ミガキ 前期末葉 円筒下層d2


図58－10 平安遺構 SI19堆積土 深鉢 口縁部
波状口縁、隆帯(L押圧)、馬蹄形圧、結束第1


種(RL,LR)横回
ナデ 中期前葉 円筒上層b


図58－11 平安遺構 SK07底面直上 深鉢 口縁部 口唇LR押圧､貼付、沈線文 ナデ 中期中葉 円筒上層e


図58－12 平安遺構 SD05堆積土 深鉢 胴部 縦位貼付、沈線文、RL横回 ナデ 中期中葉 円筒上層e


図58－13 平安遺構 SK126堆積土 深鉢 胴部 沈線文、RL横回 ナデ 中期中葉 円筒上層e


図58－14 平安遺構 SD59堆積土 深鉢 胴部 沈線文、RL横回 ナデ 中期後葉 最花式


図58－15 平安遺構 SK13堆積土 深鉢 胴部 沈線文、刺突文、RL縦回 ナデ 中期末葉 大木10式併行


図58－16 平安遺構 SI2堆積土 深鉢 口縁部 口縁無文帯、貼付(刺突)､LR縦回、沈線文 ミガキ 中末～後初


図58－17 平安遺構 SK31堆積土 深鉢 胴部 RL縦回充填、沈線文 ナデ 中末～後初


図58－18 平安遺構 SI19堆積土 鉢形 口縁部 口唇穿孔、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－19 平安遺構 SI02堆積土 鉢形 底部 LR横回 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－20 平安遺構 SK－85確認面 深鉢 完形 無文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－21 平安遺構 SI03堆積土 台付鉢形 胴下～台部 無文ナデ、底部に沈線 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－22 ピット SP188堆積土 壷 口縁部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－23 ピット SP1堆積土 鉢 口縁部 口縁折り返し、沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－24 平安遺構
SK－101


堆積土下層
台付鉢形 完形 無文ナデ ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－25 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 沈線文 ナデ 後期前葉 十腰内Ⅰ


図58－26 平安遺構 SD59堆積土 深鉢 口縁部 口唇内側肥厚、口縁無文帯、RL充填、沈線文 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅳ～Ⅴ


図58－27 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 口唇内側肥厚、口唇外側刻目帯 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅳ


図58－28 平安遺構 SI33堆積土 深鉢 口縁部 口唇内側肥厚、RL横回、貫通孔 ミガキ 後期後葉 十腰内Ⅳ～Ⅴ


図58－29 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 口唇内側肥厚、RLとLR横回羽状 ミガキ 後期後葉 十腰内Ⅳ～Ⅴ 29,30同一個体


図58－30 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 口唇内側肥厚、RLとLR横回羽状 ミガキ 後期後葉 十腰内Ⅳ～Ⅴ 29,30同一個体


図58－31 平安遺構 SD73堆積土下層 深鉢 口縁部 RL縦回充填、沈線文、三叉状文 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ


図58－32 遺構外 ⅠT26Ⅰ層 壷or注口 頸部 貼瘤、沈線文 ナデ 後期後葉 十腰内Ⅴ


図58－33 平安遺構 SI30堆積土 壷or注口 頸部 LR横回充填、沈線文、刺突文 ミガキ 後期後葉 十腰内Ⅴ


図58－34 遺構外 ⅠP39bⅢ層 小型深鉢 口縁部 LR横回(口唇部施文) ナデ 後期後葉 粗製


図58－35 平安遺構 SI02床直 鉢 口縁部 口唇小波状、B突起、平行沈線(3条)、LR斜回
ナデ、炭


化物付着
晩期中葉 大洞C2 2－40と同一個体


図58－36 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 B突起、平行沈線(3条)、縦位条痕
ナデ、炭


化物付着
晩期中葉 大洞C2


図58－37 平安遺構 SI02堆積土 鉢 口縁部 平行沈線(3条)、縦位条痕 ナデ 晩期中葉 大洞C2


図58－38 平安遺構 SD02堆積土 台付鉢 台部 LR斜回 ナデ 晩期中葉 大洞


図58－39 平安遺構 SD02堆積土 深鉢 口縁部 口唇B突起、平行沈線(2条)、RL斜回 ナデ 晩期中葉 大洞C2


図58－40 平安遺構 SI02床直 鉢 底部 LR斜回
ナデ、炭


化物付着
晩期中葉 大洞C2 2－35と同一個体


縄文石器観察表


図番号 出土地区 出土地点 層位 器種 石材
最大長


(㎜)


最大幅


(㎜)


最大厚


(㎜)
重量(g) 備考


図6－9 縄文遺構 SI01 堆積土 石鏃 頁岩 31.4 15.4 7.6 1.2 平基無茎鏃


図6－10 縄文遺構 SI01 炉 石皿 凝灰岩 230.0 161.0 41.0 1899.7 脚付


図7－9 縄文遺構 SI12 堆積土 敲き石 頁岩 71.0 59.0 35.0 190.5 


図7－10 縄文遺構 SI12 床面 磨石 安山岩 117.0 85.0 31.0 358.1 


図9－5 縄文遺構 SI49 堆積土 石槍 珪質頁岩 54.1 18.8 10.0 8.8 柳葉状、中央部両側縁に浅い抉り


図9－6 縄文遺構 SI49 堆積土 磨石 安山岩 155.0 67.0 47.0 720.6 


図10－11 縄文遺構 SI50 床面 石鏃 珪質頁岩 50.3 14.3 6.0 2.2 凸基有茎鏃。基部に付着物


図10－12 縄文遺構 SI50 床面直上 石鏃 珪質頁岩 27.1 13.9 5.6 2.4 平基有茎鏃


図10－13 縄文遺構 SI50 堆積土 石鏃 珪質頁岩 31.8 17.5 6.7 2.8 凹基。基部両側縁に抉り


図10－14 縄文遺構 SI50 堆積土 石篦 珪質頁岩 55.5 34.3 7.3 9.7 薄型、撥形


図15－10 縄文遺構 SK10 堆積土 凹み石 細粒凝灰岩 86.0 59.0 19.0 149.9 


図16－7 縄文遺構 SK28 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 34.0 30.2 11.5 10.4 粗い両面調整剥離


図16－8 縄文遺構 SK28 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 玉髄質珪質頁岩 25.3 23.8 13.5 5.8 厚さのある素材。端部調整。搔器


図16－21 縄文遺構 SK37 堆積土 石鏃 珪質頁岩 25.1 17.7 4.3 1.8 円基無茎


図16－29 縄文遺構 SK40 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 40.9 28.7 13.0 10.4 背面に粗い調整


図17－22 縄文遺構 SK79 堆積土 磨製石斧 緑色細粒凝灰岩 96.0 42.5 30.0 184.9 


図17－24 縄文遺構 SK83 確認面 敲き石 安山岩 163.0 101.0 66.0 1238.0 


図18－1 縄文遺構 SK150 底面直上 石槍 珪質頁岩 25.1 16.4 3.5 110.7 木葉形尖頭器


図18－2 縄文遺構 SK115 底面直上 石匙 珪質頁岩 49.4 25.8 8.9 7.3 縦型石匙


図18－3 縄文遺構 SK115 堆積土 石核 珪質頁岩 49.5 56.0 46.8 121.8 一部に原礫面


図18－11 縄文遺構 SK214 底面直上 磨石 安山岩 138.0 72.0 48.0 707.5 


図18－12 縄文遺構 SK214 底面直上 石皿 流紋岩 484.0 356.0 730.0 13560.0 


図18－14 縄文遺構 SK228 堆積土 石匙 珪質頁岩 48.2 28.3 6.6 7.7 縦型(松原型)。つまみ部～胴部欠失


図19－2 縄文遺構 SK233 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 92.7 43.2 14.7 35.5 両面に粗い剥離。篦状石器の破損品の可能性有り


図21－10 縄文遺構 SV10 堆積土 石鏃 珪質頁岩 23.4 16.9 3.8 1.2 凹基無茎鏃


図42－1 捨て場 IM－45 Ⅲ層上層 石鏃 珪質頁岩 20.5 15.1 3.0 0.7 凹基無茎、浅い抉り


図42－2 捨て場 IU－33 Ⅲ層下層 石鏃 メノウ 40.8 10.4 8.9 2.5 凸基有茎鏃


図42－3 捨て場 IU－34 Ⅲ層下層 石鏃 珪質頁岩 35.4 17.1 6.9 3.2 凸基有茎


図42－4 捨て場 IN－43 － 石鏃 珪質頁岩 34.9 12.6 4.8 1.9 凸基有茎、小さい茎


図42－5 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石鏃 珪質頁岩 40.6 17.1 7.7 3.8 凸基有茎、なで肩状


図42－6 捨て場 IM－44 Ⅲ層上層 石鏃 頁岩 90.0 18.1 14.2 2.0 凸基有茎鏃


図42－7 捨て場 IV－32 Ⅲ層下層 石鏃 珪質頁岩 48.5 17.7 8.1 5.4 凸基有茎、長い茎、アスファルト付着


図42－8 捨て場 IT－35 Ⅲ層下層 石鏃 珪質頁岩 23.9 13.1 2.9 1.4 平基有茎鏃。基部に付着物がある


図42－9 捨て場 IU－34 Ⅲ層下層 石鏃 珪質頁岩 42.0 12.8 6.6 2.8 凸基有茎、なで肩状


図42－10 捨て場 IU－35 Ⅲ層上層 石鏃 頁岩 41.3 14.0 6.4 3.5 平基有茎鏃。基部接着痕有り
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図42－11 捨て場 IM－45 Ⅲ層 石鏃 珪質頁岩 25.4 10.7 4.6 0.8 凸基有茎、基部アスファルト付着


図42－12 捨て場 IU－35 Ⅲ層上層 石鏃 頁岩 27.2 15.9 5.2 2.0 凹基有茎鏃


図42－13 捨て場 IU－35 Ⅲ層下層 石鏃 頁岩 107.7 29.8 14.7 2.9 平基有茎鏃。基部に付着物


図42－14 捨て場 IU－34 Ⅲ層上層 石鏃 頁岩 43.6 15.8 5.8 3.3 凹基有茎鏃


図42－15 捨て場 IU－35 Ⅲ層下層 石鏃 頁岩 34.5 16.8 7.3 3.6 平基有茎鏃


図42－16 捨て場 IS－37 Ⅲ層下層 石鏃 黒色頁岩 42.5 17.1 6.3 3.4 凸基有茎鏃


図42－17 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石鏃 珪質頁岩 42.3 12.9 6.2 2.3 凸基有茎、基部アスファルト付着


図42－18 捨て場 IT－36 Ⅲ層下層 石鏃 黒色頁岩 50.6 13.9 6.0 3.2 平基有茎鏃


図42－19 捨て場 IU－35 Ⅲ層下層 石鏃 珪質頁岩 57.1 15.6 8.2 5.6 凸基有茎、やや大きめ


図42－20 捨て場 IU－34 Ⅲ層下層 石鏃 頁岩 26.2 17.3 4.1 3.4 平基有茎鏃。基部に付着物


図42－21 捨て場 IN－44 Ⅲ層上層 石鏃 珪質頁岩 34.7 14.1 5.9 1.9 凸基有茎


図42－22 捨て場 IU－33 Ⅲ層下層 石鏃 頁岩 18.6 13.1 4.0 1.4 平基有茎鏃


図42－23 捨て場 IM－44 Ⅲ層上層 石鏃 珪質頁岩 35.0 12.5 5.0 1.5 凸基有茎、茎欠失、基部アスファルト付着


図42－24 捨て場 IQ－38b Ⅲ層 石鏃 頁岩 82.5 29.9 17.7 0.7 平基有茎鏃。基部に付着物


図42－25 捨て場 IQ－38a Ⅲ層 石鏃 頁岩 34.2 13.1 5.1 2.5 凸基有茎鏃


図42－26 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石鏃 珪質頁岩 29.7 12.8 5.2 1.9 凸基有茎、先頭部欠失、基部アスファルト付着


図42－27 捨て場 IQ－38d Ⅲ層 石鏃 珪質頁岩 28.9 11.5 6.8 2.6 凸基有茎、なで肩状、先頭部欠失


図42－28 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石鏃 珪質頁岩 24.2 12.7 4.6 1.1 凸基有茎、被熱先頭部欠失


図42－29 捨て場 IU－33 Ⅲ層下層 石鏃 珪質頁岩 32.4 11.2 4.9 1.2 凸基有茎、簡易な側縁調整


図42－30 捨て場 IV－34 Ⅲ層下層 石鏃 頁岩 57.0 14.8 9.0 5.6 尖基鏃


図42－31 捨て場 IU－33 Ⅲ層下層 石鏃 頁岩 89.8 27.2 18.5 3.2 円基鏃


図42－32 捨て場 IU－34 Ⅲ層下層 石槍 黒色頁岩 35.1 15.4 5.8 54.6 木葉形尖頭器


図42－33 捨て場 IM－46 Ⅲ層 石槍 珪質頁岩 92.5 45.2 18.5 64.3 両面調整


図42－34 捨て場 IU－34 Ⅲ層下層 石槍 凝灰岩 36.0 11.9 5.8 15.2 3稜から二次加工がはいる


図42－35 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石錐 珪質頁岩 46.0 36.5 10.4 7.1 尖端部作出


図42－36 捨て場 IM－45 Ⅲ層 石錐 珪質頁岩 57.4 25.5 12.4 8.9 尖端部作出、細い錐部


図42－37 捨て場 IM－44 Ⅲ層上層 石錐 珪質頁岩 29.5 9.7 4.4 0.9 棒状、簡易な調整


図42－38 捨て場 IR－37 Ⅲ層上層 石錐 珪質頁岩 32.3 8.9 5.7 1.6 棒状


図42－39 捨て場 IO－43 Ⅲ層 石錐 珪質頁岩 37.1 12.0 10.8 4.0 棒状、急角度調整


図43－1 捨て場 IQ－41 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 66.9 24.7 9.3 12.2 縦型(松原型)


図43－2 捨て場 IQ－39 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 53.3 25.8 7.8 11.5 縦型(松原型)、つまみ部欠失、樋状剥離


図43－3 捨て場 IT－35 Ⅲ層上層 石匙 頁岩 67.5 24.9 7.2 14.2 縦型石匙


図43－4 捨て場 IN－42 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 63.9 28.7 10.3 13.1 縦型、側縁・端部に急角度な小剥離調整


図43－5 捨て場 IQ－40 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 41.9 21.7 5.3 4.3 縦型(松原型)、つまみ部欠失、腹面調整剥離雑


図43－6 捨て場 IV－32 Ⅲ層上層 石匙 珪質頁岩 70.2 26.9 10.4 15.1 縦型石匙


図43－7 捨て場 IN－43 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 59.0 31.7 11.6 14.4 縦型、刃部先端欠失


図43－8 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 74.1 28.5 7.9 10.9 縦型、つまみ簡易な作出


図43－9 捨て場 IM－46 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 50.9 38.7 11.6 19.9 背面周縁調整、両側縁にノッチ


図43－10 捨て場 IN－44 Ⅲ層上層 石匙 珪質頁岩 56.2 45.1 13.9 25.2 横型、刃部弧状


図43－11 捨て場 IN－43 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 83.3 38.9 15.2 30.2 縦型、つまみだけ簡易に作出


図43－12 捨て場 IN－43 Ⅲ層上層 石匙 珪質頁岩 54.8 34.0 13.7 19.5 縦?横?、素材剥片末端につまみ作出、急角度調整


図43－13 捨て場 IN－45 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 55.0 61.7 10.2 25.1 横型、大きなつまみ、刃部弧状


図43－14 捨て場 IN－47 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 65.3 73.3 20.7 60.8 横型、大きなつまみ


図43－15 捨て場 IN－47 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 50.6 61.8 11.4 24.1 横型、素材剥片の側辺につまみ作出


図43－16 捨て場 IN－42 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 53.2 71.4 8.5 28.1 横型、打面部に大きなつまみ


図43－17 捨て場 IN－44 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 47.0 49.7 13.4 21.6 横型、簡易な大きなつまみ、ノッチの可能性有り


図44－1 捨て場 IN－42 Ⅲ層上層 石匙 珪質頁岩 56.0 49.1 14.5 21.4 縦型、未製品?雑な調整


図44－2 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石匙 珪質頁岩 35.7 43.7 10.4 11.8 横型、刃部欠失


図44－3 捨て場 IN－46 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 51.4 14.6 11.6 8.7 両面調整、棒状(柳葉形)、石槍・尖頭器の可能性有り


図44－4 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 45.5 21.6 21.7 9.1 短冊状、両面調整、弧(円刃)


図44－5 捨て場 IN－43 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 57.0 24.9 17.3 21.0 短冊状、両面調整、直刃


図44－6 捨て場 IO－43 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 53.8 20.5 12.2 12.8 短冊状、両面調整、弧(円刃)


図44－7 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 59.9 25.1 9.5 17.0 短冊状、両面周縁調整


図44－8 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 59.0 26.5 17.1 25.1 短冊状、両面調整、弧(円刃)


図44－9 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 60.1 24.5 18.9 27.4 短冊形、両面調整


図44－10 捨て場 IN－46 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 63.1 21.3 11.0 15.2 短冊状、両面調整、弧(円刃)


図44－11 捨て場 IM－46 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 58.7 29.2 15.8 21.0 撥形、両面調整、厚い素材


図44－12 捨て場 IN－44 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 64.2 31.3 11.5 22.0 縦形素材、撥形、側縁調整


図44－13 捨て場 IN－43 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 52.5 22.6 11.7 15.7 短冊形、両面調整


図44－14 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 52.0 28.4 18.6 27.0 撥形、両面調整、厚い素材


図44－15 捨て場 IN－45 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 64.7 26.7 15.7 26.9 短冊状、両面調整、弧(円刃)


図44－16 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 55.1 28.2 14.3 21.7 横形素材、短冊形、背面調整


図44－17 捨て場 IM－45 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 47.7 32.0 11.5 17.2 撥形、背面急角度調整


図44－18 捨て場 IN－44 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 41.4 25.2 14.0 14.7 背面調整主、石箆状


図45－1 捨て場 IO－41 Ⅲ層上層 石篦 珪質頁岩 41.6 26.8 11.0 13.9 刃部欠失、腹面両側縁調整


図45－2 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 55.1 29.9 12.5 18.3 撥形、両面調整（基部集中）


図45－3 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 45.7 20.5 9.2 8.4 短冊状、腹面側縁調整、直刃


図45－4 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 66.3 26.0 11.4 21.1 横形素材、短冊形、両面周縁調整、直刃


図45－5 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 70.5 41.7 15.7 28.4 撥形、腹面両側縁調整


図45－6 捨て場 IQ－41 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 88.1 34.0 14.6 27.4 短冊形、粗い背面調整


図45－7 捨て場 IO－44 Ⅲ層 石篦 珪質頁岩 73.8 31.4 19.6 41.2 撥形、両面急角度調整


図45－8 捨て場 IV－33 Ⅲ層下層 石篦 頁岩 31.0 15.2 4.5 44.3 両面加工


図45－9 捨て場 IT－36 Ⅲ層下層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 73.9 41.7 21.3 59.5 腹面周縁に粗い調整、石箆状


図45－10 捨て場 IM－45 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 77.9 35.0 23.4 65.9 腹面両側縁調整、背面原礫面残


図45－11 捨て場 IO－42 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 53.9 33.1 19.0 32.1 背面周縁調整、箆状石器製作途中破損品の可能性有り


図45－12 捨て場 IV－32 Ⅲ層上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 27.5 23.7 11.6 8.9 両面調整、両端部破損、石箆・尖頭器破損品の可能性有り


図45－13 捨て場 IU－34 Ⅲ層下層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 53.9 29.0 10.3 14.6 両面周縁調整、粗い剥離、木の葉状


図45－14 捨て場 IO－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 40.3 25.8 11.2 9.3 両面調整、木の葉形


図45－15 捨て場 IV－31 Ⅲ層上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 62.7 39.9 26.7 72.7 背面に粗い剥離、残核の可能性有り


図45－16 捨て場 IN－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 43.1 33.9 19.1 23.9 両面調整、ピエスの可能性有り


図45－17 捨て場 IM－45 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 37.8 23.7 8.5 5.8 背面周縁調整、削器


図45－18 捨て場 IM－46 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 30.4 21.9 11.0 6.4 背面調整主、搔器


図45－19 捨て場 IO－42 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 48.4 36.5 9.0 13.6 背面端部辺調整、削器


図46－1 捨て場 IN－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 63.8 44.3 10.3 25.1 打点側に弧状の刃部、腹面樋状剥離、削器


図46－2 捨て場 IU－32 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 44.6 44.4 18.1 35.2 背面急角度調整、搔器(円形搔器状)


図46－3 捨て場 IM－45 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 49.1 51.0 19.7 45.6 背面周縁急角度調整、搔器
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図46－4 捨て場 IM－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 48.0 31.5 11.4 12.7 背面端部に急角度調整、搔器


図46－5 捨て場 IO－42 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 46.8 45.9 14.8 43.5 四角形、背面側縁急角度調整、搔器


図46－6 捨て場 IN－46 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 62.0 57.0 21.8 63.3 腹面端部辺調整、削器


図46－7 捨て場 IM－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 64.6 46.6 27.2 80.5 背面一側縁急角度調整、原礫面残、搔器


図46－8 捨て場 IM－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 75.8 40.6 12.5 21.4 背面両側縁急角度調整、鎌状、搔器


図46－9 捨て場 IM－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 53.5 37.0 12.0 26.1 両側縁調整、錯向剥離、削器


図46－10 捨て場 IM－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 79.3 44.5 15.0 37.2 背面周縁調整、削器


図46－11 捨て場 IU－33 Ⅲ層上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 47.9 46.3 13.6 21.9 背面一側縁急角度調整、搔器


図46－12 捨て場 IM－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 頁岩 39.2 44.5 10.8 15.0 通常の剥片、打面階段状剥離・潰れ


図46－13 捨て場 IN－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 43.9 29.4 7.9 9.4 背面周縁調整、破損、削器


図46－14 捨て場 IN－47 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 52.8 72.1 18.9 48.0 背面周縁調整、削器


図46－15 捨て場 IN－45 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 54.3 62.2 17.4 45.8 横長剥片、背面端部辺に調整、削器


図47－1 捨て場 IN－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 94.7 53.0 17.8 83.0 背面両側縁に急角度調整、搔器


図47－2 捨て場 IM－45 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 68.8 51.9 24.2 57.2 厚い剥片、背面両側縁調整、削器


図47－3 捨て場 IN－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 43.8 47.6 10.1 16.0 背面一側縁調整、削器


図47－4 捨て場 IN－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 61.8 37.7 12.9 22.7 背面両側縁調整、削器・錐


図47－5 捨て場 IO－42 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 55.8 43.2 11.8 25.2 両側縁調整、削器


図47－6 捨て場 IN－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 43.2 40.2 7.0 9.4 背面両側縁調整、削器


図47－7 捨て場 IN－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 38.8 37.4 13.9 23.9 背面一側縁調整、搔器の可能性有り


図47－8 捨て場 IN－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 59.9 47.4 14.8 39.5 腹面一側縁調整、削器


図47－9 捨て場 IN－42 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 55.9 37.9 14.2 26.5 両面周縁に粗い調整、破損品の可能性有り


図47－10 捨て場 IN－43 Ⅲ層上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 51.1 58.8 24.2 39.9 腹面端部辺調整、削器


図47－11 捨て場 IN－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 49.3 55.0 12.9 18.6 背面端部に調整


図47－12 捨て場 IN－43 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 69.7 55.2 14.5 33.5 背面側縁調整、削器


図47－13 捨て場 IN－44 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 59.9 78.8 24.3 109.7 厚い横長剥片、背面端部辺に急角度調整、搔器


図48－1 捨て場 IN－44 Ⅲ層上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 33.4 32.8 9.9 10.4 両面に粗い剥離、ピエスの可能性有り


図48－2 捨て場 IU－34 Ⅲ層上層 異形石器 頁岩 29.8 40.7 9.5 9.2 


図48－3 捨て場 IN－43 Ⅲ層 異形石器 頁岩 15.4 11.9 6.4 1.2 棒状両端欠失、両面急角度調整、錐の可能性有り


図48－4 捨て場 IO－41 Ⅲ層 異形石器 頁岩 46.8 25.5 6.9 3.7 亀頭状の基部・先頭部の可能性有り


図48－5 捨て場 IN－43 Ⅲ層 楔形石器 頁岩 33.9 30.5 13.7 12.1 通常の剥片、打面階段状剥離・潰れ


図48－6 捨て場 IT－36 Ⅲ層下層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 51.0 26.4 15.3 16.2 粗い剥離、ピエスの可能性有り


図48－7 捨て場 IM－44 Ⅲ層上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 42.8 24.3 15.1 11.2 基部欠失、先頭部破片


図48－8 捨て場 IU－35 Ⅲ層上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 30.2 21.8 9.5 5.4 腹面両側縁調整


図48－9 捨て場 IU－32 Ⅲ層下層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 71.2 37.7 17.0 31.0 腹面側縁調整、鎌状


図48－10 捨て場 IM－44 Ⅲ層 楔形石器 玉髄質珪質頁岩 31.7 23.9 11.9 9.1 両極剥片、礫面残


図48－11 捨て場 IM－44 Ⅲ層上層 楔形石器 玉髄質珪質頁岩 24.6 19.9 8.5 3.8 四角形(平面形・断面形)


図48－12 捨て場 IN－43 Ⅲ層 楔形石器 頁岩 25.3 39.7 13.1 8.3 通常の剥片、打面階段状剥離・潰れ


図48－13 捨て場 IN－47 Ⅲ層 石核 珪質頁岩 56.8 64.3 45.5 132.8 階段状剥離


図48－14 捨て場 IU－34 Ⅲ層下層 打製石斧 － 136 60 29 317.2 


図48－15 捨て場 IU－31 Ⅲ層下層 磨製石斧 片岩 123 41 18 152.5 


図48－16 捨て場 IN－43 Ⅲ層 磨製石斧 玢岩 64 42 20 86.8 刃部


図48－17 捨て場 IT－35 Ⅲ層上層 磨製石斧 緑色細粒凝灰岩 32 49 12 23.6 刃部


図48－18 捨て場 IM－46 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 74 47 29 134.2 刃部


図48－19 捨て場 IN－44 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 110 51 29 272.5 刃部


図48－20 捨て場 IN－43 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 83 47 30 194.2 


図49－1 捨て場
IN－46･


IN－47
Ⅲ層 磨製石斧 花崗閃緑岩 115 45 30 228.5 


図49－2 捨て場 IN－44 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 73 43 30 103.8 


図49－3 捨て場 IM－46 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 95 43 25 158.2 


図49－4 捨て場 IN－43 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 62 36 29 75.5 


図49－5 捨て場 IM－41 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 60 40 29 98.4 


図49－6 捨て場 IU－33 Ⅲ層下層 磨製石斧 閃緑岩 57 50 25 101.5 


図49－7 捨て場 IM－46 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 74 44 26 137.8 


図49－8 捨て場 IO－43 Ⅲ層 磨製石斧 閃緑岩 65 43 27 89.3 


図49－9 捨て場 IU－34 Ⅲ層 磨製石斧 頁岩 65 50 24 130.1 


図49－10 捨て場 IU－34 Ⅲ層 磨製石斧 緑色細粒凝灰岩 65 47 15 59.2 


図49－11 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石刀 粘板岩 158 34 14 93.7 


図49－12 捨て場 IO－42 Ⅲ層 石刀 粘板岩 143 31 17 93.6 


図49－13 捨て場 IQ－39d Ⅲ層 石刀 粘板岩 63 30 8 13.6 


図49－14 捨て場 IM－44 Ⅲ層 石刀 頁岩 49 33 9 19.7 


図49－15 捨て場 IO－44 Ⅲ層 石刀 粘板岩 134 35 15 79.2 


図49－16 捨て場 IM－43 Ⅲ層 石刀 粘板岩 96 43 30 184.9 


図49－17 捨て場 IN－43 Ⅲ層 石刀 粘板岩 100 29 9 32.2 


図50－1 捨て場 IU－31 Ⅲ層下層
半円状扁平打


製石器
安山岩 122 79 35 432.4 


図50－2 捨て場 IQ－40 Ⅲ層 磨石 安山岩 54 53 56 133.9 


図50－3 捨て場 IM－46 Ⅲ層 磨石 粗粒玄武岩 85 71 47 154.5 


図50－4 捨て場 IV－32 Ⅲ層下層
半円状扁平打


製石器
流紋岩 126 68 27 263.5 


図50－5 捨て場 IO－42 Ⅲ層 磨石 流紋岩 123 66 54 485.3 


図50－6 捨て場 IN－43 Ⅲ層
半円状扁平打


製石器
頁岩 135 85 42 486.9 


図50－7 捨て場 IR－36 Ⅲ層下層 磨石 泥岩 101 71 53 497.8 


図50－8 捨て場 IN－44 Ⅲ層
半円状扁平打


製石器
安山岩 100 89 41 574.4 


図50－9 捨て場 IU－35 Ⅲ層上層 磨石 粗粒玄武岩 118 56 44 414.4 


図51－1 捨て場 IQ－42 Ⅲ層
半円状扁平打


製石器
流紋岩 143 76 49 554.1 


図51－2 捨て場 IR－36 Ⅲ層下層 北海道式石冠 安山岩 120 61 43 478.1 


図51－3 捨て場 IN－43 Ⅲ層 磨石 流紋岩 140 84 55 940.8 


図51－4 捨て場 IU－35 Ⅲ層下層 北海道式石冠 泥岩 113 74 36 438.3 


図51－5 捨て場 IU－35 Ⅲ層上層 磨石 安山岩 144 70 51 651.5 


図51－6 捨て場 IU－33 Ⅲ層下層 磨石 安山岩 132 73 35 564.7 


図51－7 捨て場 IN－43 Ⅲ層 凹み石 安山岩 91 59 51 269.9 


図51－8 捨て場 IS－36 Ⅲ層下層 凹み石 泥岩 97 71 57 489.9 


図52－1 捨て場 IO－42 Ⅲ層 磨石 流紋岩 122 90 71 947.3 


図番号 出土地区 出土地点 層位 器種 石材
最大長


(㎜)


最大幅


(㎜)


最大厚


(㎜)
重量(g) 備考


－  298  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  299  －







図52－2 捨て場 IN－47 Ⅲ層 凹み石 流紋岩 90 55 52 256.0 


図52－3 捨て場 IM－43 Ⅲ層 磨石 泥岩 79 80 50 357.8 


図52－4 捨て場 IQ－33d Ⅲ層 凹み石 － 54 64 45 132.1 


図52－5 捨て場 IM－49 Ⅲ層 凹み石 細粒凝灰岩 73 59 33 137.4 


図52－6 捨て場 IM－44 Ⅲ層 凹み石 安山岩 134 57 38 353.5 


図52－7 捨て場 IN－43 Ⅲ層 凹み石 流紋岩 99 62 32 269.5 


図52－8 捨て場 IN－49 Ⅲ層 凹み石 安山岩 85 49 33 184.9 


図52－9 捨て場 IM－44 Ⅲ層 凹み石 安山岩 52 64 37 133.3 


図52－10 捨て場 IQ－39c Ⅲ層 凹み石 安山岩 132 49 35 310.8 


図52－11 捨て場 IO－42 Ⅲ層 凹み石 細粒凝灰岩 58 65 25 93.8 


図52－12 捨て場 IO－43 Ⅲ層 凹み石 流紋岩 90 56 33 188.7 


図53－1 捨て場 IN－43 Ⅲ層 凹み石 流紋岩 109 66 49 376.9 


図53－2 捨て場 IM－45 Ⅲ層 凹み石 安山岩 54 77 30 175.1 


図53－3 捨て場 IN－43 Ⅲ層 凹み石 粗粒玄武岩 63 35 32 84.8 


図53－4 捨て場 IO－44 Ⅲ層 凹み石 安山岩 148 68 53 473.1 


図53－5 捨て場 IQ－40 Ⅲ層 敲き石 頁岩 79 76 71 445.1 


図53－6 捨て場 IU－31 Ⅲ層下層 敲き石 砂岩 53 48 42 159.9 


図53－7 捨て場 IN－43 Ⅲ層 礫器 流紋岩 96 58 47 318.6 


図53－8 捨て場 IN－43 Ⅲ層 敲き石 流紋岩 85 54 35 186.6 


図53－9 捨て場 IO－44 Ⅲ層 敲き石 泥岩 132 56 66 724.1 


図53－10 捨て場 IU－31 Ⅲ層下層 礫器 頁岩 125 70 47 585.9 


図53－11 捨て場 IM－45 Ⅲ層上層 石錘 砂岩 116 72 21 209.8 


図54－1 捨て場 IU－35 Ⅲ層下層 石皿 安山岩 177 205 89 3872.4 


図54－2 捨て場 IN－43 Ⅲ層 石皿 凝灰岩 154 211 60 1486.7 


図54－3 捨て場 IM－46 Ⅲ層 石皿 凝灰岩 77 90 39 229.2 


図54－4 捨て場 IU－31 Ⅲ層上層 軽石製品 軽石 86 58 29 53.3 方形


図54－5 捨て場 IY－33 Ⅲ層下層 軽石製品 軽石 80 50 9 23.2 楕円形


図54－6 捨て場 IN－42 Ⅲ層 軽石製品 軽石 138 85 34 136.7 楕円形


図54－7 捨て場 IN－43 Ⅲ層上層 軽石製品 軽石 98 85 44 120.4 円形


図54－8 捨て場 IN－44 Ⅲ層 軽石製品 軽石 48 29 16 8.7 穿孔


図59－1 遺構外 IN－35 I層 石鏃 頁岩 25.9 15.8 3.9 1.1 凹基無茎鏃


図59－2 遺構外 排土 － 石鏃 珪質頁岩 27.9 14.2 3.1 0.8 凹基無茎、深い抉り


図59－3 遺構外 IQ－38 Ⅱ層 石錐 頁岩 38.9 17.9 9.3 4.4 尖端部欠失、オール型


図59－4 遺構外 IP－39 Ⅱ層 石錐 珪質頁岩 22.4 8.2 4.7 0.7 棒状


図59－5 遺構外 IN－43 Ⅰ層 石錐 珪質頁岩 42.1 18.0 13.9 6.7 両面急角度調整


図59－6 遺構外 IR－42 Ⅱ層 石錐 頁岩 46.1 29.5 13.4 9.9 簡易な調整、尖端部作出


図59－7 遺構外 IO－37 Ⅱ層 石槍 頁岩 79.2 25.6 12.8 22.1 柳葉形


図59－8 遺構外 IM－45 Ⅰ層 石槍 珪質頁岩 76.3 37.2 16.2 47.9 両端部破損


図59－9 遺構外 IR－30 Ⅰ層 石匙 珪質頁岩 52.4 33.9 8.0 13.5 横型、刃部弧状


図59－10 遺構外 IO－38 Ⅰ層 石箆 珪質頁岩 47.1 20.2 13.7 12.6 短冊状、両面調整(基部集中)、弧(円刃)


図59－11 遺構外 IP－40 － 石箆 珪質頁岩 60.7 20.0 10.6 14.8 短冊状、両面調整、弧(円刃)


図59－12 遺構外 IO－38 Ⅰ層 石箆 珪質頁岩 34.1 24.4 10.0 11.0 基部欠失、片面周縁調整


図59－13 遺構外 IO－43 Ⅱ層 石箆 珪質頁岩 39.1 33.9 8.9 11.4 背面主体の調整、箆状石器の破損品の可能性有り


図59－14 遺構外 － 堆積土 石箆 珪質頁岩 24.9 20.6 10.0 4.8 胴～刃部欠失


図59－15 遺構外 IQ－38 Ⅱ層 石箆 珪質頁岩 35.5 22.8 13.6 12.2 短冊状、両面調整、基部欠失、弧(円刃)


図59－16 遺構外 IP－38 Ⅰ層 石箆 珪質頁岩 52.0 36.4 7.4 9.5 薄い撥形、両面調整、直刃


図59－17 遺構外 IM－47 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 61.0 40.2 14.7 39.6 背面急角度調整、搔器


図59－18 遺構外 1号捨て場 Ⅲ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 51.0 29.2 14.0 15.1 縦長剥片、背面端部辺に急角度調整、搔器


図59－19 遺構外 IN－42 Ⅱ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 78.3 33.4 15.0 24.2 両側縁調整、石槍・尖頭器の未製品の可能性有り


図59－20 遺構外 不明 Ⅰ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 71.2 88.3 22.4 89.3 側縁調整、錯向剥離、削器


図59－21 遺構外 IP－38 Ⅰ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 30.3 23.0 7.4 5.3 両面に雑な調整


図59－22 遺構外 不明 Ⅰ層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 51.1 54.2 15.4 38.9 背面一側縁調整、削器


図60－1 遺構外 IM－42 Ⅰ層 磨製石斧 頁岩 123 42 22 151.5 


図60－2 遺構外 IQ－41 Ⅰ層 磨製石斧 頁岩 40 57 22 62.1 


図60－3 遺構外 IN－36 ̶ 磨製石斧 － 95 25 9 32.8 


図60－4 遺構外 IM－45 Ⅰ層 石刀 頁岩 188 30 15 111.8 


図60－5 遺構外 IU－27 Ⅱ層 打製石斧 － 148 59 22 241.8 


図60－6 遺構外 － Ⅰ層 打製石斧 泥岩 67 48 16 51.5 


図60－7 遺構外 IP－38 Ⅰ層 磨石 安山岩 77 68 26 144.6 


図60－8 遺構外 IV－35 Ⅱ層 磨石 粗粒玄武岩 103 69 43 295.8


図60－9 遺構外 IP－38 Ⅱ層 磨石 泥岩 50 80 61 261.6 


図60－10 遺構外 IN－46 Ⅰ層 磨石 流紋岩 61 70 39 219.3 


図60－11 遺構外 IP－38 Ⅱ層 磨石 安山岩 63 85 59 365.6 


図60－12 遺構外 IM－43 Ⅰ層 磨石 安山岩 62 42 71 197.4 


図60－13 遺構外 IN－43 Ⅱ層 敲き石 流紋岩 57 53 58 199.3 黒色物質付着


図60－14 遺構外 IP－33 Ⅱ層 凹み石 流紋岩 119 66 41 333.9 


図60－15 遺構外 IU－40 Ⅱ層 凹み石 流紋岩 115 54 29 271.8 


図60－16 遺構外 IP－38 Ⅱ層 敲き石 － 83 70 36 290.4 


図60－17 遺構外 IU－34 Ⅲ層下層 用途不明礫 細粒凝灰岩 93 30 16 55.9 


図61－1 平安遺構 SI39 堆積土 石鏃 頁岩 23.1 17.5 3.6 1.1 平基無茎


図61－2 平安遺構 SP944 堆積土 石鏃 頁岩 156.8 49.9 18.4 20.0 平基無茎鏃


図61－3 平安遺構 SD02 堆積土 石鏃 珪質頁岩 31.6 20.0 3.9 1.6 平基無茎、一側縁部欠失


図61－4 平安遺構 SK31 堆積土 石鏃 珪質頁岩 36.9 14.2 4.4 1.7 凹基無茎、浅い抉り


図61－5 平安遺構 SI19 堆積土 石鏃 珪質頁岩 31.2 14.8 5.7 2.9 尖基鏃


図61－6 平安遺構 SI19 堆積土 石鏃 頁岩 29.1 12.8 4.7 1.7 平基有茎鏃


図61－7 平安遺構 SI39 堆積土 石鏃 メノウ 28.4 16.8 5.8 2.5 平基有茎鏃。基部に付着物がある


図61－8 平安遺構 SP130 堆積土 石鏃 頁岩 23.4 14.2 3.8 1.0 平基有茎鏃


図61－9 平安遺構 SK222 堆積土 石鏃 頁岩 27.6 13.2 4.1 1.2 凸基有茎鏃


図61－10 平安遺構 SK09 堆積土 石鏃 頁岩 31.0 22.4 11.6 0.9 平基有茎鏃


図61－11 平安遺構 SK35 堆積土 石鏃 珪質頁岩 36.6 14.4 5.7 2.1 凸基有茎、茎破損


図61－12 平安遺構 SI25 壁溝堆積土 石鏃 頁岩 27.6 13.1 4.8 1.5 被熱破損


図61－13 平安遺構
SD38A


（IZ－34）
堆積土上層 石鏃 珪質頁岩 32.8 11.8 6.2 2.4 凸基有茎、先頭部破損


図61－14 平安遺構 SI19 堆積土 石鏃 玉髄質珪質頁岩 24.8 14.2 4.7 1.5 小型・円刃、円基の石鏃の可能性有り


図61－15 平安遺構 SI06 堆積土 石錐 珪質頁岩 41.6 16.1 11.2 5.4 背面急角度調整、腹面両側縁小剥離調整


図61－16 平安遺構 SK111 堆積土 石錐 珪質頁岩 18.0 11.9 5.7 0.9 胴部下半被熱欠失、矢端摩耗－錐で使用
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－  300  －
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図61－17 平安遺構 SK174 堆積土 石槍 頁岩 113.5 33.6 9.1 33.6 木葉形尖頭器


図61－18 平安遺構 SI06 堆積土 石槍 頁岩 87.5 29.9 10.6 20.9 柳葉形


図61－19 平安遺構 SD59 堆積土 石槍 頁岩 28.3 16.3 5.8 35.2 木葉形尖頭器


図61－20 平安遺構 SK236 堆積土 石槍 珪質頁岩 65.4 29.2 15.9 33.5 両面調整、一方欠失


図61－21 平安遺構 SK104 堆積土 石槍 珪質頁岩 47.3 43.3 13.3 28.3 先頭部欠失、基部破片


図61－22 平安遺構 SK81 堆積土 石匙 珪質頁岩 38.1 25.9 5.5 4.7 縦型（松原型？）、つまみ部欠失、腹面調整剥離雑


図61－23 平安遺構 SI06 掘方 石匙 頁岩 43.2 24.2 8.2 6.2 縦型（松原型）、つまみ部欠失、切り出しナイフ型


図61－24 平安遺構 SI34 SK02堆積土 石匙 珪質頁岩 48.4 17.0 5.8 4.4 縦型（松原型）、つまみ部欠失、腹面調整剥離雑


図61－25 平安遺構 SI06 堆積土 石匙 珪質頁岩 50.4 25.2 9.0 8.8 縦型（松原型）、つまみ部被熱、尖端部欠失


図61－26 平安遺構 SI13
4枚目床面直


上
石匙 珪質頁岩 29.4 19.2 4.4 2.8 縦型（松原型）、つまみ部～胴部欠失


図61－27 平安遺構 SK31 堆積土 石匙 珪質頁岩 44.0 30.0 9.2 8.4 縦？横？錐・スクレイパーの可能性有り


図61－28 平安遺構 SK35 堆積土 石匙 玉髄質珪質頁岩 38.7 17.5 7.7 3.3 縦型、小型・一側縁急角度調整


図61－29 平安遺構 SD02 堆積土 石匙 玉髄質珪質頁岩 30.9 21.7 6.1 2.8 横型、つまみ斜位、刃部急角度調整


図61－30 平安遺構 SI39 床面直上 石匙 頁岩 59.3 36.4 6.7 12.2 縦型石匙


図62－1 平安遺構 SD59 堆積土 石匙 珪質頁岩 75.1 24.3 10.8 12.7 縦型、端部弧状


図62－2 平安遺構 SI32 床面直上 石匙 珪質頁岩 75.3 37.1 11.0 17.5 縦型、つまみ斜位


図62－3 平安遺構 SK99 堆積土 石匙 珪質頁岩 76.7 24.9 11.4 12.6 縦型、素材剥片末端につまみ作出


図62－4 平安遺構 SI08 堆積土 石匙 珪質頁岩 60.2 38.8 7.4 12.9 横型、つまみ斜位、簡易な調整


図62－5 平安遺構 SI39 堆積土 石匙 珪質頁岩 67.9 40.1 9.9 14.1 横型、つまみ斜位


図62－6 平安遺構 SI07 掘方 石匙 珪質頁岩 29.3 22.5 7.4 4.1 縦型、つまみ部破片簡易調整


図62－7 平安遺構 SD02 堆積土 石箆 珪質頁岩 69.4 16.1 13.2 17.5 両面調整、棒状(柳葉形)、石槍・尖頭器の可能性有り


図62－8 平安遺構 SI63 床面直上 石箆 珪質頁岩 63.8 17.6 15.7 17.5 
両面調整、棒状(柳葉形)、一端部欠失、石槍・尖頭器の可能性


有り


図62－9 平安遺構 SK239 堆積土 石箆 珪質頁岩 65.5 24.7 13.4 21.0 短冊形、両面調整


図62－10 平安遺構
SD85


(IX－36)
堆積土 石箆 珪質頁岩 59.2 31.0 18.8 28.6 両面調整、撥形


図62－11 平安遺構 SD02 堆積土 石箆 珪質頁岩 74.8 45.9 18.7 52.0 横形素材、背面に高まり


図62－12 平安遺構 SD73 堆積土上層 石箆 珪質頁岩 61.4 31.8 13.3 22.5 縦形素材、背面調整、撥形


図62－13 平安遺構 SK239 堆積土 石箆 珪質頁岩 33.0 36.2 9.9 13.0 背面両側縁調整、破損後再利用・ピエスの可能性有り


図62－14 平安遺構 SI07 掘方 石箆 珪質頁岩 43.2 31.7 16.7 22.6 基部・刃部欠失


図62－15 平安遺構 SD73 堆積土下層 石箆 珪質頁岩 92.4 41.5 20.6 58.5 横形素材、短冊形、背面調整


図62－16 平安遺構 SI09 堆積土 石箆 珪質頁岩 53.9 38.1 14.6 31.6 調整剥離(ステップ・ヒンジ)、間接打撃の可能性有り


図62－17 平安遺構 SI05 堆積土 石箆 珪質頁岩 25.4 17.0 6.0 2.5 小剥片(両極)、背面急角度調整、搔器


図62－18 平安遺構 SD73 堆積土中層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 33.1 19.9 7.3 3.4 背面周縁調整、削器


図62－19 平安遺構 SI19 掘方 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 41.0 26.6 11.2 11.8 木の葉形、両面周縁調整、削器


図62－20 平安遺構 SI06 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 42.0 27.6 6.0 6.6 薄い素材、背面側縁調整


図63－1 平安遺構 SK94 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 73.9 36.1 17.6 38.6 両面両側縁調整、削器


図63－2 平安遺構 SI06 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 49.7 41.9 12.4 22.5 腹面両側縁調整、端部欠失


図63－3 平安遺構 SI35 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 51.7 31.1 10.8 13.9 木の葉形、両面周縁調整、削器


図63－4 平安遺構 SD02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 38.5 35.8 10.3 17.2 両面調整、基部欠失


図63－5 平安遺構 SI27 SK03堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 45.0 41.6 9.9 15.9 横長剥片素材、両面周縁調整、削器


図63－6 平安遺構 SI02 掘方 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 39.4 33.0 9.4 9.9 背面・腹面側縁調整、箆状石器の可能性有り


図63－7 平安遺構 SK31 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 40.8 33.9 11.7 20.5 背面調整、基部欠失


図63－8 平安遺構 SI10 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 31.2 23.1 7.8 4.9 側縁調整、削器


図63－9 平安遺構 SI13 トレンチ ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 27.4 16.3 3.7 1.4 薄い小剥片、周縁調整


図63－10 平安遺構 SD19 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 110.1 57.1 19.2 94.0 縦長剥片、背面一側縁に急角度調整、削器


図63－11 平安遺構 SD02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 30.5 33.9 7.3 10.6 両面周縁調整、基部欠失


図63－12 平安遺構 SK13 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 36.9 30.0 13.9 15.8 一側縁に粗い調整


図63－13 平安遺構 SK35 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 43.3 31.8 12.2 14.6 背面周縁に粗い調整


図63－14 平安遺構 SD59 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 56.3 31.0 8.5 9.7 切り出しナイフ状、両面周縁調整、腹面に光沢


図63－15 平安遺構 SI06 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 87.4 40.0 25.4 71.2 原礫面残、粗い両面調整、箆状石器未製品の可能性有り


図63－16 平安遺構 SD05 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 52.2 29.7 14.1 14.9 一側縁両面調整、削器


図63－17 平安遺構 SI32 掘方 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 47.9 28.4 11.3 11.5 両面調整、槍・箆の破片の可能性有り


図63－18 平安遺構 SD02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 36.9 30.9 9.7 7.3 背面側縁調整、削器


図63－19 平安遺構 SD59 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 36.3 31.0 9.3 10.0 ピエスの可能性有り


図63－20 平安遺構 SK13 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 34.2 27.9 7.9 5.5 背面調整


図63－21 平安遺構 SK81 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 48.7 26.6 6.8 4.4 切り出しナイフ状、背面側縁調整


図63－22 平安遺構 SI05 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 23.8 26.3 3.9 1.9 薄い小剥片、背面の側縁調整、削器


図64－1 平安遺構 SD73 堆積土上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 72.6 55.1 20.5 77.3 両面に粗い剥離、残核の可能性有り


図64－2 平安遺構 SD73 堆積土上層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 55.1 41.4 14.6 35.6 背面に粗い角度のある調整剥離


図64－3 平安遺構 SK31 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 43.0 28.9 11.1 14.0 背面側縁に雑な調整


図64－4 平安遺構 SD73 堆積土中層 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 63.8 39.2 11.7 25.1 木の葉形、背面調整、削器


図64－5 平安遺構 SI03 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 55.7 34.1 13.6 20.4 背面一側縁に連続調整剥離、削器


図64－6 平安遺構 SI07 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 52.7 34.3 34.1 22.2 簡易な背面端部調整


図64－7 平安遺構 SK94 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 71.0 43.4 14.9 35.6 背面両側縁に剥離、削器


図64－8 平安遺構 SK173 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 62.5 37.1 9.7 17.8 背面両側縁調整、削器


図64－9 平安遺構 SD02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 56.7 39.2 16.5 41.1 側縁に粗い剥離、ピエスの可能性有り


図64－10 平安遺構 SI27 SK04堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 67.7 43.9 18.3 30.1 背面周縁に雑な調整


図64－11 平安遺構 SK238 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 40.6 30.3 9.8 7.6 背面側縁調整、削器


図64－12 平安遺構 SD02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 22.9 27.7 11.8 6.0 背面一側縁調整


図64－13 平安遺構 SI39 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 41.2 27.4 6.4 6.2 背面調整、削器


図64－14 平安遺構 SI19 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 39.1 38.8 9.8 15.0 
背面一側縁調整、両側縁に抉り・石匙のつまみ部の可能性有


り


図64－15 平安遺構 SK02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 27.0 34.5 8.4 8.4 背面一側縁調整


図64－16 平安遺構 SK89 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 49.1 45.6 13.3 24.0 背面両側縁に剥離、削器


図64－17 平安遺構 SK213 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 56.3 58.4 24.4 65.5 両面に粗い剥離


図65－1 平安遺構 SI10 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 42.1 52.3 13.9 24.6 背面端部、腹面端部・側縁調整、削器


図65－2 平安遺構 SI02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 46.7 70.1 18.3 45.8 削器、背面周縁調整


図65－3 平安遺構 SD02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 30.8 43.6 11.2 11.6 横長剥片素材、腹面端部調整、削器


図65－4 平安遺構 SI21 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 35.1 37.9 11.3 12.1 使用剥片の可能性有り


図65－5 平安遺構 SI19 床面直上 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 66.2 97.0 26.9 144.2 腹面周縁調整、削器


図65－6 平安遺構 SD02 堆積土 異形石器 黒曜石 29.1 14.2 5.7 6.3 


図65－7 平安遺構 SK13 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 23.3 23.6 7.2 4.6 背面両側縁に細剥離、削器


図65－8 平安遺構 SI02 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 34.9 22.1 6.2 4.6 一側縁両面調整、削器


図65－9 平安遺構 SI39 堆積土 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 珪質頁岩 25.1 20.8 10.9 4.5 背面側縁急角度調整、搔器
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図65－10 平安遺構 SD73 堆積土中層 石核 珪質頁岩 63.6 47.4 36.2 146.1 敲き石として使用


図65－11 平安遺構 SD73 堆積土上層 磨製石斧 細粒凝灰岩 81 56 30 201.8


図65－12 平安遺構 SP914 堆積土 磨製石斧 頁岩 74 44 14 68.1


図65－13 平安遺構 SD73 堆積土上層 磨製石斧 緑色細粒凝灰岩 57 43 17 69.4


図65－14 平安遺構 SD02 堆積土 磨製石斧 緑色細粒凝灰岩 64 50 20 82.8


図65－15 平安遺構 SD02 堆積土 磨製石斧 粗粒玄武岩 63 42 21 66.1


図65－16 平安遺構 SD59 堆積土 石剣 － 49 26 8 17.4


図65－17 平安遺構 SP781 堆積土 磨石 泥岩 88 78 47 423.5 スス付着


図66－1 平安遺構 SI03 堆積土 磨石 流紋岩 98 63 53 386.3 


図66－2 平安遺構 SD73 堆積土上層 磨石 安山岩 122 70 62 668.2 


図66－3 平安遺構 SD73 堆積土中層
半円状扁平打


製石器
粗粒玄武岩 195 104 42 1059.3 


図66－4 平安遺構 SD02 堆積土
半円状扁平打


製石器
安山岩 80 116 52 556.4 


図66－5 平安遺構 SK31 堆積土
半円状扁平打


製石器
安山岩 113 72 50 424.5 


図66－6 平安遺構 SK31 堆積土 北海道式石冠 閃緑岩 123 69 36 429.0 


図66－7 平安遺構 SD73 堆積土上層 敲き石 流紋岩 88 49 43 255.9 


図66－8 平安遺構 SD02 堆積土 敲き石 流紋岩 64 59 51 226.5 


図66－9 平安遺構 SD73 堆積土上層 敲き石 流紋岩 107 51 45 382.7 


図66－10 平安遺構 SD19 底面 凹み石 流紋岩 140 40 23 170.1 


図66－11 平安遺構 SI11 堆積土 敲き石 頁岩 51 46 47 180.6 


図67－1 平安遺構 SD21 堆積土 北海道式石冠 珪質頁岩 90 112 54 678.3 


図67－2 平安遺構 SI11 カマド堆積土 凹み石 細粒凝灰岩 139 50 47 387.4 


図67－3 平安遺構 SD24 堆積土 敲き石 流紋岩 115 77 76 808.2 


図67－4 平安遺構 SI11
SK02床面直


上
凹み石 流紋岩 147 58 51 607.2 


図67－5 平安遺構 SD05 底面直上 凹み石 玄武岩 119 86 53 744.6 


図67－6 平安遺構 SI39 堆積土 凹み石 安山岩 115 92 47 751.6 


図67－7 平安遺構 SK213 堆積土 凹み石 安山岩 146 41 40 328.0 


図67－8 平安遺構 SI19 床面直上 凹み石 安山岩 118 76 37 407.7 


図67－9 平安遺構 SD73 堆積土上層 凹み石 細粒凝灰岩 120 70 24 197.0 


図68－1 平安遺構 SI47 床面直上 凹み石 安山岩 168 119 66 1623.8 


図68－2 平安遺構 SI11 堆積土 磨石 頁岩 117 109 63 1076.0 


図68－3 平安遺構 SD02 堆積土 磨石 花崗閃緑岩 137 103 64 1468.4 


図68－4 平安遺構 SE05 底面直上 磨石 安山岩 164 73 56 1026.4 


図68－5 平安遺構 SE04 堆積土 磨石 砂岩 126 87 52 841.9 


図68－6 平安遺構 SD73 堆積土上層 磨石 花崗閃緑岩 136 107 41 954.8 


図68－7 平安遺構 SD73 堆積土上層 磨石 泥岩 69 57 46 217.2 


図68－8 平安遺構 SD59 堆積土 石錘 － 64 32 13 22.2 


図68－9 平安遺構 SI19 カマド堆積土 石錘 流紋岩 68 106 33 350.8 


図68－10 平安遺構 SK103 堆積土 石錘 流紋岩 87 95 20 221.3 


図68－11 平安遺構 SD73 堆積土中層 軽石製品 軽石 139 93 65 330.0 


図68－12 平安遺構 SD59 堆積土 軽石製品 軽石 122 94 85 372.1 


図68－13 平安遺構 SI10 堆積土 軽石製品 軽石 113 93 33 104.1 


図68－14 平安遺構 SD19 堆積土 軽石製品 軽石 136 76 70 202.7 


図70－1 縄文遺構 SI12 床面 磨製石斧 粗粒玄武岩 127 62 36 466.8 敲打痕有り


図70－2 縄文遺構 SI12 床面
半円状扁平打


製石器
安山岩 117 85 31 358.1


図70－3 縄文遺構 SI12 堆積土 敲き石 頁岩 71 59 35 190.5


図70－4 縄文遺構
SI49（Ⅱ


A－33）
堆積土 石皿 － 146 102 106 738.9


図70－5 縄文遺構 SI49 底面 砥石 安山岩 182 110 103 1719.7


図70－6 縄文遺構 SK10 堆積土 凹み石 安山岩 86 59 19 149.9


図70－7 縄文遺構 SK24 堆積土 磨製石斧 粗粒玄武岩 29 45 25 35.3


図70－8 縄文遺構 SK66 堆積土 磨製石斧 閃緑岩 69 50 35 142.9


縄文時代の土製品観察表


図番号 出土地区 出土地点 層位 器種
計　測　値(㎝)


重量(g) 備考
長さ 幅 厚さ


図55－1 捨て場 ⅠU－32 Ⅲ上層 土偶 7.0 7.8 2.4 110.5 L側圧、刺突、沈線。貫通孔


図55－2 捨て場 ⅠN－44 Ⅲ層 土偶 3.9 3.1 2.7 14.9 刺突。後期


図55－3 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 土偶 4.3 5.1 0.8 16.5 表－沈線。裏－枝状沈線。貫通孔


図55－4 捨て場 ⅠO－42 Ⅲ層 土偶 3.4 4.7 1.6 24.0 表面－ナデ、裏面－沈線


図55－5 捨て場 ⅠO－43 Ⅲ層 土偶 5.2 4.2 1.0 19.0 沈線、刺突


図55－6 捨て場 ⅠM－47 Ⅲ層 土偶 3.2 3.7 0.8 10.0 沈線、刺突。貫通孔。後期


図55－7 捨て場 ⅠU－35 Ⅲ下層 不明 3.9 4.5 2.1 36.5 耳栓?


図55－8 捨て場 ⅠM－46 Ⅲ層 不明 3.6 4.5 3.3 62.6 脚?全体摩滅


図55－9 捨て場 ⅠV－32 Ⅲ下層 不明 2.7 3.8 0.9 12.5 扁平な粘土板。刻目


図55－10 捨て場 ⅠU－33 Ⅲ上層 垂飾品 4.7 4.8 1.1 20.0 沈線。貫通孔


図55－11 捨て場 ⅠM－47 Ⅲ層 動物形土製品 2.7 6.0 － 26.1 ミガキ調整


図55－12 捨て場 ⅠM－45 Ⅲ層 鐸形土製品 6.1 4.4 － 39.8 沈線、刺突列


図55－13 捨て場 ⅠN－42 Ⅲ上層 鐸形土製品 5.1 3.4 － 26.9 沈線、刺突列


図55－14 捨て場 ⅠN－44 Ⅲ層 鐸形土製品 4.8 3.9 － 32.7 沈線、刺突


図55－15 捨て場 ⅠN－47 Ⅲ層 鐸形土製品 4.7 2.8 － 10.3 沈線、刺突列。内面スス状炭化物付着


図55－16 捨て場 ⅠM－46 Ⅲ層 鐸形土製品 4.3 4.0 3.2 17.7 沈線、刺突列


図56－1 捨て場 ⅠN－45 Ⅲ層 鐸形土製品 4.5 3.3 － 13.7 無文


図56－2 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 鐸形土製品 4.8 4.2 － 46.2 無文、ミガキ。内部黒色炭化物?付着


図56－3 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 円盤状土製品 3.4 3.6 0.7 8.4 胴部。沈線


図56－4 捨て場 ⅠN－44 Ⅲ層 円盤状土製品 3.1 3.3 0.7 5.6 胴部。沈線。十腰内I式


図56－5 捨て場 ⅠN－45 Ⅲ上層 円盤状土製品 3.3 2.9 0.7 5.6 胴部。沈線


図56－6 捨て場 ⅠN－45 Ⅲ上層 円盤状土製品 4.6 3.9 0.7 12.9 胴部。沈線


図56－7 捨て場 不明 Ⅲ上層 円盤状土製品 4.0 4.5 1.1 20.3 胴部。沈線。十腰内I式


図56－8 捨て場 ⅠN－44 Ⅲ層 円盤状土製品 4.0 3.9 0.9 15.5 胴部。沈線


図番号 出土地区 出土地点 層位 器種 石材
最大長


(㎜)
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(㎜)
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(㎜)
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－  302  －
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図56－9 捨て場 ⅠM－45 Ⅲ層 円盤状土製品 3.8 3.9 0.8 11.9 胴部。沈線


図56－10 捨て場 ⅠN－42 Ⅲ上層 円盤状土製品 4.0 4.0 0.9 13.3 胴部。沈線、ミガキ。十腰内I式


図56－11 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ上層 円盤状土製品 4.7 4.8 0.9 15.8 胴部。沈線


図56－12 捨て場 ⅠM－46 Ⅲ層 円盤状土製品 4.8 4.6 0.8 17.8 胴部。沈線


図56－13 捨て場 ⅠN－47 Ⅲ層 円盤状土製品 3.8 3.5 0.7 10.0 胴部。沈線(網目状)


図56－14 捨て場 ⅠN－47 Ⅲ層 円盤状土製品 4.1 4.3 0.8 12.2 胴部。R短軸絡条体第5類


図56－15 捨て場 ⅠM－46 Ⅲ層 円盤状土製品 4.4 4.6 0.9 17.3 胴部。R単軸絡条体第5類


図56－16 捨て場 ⅠO－42 Ⅲ層 円盤状土製品 (4.1) 6.6 1.2 22.2 胴部。R単軸絡条体第5類


図56－17 捨て場 不明 Ⅲ層 円盤状土製品 6.2 4.0 0.8 22.0 胴部。R単軸絡条体第5類


図56－18 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 円盤状土製品 (6.5) 7.7 1.1 43.5 胴部。R単軸絡条体第5類


図56－19 捨て場 ⅠM－45 Ⅲ上層 円盤状土製品 7.4 (5.3) 0.9 39.2 胴部。R短軸絡条体第1類、ミガキ


図56－20 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 円盤状土製品 3.9 3.8 0.9 12.9 胴部。LR


図56－21 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 円盤状土製品 3.2 3.4 0.9 8.7 胴部。LR


図56－22 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 円盤状土製品 4.5 4.5 1.1 20.2 胴部。無文


図56－23 捨て場 ⅠN－47 Ⅲ上層 円盤状土製品 4.4 4.3 0.8 15.2 胴部。無文


図56－24 捨て場 ⅠN－45 Ⅲ層 円盤状土製品 3.9 3.9 0.9 12.1 胴部。LR


図56－25 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 円盤状土製品 3.6 3.3 1.0 8.4 胴部。無文


図56－26 捨て場 ⅠM－44 Ⅲ層 円盤状土製品 3.4 3.9 0.8 9.4 胴部。無文


図56－27 捨て場 ⅠN－42 Ⅲ上層 円盤状土製品 3.3 3.3 0.8 8.5 胴部。沈線、ミガキ


図56－28 捨て場 ⅠN－44 Ⅲ層 円盤状土製品 3.2 3.4 0.8 7.8 胴部。無文


図56－29 捨て場 ⅠM－48 Ⅲ層 円盤状土製品 4.3 3.8 0.9 13.3 胴部。無文、ミガキ


図56－30 捨て場 ⅠN－47 Ⅲ層 円盤状土製品 4.7 3.9 0.7 16.8 胴部。無文


図56－31 捨て場 ⅠM－42 Ⅲ層 円盤状土製品 4.6 4.5 0.9 68.3 胴部。R単軸絡条体第1類


図69－1 遺構外 ⅠP－38 Ⅰ層 板状土偶 5.3 5.5 0.8 29.2 表－鎖状沈線、ボタン状貼付。裏－枝状沈線


図69－2 遺構外 ⅠR－41 Ⅱ層 不明 2.1 2.8 － 11.5 脚?ミガキ調整


図69－3 平安遺構 SI06　 堆積土 不明 3.0 2.8 2.9 20.7 


図69－4 遺構外 ⅠW－34 Ⅲ下層 匙形土製品 8.0 5.4 3.2 46.2 内面－ミガキ調整。小さめのつまみ


図69－5 平安遺構 SE10 堆積土 鐸形土製品 3.3 2.0 － 4.7 破片。沈線、刺突列


図69－6 平安遺構 SE10 堆積土 鐸形土製品 3.8 3.2 － 9.8 沈線、刺突列。貫通孔


図69－7 遺構外 ⅠQ－38c Ⅲ層 円盤状土製品 2.5 2.5 0.4 2.7 胴部。沈線?　摩滅


図69－8 遺構外 ⅠQ－37 Ⅲ層 円盤状土製品 4.9 5.1 0.8 19.2 胴部。沈線


図69－9 遺構外 ⅠP－38 Ⅲ層 円盤状土製品 3.3 3.4 0.9 11.4 口縁部破片使用。LR単軸絡条体第5類


図69－10 遺構外 ⅠO－32 Ⅱ層 円盤状土製品 4.6 5.3 0.9 21.5 胴部。無文、指ナデ痕?


図69－11 平安遺構 SK06 堆積土 円盤状土製品 4.7 5.2 1.2 22.0 胴部。沈線


縄文時代の石製品観察表


図番号 出土地区 出土地点 層位 器種 石質 長さ(㎜) 幅(㎜) 厚さ(㎜) 重さ(g) 備考


図16－6 縄文遺構 SK28 2層 円盤状石製品 － 38 29 11 18.0 表裏面・側面とも磨り


図56－32 捨て場 ⅠO－42 Ⅲ層 円盤状石製品 軽石 35 33 7 2.8 表裏面・側面とも磨り


図56－33 捨て場 ⅠQ－41 Ⅲ層 円盤状石製品 － 41 49 10 22.3 表裏面・側面は部分的に磨り


図56－34 捨て場 ⅠN－44 Ⅲ層 三角形石製品 － 52 53 7 26.2 表裏面に著しい擦痕。裏面平坦、中央部に凹み


図69－12 平安遺構 SD73 堆積土上層 円盤状石製品 軽石 40 39 17 6.5 表裏面・側面は部分的に磨り


図69－13 遺構外 ⅠN－44 Ⅲ層 不明石製品 砂岩 47 35 42 52.0 球状。回転による円錐状の凹み


図69－14 遺構外 ⅠL－43 Ⅰ層 装飾品 － 91 41 13 50.5 弧状。側面に溝。両端に穿孔


図69－15 平安遺構 SD73 堆積土上層 装飾品未製品？ － 32 30 5 7.1 台形状。両面に擦痕


図番号 出土地区 出土地点 層位 器種
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土師器観察表


図番号 出土位置 層位 器種
計測値（㎝）


残存率
調整


備考
口径 底径 器高 外面 内面 底面


図72－1 SI02 カマド上面 坏 〈12.6〉 5.6 5.6 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 底部内面黒色


図72－2 SI02 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 墨書


図72－3 SI02 堆積土 坏 － 〈5.6〉 (2.6) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図72－4 SI02 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図72－5 SI02 カマド上面 甕 〈20.4〉 － (12.6) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図72－6 SI02 カマド堆積土 甕 〈11.2〉 － (8.9) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 口縁ロクロ使用？


図72－7 SI02 掘方 甕 － － － ～1/4 ケズリ ナデ － 補修孔


図73－1 SI03 床面直上 甕 〈13.8〉 5.8 18.7 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ 編物痕
外面煤付着。内面に帯状に煤付着。外


面剥落


図73－2 SI03 堆積土 坏 － 〈6.0〉 (3.1) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図76－1 SI06 壁溝堆積土 坏 〈12.9〉 5.4 5.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁内外面に煤付着（灯明皿）


図76－2 SI06 壁溝堆積土 坏 〈13.7〉 5.4 4.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁打ち欠き


図76－3 SI06 壁溝堆積土 坏 〈12.9〉 〈5.8〉 4.4 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図76－4 SI06 壁溝堆積土 坏 － 5.4 (2.7) 1/2～ ロクロ ロクロ
回転糸切、


ナデ
刻書


図76－5 SI06 壁溝堆積土 甕 － 9.9 (13.6) 1/2～ ケズリ ナデ ナデ


図76－6 SI06
カマドピット1


堆積土
甕 〈15.2〉 － (7.8) ～1/4 ロクロ ヨコナデ、ナデ －


図76－9 SI09 床面 坏 12.4 5.4 6.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口唇部に炭化物付着（灯明皿）


図77－1 SI08 壁溝堆積土 坏 〈14.8〉 － (3.6) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図77－2 SI08 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 火ぶくれ


図79－1 SI10 堆積土 皿 13.8 5.3 3.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図79－2 SI10 堆積土 皿 〈13.8〉 4.8 3.6 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図79－3 SI10 堆積土 坏 － 6.4 (3.7) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 底部内面黒色


図79－4 SI10 堆積土 坏？ － 7.4 (6.7) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 鉢の可能性あり


図79－5 SI10 堆積土 坏 － － － ～1/4
ロクロ、ナデ、


輪積痕
ロクロ －


図79－6 SI10 火床面 坏 〈14.0〉 〈7.0〉 6.8 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 外面摩滅


図79－7 SI10 堆積土 甕 〈24.8〉 － (8.1) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 外面炭化物付着


図79－8 SI10 堆積土 堝? － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 口縁打ち欠き。内面炭化物付着


図81－1 SI11 堆積土 坏 13.8 6.0 6.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図81－2 SI11 堆積土 甕 〈22.6〉 － (7.9) 1/4～1/2
ヨコナデ、 ケズ


リ、輪積痕


ヨコナデ、ナデ、


輪積痕
－ 内面黒色


図81－3 SI11 カマド堆積土 甕 － 〈8.0〉 (19.8) 1/4～1/2 ケズリ、指痕、 輪積痕 ナデ 砂底


図81－4 SI11 堆積土 甕 〈15.0〉 － (10.6) 1/2～
ヨコナデ、 ケズ


リ、輪積痕
ヨコナデ、ナデ －


図81－5 SI11 ピット2堆積土 鉢 9.7 － (5.0) 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図81－6 SI11 堆積土 小型壷 － － － 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 刻書


図81－7 SI11 床面 甕 － 8.6 (9.8) 1/2～ ケズリ、縄痕？ ナデ 砂底


図81－8 SI11 堆積土 甕 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図81－9 SI11 床面直上 甕 － － － ～1/4
ヨコナデ、 ケズ


リ、輪積痕、指痕
ヨコナデ、ナデ － 内面黒色。外面炭化物付着


図84－1 SI13 掘方 坏 〈12.4〉 6.4 5.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図84－2 SI13 掘方 坏 〈12.0〉 〈5.2〉 5.8 ～1/4 ロクロ ロクロ 不明


図84－3 SI13 堆積土 坏 〈16.2〉 － (5.6) ～1/4 ロクロ ロクロ －


図84－4 SI13 2枚目床面直上 坏？ － 〈6.0〉 (3.0) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 底面中央に貫通孔


図84－5 SI13 カマド堆積土 甕 〈15.8〉 － (4.5) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 口縁内面炭化物付着


図84－6 SI13 堆積土 小甕 9.6 5.9 9.0 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ 砂底


図84－7 SI13
カマド2ピット


堆積土
甕 〈14.0〉 － (14.7) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図84－8 SI13 焼土層 把手付 － 〈7.8〉 8.7 1/4～1/2 ケズリ、輪積痕 ナデ ナデ 底辺部外面から底面にかけて煤付着


図85－1 SI15 堆積土・掘方 坏 13.8 6.0 4.6 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
全体的に摩滅。内面に炭化物？付着。


歪み


図85－2 SI15 火床面 坏 〈14.8〉 〈6.4〉 6.1 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 外面・底面摩滅。内面火ハジケ


図85－3 SI15 堆積土 坏 12.4 〈6.0〉 5.3 1/2～ ナデ ナデ 不明 口縁内外面煤付着


図87－1 SI16 床面直上 坏 13.9 5.7 5.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁につぶれ。歪み。SI20と接合


図87－2 SI16 カマド 甕 〈24.8〉 － (10.0) 1/4～1/2
ヨコナデ、 ケズ


リ、輪積痕
ヨコナデ、ナデ －


図87－3 SI16 床面直上 皿 14.5 6.4 4.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁片口状。歪み


図87－4 SI16 床面直上 坏 － 〈6.2〉 (4.7) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図87－5 SI16 床面直上 甕 － 6.8 (5.6) 1/2～ ケズリ ナデ 砂底


図87－6 SI16 カマド 甕 － 6.5 (8.6) 1/2～ ケズリ ナデ、輪積痕 編物痕 外面剥落。二次被熱


図89－1 SI18 床面直上 坏 14.8 5.6 5.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図89－2 SI18 床面 坏 14.0 6.4 4.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土分析資料No19


図89－3 SI18 土器埋設遺構1 甕 〈22.2〉 7.4 27.6 1/2～
ヨコナデ、 ケズ


リ、指痕
ヨコナデ、ナデ 砂底 外面炭化物付着


図89－4 SI18 土器埋設遺構2 甕 － 7.4 (17.6) 1/2～ ケズリ ナデ 編物痕


図89－5 SI18 床面 甕 － 10.4 (5.0) 1/2～ ケズリ、ナデ ナデ ナデ


図92－1 SI19 カマド袖 坏 － 〈5.2〉 (4.2) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図94－1 SI21 粘土層 坏 〈13.8〉 〈5.6〉 4.8 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図94－2 SI21
粘土層・


カマドピット堆積土
坏 〈13.8〉 － (3.7) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図94－3 SI21 堆積土 鉢？ － 7.2 (4.2) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図94－4 SI21 床面 甕 〈12.6〉 － (10.0) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 外面剥落


図96－1 SI22 堆積土 坏 〈12.0〉 4.8 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 全体的に摩滅


図96－2 SI22 堆積土 坏 〈15.3〉 6.6 4.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図96－3 SI22
堆積土・


カマド底面直上
坏 〈15.2〉 6.0 5.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面被熱により摩滅。歪み


図96－4 SI22 堆積土 坏 14.7 5.4 5.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
内外面に帯状の被熱痕。焼き歪み、楕


円形


図96－5 SI22 床面直上 坏 － 6.0 (4.1) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内外面煤付着。歪み


図96－6 SI22 床面・掘方 甕 〈15.4〉 － (6.5) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 口唇部に凹み


図96－7 SI22 堆積土 甕 〈15.8〉 5.0 14.9 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ ナデ？ 外面剥落


図96－8 SI22 堆積土 小甕 － － (5.0) 1/4～1/2 ロクロ、ナデ ロクロ － 外面灰付着


－  304  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  305  －
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図96－9 SI22
堆積土・


カマド底面直上
甕 〈20.6〉 － (15.0) 1/4～1/2 ロクロ、ケズリ ロクロ、ナデ －


図98－1 SI25 掘方 甕 － 5.2 (2.8) 1/2～ ケズリ ナデ ナデ 刻書？


図100－1 SI28
堆積土・


SK01堆積土
坏 14.0 5.8 5.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 破断面に煤付着


図100－2 SI28
SK01堆積土・


底面直上
甕 〈13.1〉 － (5.3) 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 外面剥落


図101－1 SI29 SK02堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ、弱いナデ？ ロクロ － 刻書


図101－2 SI29 SK01堆積土 甕 〈21.0〉 － (5.7) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 内面黒色


図103－1 SI30 ピット5堆積土 坏 － 5.6 (3.8) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面摩滅


図103－2 SI30 ピット4堆積土 坏 － 5.1 (2.7) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面のロクロ弱い


図103－3 SI30 掘方 坏？ － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図105－1 SI32 堆積土 坏 〈14.2〉 6.6 5.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図105－2 SI32 床面直上 坏 〈13.6〉 〈6.8〉 4.7 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 胴部下半のロクロ弱い


図105－3 SI32 床面 坏 〈14.2〉 〈7.7〉 4.6 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図105－4 SI32 堆積土 坏 － － － ～1/4 指痕、輪積痕 ヨコナデ、ナデ －


図108－1 SI33 床面直上 皿 13.6 5.2 4.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内外面にタール状炭化物付着。歪み


図108－2 SI33 カマド堆積土 坏 〈13.8〉 － (4.3) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 胴部下半のロクロ弱い


図108－3 SI33 床面直上 坏 〈16.6〉 － (5.2) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 口縁外面炭化物付着


図108－4 SI33 床面直上 坏 〈14.6〉 － (3.8) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 歪み


図108－5 SI33 堆積土 坏 〈17.0〉 － (5.4) ～1/4 ロクロ ロクロ －


図108－6 SI33 カマド堆積土 坏 － 5.6 (2.9) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図108－7 SI33 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図108－8 SI33 堆積土 甕 － 5.4 (10.1) 1/2～ ケズリ ナデ 砂底


図110－1 SI34 床面直上 坏 〈12.8〉 － (4.4) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図111－1 SI35 床面 坏 － 5.1 (3.1) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 底面摩滅


図112－1 SI36
床面直上・


堆積土
坏 〈20.0〉 7.2 7.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 破損後、煤付着。外面火ハジケ


図112－2 SI36 床面 甕 － 8.0 (6.4) 1/2～ ケズリ、輪積痕 ナデ 砂底


図112－3 SI36 床面 甕 － 6.1 (8.2) 1/2～ ケズリ、輪積痕 ナデ、輪積痕 砂底


図116－1 SI39 堆積土 坏 〈11.6〉 4.6 5.6 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図116－2 SI39 ピット14底面 坏 14.5 6.0 5.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁片口状に歪み


図116－3 SI39 ピット1堆積土 坏 14.7 4.8 5.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図116－4 SI39 ピット2堆積土 坏 〈15.0〉 － (4.7) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図116－5 SI39 堆積土 坏 － 〈4.8〉 (2.3) 1/4～1/2 ロクロ、ケズリ ミガキ、黒色処理 回転糸切


図116－6 SI39 堆積土 甕 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図116－7 SI39 土器埋設遺構 甕 〈20.0〉 － (7.5) ～1/4
ヨコナデ、 ケズ


リ、輪積痕


ヨコナデ、ナデ、


輪積痕
－


図116－9と調整等似るが、口径・高


さが合わない


図116－8 SI39 カマド底面 甕 〈22.0〉 － (10.2) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図116－9 SI39 土器埋設遺構 甕 － 5.6 (21.3) 1/2～ ケズリ ナデ、輪積痕 編物痕


図116－10 SI39 火床面 甕 － － － ～1/4
ヨコナデ、ケズ


リ、輪積痕
ヨコナデ、ナデ － 内面灰？付着


図118－1 SI40 壁溝堆積土 坏 － 5.2 (1.6) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図118－2 SI40 SK01堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ、輪積痕 ロクロ、輪積痕 － 胴部下半のロクロ弱い


図122－1 SI45
堆積土・


ピット1堆積土
坏 〈12.5〉 4.9 4.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内外面帯状に煤付着。底面煤付着


図122－2 SI45 ピット10堆積土 坏 〈14.4〉 6.4 5.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 胴部下部・底面に火ハジケ。歪み


図122－3 SI45 堆積土 坏 〈7.0〉 － (4.3) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図122－4 SI45 堆積土 坏 － 6.2 (3.2) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書。内面煤付着


図122－5 SI45 カマド 坏 － 6.4 (4.3) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面黒色


図122－6 SI45 カマド 甕 〈9.9〉 5.4 9.8 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ロクロ、ヨコナデ 編物痕


図122－7 SI45 カマド堆積土 甕 － 〈6.4〉 (19.5) 1/4～1/2 ケズリ ナデ ナデ


図122－8 SI45 カマド 甕 〈16.8〉 － (19.1) 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 外面煤付着。外面剥落


図123－2 SI45 カマド 壷 〈9.0〉 － (3.7) ～1/4 ヨコナデ、ミガキ ヨコナデ －


図123－3 SI45 堆積土 甕 〈13.2〉 － (4.0) 1/4～1/2 ロクロ、輪積痕 ロクロ －


図125－1 SI46
堆積土・


カマドピット2
坏 14.0 6.1 4.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面に煤付着。歪み


図125－2 SI46 堆積土 甕 〈14.2〉 － (5.7) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図127－1 SI47 床面 坏 14.4 5.8 5.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図127－2 SI47 確認面 坏 14.6 5.4 5.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図127－3 SI47 床面直上 坏 13.9 5.1 5.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み。胎土に焼土粒混入


図127－4 SI47 SK02堆積土 坏 〈13.8〉 〈6.0〉 5.4 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図127－5 SI47 床面直上 坏 〈23.8〉 － (4.8) ～1/4 ロクロ ロクロ － 全体的に摩滅


図127－6 SI47 床面 甕 22.2 － (20.2) 1/2～
ヨコナデ、 ケズ


リ、指痕
ヨコナデ、ナデ －


外面粘土付着（化粧粘土？）


胎土分析資料No20.


図127－7 SI47 カマド堆積土 甕 〈17.0〉 － (8.1) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 口唇部に沈線


図140－2 SK09 堆積土 甕 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 刻書？


図140－3 SK13・14 堆積土 皿 〈15.4〉 〈5.8〉 4.7 ～1/4 ロクロ ロクロ 回転糸切


図140－4 SK13 堆積土 坏 － 〈5.4〉 (2.2) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図140－5 SK31 堆積土 甕 － 5.6 (6.7) 1/2～ ケズリ、ナデ ナデ ケズリ 内外面剥落


図140－6 SK31 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図140－7 SK21 確認面 坏 〈16.6〉 〈5.6〉 5.5 1/4～1/2
ヨコナデ、指痕、


輪積痕
ヨコナデ、ナデ 板目痕


図140－8 SK21 確認面 坏 － 5.0 (4.1) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図140－9 SK21 堆積土 坏 － 5.4 (4.8) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図140－13 SK56 堆積土 皿？ 〈17.8〉 － (4.8) ～1/4 ロクロ、ナデ ロクロ － 胎土に骨針混入


図140－15 SK56 堆積土 甕 〈17.0〉 － (12.6) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図141－1 SK94 堆積土 坏 － 5.5 (3.4) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図141－2 SK94 焼土層 坏 － 〈6.8〉 (5.0) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図141－3 SK94 焼土上層 甕 － 6.6 (7.6) 1/2～ ケズリ ナデ ケズリ


図141－4 SK94 堆積土 羽釜 － － － ～1/4 指痕、ナデ ナデ、輪積痕 －


図141－6 SK108 １層 甕 〈19.8〉 － (11.0) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図141－14 SK117 堆積土 坏 13.5 6.1 3.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 二次被熱


図141－15 SK117 堆積土 皿 〈14.0〉 〈7.1〉 5.3 1/4～1/2 ロクロ、弱いナデ ロクロ 回転糸切？


図141－19 SK154 堆積土 坏 〈11.6〉 － (3.5) ～1/4 ロクロ ミガキ、黒色処理 －


図141－20 SK187 堆積土 坏 － 5.6 (3.5) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


－  304  －
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図番号 出土位置 層位 器種
計測値（㎝）


残存率
調整


備考
口径 底径 器高 外面 内面 底面


図142－9 SK173 堆積土 坏 〈14.3〉 6.0 5.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図142－10 SK173 堆積土 坏 13.6 5.8 5.8 1/2～ ロクロ、弱いナデ？ ロクロ、弱いナデ？ 回転糸切 内面黒色。歪み


図142－11 SK173 堆積土 坏 14.2 4.4 5.2 1/2～ 指痕、輪積痕 ナデ ケズリ 口縁打ち欠き、内面煤付着。歪み


図142－12 SK173 堆積土 坏 〈15.0〉 － (5.7) 1/4～1/2
ヨコナデ、指痕、


輪積痕
ヨコナデ、ナデ －


図142－13 SK173 堆積土 坏 〈7.8〉 － (4.2) ～1/4 ナデ、指痕 ヨコナデ、ナデ －


図142－14 SK173 堆積土 甕 〈12.4〉 － (6.5) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図142－15 SK173 堆積土 甕 － 6.4 (3.6) 1/2～ ナデ、指痕 ナデ 編物痕


図142－16 SK191 堆積土 把手付 － － － ～1/4 ケズリ 不明 － 全体的に摩滅


図142－17 SK238 堆積土 坏 － 5.8 (3.6) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 全体的に摩滅


図142－18 SK202 １層 坏 〈12.0〉 〈4.6〉 5.0 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図142－19 SK202 １層 小型壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ －


図142－23 SK212 堆積土 外耳 － － － ～1/4 ケズリ ナデ － 内面黒色


図143－1 SK211 堆積土下層 皿 〈16.6〉 5.6 4.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面煤付着。内外面摩滅


図143－2 SK211 堆積土 坏 〈13.5〉 5.6 5.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図143－3 SK211 堆積土下層 坏 － 4.6 (3.7) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図143－4 SK211 堆積土 甕 〈11.4〉 － (6.2) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 口縁ロクロ使用？外面剥落


図143－6 SK239 堆積土 皿 〈13.4〉 〈6.9〉 3.1 ～1/4 ロクロ ロクロ 回転糸切


図143－7 SK239 堆積土 坏 〈12.4〉 5.4 5.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図143－8 SK239 堆積土 坏 〈12.8〉 － (5.0) ～1/4 ロクロ ロクロ －


図143－9 SK239 堆積土 鉢 〈7.8〉 － (4.8) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図155－1 SD01 堆積土 坏 － 〈6.4〉 (2.4) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図155－2 SD01 底面直上 甕 〈12.4〉 － (20.4) 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － SD13・ⅠO－43・ⅠP－43と接合


図155－4 SD02 堆積土 坏 〈17.8〉 〈7.0〉 6.2 1/4～1/2 ヨコナデ、ロクロ ロクロ 回転糸切


図155－5 SD02 堆積土 坏 13.0 6.0 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面黒色


図155－6 SD02 堆積土 坏 － 5.9 (5.0) 1/2～ ロクロ ロクロ、ナデ 回転糸切 刻書。内面剥落


図155－7 SD02 堆積土 小甕 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 外面被熱痕


図155－19 SD08 堆積土 皿 〈12.4〉 4.6 3.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面摩滅


図155－20 SD13 堆積土 小型壷 〈8.0〉 － 〈6．0〉 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 胴部外面のロクロ弱い。ⅠP－43と接合


図155－21 SD13 堆積土 坏 － 6.0 (3.0) 1/2～ 指痕、輪積痕 ナデ、輪積痕 編物痕


図155－22 SD14 堆積土 坏 － 5.8 (3.4) 1/2～ ロクロ、弱いナデ ロクロ 回転糸切、ナデ


図156－1 SD17 堆積土 皿 〈14.0〉 〈7.6〉 4.0 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 胴部下半のロクロ弱い。歪み


図156－2 SD17 堆積土 坏 〈14.8〉〈6．3〉 6.1 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図156－6 SD18 堆積土 坏 10.4 6.2 6.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 底部に粘土継ぎ足しの痕跡


図156－7 SD18 堆積土 坏？ － 6.0 (4.1) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図156－8 SD18 堆積土 把手付 － 6.6 (6.6) 1/2～ ケズリ ナデ ケズリ 把手部欠落


図156－9 SD18 堆積土 甕 〈23.0〉 － (8.6) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 内外面に帯状の被熱痕


図156－10 SD18 堆積土 小型壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 胴部下半のロクロ弱い


図156－14 SD21 堆積土 坏 － 4.8 (2.6) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図156－15 SD21 堆積土 坏 〈10.2〉 〈4.6〉 4.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 胴部下半のロクロ弱い


図156－16 SD24 堆積土 皿 〈12.0〉 〈4.4〉 3.8 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 胴部下半のロクロ弱い


図156－17 SD24 堆積土 皿 〈13.6〉 〈6.2〉 3.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図156－18 SD24 堆積土 坏 〈15.4〉 6.4 5.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図156－19 SD24 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図156－20 SD24 堆積土 坏 〈13.4〉 〈7.0〉 4.2 ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ ケズリ 全体的に摩滅


図156－22 SD24 堆積土 製塩土器 － － － ～1/4 指痕、輪積痕 剥落 － 二次被熱。内面に粘土継ぎ足しの痕跡


図156－24 SD24 堆積土 甕 〈21．0〉 － (11.4) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 補修孔。SD17と接合


図156－25 SD24 堆積土 甕 － 〈8.0〉 (5.3) 1/4～1/2 ケズリ ナデ ケズリ
SD17と接合。 図156－24と同一個


体の可能性


図157－1 SD19 堆積土 坏 〈13.0〉 5.6 5.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図157－2 SD19 堆積土 坏 15.5 5.8 6.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土に焼土粒混入


図157－3 SD19 堆積土 皿 16.5 5.2 5.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面煤付着


図157－4 SD19 堆積土 坏 〈16.0〉 〈6.0〉 4.9 ～1/4 指痕 不明 ケズリ？ 全体的に摩滅


図157－5 SD19 堆積土 坏 〈12.8〉 〈5.8〉 4.8 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ミガキ ナデ？ 底面摩滅


図157－6 SD19 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図157－7 SD19 堆積土 甕 〈13.4〉 － (5.4) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図157－8 SD19 堆積土 甕 〈27.0〉 － (19.4) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図157－9 SD19 堆積土 甕 22.7 6.6 26.3 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ ケズリ


図158－1 SD20 堆積土 坏 〈19.0〉 〈7.2〉 6.1 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 内面煤付着


図158－2 SD20 底面埋設 甕 22.4 6.2 27.8 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ 植物繊維圧痕？ 内面帯状の被熱痕


図158－4 SD26 堆積土 坏 〈14.4〉 5.2 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図158－5 SD26 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図158－11 SD27 堆積土 坏 〈11.6〉 － (5.0) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図158－12 SD27 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図158－13 SD27 堆積土 甕 － 〈8.4〉 (5.0) 1/4～1/2 ケズリ ナデ ケズリ


図158－15 SD27 堆積土 製塩土器 － － － ～1/4 指痕 ナデ － 二次被熱


図158－19 SD31 堆積土 坏 14.0 5.4 6.5 1/2～ ロクロ ロクロ
回転糸切、


ケズリ
歪み


図158－20 SD31 堆積土 坏 〈10.8〉 － (4.6) ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図158－21 SD31 堆積土 坏 〈13.4〉 〈5.6〉 4.2 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図158－22 SD31 堆積土 小型壷 － 4.3 (6.3) 1/2～
ロクロ、弱いナ


デ？
ロクロ 回転糸切 口縁打ち欠き。歪み


図158－23 SD31 堆積土 甕 〈10.2〉 － (4.5) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図158－24 SD31 堆積土 不明 － － － ～1/4 指痕 指痕、ナデ － 波状の口縁突起？


図159－1 SD32 堆積土 甕 〈27.2〉 － (11.6) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図159－2 SD32 堆積土 小型壷 8.5 6.1 6.1 1/2～ ロクロ、ケズリ ロクロ 回転糸切 底面楕円形


図159－3 SD32 堆積土 把手付 － － 7.0 ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ ケズリ 把手部外面剥落


図159－5 SD32 堆積土 把手付 － － － ～1/4
ヨコナデ、ケズ


リ、指痕
ヨコナデ、ナデ － 口縁内面帯状に煤付着


図159－6 SD32 堆積土 把手付 － － － ～1/4 ケズリ 不明 －


図159－8 SD33 堆積土 坏 11.6 5.5 4.6 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図159－9 SD33 堆積土 坏 〈12.7〉 〈6.8〉 4.1 1/4～1/2
ヨコナデ、弱い


ナデ
ヨコナデ、ナデ ケズリ


図159－10 SD33 堆積土 甕 〈23.0〉 － (6.6) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 刻書？全体的に摩滅


図159－11 SD33 堆積土 把手付 － － － － ケズリ 不明 － 外面粘土？付着、調整不明瞭


図159－12 SD33 堆積土 壷 〈13.8〉 － (10.2) 1/4～1/2 ロクロ、ケズリ ロクロ、黒色処理？ －


－  306  －
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図番号 出土位置 層位 器種
計測値（㎝）


残存率
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口径 底径 器高 外面 内面 底面


図160－1 SD39 堆積土上層 坏 〈12.9〉 5.3 4.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面黒色


図160－2 SD39 A－Bベルト4層 坏 － 6.0 (4.3) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図160－3 SD39 確認面 坏 〈14.2〉 － (5.2) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 胴部下半のロクロ弱い。内面黒色


図160－4 SD39 堆積土 坏？ － － － ～1/4 指痕、輪積痕 ナデ －


図160－11 SD41 2層 坏 〈18.0〉 － (4.0) ～1/4 ロクロ ロクロ － 内面黒色


図160－12 SD41 堆積土 坏 － 〈6.5〉 (1.9) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図160－13 SD41 堆積土 坏 － 5.4 (4.3) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 全体的に摩滅


図160－14 SD41 堆積土 坏 － 5.3 (3.0) 1/2～ ロクロ ロクロ 静止糸切 全体的に摩滅


図160－18 SD42 １層 坏 － 〈6.0〉 (4.8) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ
回転糸切、


ケズリ


図160－19 SD42 堆積土 把手付 9.0 5.0 10.2 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ ケズリ


図161－1 SD45 堆積土 坏 － 6.0 (3.3) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図161－3 SD46 堆積土上層 坏 〈12.6〉 5.7 4.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図161－4 SD46 確認面 坏 〈16.0〉 〈6.0〉 5.8 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図161－5 SD46 A－Bベルト1層 坏 12.8 － (4.2) 1/2～ ロクロ ロクロ － 胴部下半のロクロ弱い


図161－6 SD46 確認面 坏 － 〈5.5〉 (1.3) 1/4～1/2 ロクロ、ケズリ？ ロクロ、ナデ 静止糸切、ナデ 刻書


図161－7 SD46 堆積土上層 甕 〈12.0〉 － (6.0) 1/4～1/2
ヨコナデ、弱いナ


デ？輪積痕


ヨコナデ、ナデ、


輪積痕
－ 外面摩滅


図161－8 SD46 堆積土上層 甕 － 6.6 (5.0) 1/2～ ケズリ ナデ ケズリ


図161－9 SD46 堆積土 甕 〈21.4〉 － (9.7) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 歪み


図161－12 SD47 堆積土 坏 15.0 5.8 6.6 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁歪み、楕円形


図161－13 SD47 堆積土下層 坏 － 6.0 (3.7) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内面・底面摩滅


図161－14 SD47 堆積土下層 坏 〈9.5〉 5.2 3.5 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ 編物痕？ナデ


図161－17 SD50 確認面 坏 〈16.2〉 － (4.8) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 胴部下半のロクロ弱い。内面黒色


図162－1 SD59 堆積土 皿 〈13.4〉 〈6.0〉 3.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切、ナデ


図162－2 SD59 堆積土 坏 － 5.0 (2.7) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図162－3 SD59 堆積土 坏？ － 6.8 (3.8) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図162－4 SD59 堆積土 甕 － 6.1 (7.2) 1/2～ ケズリ ナデ、輪積痕
ケズリ？


ナデ？


図162－5 SD59 堆積土 鉢？ － 〈7.1〉 (3.6) 1/4～1/2 ロクロ、ケズリ ロクロ 回転糸切 内面煤付着。底部内面剥落


図162－6 SD59 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ －


図162－8 SD59 堆積土 甕 〈24.0〉 － (8.3) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 全体的に摩滅


図162－11 SD71 堆積土 坏 〈12.8〉 〈5.7〉 4.8 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図162－13 SD72 堆積土 坏 － 4.8 (2.7) 1/2～ ナデ、指痕 ナデ ケズリ


図163－1 SD73 堆積土上層 皿 〈14.0〉 〈5.4〉 2.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－2 SD73 堆積土上層 皿 〈15.0〉 〈5.8〉 3.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－3 SD73 堆積土上層 皿 〈14.4〉 6.0 3.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－4 SD73 堆積土下層 皿 〈12.8〉 〈6.2〉 3.6 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－5 SD73 堆積土上層 皿 13.3 5.8 3.9 1/2～ ロクロ ロクロ 不明
底面炭化物付着


胎土分析資料No16


図163－6 SD73 堆積土中層 皿 14.0 4.8 4.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図163－7 SD73 堆積土上層 皿 〈15.8〉 5.2 4.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図163－8 SD73 堆積土中層 皿 〈15.6〉 7.0 4.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図163－9 SD73 堆積土上層 皿 〈15.8〉 〈5.8〉 4.5 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切
外面摩滅。内面炭化物付着


二次被熱


図163－10 SD73 堆積土上層 皿 〈14.8〉 5.4 4.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁打ち欠き。内面煤付着（灯明皿）


図163－11 SD73 堆積土上層 皿 〈13.2〉 5.0 4.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－12 SD73 堆積土下層 皿 〈13.2〉 〈5.4〉 4.3 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書？


図163－13 SD73 堆積土中層 皿 14.0 6.3 4.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
内外面炭化物付着、特に内面・底面が


厚い。破断面も炭化物付着（灯明皿）


図163－14 SD73 堆積土中層・ 下層 皿 〈14.4〉 〈6.0〉 5.7 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－15 SD73 堆積土上層 皿 〈13.8〉 〈6.0〉 4.3 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 内面黒色


図163－16 SD73 堆積土上層 皿 〈14.4〉 5.2 4.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－17 SD73 堆積土上層 皿 〈14.0〉 6.2 4.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 摩滅


図163－18 SD73 堆積土下層 皿 〈14.0〉 〈6.0〉 4.6 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－19 SD73 堆積土上層 坏 〈13.2〉 〈6.6〉 5.1 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土に砂粒混入


図163－20 SD73 堆積土上層 坏 〈10.2〉 4.2 4.1 1/2～ ロクロ ロクロ 静止糸切 外面剥落


図163－21 SD73 堆積土上層 坏 〈14.6〉 〈6.0〉 4.8 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図163－22 SD73 堆積土上層 坏 〈13.3〉 5.4 4.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面摩滅。内面火ハジケ


図164－1 SD73 堆積土下層 坏 〈12.4〉 5.8 5.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図164－2 SD73 堆積土中層 坏 〈13.4〉 〈4.8〉 5.4 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切、ナデ


図164－3 SD73 堆積土中層 坏 〈14.4〉 5.5 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図164－4 SD73 堆積土上層 坏 12.7 4.6 5.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図164－5 SD73 堆積土上層 坏 〈12.0〉 〈4.6〉 5.4 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図164－6 SD73 堆積土上層 坏 〈13.8〉 5.6 5.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
口縁歪み、楕円形。口縁片口状。内面


黒色


図164－7 SD73 堆積土中層 坏 12.9 4.9 5.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁打ち欠き。口縁楕円形


図164－8 SD73 堆積土下層 坏 〈13.5〉 5.2 5.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図164－9 SD73 炭化物範囲 坏 〈12.4〉 〈6.0〉 5.4 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図164－10 SD73 堆積土上層 坏 〈15.0〉 〈6.2〉 5.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 内面黒色


図164－11 SD73 堆積土上層 坏 〈15.0〉 〈6.0〉 5.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図164－12 SD73 堆積土中層 坏 〈14.0〉 〈6.6〉 5.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 火ハジケ。胎土に焼土粒混入


図164－13 SD73 堆積土上層 坏 〈14.4〉 5.6 6.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面のロクロ弱い


図164－14 SD73 堆積土上層 坏 16.3 5.8 6.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図164－15 SD73 堆積土中層 坏 14.0 5.6 6.5 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
内面に液ダレ状の痕跡あり。歪み、楕


円形


図164－16 SD73 堆積土上層 坏 〈14.4〉 5.8 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面摩滅。歪み


図164－17 SD73 堆積土上層 坏 13.8 5.8 6.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面摩滅。歪み


図164－18 SD73 堆積土上層 坏 13.9 4.3 6.0 1/2～ ロクロ ロクロ 静止糸切 外面摩滅。歪み。胎土分析資料No.11


図165－1 SD73 堆積土上層 坏 〈18.0〉 6.8 7.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図165－2 SD73 堆積土中層 坏 12.9 6.0 7.3 1/2～ ロクロ ロクロ、黒色処理？ 回転糸切 口縁打ち欠き、歪み


図165－3 SD73 堆積土上層 坏 13.4 5.0 6.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み、楕円形


図165－4 SD73 堆積土上層 坏 12.8 4.5 6.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切、ナデ 歪み


図165－5 SD73 堆積土上層 坏 〈12.5〉 5.2 5.6 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 摩滅


図165－6 SD73 堆積土上層 坏 〈13.6〉 5.2 5.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土分析資料No12


図165－7 SD73 堆積土上層 坏 〈13.6〉 6.0 5.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
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図165－8 SD73 堆積土上層 坏 〈14.4〉 5.8 6.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
口縁内外面にタール状炭化物付着


（灯明皿）


図165－9 SD73 堆積土上層 坏 15.8 6.2 6.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 底面・内面に炭化物付着。歪み


図165－10 SD73 堆積土中層 坏 12.4 5.1 5.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図165－11 SD73 堆積土中層 坏 16.7 6.8 6.9 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
外面剥落・炭化物付着、火ハジケ。内


面摩滅


図165－12 SD73 堆積土中層 坏 15.0 5.4 6.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土分析資料No15


図165－13 SD73 堆積土中層 坏 〈12.5〉 4.8 5.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図166－1 SD73 堆積土上層 坏 〈16.0〉 6.2 5.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土分析資料No14


図166－2 SD73 堆積土中層 坏 〈13.0〉 5.1 4.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図166－3 SD73 堆積土中層 坏 〈13.0〉 5.4 5.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
歪み。胴部下半はロクロが弱く、ほと


んど無調整。胎土分析資料No13


図166－4 SD73 堆積土上層 坏 14.4 5.4 6.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
内外面タール状炭化物付着（灯明


皿）。歪み、楕円形


図166－5 SD73 堆積土中層 坏 〈14.4〉 5.6 6.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図166－6 SD73 堆積土上層 坏 〈14.4〉 6.0 5.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 二次被熱により赤変


図166－7 SD73 堆積土中層 坏 〈13.2〉 5.8 5.7 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面火ハジケ


図166－8 SD73 堆積土上層 坏 〈12.7〉 5.0 5.3 1/2～ ロクロ ロクロ 静止糸切？
底面炭化物付着。外面のロクロ調整


不明瞭、ナデの可能性あり


図166－9 SD73 堆積土上層 坏 〈13.0〉 〈4.0〉 5.5 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図166－10 SD73 堆積土上層 坏 － 5.8 (2.8) 1/2～ ロクロ、弱いナデ ロクロ 回転糸切 刻書


図166－11 SD73 堆積土上層 坏 － 〈5.8〉 (1.7) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書（焼成後の線刻）


図166－12 SD73 堆積土中層 坏 〈14.5〉 5.0 6.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図166－13 SD73 堆積土中層 坏 － 4.0 (3.2) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図166－14 SD73 堆積土下層 坏 － 5.4 (3.0) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図166－15 SD73 堆積土上層 坏 〈12.4〉 〈5.0〉 5.2 1/4～1/2 ロクロ ミガキ、黒色処理 回転糸切


図166－16 SD73 堆積土下層 坏 12.8 5.6 5.1 1/2～ ロクロ ミガキ、黒色処理 回転糸切


図166－17 SD73 堆積土上層 坏 〈13.3〉 5.4 4.9 1/2～ ロクロ ミガキ、黒色処理 回転糸切 胎土分析資料No17


図166－18 SD73 堆積土上層 坏 〈12.8〉 － (4.2) ～1/4 ロクロ ミガキ、黒色処理 － 口縁部内外面炭化物付着


図166－19 SD73 堆積土上層 坏 〈13.3〉 － － ～1/4 ロクロ ミガキ、黒色処理 －


図167－1 SD73 堆積土上層 坏 〈15.0〉 6.0 5.9 1/2～
ヨコナデ、指痕、


輪積痕
ヨコナデ、ナデ 編物痕


図167－2 SD73 堆積土中層 坏 〈13.0〉 5.2 6.3 1/2～
ヨコナデ、 ケズ


リ、 輪積痕
ヨコナデ、ナデ


編物痕？ナ


デ
墨書。歪み


図167－3 SD73 堆積土上層 坏 〈15.2〉 － (3.4) 1/4～1/2 ヨコナデ、輪積痕 ヨコナデ、ナデ －


図167－4 SD73 堆積土上層 坏 11.5 4.4 6.0 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ
藁の圧痕？


　　ケズリ
刻書。二次被熱により全体的に摩滅


図167－5 SD73 堆積土上層 坏 〈14.0〉 〈6.2〉 5.7 1/4～1/2
ヨコナデ、指痕、


輪積痕
ミガキ、ナデ ケズリ 底面摩滅。二次被熱


図167－6 SD73 堆積土下層 坏 〈12.0〉 4.4 4.9 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ ケズリ 刻書


図167－7 SD73 堆積土上層 坏 〈11.9〉 － (4.8) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図167－8 SD73 堆積土上層 坏 〈12.4〉 － (3.5) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図167－9 SD73 堆積土上層 坏 － 〈5.6〉 (2.5) 1/4～1/2 弱いナデ ナデ 編物痕


図167－10 SD73 堆積土中層 坏 － 〈5.0〉 (2.7) 1/4～1/2 ナデ、ケズリ ナデ？ 編物痕


図167－11 SD73 堆積土上層 坏 － － － ～1/4 指痕、輪積痕
ヨコナデ、ナデ、


輪積痕
－


図167－12 SD73 堆積土下層 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図167－13 SD73 堆積土上層 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 墨書


図167－14 SD73 堆積土上層 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図167－15 SD73 堆積土上層 鉢 － 6.6 (6.2) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図167－16 SD73 堆積土上層 鉢 － 6.3 (5.0) 1/2～ ロクロ、弱いナデ ロクロ 回転糸切


図167－17 SD73 堆積土上層 鉢 － 〈7.0〉 (5.5) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図167－18 SD73 堆積土 鉢 － 5.2 (4.5) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図167－19 SD73 堆積土上層 鉢 〈11.0〉 － (5.8) ～1/4 ロクロ ロクロ － 二次被熱


図167－20 SD73 堆積土上層 小型鉢 〈6.8〉 － (5.3) ～1/4 ロクロ ロクロ －


図167－21 SD73 堆積土中層 小型壷 〈5.3〉 〈5.0〉 5.0 1/4～1/2 ロクロ ロクロ ナデ？ 胴部下半のロクロ弱い


図167－22 SD73 堆積土上層 小型壷 〈4.6〉 － (4.1) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 外面摩滅


図167－23 SD73 堆積土上層 小型壷 4.4 4.4 4.8 1/2～ ロクロ ロクロ
回転糸切？


ナデ
刻書


図168－1 SD73 堆積土上層 甕 〈15.0〉 － (11.4) 1/4～1/2
ヨコナデ、ナデ？


輪積痕
ヨコナデ、ナデ － 内面炭化物付着


図168－2 SD73 堆積土上層 甕 〈13.2〉 － (10.9) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図168－3 SD73 堆積土上層 甕 〈14.0〉 － (6.7) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図168－4 SD73 堆積土上層 甕 〈23.2〉 － (5.7) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 内面炭化物付着


図168－5 SD73 堆積土上層 甕 〈20.0〉 － (9.6) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 口唇部に凹み


図168－6 SD73 堆積土上層 甕 〈14.0〉 － (9.2) 1/4～1/2 ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図168－7 SD73 堆積土上層 甕 〈11.0〉 － (3.2) 1/4～1/2 ヨコナデ、ナデ ヨコナデ、ナデ － 刻書


図168－8 SD73 A－Bベルト4層 甕 〈11.6〉 － (5.0) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ － 内面に帯状に煤付着


図168－9 SD73 堆積土中層 壷 〈11.6〉 － (5.8) 1/4～1/2 ヨコナデ、ナデ 不明 － 内面剥落


図168－10 SD73 堆積土上層 小甕 〈6.0〉 － (4.1) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ
ヨコナデ、ナデ、


輪積痕
－


図168－11 SD73 堆積土上層 小型壷 － 4.8 (3.5) 1/2～ 弱いナデ？ ナデ ナデ 刻書


図168－12 SD73 堆積土上層 堝 － － － ～1/4
ロクロ、 ヨコナ


デ、ケズリ
ヨコナデ、ナデ －


図168－13 SD73 堆積土上層 堝 － － － ～1/4 ケズリ、輪積痕 ヨコナデ、ナデ －


図168－14 SD73 堆積土上層 堝 － － － ～1/4
ヨコナデ、 ケズ


リ、輪積痕
ヨコナデ、ナデ － 全体的に摩滅


図168－15 SD73 堆積土上層 堝 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図168－16 SD73 堆積土上層 把手付 － － － － ケズリ ナデ？ －


図168－17 SD73 堆積土中層 把手付 － － － － ケズリ 不明 － 刻書


図169－1 SD73 堆積土上層 把手付 － 6.2 10.5 1/2～ ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ ケズリ 下層と接合


図169－2 SD73 堆積土上層 把手付 － － － ～1/4 ケズリ 指痕 － 刻書？


図183－1 SD78 堆積土 皿 〈14.0〉 〈6.2〉 4.5 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 静止糸切 歪み。底面摩滅


図183－2 SD78 堆積土 坏 － 5.2 (2.8) 1/2～ ロクロ、弱いナデ ロクロ、ナデ 回転糸切


図183－3 SD78 堆積土 甕 〈14.0〉 － (4.3) ～1/4 ロクロ ロクロ －


図183－6 SD85 堆積土 鉢？ － 6.0 (3.1) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
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図番号 出土位置 層位 器種
計測値（㎝）


残存率
調整


備考
口径 底径 器高 外面 内面 底面


図183－7 SD85 堆積土上層 坏 － 6.5 (3.1) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図183－8 SD85 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図183－9 SD85 堆積土上層 甕 〈11.4〉 － (7.2) ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 刻書


図183－10 SD85 堆積土上層・ 下層 甕 〈12.0〉 － (5.6) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図183－11 SD85 堆積土 坏 － － － ～1/4 ヨコナデ、輪積痕 ヨコナデ、ナデ －


図186－2 SE06 堆積土上層 坏 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ
ヨコナデ、ナデ、


輪積痕
－


図186－3 SE06 堆積土上層 坏 － 5.0 (3.4) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図186－9 SE10 堆積土 坏 〈11.5〉 6.2 3.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図187－1 SX02 堆積土 坏 － 〈4.8〉 (2.0) 1/4～1/2 ロクロ、弱いナデ？ ロクロ 回転糸切 刻書


図195－1 SP212 堆積土 坏 － － － ～1/4
ロ ク ロ、 ナ デ、


輪積痕
ロクロ －


図195－2 SP493 底面 坏 14.0 5.4 6.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図195－3 SP665 堆積土 坏 － 〈5.7〉 (5.1) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図195－4 SP847 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 墨書


図195－6 SP835 堆積土 甕 〈18.6〉 － (7.0) 1/4～1/2
ヨコナデ、ケズ


リ、輪積痕
ヨコナデ、ナデ －


図195－7 SP673 堆積土 鉢 － 5.6 (5.1) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書。二次被熱により内面剥落


図195－8 SP775 堆積土 堝？ － － － ～1/4 ケズリ ヨコナデ、ナデ － 刻書


図195－11 SP953 堆積土 甕 － 7.2 (17.1) 1/2～ ケズリ ナデ ナデ 外面・底面煤付着


図196－1 ⅠO－44 Ⅱ 皿 〈11.0〉 4.8 2.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 外面摩滅


図196－2 ⅠO－43 Ⅱ 坏 〈12.6〉 4.8 4.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 全体的に摩滅


図196－3 ⅠR－41 Ⅱ 坏 〈12.4〉 〈6.0〉 4.3 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁片口状


図196－4 ⅠR－41 Ⅱ 皿 14.8 6.4 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図196－5 ⅠX－31 Ⅰ 皿 〈13.8〉 5.6 3.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図196－6 ⅠN－43 Ⅰ 坏 〈13.6〉 〈6.2〉 4.4 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図196－7 ⅠN－44 Ⅱ 坏 〈13.0〉 5.4 5.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
外面タール状炭化物？付着。内面煤


付着。歪み


図196－8 ⅠR－41 Ⅱ 皿 〈16.2〉 5.2 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 全体的に摩滅。被熱により赤変。歪み


図196－9 ⅠT－40 Ⅱ 坏 〈14.7〉 〈6.0〉 4.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図196－10 ⅠR－41 Ⅱ 坏 13.7 5.6 4.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 全体的に歪み


図196－11 ⅠR－41 Ⅱ 皿 〈13.8〉 〈6.6〉 4.5 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図196－12 ⅠR－41 Ⅱ 皿 〈12.0〉 〈6.0〉 3.5 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図196－13 ⅠR－41 Ⅱ 坏 〈14.0〉 6.4 5.0 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図196－14 ⅠN－43 Ⅰ 坏 〈13.8〉 5.0 5.3 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 底面黒色化。外面摩滅


図196－15 ⅠR－43 Ⅱ 坏 〈13.0〉 5.4 5.4 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図196－16 ⅠT－28 Ⅰ 坏 13.6 5.8 4.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 底部に穿孔。歪み


図196－17 ⅠQ－43 Ⅱ 坏 17.5 7.0 7.1 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 歪み


図196－18 ⅠU－44 Ⅱ 坏 〈15.2〉 6.1 5.8 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 口縁楕円形。歪み


図196－19 ⅠO－43 Ⅱ 坏 〈14.0〉 5.3 5.2 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図197－1 表採 － 坏 〈18.5〉 〈7.6〉 6.9 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図197－2 ⅠR－41 Ⅱ 坏 〈13.0〉 〈6.0〉 5.4 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図197－3 ⅠO－45 Ⅰ 坏 － 5.6 (4.7) 1/2～ ロクロ ロクロ
回転糸切、


ナデ


図197－4 ⅠZ－37 Ⅰ 坏 － 5.2 (3.9) 1/2～ － ロクロ 回転糸切 内外面火襷痕？酸化 焼成の須恵器？


図197－5 ⅠM－48 Ⅰ 坏 － 5.6 (4.2) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切 内外面煤付着


図197－6 ⅠY－32 Ⅱ 坏 － 〈5.0〉 (1.5) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図197－7 ⅠP－44 Ⅱ 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ 回転糸切 刻書


図197－8 ⅠN－44 Ⅱ 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図197－9 ⅠR－41 Ⅱ 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ 不明 刻書


図197－10 ⅠQ－41 Ⅱ 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 刻書


図197－11 表採 － 坏 － 5.2 (3.0) 1/2～ ロクロ ロクロ ケズリ


図197－12 ⅠR－41 Ⅱ 坏 〈13.0〉 － (5.2) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ミガキ －


図197－13 ⅠR－42 Ⅱ 坏 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図197－14 ⅠN－45 Ⅰ 坏 － 5.4 (1.8) 1/2～ ケズリ？ 不明 編物痕


図197－15 ⅠR－39 Ⅱ 坏 － 〈6.4〉 (1.8) 1/4～1/2 不明 不明 編物痕 内外面摩滅


図197－16 ⅠV－33 Ⅱ 皿？ － 〈7.5〉 (1.8) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ 回転糸切


図197－17 ⅠT－27・28 Ⅰ 甕 〈22.0〉 － (23.8) 1/2～ ヨコナデ、ケズリ
ヨコナデ、ナデ、


輪積痕
－ 外面炭化物付着


図197－18 ⅠM－44 Ⅰ 甕 〈20.4〉 － (13.2) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 外面摩滅


図197－19 ⅠR－43 Ⅱ 甕 〈16.8〉 － (7.1) 1/4～1/2
ヨコナデ、 ケズ


リ、輪積痕
ヨコナデ、ナデ － 全体的に摩滅


図197－20 ⅠQ－42 Ⅱ 甕 － 8.0 (1.3) 1/2～ ケズリ ナデ 編物痕


図197－21 ⅠQ－42 Ⅱ 甕 〈12.3〉 － (5.0) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 外面剥落


図197－22 ⅠX－31 Ⅰ 甕 － － － ～1/4 － － 編物痕


図197－23 ⅠP－39 Ⅰ 甕 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図197－24 ⅠO－45 Ⅰ 甕 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ － 補修孔


図198－1 ⅠW－32 Ⅱ 把手付 － － － ～1/4 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ －


図198－2 ⅠY－32 Ⅱ 把手付 － － － ～1/4 ケズリ 不明 － 全体的に摩滅


図198－3 ⅠN－44 Ⅱ 小型壷？ － － － ～1/4 ロクロ、弱いナデ？ ロクロ － 刻書


図198－4
ⅠR－41・


ⅠQ－42
Ⅱ 小型壷 〈7.6〉 － (3.7) 1/4～1/2 ロクロ ロクロ －


図198－5 ⅠQ－39 Ⅱ 小型壷 － 4.4 (2.0) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図198－6 ⅠN－43 Ⅰ 小型壷 － 5.0 (6.2) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図206－1 SD38A 堆積土 坏 － － － ～1/4 輪積痕 ヨコナデ、ナデ －


図206－2 SD38 堆積土上層 小型壷？ － － － ～1/4 ロクロ、ケズリ ロクロ －


図206－9 SD52 確認面 坏 － 5.6 (5.2) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切


図206－11 SD52 堆積土 坏 － 5.1 (3.6) 1/2～ ロクロ ロクロ 回転糸切
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擦文土器観察表


図番号 出土位 置 層位 部位 外面文様 外面調整 内面調整 備考


図72－8 SI02 堆積土 口縁部 沈線　刺突列(3段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図72－9 SI02 堆積土 口縁部 沈線　刺突列(6段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図72－10 SI02 掘方 胴部 横→斜沈線　刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図72－11 SI02 堆積土 胴部 斜沈線　隆帯→押圧 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図73－3 SI04 堆積土 胴部 横→斜･縦沈線　隆帯→押圧 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図73－4 SI04 堆積土 胴部 － ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図79－9 SI10 堆積土 口縁～胴部 － ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ･ﾐｶﾞｷ


図79－10 SI10 堆積土 口縁部 刺突列(3段)　縦位貼付 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図79－11 SI10 堆積土 口縁～胴部 刺突列　縦･斜沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図79－12 SI10 堆積土 胴部 刺突列(3段)　横･斜沈線 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ SI16堆積土と接合


図81－10 SI11 堆積土 口縁部 刺突列(3段)　斜沈線 縦･斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図84－9 SI13 ｶﾏﾄﾞ袖上面 口縁部 横･縦沈線　刺突列 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 表面摩滅


図84－10 SI13 堆積土 胴部 斜沈線　隆帯→刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図84－11 SI13 ｶﾏﾄﾞ2ピット堆積土 胴部 斜沈線　隆帯→馬蹄形押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ SK14堆積土と接合


図84－12 SI13 堆積土 胴部 刺突列　隆帯→刺突列　斜沈線 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図84－13 SI13 2枚目床面直上 胴部 隆帯→馬蹄形押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図84－14 SI13 堆積土 胴部 沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図84－15 SI13 堆積土 胴部 斜沈線　押圧 ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ


図84－16 SI13 ピット28堆積土 胴部 刺突列　縦･斜沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図84－17 SI13 ｶﾏﾄﾞ堆積土 胴部 沈線 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図85－4 SI15 掘方 胴部 隆帯→押圧 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図87－7 SI16 ｶﾏﾄﾞ 胴部 － 横→縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図87－8 SI16 ｶﾏﾄﾞ堆積土 胴部 横→格子目状沈線　隆帯→押圧 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図87－10と同一


図87－9 SI16 堆積土 口縁部 刺突列　横→格子目状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図87－10 SI16 床面 胴部 隆帯→押圧 横･斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図87－8と同一


図87－11 SI16 ｶﾏﾄﾞ堆積土 胴部 － 縦･斜ﾊｹﾒ 縦ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図90－1 SI18 床面直上 口縁部 刺突列(5段)　貼付　沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図90－2 SI18 堆積土 口縁部 横沈線(4段)　刺突列　斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図90－3 SI18 掘方 口縁部 刺突列(3段)　ﾎﾞﾀﾝ状貼付→押圧 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図90－4 SI18 掘方 口縁部 刺突列(3段)　横沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図90－5 SI18 掘方 胴部 隆帯→押圧　刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図90－6 SI18 掘方 口縁部 刺突列　横沈線(2段)　隆帯→馬蹄形押圧 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図90－7 SI18 堆積土 胴部 斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図90－8 SI18 掘方 胴部 隆帯→押圧　刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 胎土分析資料No10


図90－9 SI18 床面 胴部 横･斜沈線　隆帯→押圧 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 内面炭化物付着


図90－10 SI18 掘方 胴部 隆帯→押圧 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図90－11と同一


図90－11 SI18 掘方 胴部 隆帯→押圧 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図90－10と同一


図90－12 SI18 床面直上 胴部 縦･斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図90－13 SI18 不明 胴部 横→斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図90－14 SI18 掘方 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図90－15 SI18 床面 胴部 － ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図90－16 SI18 埋設土器1堆積土 底部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 底面ﾅﾃﾞ


図90－17 SI18 掘方 胴～底部 － 縦ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ


図92－2 SI19 堆積土 口縁部 刺突列(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図92－3 SI19 堆積土 口縁部 刺突列(3段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 内面炭化物付着


図92－4 SI19 堆積土 胴部 刺突列　斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図92－5 SI19 床面 胴部 － ﾅﾃﾞ? ﾅﾃ ・゙ﾐｶﾞｷ


図96－14 SI22 堆積土 胴部 格子目状沈線　隆帯→馬蹄形押圧 横･斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図96－15 SI22 堆積土 口縁部 刺突列(5段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図96－16 SI22 堆積土 口縁部 刺突列(3段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図103－5 SI30 堆積土 胴部 － 横･斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図103－6と同一


図103－6 SI30 堆積土 胴部 － 縦･斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図103－5と同一


図103－7 SI30 堆積土 胴部 横沈線 縦･横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図104－1 SI31 堆積土 口縁部 横沈線(5段)　刺突列(3段) ﾅﾃﾞ ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図108－9 SI33 ｶﾏﾄﾞ堆積土 胴部 鋸歯状沈線　隆帯→刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図108－10 SI33 堆積土 口縁～胴部 刺突列(4段)　隆帯　鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ
SI39堆積土と接合


胎土分析資料No6


図108－11 SI33 ｶﾏﾄﾞ火床面 胴部 － ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図111－2 SI35 SK02堆積土 胴部 斜･縦沈線 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図112－4 SI36 堆積土 口縁部 刺突列(2段)　横沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図112－5 SI36 堆積土 胴部 隆帯→刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図112－6 SI36 掘方 胴部 横→縦･斜沈線 ﾊｹﾒ→ﾅﾃﾞ? ﾐｶﾞｷ


図116－11 SI39 堆積土 胴部 － 縦･横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図116－12 SI39 堆積土 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図116－13 SI39 ピット12堆積土 胴部 縦･斜沈線　隆帯→押圧 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図116－14 SI39 ピット12堆積土 胴部 斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図116－15 SI39 堆積土 胴部 刺突列　横沈線(3段)　鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 胎土分析資料No4


図123－1 SI45 ｶﾏﾄﾞ 口縁～底部 横沈線(5段)　縦位貼付　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ・ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


図123－4 SI45 堆積土 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ


図140－1 SK04 堆積土 口縁部 横沈線(2段)　刺突列(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図140－10 SK50 堆積土 口縁部 横沈線　刺突列(5段)　貼付　 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図140－11 SK50 堆積土 胴部 横沈線→縦･斜沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図140－15 SK56 堆積土 口縁部 刺突列 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図140－12 SK89 堆積土 口縁部 刺突列　隆帯→馬蹄形押圧　縦･斜沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図140－17 SK92 堆積土 口縁部 横沈線(2段)　刺突列(3段)　貼付 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図140－18 SK103 堆積土 口縁部 刺突列(5段) 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図140－19 SK103 堆積土 口縁部 刺突列(5段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図140－20 SK103 堆積土 胴部 横→斜沈線 ﾅﾃﾞ 横ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図140－21 SK129 底面直上 口縁部 縦位貼付→刺突　隆帯→刺突列　横→縦･斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図140－22 SK129 堆積土 胴部 隆帯→刺突列 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図141－8 SK108 4層 胴部 － 横･縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図141－9 SK108 1層 胴部 斜沈線 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図141－10 SK108 1層 口縁部 － 縦･斜ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ 甑　図141－12と同一


図141－11 SK108 4層 胴部 － 横･縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 甑　輪積痕
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図141－12 SK108 1層 口縁部 － 縦･斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 甑　図141－10と同一


図141－16 SK137 堆積土 胴部 縦沈線　隆帯→刺突列(2段) ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図141－18 SK185 堆積土 胴部 鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図141－21 SK187 堆積土 口縁部 刺突列(3段)　横沈線(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図142－1 SK159 堆積土 口縁部 刺突列(4段)　鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ
SI36堆積土と接合　図142－2・3と


同一


図142－2 SK159 底面直上 口縁部 刺突列(4段)　鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 図142－1・3と同一


図142－3 SK159 堆積土 口縁部 刺突列(4段)　鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 図142－1・2と同一


図142－4 SK159 堆積土 胴部 斜沈線　隆帯→刺突列 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図142－5 SK159 底面直上 胴部 斜沈線　隆帯→刺突列　ﾎﾞﾀﾝ状貼付→刺突 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図142－6・8と同一


図142－6 SK159 底面直上 胴部 縦･斜沈線　隆帯→刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図142－5・8と同一


図142－7 SK159 堆積土 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図142－8 SK159 底面 胴部 縦･斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 図142－5・6と同一


図142－22 SK212 堆積土 口縁部 刺突列(3段)　横沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図143－5 SK211 堆積土 口縁部 口唇沈線　刺突列(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図143－10 SK239 堆積土 胴部 斜沈線　隆帯(2段)→刺突列　貼付? ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図143－11 SK239 堆積土 口縁～胴部 口唇凹線　沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 内面黒色処理


図143－12 SK239 堆積土 胴部 － 斜ﾊｹﾒ→ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図155－8 SD02 堆積土 口縁部 横沈線(8段)　刺突列(3段)　隆帯→刺突　縦沈線 ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 骨針　内面黒色処理


図155－9 SD02 堆積土 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ?


図155－10 SD02 堆積土 胴部 縦･横沈線　貼付→刺突 ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 骨針　内面黒色処理


図155－11 SD02 堆積土 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針　外面炭化物付着


図155－12 SD02 堆積土 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図155－18 SD07 堆積土 胴部 刺突列(2段) ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


図156－3 SD17 堆積土 胴部 格子目状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図156－4 SD17 堆積土 胴部 刺突列 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図156－11 SD18 堆積土 口縁部 横沈線(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図156－12 SD18 堆積土 胴部 隆帯→刺突　 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図156－21 SD24 堆積土 胴部 横沈線　鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図157－10 SD19 堆積土 口縁部 刺突列(6段)　ﾎﾞﾀﾝ状貼付→押圧　沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図157－11 SD19 堆積土 口縁部 横沈線(2段)　 ﾊｹﾒ 横ﾅﾃﾞ


図157－12 SD19 堆積土 胴部 横→縦･斜沈線　短刻線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 輪積痕


図157－13 SD19 堆積土 口縁部 横沈線(6段)　刺突列(2段)　貼付→刺突 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図158－3 SD20 堆積土 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図158－6 SD26 堆積土 口縁部 刺突列(5段)　ﾎﾞﾀﾝ状貼付 ﾊｹﾒ? ﾐｶﾞｷ


図158－7 SD26 堆積土 胴部 隆帯→刺突 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図158－14 SD27 堆積土 口縁部 刺突列(4段)　横沈線　縦貼付→刺突 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図158－16 SD27 堆積土 口～胴部 － ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図158－17 SD28 堆積土 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 内面黒色処理


図158－18 SD29 堆積土 口縁部 口唇沈線　横沈線(5段)　刺突列(4段)　貼付→刺突 ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ ⅠU－40と接合


図159－7 SD32 堆積土 胴部 鋸歯状沈線　隆帯→ｷｻﾞﾐ ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ


図159－13 SD33 堆積土 口縁部 沈線　刺突列(2段) ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図159－14 SD33 堆積土 口縁部 横沈線　刺突列(5段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図159－15 SD33 堆積土 胴部 刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 外面摩滅


図159－16 SD33 堆積土 胴部 隆帯　沈線 － ﾐｶﾞｷ 外面摩滅


図160－8 SD39 堆積土 口縁部 横沈線(5段)　刺突列(3段) － ﾐｶﾞｷ･ﾅﾃﾞ 外面摩滅


図160－9 SD39 堆積土 胴部 刺突列　斜沈線 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図160－16 SD41 堆積土 口縁部 横沈線(2段)　刺突列(2段)　鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ? 内外面摩滅


図160－17 SD41 堆積土下層 胴部 鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図160－20 SD42 1層 胴部 － ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ 図160－21と同一


図160－21 SD42 1層 胴部 － ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ 図160－20と同一


図160－22 SD43 堆積土 口縁部 横沈線(3段)　刺突列 － ﾐｶﾞｷ 外面摩滅


図161－2 SD45 4層 口縁部 横沈線　刺突列(3段) ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 内面炭化物付着


図161－16 SD47 堆積土 胴部 鋸歯状沈線　刺突列 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ


図162－9 SD59 堆積土 胴部 横･斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図162－10 SD59 堆積土 底部 － ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ 底面に絨維痕


図162－12 SD71 堆積土 胴部 斜沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図170－1 SD73 堆積土上層 口縁～胴部 横沈線(10段)　鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 胎土分析資料No1


図170－2 SD73 堆積土上層 口縁部 横沈線　斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ･ﾐｶﾞｷ 図171－37と同一


図170－3 SD73 堆積土中層 口縁部
口唇沈線　刺突列(3段)　ﾎﾞﾀﾝ状貼付→刺突　隆


帯→刺突
ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 炭化物付着　胎土分析資料No6


図170－4 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(7段)　縦･斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 胎土分析資料No7


図170－5 SD73 堆積土上層 口縁～胴部 － 縦→横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 胎土分析資料No8


図170－6 SD73 堆積土 口縁～胴部 横沈線(2段)　斜沈線　 斜ﾊｹﾒ 横ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ SI39SK02と接合　線刻画


図170－7 SD73 堆積土上層 胴～底部 － ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ 胎土分析資料No2


図170－8 SD73 堆積土上層 胴～底部 － ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 底面ｹｽﾞﾘ　骨針


図170－9 SD73 堆積土上層 底部 － 斜･縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 底面ｹｽﾞﾘ


図170－10 SD73 堆積土 底部 － 縦ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ 底面ｹｽﾞﾘ


図170－11 SD73 堆積土 胴部 － ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ
SX03堆積土と接合


輪積痕　甑？　


図170－12 SD73 堆積土中層 口縁部 刺突列(4段)　横→鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図170－13 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(7段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図171－1 SD73 堆積土中層 口縁部 刺突列(2段)　横沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－2 SD73 堆積土上層 口縁部 横沈線　刺突列 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－3 SD73 堆積土下層 口縁部 刺突列(2段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－4 SD73 堆積土下層 口縁部 沈線　刺突列 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－5 SD73 堆積土下層 口縁部 刺突列(5段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図171－6 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(5段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図171－7 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(2段) ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 骨針


図171－8 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－9 SD73 堆積土下層 口縁部 刺突列(3段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－10 SD73 堆積土下層 口縁部 刺突列(4段)　横→鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図171－11 SD73 堆積土上層 口縁部 横沈線(3段)　刺突列(2段) ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図171－12 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図171－13 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(4段)　横･鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 外面炭化物付着


図171－14 SD73 堆積土下層 口縁部 横沈線(5段)　刺突列 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ
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図171－15 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－16 SD73 堆積土上層 口縁部 横沈線(4段)　刺突列(2段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図171－17 SD73 炭化物範囲 口縁部 沈線（2条）刺突列(2段)鋸歯状沈線 － ﾐｶﾞｷ 外面摩滅


図171－18 SD73 炭化物範囲 口縁部 横沈線　鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図171－19 SD73 堆積土上層 口縁部 鋸歯状沈線 縦→横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図171－20 SD73 堆積土上層 口縁部 － 横ﾅﾃﾞ?縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図171－21 SD73 堆積土上層 口縁部 横沈線(3段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図171－22 SD73 堆積土上層 口縁部 横沈線(4段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－23 SD73 堆積土上層 口縁部 横沈線(3段)　 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図171－24 SD73 堆積土中層 口縁～胴部 刺突列(6段)　沈線　横ﾅﾃﾞ?→斜沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 胎土分析資料No3　骨針


図171－25 SD73 堆積土上層 口縁部 － 横ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 骨針


図171－26 SD73 堆積土上層 口縁部 － 縦ﾊｹﾒ→横ﾅﾃﾞ ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図171－27 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(4段)　貼付　横→鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図171－28 SD73 堆積土上層 胴部 縦･斜沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ


図171－29 SD73 堆積土上層 胴部 縦沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ?


図171－30 SD73 堆積土下層 胴部 沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ


図171－31 SD73 堆積土上層 胴部 鋸歯状沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ


図171－32 SD73 堆積土下層 口縁部 刺突列(2段)　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図171－33 SD73 堆積土中層 胴部 鋸歯状沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図171－34 SD73 堆積土上層 胴部 沈線　隆帯→馬蹄形押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図171－36と同一


図171－35 SD73 堆積土上層 胴部 刺突列　縦･斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 胎土分析資料No9


図171－36 SD73 堆積土上層 胴部 沈線　隆帯→馬蹄形押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 図171－34と同一


図171－37 SD73 堆積土上層 胴部 横･斜沈線　刺突列 ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ 図170－2と同一


図172－1 SD73 堆積土上層 胴部 沈線　隆帯→馬蹄形押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－2 SD73 堆積土上層 胴部 鋸歯状沈線→縦沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－3 SD73 堆積土上層 胴部 貼付　刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－4 SD73 堆積土下層 口縁部 刺突列(3段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ 骨針


図172－5 SD73 堆積土上層 口縁部 刺突列(2段)　 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図172－6 SD73 堆積土下層 胴部 鋸歯状沈線　刺突列 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図172－7 SD73 堆積土上層 胴部 刺突列(2段) 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図172－8 SD73 堆積土中層 胴部 刺突列(2段) ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図172－9 SD73 堆積土上層 胴部 刺突　 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図172－10 SD73 堆積土下層 胴部 横→縦沈線　刺突列 ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図172－11 SD73 堆積土上層 胴部 横･斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ


図172－12 SD73 堆積土中層 胴部 横･縦沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図172－13 SD73 堆積土 胴部 横→鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－14 SD73 堆積土下層 口縁部 鋸歯状沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 骨針


図172－15 SD73 堆積土下層 胴部 横→鋸歯状沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図172－16 SD73 堆積土下層 胴部 鋸歯状沈線　刺突列 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－17 SD73 堆積土上層 胴部 沈線 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ?


図172－18 SD73 堆積土上層 胴部 沈線 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ


図172－19 SD73 堆積土上層 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾊｹﾒ


図172－20 SD73 堆積土上層 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－21 SD73 堆積土上層 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－22 SD40 堆積土下層 胴部 － 横･縦ﾊｹﾒ 横ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図172－23 SD73 堆積土上層 胴部 － 縦ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


図172－24 SD73 堆積土上層 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－25 SD73 堆積土下層 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－26 SD73 堆積土上層 胴部 － 横→縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－27 SD73 堆積土上層 胴部 － 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－28 SD73 堆積土上層 胴部 － 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－29 SD73 堆積土下層 胴部 － 斜･縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－30 SD73 堆積土上層 胴部 － 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図172－31 SD73 堆積土上層 胴部 沈線 横ﾊｹﾒ 横ﾊｹﾒ 骨針


図172－32 SD73 堆積土上層 胴部 － ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ 甑


図183－4 SD83 堆積土 口縁部 刺突列(3段)　横沈線(3段)　鋸歯状沈線　 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ? 内面摩滅


図183－5 SD83 堆積土 胴部 斜沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図183－12 SD85 堆積土 口縁部 刺突列(4段)　斜・横沈線 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図183－13 SD85 堆積土上層 口縁部 刺突列(3段)　 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図195－10 SP1602 堆積土 口縁部 刺突列　沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図198－7 ⅠP－43 Ⅱ 底部 － ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 底面ﾅﾃﾞ


図198－8 ⅠS－40 Ⅰ 底部 － 縦ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ 底面ﾐｶﾞｷ　骨針


図198－9 ⅠP－43 Ⅰ 口縁部 刺突列(4段)　沈線　 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図198－10 ⅠP－44 Ⅱ 口縁部 縦位貼付→刺突　刺突列(5段) ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図198－11 ⅠO－42 Ⅱ 口縁部 刺突列 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ


図198－12 ⅠM－35 Ⅰ 口縁部
刺突列(6段)　縦位貼付→ｷｻﾞﾐ　隆帯→馬蹄形押


圧　沈線
ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－13 ⅠX－32 Ⅱ 口縁部 横沈線(2段)　刺突列(2段) 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－14 ⅠO－44 Ⅱ 口縁部 刺突列　縦位貼付　沈線 ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ SP238堆積土と接合


図198－15 SK110 堆積土 口縁部 刺突列　縦位貼付→刺突列　横沈線 － ﾐｶﾞｷ 外面炭化物付着


図198－16 ⅠQ－40 Ⅱ 口縁部 刺突列(3段)　横沈線(5段)　 － ﾐｶﾞｷ


図198－17 ⅠV－38 Ⅱ 口縁部 横沈線(5段)　刺突列(2段)　 斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－18 ⅠL－45 Ⅱ 口縁部 口唇ﾎﾞﾀﾝ状貼付→押圧　横沈線(9段)　刺突列(3段) － ﾐｶﾞｷ 炭化物付着　骨針


図198－19 ⅠR－43 Ⅱ 口縁部 横沈線(3段) － ﾐｶﾞｷ 骨針　図198－25と同一


図198－20 ⅠP－43 Ⅰ 口縁部 ﾎﾞﾀﾝ状貼付→刺突　刺突列(4段) － ﾐｶﾞｷ 内面炭化物付着


図198－21 ⅠP－38 Ⅱ 口縁部 刺突列 － ﾐｶﾞｷ


図198－22 ⅠR－42 Ⅱ 口縁部 横沈線(3段)　刺突列(3段) － ﾐｶﾞｷ


図198－23 ⅠP－38 Ⅱ 口縁部 － 横ﾅﾃﾞ　ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ　ﾅﾃﾞ


図198－24 ⅠN－43 Ⅱ 口縁部 横沈線(3段) 縦ﾊｹﾒ ﾅﾃﾞ


図198－25 ⅠR－43 Ⅱ 胴部 横沈線(3段)　貼付→押圧 － ﾐｶﾞｷ 図198－19と同一


図198－26 ⅠP－43 Ⅱ 胴部 横沈線　刺突列　 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－27 ⅠX－32 Ⅱ 口縁部 横沈線(2段)　刺突列(3段) － ﾅﾃﾞ


図198－28 ⅠX－32 Ⅱ 胴部 刺突列(2段)　 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－29 ⅠR－41 Ⅰ 胴部 横→斜沈線　隆帯→押圧 － ﾐｶﾞｷ


図198－30 ⅠO－43 Ⅱ 口縁部 隆帯→押圧　沈線 － ﾐｶﾞｷ 内面炭化物付着


図198－31 ⅠQ－38 Ⅱ 胴部 斜･横沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図番号 出土位 置 層位 部位 外面文様 外面調整 内面調整 備考


－  312  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  313  －







図198－32 ⅠU－40 Ⅱ 胴部 鋸歯状沈線　隆帯→押圧 － 横ﾊｹﾒ→ﾐｶﾞｷ


図198－33 SK110 堆積土 胴部 格子目状沈線 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－34 SK110 堆積土 胴部 鋸歯状沈線　隆帯→馬蹄形押圧 横ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－35 ⅠO－42 Ⅱ 胴部 横・斜沈線　隆帯→押圧 － ﾐｶﾞｷ


図198－36 ⅠO－44 Ⅱ 胴部 沈線　隆帯→押圧 ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


図198－37 ⅠM－35 Ⅰ 口縁部 － 縦･斜ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ 甑


図206－3 SD38A 堆積土 胴部 鋸歯状沈線　隆帯→押圧　 縦ﾊｹﾒ ﾐｶﾞｷ


須恵器観察表


図番号
出土


位置
層位 器種


計測値（㎝）
残存率


調整
備考


口径 底径 器高 外面 内面 底面


図89－6 SI18 掘方 長頸壷 － － － ～1/4 ロクロ、ケズリ ロクロ、ナデ － 肩部に刻書。外面火ハジケ


図89－7 SI18 掘方 長頸壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 頸部に刻書。破断面摩滅


図96－10 SI22 堆積土 長頸壷 － 〈7.6〉 (8.7) 1/4～1/2 ケズリ ロクロ、ナデ ケズリ SI13・ⅠS－38と接合


図96－11 SI22 堆積土 坏 〈10.0〉〈4.6〉 (5.2) 1/4～1/2 ヨコナデ、ケズリ ヨコナデ、ナデ ケズリ？ 土師器？


図108－14 SI33
堆積土・


ピット2堆積土
長頸壷 － － － ～1/4


ロクロ、ケズリ、


輪積痕
ロクロ －


図108－15と同一個体？


SI35・ⅠR－34と接合


図108－15 SI33 堆積土 長頸壷 － 9.0 (9.0) 1/2～
ロクロ、ケズリ、


輪積痕
ロクロ、ナデ －


図108－14と同一個体？


外面に剥落あり


図108－16 SI33 堆積土 甕 － － － ～1/4 ロクロ、叩き ロクロ － 自然釉


図117－1 SI39 床面直上 甕 － － － ～1/4 ロクロ、叩き ロクロ、指痕 － ピット2堆積土と接合。自然釉


図117－2 SI39 堆積土 甕 － － － ～1/4 叩き － 縁辺打ち欠き。転用硯未製品？


図127－8 SI47 床面直上 壷 － － － ～1/4 ケズリ ナデ ケズリ 底面に刻書？


図141－7 SK108 1・5層・堆積土 短頸壷 － 〈9.4〉 (20.5) 1/4～1/2 ロクロ、ケズリ ロクロ、ナデ ケズリ
SK95堆積土・SP346堆積土・ⅠM


－35と接合


図157－17 SD25 底面直上 長頸壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 口縁内側に刻書。口縁端面打ち欠き


図160－15 SD41 堆積土下層 長頸壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 頸部に刻書


図161－18 SD50 堆積土 甕 － － － ～1/4 叩き － 縁辺打ち欠き。転用硯未製品？


図162－7 SD59 堆積土 長頸壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 自然釉


図173－1 SD73 堆積土下層 短頸壷 〈12.0〉 － (16.3) ～1/4 ロクロ、ケズリ ロクロ －
頸部に刻書。自然釉。SD71・72堆積土・


ⅠX－31・32と接合


図173－2 SD73 堆積土上層 甕 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ －


図173－3 SD73 堆積土上層 甕 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ －


図173－4 SD73 堆積土上層 壷 － 〈10.0〉 (4.5) 1/4～1/2 ケズリ ナデ ケズリ、指痕


図173－5 SD73 堆積土上層 甕 － － － ～1/4 ロクロ、叩き ロクロ － 自然釉


図173－6 SD73 堆積上層 甕 － － － ～1/4 ロクロ、叩き ロクロ －


図199－1 ⅠN－35 Ⅰ 長頸壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ －


図199－2 ⅠR－39 Ⅱ 長頸壷 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 口縁端面摩滅


図206－10 SD52 堆積土 坏 － － － ～1/4 ロクロ ロクロ － 火襷痕


平安時代の石製品観察表


図番号 出土地点 層位 種類 石質 長さ(㎜) 幅(㎜) 厚さ(㎜) 重さ(ｇ) 備考


図72－12 SI02 堆積土 砥石 流紋岩 104 55 47 249.4 ４面使用。接合資料


図79－13 SI10 堆積土 不明石製品 250 231 139 8560 石錘？外面に溝


図79－14 SI10 堆積土 砥石 細流凝灰岩 46 39 25 62.5 ４面使用。欠損


図90－18 SI18 掘方 砥石 砂岩 84 52 39 212.4 ５面使用。接合資料


図96－13 SI22 堆積土 砥石 緑色細流凝灰岩 122 33 26 88.9 ４面使用。扁平な円礫を分割して使用


図99－1 SI27 堆積土 砥石 細流凝灰岩 77 88 61 346.4 ４面使用。欠損


図100－4 SI28 ピット４堆積土 砥石 細流凝灰岩 91 63 33 159.9 ２面使用。側面の使用頻度少ない


図103－4 SI30 堆積土 砥石 細流凝灰岩 49 46 36 98.4 ５面使用。欠損面を再利用


図109－1 SI33 堆積土 砥石 頁岩 73 43 31 80.2 ４面使用。欠損


図109－2 SI33 SK04堆積土 砥石 安山岩 98 75 39 245.2 ３面使用。欠損


図109－3 SI33 堆積土 砥石 流紋岩 110 56 50 262.1 １面使用。欠損


図109－4 SI33 カマド堆積土 砥石 チャート 77 50 47 251.2 ２面使用。端部に敲打痕。欠損


図109－5 SI33 堆積土 砥石 頁岩 84 49 43 259.2 ５面使用。断面六角形


図117－3 SI39 堆積土 砥石 安山岩 106 72 32 237.0 ４面使用。欠損


図123－5 SI45 床面直上 砥石 頁岩 64 67 40 222.6 ２面使用。欠損


図127－9 SI47 床面直上 石帯 斑レイ岩 37 39 8 26.3 貫通孔４。孔径表面で３㎜、裏面で５㎜。欠損


図155－16 SD02 堆積土 砥石 流紋岩 154 51 37 452.5 ３面使用。敲打痕あり。敲き石としても使用？


図155－17 SD02 堆積土 砥石 流紋岩 90 57 74 457.2 ２面使用


図160－7 SD39 堆積土 砥石 流紋岩 90 110 71 860.6 ４面使用。欠損


図161－15 SD47 堆積土 砥石 流紋岩 114 78 30 289.1 ３面使用。裏面の使用頻度少ない


図173－7 SD73 堆積土上層 砥石 流紋岩 132 65 74 734.8 ２面使用


図173－8 SD73 堆積土上層 砥石 流紋岩 69 37 49 174.0 １面使用


図173－9 SD73 堆積土上層 砥石 細流凝灰岩 110 87 41 353.0 １面使用。欠損


図173－10 SD73 堆積土上層 砥石 細流凝灰岩 82 52 56 285.1 ２面使用。欠損


図173－11 SD73 堆積土上層 砥石 細流凝灰岩 147 56 78 661.9 ３面使用


図186－11 SE10 堆積土 砥石 頁岩 85 62 26 128.1 ３面使用。欠損


図199－4 ⅠO－43 Ⅱ 砥石 安山岩 96 56 57 218.1 ４面使用。欠損


図199－5 ⅠR－43 Ⅰ 砥石 流紋岩 56 51 29 105.6 ３面使用。欠損


鉄製品観察表


図番号 遺構名 層位 器種
計測値（㎝）


重量（g） 備考
長さ 幅 厚さ


図72－13 SI02 床面直上 錫杖状鉄製品？ 7.2 4.2 0.8 (16.9) 柄部先端折り曲げ


図72－14 SI02 床面直上 鎌 (6.4) (2.2) 0.3 (3.5)


図72－15 SI02 ピット4堆積土 刀子 (6.3) 1.9 0.6 (8.4)


図90－19 SI18 堆積土 釘？ (5.1) (1.5) 0.6 (6.4) 湾曲


図90－20 SI18 床面直上 釘？ (6.1) 1.6 0.5 (12.5) 湾曲


図90－21 SI18 堆積土 板状 (4.0) 3.5 0.6 (12.0)


図番号 出土位 置 層位 部位 外面文様 外面調整 内面調整 備考


－  312  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  313  －







図96－17 SI22 床面直上 刀子 (26.0) 2.8 0.9 (69.2)


図100－3 SI28 SK01底面直上 板状 (10.7) 2.3 0.8 (29.0) 2枚重なってる。湾曲


図103－8 SI30 掘方 刀子 (6.5) 1.7 0.5 (6.3)


図103－9 SI30 掘方 鑿 (15.4) 2.9 2.6 (69.7) 内面木質付着


図103－10 SI30 床面 鑿 24.9 2.8 2.7 191.4 


図108－12 SI33 床面直上 紡錘車軸？ (6.1) 0.9 0.6 (4.7)


図108－13 SI33 壁溝2堆積土 鎌 (16.2) (9.0) 0.3 (32.7)


図111－3 SI35 堆積土 刀子 (6.6) (2.0) 0.5 (9.6) 全体が湾曲


図111－4 SI35 堆積土 刀子 (5.0) (1.5) 0.6 (5.3)


図117－4 SI39 床面直上 刀子 (13.6) 1.5 0.3 (9.9)


図118－3 SI40 堆積土 刀子 (3.0) (1.6) 0.8 (5.3) 湾曲


図123－8 SI45 ピット5堆積土 釘 6.0 1.9 0.6 4.1 先端湾曲


図123－9 SI45 カマド堆積土 刀子 (8.8) 2.3 0.6 (14.5) ２枚重なってる


図123－10 SI45 堆積土 刀子 (6.3) (3.1) 0.5 (8.5) 木質部付着。柄部湾曲


図123－11 SI45 堆積土 斧 9.1 3.4 2.5 59.5 内外面炭化物付着


図123－12 SI45 カマド 刀子 (8.3) (1.6) 0.6 (8.8)


図141－17 SK169 堆積土 釘？ (5.2) 1.2 0.5 (3.8)


図142－21 SK213 堆積土 釘？ 6.3 1.2 1.0 (3.6) 湾曲


図156－26 SD24 堆積土 棒状 (10.9) 1.4 0.8 (15.8)


図157－16 SD19 堆積土 刀子 (5.5) 1.6 0.6 (8.8) 木質部付着


図158－9 SD26 堆積土 釘？楔？ (8.9) (1.9) 1.1 (39.6) 先端湾曲


図158－10 SD26 堆積土 刀子 (9.8) 1.8 1.0 (21.2)


図186－10 SE10 底面 手鎌 (3.8) (2.0) 0.3 (2.2)


図195－5 SP847 堆積土 刀子 (5.0) (1.2) 0.4 (3.6) 湾曲


図195－9 SP1058 堆積土 鎌？ (5.2) (2.6) 0.7 (8.8)


図195－24a SP1121 堆積土 釘？ (7.0) (2.0) 1.0 (9.7) 湾曲


図195－24b SP1121 堆積土 釘？ (3.1) (1.5) 0.9 (5.3) 湾曲


図195－25 SP1121 堆積土 釘？ (5.1) (1.9) 1.0 (7.5) 湾曲


図195－26 SP1179 堆積土 棒状 (22.1) 1.2 0.7 (29.2) 先端尖状


図199－7 IR－41 Ⅱ 刀子 14.9 1.7 0.5 16.2 


図199－8 IP－44 Ⅱ 手鎌 (3.0) (2.4) 0.4 (2.9)


図199－9 IQ－42 Ⅱ 板状 (5.2) (2.6) 1.0 (14.4)


図199－10a IO－43 Ⅱ 錫杖状鉄製品 (5.8) (3.6) 0.5 (10.7) 頭部


図199－10b IO－43 Ⅱ 錫杖状鉄製品 (3.4) (4.4) (2.4) (11.4) 頭部。鐸装着


図199－10c IO－43 Ⅱ 錫杖状鉄製品 (2.4) (2.7) 0.7 (4.6) 頭部


図199－10d IO－43 Ⅱ 錫杖状鉄製品 (3.3) 1.6 0.7 (3.1) 柄部


図199－10e IO－43 Ⅱ 錫杖状鉄製品 (2.6) 1.0 0.7 (2.0) 柄部


図199－10f IO－43 Ⅱ 錫杖状鉄製品 (3.5) (1.8) 1.4 (9.3) 鐸。環付着


図199－10g IO－43 Ⅱ 錫杖状鉄製品 (2.9) (2.2) 1.4 (6.6) 鐸。環付着


厚さは断面図作成部の厚さ、重量は保存処理後に計測


土製支脚観察表


図番号 遺構名 層位
計測値（㎝〉


重量（g）
調整


混入物 形態 備考
高さ 幅 孔径 外面 内面


図84－18 SI13 カマド１堆積土 (9.4) 6.2 1.4 249.2
ヘラケズリ、ナ


デ？


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕
φ～1㎜礫・石英中量 多角形


胴部破片。 破損部に芯材差し替


え痕？下半部の大部分が被熱に


より剥落


図84－19 SI13 堆積土 (14.5) (4.5) 1.0 (257.6) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ、指頭圧痕
縦位引抜痕


φ4～7㎜礫少量　φ～1


㎜礫・石英・海綿骨針多量
多角形 胴部破片。被熱によって摩耗が


図96－12 SI22 堆積土 (5.9) 8.9 1.2 (112.8) 
ヘラケズリ、ナデ、


指頭圧痕


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕


φ1～7㎜礫多量　海綿


骨針少量
多角形


端部破片。 端部に孔からのびる


線状刻目が2条


図109－6 SI33 床面直上 (10.0) 〈7.6〉 2.5 (170.2) 
ケズリ、ユビナデ、


指頭圧痕


ケズリ、ナデ、底面


付近に輪積痕
φ～1㎜石英中量 円筒形


胴部～端部破片。端部面取り。被


熱により一部が破損


図112－7 SI36 床面直上 (15.2) 〈9.3〉 0.9 (458.0) ヘラケズリ
縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕
φ1～5㎜礫多量 多角形


端部～胴部破片。 被熱により摩


滅が激しい


図117－5 SI39
SK08堆積土・


床面直上
(12.5) 4.8 1.1 (245.4) 


ケズリ、ユビナデ、


指頭圧痕、粘土紐


巻上痕


縦位引抜痕
φ1～2㎜礫多量、φ～1


㎜石英・海綿骨針？少量
円筒形 胴部破片。内孔がずれる


図123－6 SI45 カマド堆積土 (16.5) 〈9.3〉 1.7 (448.0) 


ヘラケズリ、ヘラ


ナデ、ユビナデ、指


頭圧痕


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕
φ5～10㎜礫少量 多角形


端部～胴部破片。端部面取り。全


面に火を受け摩耗


図123－7 SI45 カマド堆積土 19.5 8.3 0.7 668.5 


ヘラケズリ、ヘラ


ナデ、ユビナデ、指


頭圧痕、底面柾目


痕、上面布目痕


横位回転痕、縦位


引抜き痕、巻上痕
φ1～2㎜礫・石英多量 多角形 復元完形


図141－13 SK108 １層 (18.8) 6.6 － (844.4) 
ヘラナデ、ユビナ


デ、指頭圧痕
－ φ1～2㎜礫中量 円柱形


底部～胴部破片。 胴部に平坦面


あり


図141－22 SK176 堆積土 (8.5) 8.3 0.7 (271.1) ヘラケズリ
縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕
φ2～5㎜礫多量 多角形


端部破片。端面礫圧痕あり。内軸


が端に寄っている


図156－13 SD18 堆積土 (12.8) 6.3 1.3 (414.7) ヘラケズリ→ナデ 縦位引抜痕 φ1～3㎜礫・石英中量 多角形


胴部破片。 面が丁寧に面取りさ


れる。内部の棒差し替えの跡。IO


－43　Ⅱ層と接合


図156－23 SD24 堆積土 (8.5) 9.4 1.2 (272.9) 
ケズリ、ユビナデ、


ヘラナデ
縦位引抜き痕 φ1～3㎜礫・石英多量 多角形


底部破片。 底部に縄目状圧痕が


１条


図157－15 SD19 堆積土 (8.8) (4.9) 0.8 (171.5) ヘラケズリ 粘土紐巻上痕
φ2～3㎜礫多量　φ～1


㎜石英・雲母少量
多角形 胴部破片


図159－4 SD32 堆積土 (11.4) 6.8 1.1 (419.7) ヘラケズリ
縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕


φ2～3㎜礫多量　φ1～


2㎜石英少量
多角形 胴部破片


図160－10 SD39 堆積土上層 (9.8) (4.7) 1.2 (154.7) 
ヘラケズリ、ヘラ


ナデ


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕


φ2～3㎜礫、φ1～２㎜


石英少量
多角形 胴部破片


図161－10 SD46 堆積土上層 (5.0) 8.6 1.2 (148.1) 
ケズリ、ユビナデ、


粘土紐巻上痕
縦位引抜痕 φ1～2㎜礫多量 円筒形


端部破片。底部ケズリ、調整痕あ


り


図161－19 SD50 堆積土 (5.3) 〈6.4〉 2.9 (77.9) ケズリ、ユビナデ 斜位回転痕
φ～1㎜礫・ 石英中量石


英少量、海綿骨針微量
円筒形


端部破片。 底部ケズリによる面


取り


図番号 遺構名 層位 器種
計測値（㎝）


重量（g） 備考
長さ 幅 厚さ


－  314  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  315  －







図番号 遺構名 層位
計測値（㎝〉


重量（g）
調整


混入物 形態 備考
高さ 幅 孔径 外面 内面


図162－14 SD72 堆積土 (12.0) (6.5) 1.2 (389.6) ヘラケズリ 縦位引抜き痕 φ1～2㎜礫・石英中量 多角形 胴部破片


図174－1 SD73 堆積土上層 (19.7) 〈7.2〉 1.8 (405.7) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ、指頭圧痕
粘土紐巻上痕


φ～1㎜石英・ φ1～2㎜


礫少量
多角形


端部～胴部破片。 底面に線状刻


目２条


図174－2 SD73 堆積土上層 (11.0) 7.3 1.7 (322.0) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕


φ1～2㎜石英・ 礫中量、


海綿骨針少量
多角形


端部～胴部破片。底部柾目痕、縄


目状圧痕が１条。 低部側面面取


り


図174－3 SD73 堆積土上層 (8.4) 8.8 1.1 (133.5) ケズリ、ユビナデ


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕、楕円状


圧痕


φ2～4㎜礫多量、φ～1


㎜石英少量
多角形 端部破片。礫混入目立つ


図174－4 SD73 堆積土上層 (8.2) 7.8 1.5 (197.6) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕
φ1～4㎜礫少量 多角形


端部～胴部破片。 底部に縄目状


圧痕１条


図174－5 SD73 堆積土下層 (6.6) 8.7 1.1 (277.7) 
ケズリ？、ユビナ


デ、指頭圧痕


縦位引抜痕、楕円


状圧痕、粘土紐巻


上痕


φ1～3㎜礫・ 石英多量、


φ8～14礫少量


多角


形？


底部に柾目痕、 縄目状圧痕２


条？歪みが大きい。成形粗


図174－6 SD73 堆積土上層 (6.3) 6.8 0.7 (115.4)
ヘラナデ、ユビナ


デ、指頭圧痕


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕


φ1～2㎜礫・ 石英中量、


海綿骨針微量
多角形 端部破片。底部に柾目痕


図174－7 SD73 堆積土上層 (11.9) 〈8.8〉 2.4 (326.8) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ、指頭圧痕


ユビナデ、粘土紐


巻上痕
φ1～3㎜礫中量


多角


形？
端部～胴部破片。底部面取り


図174－8 SD73 堆積土上層 (7.0) 7.4 1.0 (187.6) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ
縦位引抜痕 φ～1㎜礫中量 多角形


端部破片。 被熱により摩滅が激


しい


図174－9 SD73 堆積土上層 (6.0) 8.8 1.1 (135.0) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ


縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕
φ1～3㎜礫多量 多角形


端部破片。 底面付近の孔内に段


差あり


図174－10 SD73 堆積土上層 (17.2) 5.1 2.0 (279.7) ユビナデ


縦位引抜痕、横位


回転痕、楕円状圧


痕、粘土紐巻上痕


φ1～4㎜礫、φ～1㎜石


英少量
円筒形 胴部破片


図174－11 SD73 堆積土中・上層 (9.2) (6.4) 1.7 (201.1) ユビナデ
縦位引抜痕、粘土


紐巻上痕


φ2～5㎜礫・φ1～2㎜石


英中量
円筒形


胴部破片。粘土紐巻上痕あり。外


面に切り込み状の刻目が２条、


成形時のものか


図174－12 SD73 堆積土中層 (6.9) 3.4 1.0 (70.7) 
ヘラケズリ、ユビ


ナデ
縦位引抜痕


φ2～5㎜礫多量、φ～1


㎜石英少量
多角形 胴部破片。面取り粗


図186－12 SE10 堆積土 (10.0) 4.8 0.9 (172.8) ヘラケズリ、ナデ


縦位引抜痕、楕円


状圧痕、粘土紐巻


上痕


φ3～6㎜礫・ φ～1㎜石


英少量
円筒状 胴部破片


羽口観察表


図番号 遺構名 層位
計測値（㎝）


重量（g）
調整


混入物
装着


角度


溶着滓


炭化物
備考


縦幅 横幅 内径 外面 内面


図76－8 SI06 カマド堆積土 (12.2) 7.8 3.8 (319.4)
ケズリ、ヘラ


ナデ？


ヘラナデ、楕


円状圧痕


φ2～5㎜礫、φ1～2㎜石


英多量、海綿骨針微量
－ 無 胴部破片。被熱し、赤変・摩滅する


図79－15 SI10 床面直上 (19.7) 9.8 4.0 (1134.5) 
ケズリ、ヘラ


ナデ


ケズリ、ヘラ


ナデ、楕円状


圧痕


φ～3㎜礫・石英・海綿骨


針中量
約25° 有


端部～胴部破片。溶着滓部が被熱によ


り一部ガラス質となる（10YR1.7/1


黒色）


図81－11 SI11 カマド堆積土 (27.0) 7.8 3.8 (1299.3) 


ヘラケズリ、


ユビナデ、ヘ


ラナデ


ヘラケズリ、


ヘラナデ


φ1～3㎜礫・ 石英多量、


海綿骨針中量
－ 無


端部～胴部破片。外面に粗調整でやや


平坦な面が成形される。未使用か


図140－16 SK56 底面 (14.1) 9.8 4.4 (521.4)
ヘラケズリ、


ユビナデ


ヨコナデ、楕


円状圧痕


φ1～2㎜礫・ 石英中量、


海綿骨針少量
－ 有


胴部～基部破片。約1/3残存。外面ケ


ズリによって平坦面が成形される。内


外面に多量の細繊維痕


図142－20 SK202 2層 (7.8) 4.8 2.2 (101.4)


ケズリ、ユビ


ナデ、指頭圧


痕


粘土紐巻上


痕、ヘラナデ
φ1～2㎜礫・石英多量 － 無 端部～胴部破片。小型の羽口？


図156－5 SD17 堆積土 (18.2) 6.3 2.1 (287.7) 


ヘラケズリ、


ユビナデ、輪


積痕？


ヘラケズリ、


ヘラナデ


φ2～4㎜礫多量、φ1～2


㎜石英、海綿骨針少量
－ 無


胴部破片。外面ケズリによってやや平


坦な面が成形される。IN－44（Ⅱ層）・


ⅠU－43（Ⅱ層）と接合


図157－14 SD19 堆積土 (19.1) 〈7.7〉 3.3 (357.0)


粘土紐巻上


痕？粗ユビ


ナデ


ケズリ
φ～1㎜礫中量、 海綿骨


針少量
－ 有


胴部～基部破片。約1/3残存。外面に


多量の細繊維痕


図160－5 SD39 堆積土 (8.3) 7.2 3.1 (145.5) ケズリ？ ヘラナデ
φ～1㎜礫・石英多量、φ


1～2㎜礫中量
－ 有


端部破片。溶着滓部が被熱によりガラ


ス質となる（10Y3/2オリーブ黒）


図160－6
SD46


SD39
堆積土 (10.1) 6.1 2.9 (252.5) ヘラナデ ヘラナデ


φ～1㎜礫・石英多量、φ


3～5㎜礫少量、海綿骨針


中量


約25° 有
端部～胴部破片。溶着滓部が被熱によ


りガラス質となる（10Y2/1黒色）


図174－13 SD73 堆積土下層 (16.1) (8.2) 3.5 (464.2) ケズリ


ケズリ、ヘラ


ナデ、楕円状


圧痕


φ1～2㎜礫・ 石英多量、


φ2～3㎜礫中量
－ 有


胴部破片。溶着滓部が被熱によりガラ


ス質となる(10Y2/1黒色)。外面に多


量の細繊維痕。同一の大型破片1点あ


り


図174－14 SD73 堆積土上層 (9.5) 〈6.0〉 (3.3) (131.4) 不明 ヘラナデ φ～1㎜礫・石英多量 － 有


端部破片。溶着滓部が被熱によりガラ


ス質となる（10Y2/1黒）。摩滅により


外面調整不明


図174－15 SD73 堆積土中層 (7.8) 7.1 3.2 (139.9) 不明 ヘラナデ φ1～2㎜礫・石英多量 － 有


端部破片。溶着滓部が被熱によりガラ


ス質となる（10Y2/1黒色）。摩滅によ


り外面調整不明


図174－16
SD73


SK243


堆積土下層


堆積土
(5.4) 〈6.1〉 (3.0) (54.3) ヘラナデ ヘラナデ φ～1㎜礫。石英多量 － 有


端部破片。溶着滓部が被熱によりガラ


ス質となる（10Y3/1オリーブ黒）


土錘観察表


図番号 グリッド 遺構名 層位
計測値（㎝） 重量


（g）
色調


調整
残存状態 備考


縦幅 横幅 孔径 外面 内面


図161－11 ⅡB－35 SD46
A－Bラ


イン１層
6.6 3.7 0.6 84.5 


10YR4/1　褐灰色


10YR7/3　にぶい黄橙色
ユビナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
完形


石英・小礫（φ1～2㎜）多量、海綿骨針少


量混入。成形粗


図199－16 IR－31 遺構外 検出面 4.9 3.4 0.8 46.8 
10YR3/1　黒褐色


10YR8/3　浅黄橙色


ユビナデ


ヘラナデ
横位回転痕 完形 両側端部やや平坦


－  314  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  315  －







図199－17 IR－31 遺構外 検出面 4.7 3.6 1.4 46.0 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
完形 両側端部やや平坦


図199－18 IR－31 遺構外 検出面 4.5 3.1 0.9 39.7 
10YR3/1　黒褐色


10YR8/3　浅黄橙色


ヘラケズリ


ユビナデ　
横位回転痕 完形 片側端部ヘラケズリにより平坦


図199－19 IR－31 遺構外 検出面 4.7 3.2 0.9 38.4 
10YR2/1　黒色


10YR3/2　黒褐色
ユビナデ 横位回転痕 完形 両側端部やや平坦


図199－20 IR－31 遺構外 検出面 4.9 2.9 0.6 33.6 
10YR6/2　灰黄褐色


10YR4/1　褐灰色
ユビナデ 横位回転痕 完形 細石英・海綿骨針微量混入。両側端部平坦


図199－21 IR－31 遺構外 検出面 4.2 3.4 1.0 37.1 
10YR6/3　にぶい黄橙色


10YR4/1　褐灰色
ユビナデ 縦位引抜痕 約2/3


細石英微量混入。片側端部が調整により


凹


図199－22 IR－31 遺構外 検出面 4.3 3.1 0.8 31.4 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ 横位回転痕 完形 両側端部やや平坦


図200－1 IR－31 遺構外 検出面 5.2 3.3 1.2 26.9 
10YR7/2　にぶい黄橙色


10YR4/1　褐灰色
ユビナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2 細石英微量混入。両側端部平坦


図200－2 IR－31 遺構外 検出面 5.0 3.3 1.0 16.5 10YR4/1　褐灰色
ヘラケズリ


ユビナデ　
縦位引抜痕 約1/4 両側端部平坦。柾目痕


図200－3 IR－31 遺構外 検出面 〈5.0〉 3.5 0.8 (26.5) 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2


片側端部破損。細石英微量混入。端部やや


平坦


図200－4 IR－31 遺構外 検出面 4.9 3.1 0.9 23.5 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約3/4 両側端部やや平坦


図200－5 IR－31 遺構外 検出面 4.9 3.5 1.1 28.6 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2 細石英微量混入。片側端部平坦


図200－6 IR－31 遺構外 検出面 4.9 3.1 1.0 17.9 10YR4/1　褐灰色
ユビナデ


ヘラナデ
縦位引抜痕 約1/2 両側端部平坦


図200－7 IR－31 遺構外 検出面 4.8 〈3.2〉〈0.7〉 (15.9)
10YR3/2　黒褐色


10YR5/1　褐灰色


ユビナデ


ヘラナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3 両側端部平坦。破損面の一部に削痕


図200－8 IR－31 遺構外 検出面 4.8 3.1 〈1.2〉 (16.0) 10YR1/3　黒褐色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3 両側端部平坦。柾目痕


図200－9 IR－31 遺構外 検出面 4.7 3.0 1.0 27.5 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約2/3 両側端部平坦


図200－10 IR－31 遺構外 検出面 4.7 2.9 〈0.8〉 (14.3)
10YR7/2　にぶい黄橙色


10YR1.7/1　黒色
ユビナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2 両側端部やや平坦


図200－11 IR－31 遺構外 検出面 4.7 3.0 1.0 19.6 
10YR5/1　褐灰色


10YR3/1　黒褐色


ユビナデ


ヘラナデ
縦位引抜痕 約1/2 細石英微量混入。両側端部平坦


図200－12 IR－31 遺構外 検出面 4.7 〈2.3〉 (0.8) (14.2) 10YR3/1　黒褐色
ヘラケズリ


ユビナデ　


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3 細石英微量混入。破損面の一部に削痕


図200－13 IR－31 遺構外 検出面 4.6 3.2 0.9 27.4 10YR4/1　褐灰色
ユビナデ


ヘラナデ？
横位回転痕 約2/3 両側端部平坦


図200－14 IR－31 遺構外 検出面 4.6 3.3 1.1 24.4 10YR4/1　褐灰色
ユビナデ


ヘラナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2 細石英微量混入。両側端部平坦


図200－15 IR－31 遺構外 検出面 4.6 2.9 0.9 18.0 
10YR4/1　褐灰色


10YR7/3　にぶい黄橙色
ユビナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2 細石英微量混入。片側端部平坦


図200－16 IR－31 遺構外 検出面 4.6 〈2.9〉〈1.0〉 (14.9)
10YR3/1　黒褐色


10YR8/2　灰白色
ユビナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3 両側端部平坦。内面の調整粗


図200－17 IR－31 遺構外 検出面 4.6 3.3 0.9 23.9 10YR5/1　褐灰色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約2/3 細石英・海綿骨針混入。両側端部やや平坦


図200－18 IR－31 遺構外 検出面 4.6 3.0 0.9 17.8 10YR5/1　褐灰色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2 細石英微量混入。孔部片側が広がる


図200－19 IR－31 遺構外 検出面 4.6 3.0 0.8 17.1 10YR4/1　褐灰色
ユビナデ


ヘラナデ
縦位引抜痕 約1/2 片側端部に柾目痕


図200－20 IR－31 遺構外 検出面 4.6 〈3.0〉 1.1 (12.4) 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ 縦位引抜痕 約1/2 細石英微量混入


図200－21 IR－31 遺構外 検出面 4.6 〈3.0〉 0.9 (15.0) 10YR3/1　黒褐色 ユビナデ 横位回転痕 約1/3 両側端部平坦


図200－22 IR－31 遺構外 検出面 4.6 〈3.0〉 0.9 (15.7)
10YR4/1　褐灰色


10YR7/3　にぶい黄橙色
ユビナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3


細石英微量混入。端部平坦。破損面の一部


に削痕


図200－23 IR－31 遺構外 検出面 4.5 3.2 0.7 23.8 
10YR4/1　褐灰色


10YR6/2　灰黄褐色
ユビナデ


縦位引抜痕


楕円状圧痕
約1/2 細石英微量混入。両側端部やや平坦


図200－24 IR－31 遺構外 検出面 4.5 〈2.8〉 (1.5) (12.9) 10YR2/1　黒色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3 両側端部平坦


図200－25 IR－31 遺構外 検出面 4.4 2.7 1.0 12.9 10YR4/1　褐灰色
ユビナデ


ヘラナデ
縦位引抜痕 約1/2 両側端部平坦


図200－26 IR－31 遺構外 検出面 4.4 〈3.4〉 (1.2) (13.6) 10YR2/1　黒色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3 細石英微量混入。両側端部平坦


図200－27 IR－31 遺構外 検出面 4.3 3.1 1.2 17.6 
10YR4/1　褐灰色


10YR5/2　灰黄褐色
ユビナデ


横位回転痕


縦位引抜痕
約1/2 両側端部平坦


図200－28 IR－31 遺構外 検出面 4.3 3.1 0.9 29.6 
10YR7/3　にぶい黄橙色


10YR1.2/1　黒色


ユビナデ


ヘラナデ
横位回転痕 約5/6 細石英微量混入。両側端部平坦


図200－29 IR－31 遺構外 検出面 4.3 2.9 0.9 19.3 
10YR6/2　灰黄褐色


10YR3/1　黒褐色


ヘラケズリ


ユビナデ　
楕円状圧痕 約2/3 端部ヘラケズリにより平坦


図200－30 IR－31 遺構外 検出面 4.3 〈2.8〉 0.9 (11.2) 10YR4/1　褐灰色
ユビナデ


ヘラナデ


横位回転痕


楕円状圧痕
約1/2


細石英微量混入。端部平坦。破損面の一部


に削痕


図200－31 IR－31 遺構外 検出面 4.2 2.7 (0.7) (11.9) 10YR5/2　灰黄褐色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3


細石英微量混入。両側端部平坦。破損面の


一部に削痕


図200－32 IR－31 遺構外 検出面 4.1 3.0 1.0 19.1 
10YR7/2　にぶい黄橙色


10YR5/1　褐灰色


ヘラケズリ


ユビナデ　
横位回転痕 約2/3 海綿骨針微量混入。両側端部やや平坦


図200－33 IR－31 遺構外 検出面 4.1 2.9 0.7 16.7 10YR4/1　褐灰色 ユビナデ 縦位引抜痕 約2/3 細石英微量混入


図200－34 IR－31 遺構外 検出面 4.0 〈3.0〉〈1.1〉 (12.7) 10YR1/3　黒褐色 ユビナデ 楕円状圧痕 約1/2 両側端部平坦


図200－35 IR－31 遺構外 検出面 3.9 〈3.2〉 1.2 13.6 10YR6/3　にぶい黄橙色 ユビナデ
横位回転痕


縦位引抜痕
約1/3 両側端部平坦


古代の土製品観察表


図番号 器種 遺構名 層位
計測値（㎝）


重量（g） 備考
高さ 幅


図79－16 動物形土製品 SI10 堆積土 (3.8) (1.1)   (5.0) 脚部。手捏ね成形。ユビナデ


図100－5 土玉 SI28 SK01堆積土 1.1 2.0   4.5 丸玉。貫通孔


図100－6 土玉 SI28 SK01堆積土 1.1 1.1   1.1 丸玉。貫通孔。ミガキ調整


図番号 グリッド 遺構名 層位
計測値（㎝） 重量


（g）
色調


調整
残存状態 備考


縦幅 横幅 孔径 外面 内面


－  316  －


新田（2）遺跡 遺物観察表


－  317  －







図117－6 ミニチュア土器 SI39 SK08・堆積土 (3.9) 3.7 (22.6) 胴部1/2残存。手捏ね成形。ユビナデ


図141－5 動物形土製品 SK94 堆積土 (3.3) (1.5)   (5.4) 脚部。手捏ね成形。ユビナデ


図155－3 用途不明土製品 SD01 堆積土 (2.8) 3.5 (18.3) 手捏ね成形。ユビナデ。当て具状?


図158－8 ミニチュア土器 SD26 底面 3.2 3.8 38.3 完形。手捏ね成形。ユビナデ


図161－20 勾玉 SD50 3層 3.0 1.8   3.9 貫通孔。ミガキ調整


図175－1 動物形土製品 SD73 堆積土下層 〈55〉 〈51〉 (47.8) 土馬。頭部・胴部・右前脚部残存。脚の先端が黒変


図175－2 動物形土製品 SD73 堆積土 (5.9) (3.1) (12.9) 鳥形？手捏ね成形


図199－3 ミニチュア土器 ⅠM－44 Ⅰ (2.6) (2.6)   (5.6) 胴部1/2残存。手捏ね成形。ケズリ


木製品観察表


図番号 出土地点 層位 器種
計測値（㎝）


樹種 備考
長さ 幅 厚さ


図155－13 SD02 堆積土 杭 (19.6) 5.5 3.1 アスナロ


図155－14 SD02 底面直上 柄 (34.5) 6.8 2.2 アスナロ 未製品


図155－15 SD02 底面直上 板材 (5.8) 4.1 0.9 アスナロ


図175－3 SD73 堆積土下層 斎串 44.1 7.0 1.1 アスナロ


図175－4 SD73 堆積土下層 斎串 (45.5) 6.7 1.1 アスナロ


図175－5 SD73 堆積土中層 斎串 (31.5) 4.8 0.8 アスナロ


図175－6 SD73 堆積土中層 斎串 (16.9) 2.5 0.5 アスナロ


図175－7 SD73 堆積土下層 斎串？ 31.0 5.0 0.8 アスナロ 頭部抉り　先端炭化


図175－8 SD73 堆積土下層 木札 (13.8) 1.4 0.5 アスナロ 檜扇？　穿孔


図175－9 SD73 堆積土下層 木札 21.4 1.2 0.5 アスナロ 檜扇？　穿孔


図175－10 SD73 堆積土下層 木札 21.7 1.5 0.6 アスナロ 檜扇？　穿孔


図175－11 SD73 堆積土下層 木札 (21.9) 1.4 0.5 アスナロ 檜扇？　穿孔


図175－12 SD73 堆積土下層 木札 (22.2) 2.9 0.8 アスナロ 穿孔


図175－13 SD73 堆積土中層 菰槌 9.4 4.8 4.3 コナラ節


図175－14 SD73 堆積土中層 菰槌 9.2 5.7 4.2 コナラ節


図175－15 SD73 堆積土中層 菰槌 7.9 7.5 6.8 コナラ節


図175－16 SD73 堆積土中層 菰槌？ 14.3 6.8 3.6 コナラ節 木錘？


図176－1 SD73 堆積土下層 刀形 50.8 3.5 0.5 アスナロ


図176－2 SD73 堆積土上層 形代？ 8.5 1.5 0.6 アスナロ


図176－3 SD73 堆積土下層 刀形 (7.1) 4.0 0.6 アスナロ


図176－4 SD73 堆積土上層 形代？ (18.4) 2.3 0.7 アスナロ 鳥形？


図176－5 SD73 堆積土下層 形代？ (7.9) 2.5 0.6 アスナロ 鳥形？　一部炭化


図176－6 SD73 堆積土下層 皿 － － － トチノキ 内外面黒漆　口13.5底7.2高3.0㎝


図176－7 SD73 堆積土下層 皿 － － － クリ 内外面黒漆　口13.8底9.9高2.2㎝


図176－8 SD73 堆積土中層 皿 － － － ケヤキ 内外面黒漆　口 － 底8.1高（4.3）㎝


図176－9 SD73 堆積土中層 鉢 － － － モクレン属 内外面黒漆　口16.0底8.2高5.5㎝


図176－10 SD73 堆積土中層 椀？ － － － ケヤキ 　　　　　　口 － 底4.5高－㎝


図176－11 SD73 堆積土中層 皿 － － － ケヤキ
内外面黒漆　口 － 底9.0高（1.2）㎝


漆分析試料No2


図176－12 SD73 堆積土中層 下駄 14.4 (4.3) 2.0 －


図176－13 SD73 堆積土中層 下駄 20.3 9.5 3.4 －


図176－14 SD73 堆積土中層 下駄 21.2 (4.7) 2.4 アスナロ


図176－15 SD73 堆積土中層 下駄 (21.2) 10.7 3.2 アスナロ


図176－16 SD73 堆積土下層 把手 16.3 5.0 2.0 アスナロ


図177－1 SD73 堆積土下層 曲物 － － － アスナロ 樹種は底板。　口 － 底17.5高(6.4)㎝


図177－2 SD73 堆積土中層 曲物底板 23.3 22.1 1.7 アスナロ 木釘残存


図177－3 SD73 堆積土上層 曲物底板 19.6 20.7 1.2 アスナロ


図177－4 SD73 堆積土中層 曲物側板 (5.5) 2.0 0.2 アスナロ


図177－5 SD73 堆積土上層 曲物側板 (9.8) 4.4 0.3 アスナロ


図177－6 SD73 堆積土中層 曲物側板 (17.0) 5.5 0.5 アスナロ


図177－7 SD73 堆積土下層 曲物側板 (28.1) 7.2 0.5 アスナロ


図177－8 SD73 堆積土下層 箆？ (9.5) 5.0 0.4 アスナロ 曲物側板転用


図178－1 SD73 堆積土下層 鋤 (89.1) 11.8 1.3 カエデ属 三角形状の線刻


図178－2 SD73 堆積土下層 木槌（本体） (7.5) 16.5 9.7 アサダ


図178－2 SD73 堆積土下層 木槌（柄） 28.3 2.3 2.7 アスナロ


図178－3 SD73 堆積土下層 方形板 13.5 13.2 1.8 アスナロ 中央部穿孔


図178－4 SD73 堆積土下層 方形板 13.7 12.6 1.9 アスナロ 中央部穿孔　内面炭化


図178－5 SD73 堆積土下層 棒状 17.0 2.6 2.5 －


図178－6 SD73 堆積土中層 柄 (7.5) 10.1 2.6 アスナロ


図178－7 SD73 堆積土上層 篦状 16.6 1.8 0.3 アスナロ 先端箸状に尖る


図178－8 SD73 堆積土下層 箆 43.9 3.3 0.5 アスナロ


図179－1 SD73 堆積土中層 箸 (15.9) 10 1.2 アスナロ


図179－2 SD73 堆積土中層 箸 18.3 0.7 0.7 アスナロ


図179－3 SD73 堆積土中層 箸 21.8 0.9 0.7 アスナロ


図179－4 SD73 堆積土中層 箸 22.5 0.7 0.5 アスナロ


図179－5 SD73 堆積土下層 箸 23.6 0.9 0.5 アスナロ


図179－6 SD73 A－Bベルト４層 箸 25.8 0.5 0.6 アスナロ


図179－7 SD73 堆積土上層 箸 25.8 0.7 0.7 アスナロ


図179－8 SD73 堆積土下層 箸 26.2 0.7 0.6 アスナロ


図179－9 SD73 堆積土中層 箸 27.5 0.5 0.6 アスナロ


図179－10 SD73 堆積土下層 箸 27.8 0.7 0.6 アスナロ


図179－11 SD73 堆積土上層 箸 37.0 0.7 0.7 アスナロ


図179－12 SD73 堆積土下層 板状 34.6 5.5 0.8 アスナロ 織具？


図179－13 SD73 堆積土中層 閂？ (27.5) 3.5 3.2 アスナロ 繊維付着　頭部抉り


図179－14 SD73 堆積土上層 板材 (13.7) 2.7 0.5 アスナロ 先端尖る


図179－15 SD73 堆積土中層 板材 (16.0) 1.6 0.4 アスナロ 先端尖る


図179－16 SD73 堆積土中層 板材 (20.5) 2.1 0.8 アスナロ 先端尖る


図179－17 SD73 堆積土上層 板材 (15.7) 2.6 0.9 アスナロ 斎串？


図179－18 SD73 堆積土 板材 7.3 4.0 0.6 アスナロ


図179－19 SD73 堆積土中層 板材 (10.3) 4.0 1.2 キハダ


図179－20 SD73 堆積土下層 不明 10.0 4.6 4.5 ナシ亜科


図179－21 SD73 堆積土中層 不明 12.1 6.2 1.5 アスナロ


図番号 器種 遺構名 層位
計測値（㎝）


重量（g） 備考
高さ 幅
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図179－22 SD73 堆積土中層 不明 18.5 3.1 2.7 アスナロ


図180－1 SD73 堆積土下層 弓未製品 (75.0) 2.9 2.8 アスナロ 頭部抉り


図180－2 SD73 堆積土中層 板材 (24.0) 16.1 2.2 アスナロ 建築部材？


図180－3 SD73 堆積土中層 板材 (22.9) 4.0 1.1 アスナロ


図180－4 SD73 堆積土上層 板材 (45.5) 5.3 0.7 アスナロ


図180－5 SD73 堆積土中層 板材 (47.1) 4.0 0.6 アスナロ 布巻具？　


図180－6 SD73 堆積土中層 板材 (93.5) 4.5 0.3 アスナロ


図181－1 SD73 堆積土下層 棒状 (18.6) 2.9 3.0 カエデ属 頭部作り出し


図181－2 SD73 堆積土下層 棒状 24.3 2.0 (1.1) アスナロ 頭部作り出し　先端炭化


図181－3 SD73 堆積土下層 棒状 41.2 2.1 1.7 アスナロ 頭部抉り


図181－4 SD73 堆積土下層 棒状 38.4 2.7 2.1 アスナロ 年代測定資料


図181－5 SD73 堆積土中層 棒状 (64.1) 2.9 2.1 アスナロ


図181－6 SD73 堆積土上層 角材 (39.9) 3.1 2.8 アスナロ 先端部炭化


図181－7 SD73 堆積土上層 角材 41.0 5.0 5.0 アスナロ 炭化物付着　建築材


図182－1 SD73 堆積土中層 角材 113.7 6.7 3.8 アスナロ


図182－2 SD73 堆積土中層 杭 (67.5) 13.3 1.6 クリ


図182－3 SD73 堆積土上層 杭状 (87.8) 9.2 7.5 アスナロ


図182－4 SD73 堆積土下層 杭 109.5 5.6 5.5 アスナロ


図182－5 SD73 底面直上 杭 137.6 6.7 5.5 アスナロ 上半に繊維巻付痕？


図186－1 SE03 底面直上 椀 － － － ブナ
内外面黒漆　口(13.5)底5.7高(5.7)㎝


漆分析試料No1


図186－4 SE06 堆積土 釣り針状？ (2.0) 1.9 0.6 カツラ 蔓？


図186－5 SE06 堆積土 曲物側板 (16.5) 3.0 0.5 アスナロ


図186－6 SE06 堆積土 曲物側板 (19.3) 3.4 0.4 アスナロ


図186－7 SE06 堆積土 曲物側板 (27.8) 3.6 0.4 アスナロ


図186－8 SE06 堆積土 曲物側板 (24.5) 3.0 0.3 アスナロ 木釘残存


図186－13 SE10 堆積土 板材 9.1 4.7 1.4 アスナロ


図186－14 SE10 堆積土 曲物側板 (6.1) 1.7 0.4 アスナロ


図186－15 SE10 堆積土 曲物側板 (4.9) 2.9 0.5 アスナロ


図186－16 SE10 堆積土 曲物側板 (6.5) 2.2 0.5 アスナロ


図186－17 SE10 堆積土 板材 59.0 4.8 1.5 アスナロ 頭部作り出し


図186－18 SE10 堆積土 板材 (75.1) 10.2 1.2 －


図186－19 SE04 堆積土 棒状 50.7 2.5 2.4 アスナロ


図186－20 SE10 堆積土 杭 199.2 5.1 3.9 －


図199－6 不明 不明 箸 23.7 0.8 0.5 アスナロ


図206－4 SD38A 底面 不明 49.6 2.7 2.5 アスナロ 側面に抉り


図206－5 SD38A 底面 刀形 57.8 3.4 1.7 アスナロ 頭部杭状に尖る


図206－6 SD38A 堆積土 板材 (38.2) 8.5 2.2 アスナロ ほぞ孔1ヶ所


図206－7 SD38A 堆積土 板材 (52.2) 7.7 2.7 アスナロ ほぞ孔2ヶ所


図206－12 SD52 堆積土 鋤 41.6 17.8 11.9 コナラ節


陶磁器観察表


図番号 出土位置 層位 種別 産地 器種 部位 年代 備考


図195－18 SP708 堆積土 陶器 珠洲 擂鉢 胴部 Ⅳ期　15世紀


図195－19 SP1063 堆積土 青磁 中国 碗 口縁 15世紀 口径〈17.0〉㎝


図195－20 SP1423 堆積土 白磁 中国 皿 底部 13世紀中頃 底径〈7.0〉㎝


図195－21 SP1373 堆積土 陶器 珠洲 片口 口縁部 Ⅱ期　13世紀


図195－22 SP1197 堆積土 陶器 珠洲 擂鉢 胴部 Ⅱ期　13世紀


図195－23 SP1712 堆積土 青磁 中国 碗 口縁 15世紀 口径〈12.0〉㎝


図201－1 SI41 堆積土 青磁 中国 碗 口縁 15世紀


図202－1 SI51 堆積土 陶器 信楽 甕 肩部 中世


図204－1 SK81 堆積土 青磁 中国 碗 胴部下半 15世紀 底径5.0㎝


図204－2 SK174 堆積土 陶器 珠洲 擂鉢 胴部 Ⅳ期　15世紀


図204－3 SK210 堆積土 白磁 中国 皿 口縁 15世紀 口径〈10.0〉㎝


図204－4 SK229 堆積土 陶器 信楽 甕 肩部 中世


図206－8 SD38A・SD52 堆積土 陶器 珠洲 壷 胴部 Ⅱ～Ⅲ期　13世紀


銭貨観察表


図番号 出土位置 出土層位 銭貨名 地域 初鋳年 書体 背面
外径 内径(至輪径) 銭厚（４箇所）


量目 備考
上下 左右 上下 左右 最大 最小


図195－12 SP 951 堆積土 聖宋元寶 北宋 1101 行書 凹凸が弱い 24.17 24.07 18.50 18.51 1.67 1.40 2.6 湯口？


図195－13 SP1181 堆積土 天聖通寶？ 北宋 1023 真書 凹凸が弱い 24.17 － 19.66 － 1.24 1.13 0.6 藁？付着


図195－14 SP 955 確認面 紹聖元寶？ 北宋 1094 行書 24.88 － 18.30 － 1.10 1.05 0.9 


図195－15 SP 955 堆積土 皇宋通寶 北宋 1038 真書 凹凸が弱い 24.45 24.65 18.28 18.20 1.32 1.20 1.8 


図195－16 SP1257 堆積土 判読不明 － － － － － － － 1.28 － 0.7 線文の下が「元」


図195－17 SP1063 堆積土 元符通寶 北宋 1098 行書
湯口？凹凸が


弱い
24.82 － 18.65 － 1.10 0.99 1.1 骨粉？付着


図199－11 IQ－27 底面 元祐通寶 北宋 1086 行書 平坦 24.74 24.55 18.94 19.30 1.18 1.09 2.7 藁？付着　湯口？


図199－12 IQ－27 底面 祥符元寶 北宋 1009 真書 25.03 24.95 18.06 17.78 1.13 1.08 1.4 藁？付着


図199－13 IQ－27 堆積土 咸平元寶 北宋 998 真書 23.75 23.93 18.36 19.01 1.19 1.13 2.1 表面摩滅・平滑


図199－14 IQ－27 底面 熈寧元寶 北宋 1068 真書 24.36 24.60 20.11 19.95 1.20 1.01 2.3 藁？付着


図199－15 IG－42 Ⅱ 判読不明 － － － － － － － 2.35 2.32 4.9 赤色物質付着・折二銭？


金属製品観察表


図番号 出土位置 層位 種類 分類 長さ(㎝) 直径(㎝) 重量(g) 年代 備考


図211－1 SK03 堆積土 煙管 ⅡＢ 5.7 1.2 8.1 近世 狭義の吸口平坦


※分類は東北大学分類による


図番号 出土地点 層位 器種
計測値（㎝）


樹種 備考
長さ 幅 厚さ
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新田（2）遺跡


集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 6軒


土坑 38基


溝状土坑 10基


焼土遺構 2基


捨て場遺構 1ヶ所


縄文土器(前～晩期)、


石器、土製品(鐸形土


製品、円盤状土製品)、


石製品(石刀)、ミニ


チュア土器、土偶


丘陵先端の斜面部か


ら、中～後期を主体


とする捨て場遺構を


検出。


集落跡 平安時代 竪穴住居跡 38軒


土坑 136基


溝跡 67条


井戸跡 12基


用途不明遺構 2基


ピット(中世含)


 1827基


土師器、須恵器、擦


文土器、石帯、羽口、


支 脚、 土 錘、 土 馬、


砥石、鉄製品（刀子、


鎌、釘、錫杖状鉄製


品）、木製品（漆器椀、


箸、下駄、曲物、形代、


杭）、古銭、獣骨など


集落を囲むように巡


る溝跡(SD73)から


木製品をはじめとす


る多量の遺物が出


土。


集落跡


散布地


中世 竪穴建物跡 2軒


土坑 7基


溝跡 2条


掘立柱建物跡 12棟


珠洲、信楽、青磁、白磁


集落跡 時期不明 土坑 53基


焼土遺構 2基


要 約


新田(2)遺跡は、標高６～８mの丘陵上及び沖積地上に、縄文時代・平安時代及び中世に営まれた集落


跡である。縄文時代では、丘陵先端の斜面部から縄文時代中～後期にかけての捨て場遺構が検出された。


斜面北側には中期前葉の、南側には後期前葉の遺物が主に廃棄されており、時期によって廃棄する場所


を変えていたことが判明した。平安時代では、10世紀後半以降のものと考えられる大規模な溝跡の検出


が特筆される。溝跡は集落を囲むように複数巡っており、内側から外側への変遷が想定される。また、


堆積土中からは大量の遺物が出土したが、中でも斎串をはじめとする木製祭祀遺物の出土は、本遺跡の


性格を考える上で重要である。中世では、竪穴建物跡、掘立柱建物跡や多数の柱穴が検出された。これ


らからは13～15世紀にかけての珠洲などの陶磁器が出土している。本遺跡周辺では現在も調査が行わ


れており、それらとの比較、検討を行うことで本遺跡の性格がより明らかになると考えられる。
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